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つくば市は,昭和62年 4町村が合併して誕生しました。つくば市は

わが国の最先端をゆく国や民間の研究機関をここに集中的に誘致し,

教育・研究機関と関係ある工業団地の導入,更には,そ こで働 く人々

の住宅団地の造成をはかり,「職。住近接」をめざして, 日々 整備され

つつあります。その一環として,住宅 。若る市整備公団は,つ くば市柴

崎地区に工業団地の造成をすすめております。その予定地内に柴崎遺

跡は所在しております。

財団法人茨城県教育財団は,住宅・都市整備公団と埋蔵文化財発掘

調査事業について委託契約を結び,昭和62年 4月 から発掘調査を実施

しております。

本書は,昭和62年度に調査を行った柴崎遺跡 IoH区分に関する報
告書であります。この調査により,多 くの遺構・遺物が検出され,つ

くば市の古代史を解明する上で多大の成果をあげることができました。

本書が,研究の資料としてはもとより,郷上の歴史の理解を深め,

ひいては教育・文化向上の一助として,広 く活用されることを希望い

たします。

なお,発掘調査及び整理を進めるにあたり,委託者である住宅・都

市整備公団,茨城県教育委員会,つ くば市教育委員会はじめ,関係各

機関及び関係各位の御指導・御協力に対しまして,心より感謝の意を

表します。

平成元年 9月 30日

財団法人 茨城県教育財団
理事長 磯  田   勇
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第 1章 調査経緯

第 1節 調査に至る経過

茨城県つ くば市付近は,筑波研究学園都市建設以前は平地林 と水田・畑が散左する農村地帯で

あった。この緑豊かな田園地帯に「研究学園者Б市」の建設が昭和30年代に計画された。40年代初

めから建設工事が進められ,凱在は研究・教育機関を核 とする高層ビルが林立し,それに関連す

る工業団地が操業を開始し,そ こで働 く人々の住宅団地も造成され国際的頭脳都市 として生まれ

変わろうとしている。

つ くば市は,昭和62年 11月 ,筑波郡谷田部町 。大穂町・豊里町,新治郡桜村の 4町村が合併 し

て誕生した市で,昭和63年 1月 には筑波郡筑波町が合併 し,県南最大の都市として生まれ変わり,

近い将来稲敷郡茎崎町の合併も考えられている。

柴崎遺跡は,つ くば市の東部,桜地区に所在している。桜村 (旧 )当局は,昭和50年 3月 柴崎

地区における工業国地造成計画をまとめ,昭和56年 8月 計画を茨城県に提出した。翌57年,桜村

教育委員会は将来の開発に備えて,開発予定地内における埋蔵文化財の分布調査を筑波大学に依

頼 し実施した。同年11月 ,村当局は,住宅・都市整備公団に工業国地造成について協力を依頼 し

た。これを受けて公団は,昭和59年 4月 ,茨城県教育委員会に開発予定地内における埋蔵文化財

の有無について照会した。茨城県教育委員会は,同年 5月 に独自に分布調査を実胞 し,その結果 ,

埋蔵文化財の存在することを確認し,そ の旨,住宅・都市整備公団に回答した。開発計画が具体

化 した昭和61年12月 ,住宅・都市整備公団から茨城県教育委員会に,開発エ リア内における埋蔵

文化財包蔵地の広がり等についての調査依頼があった。茨城県教育委員会は,直ちに試掘調査を

実施し遺跡の範囲を確認し,住宅・都市整備公団に回答した。

茨城県教育委員会,桜村教育委員会,住宅・都市整備公団の三者で埋蔵文化財の取 り扱いについて

協議を重ねた結果,凱状保存が困難なため記録保存の処置をとることで一致した。62年 2月 ,茨

城県教育委員会は,住宅 。都市整備公団に,埋蔵文化財の調査機関として財団法人_~4城県教育財

団を紹介し, 3月 ,住宅・都市整備公団から茨城県教育財団に,柴崎遺跡の発掘調査の依頼があ

った。茨城県教育財団は,住宅・都市整備公団と柴崎遺跡発掘調査について打ち合わせ を行い,

昭和62年 4月 1日 ,柴崎遺跡の埋蔵文化財発掘調査の委託契約を結び,同年 4月 から発掘調査を

実施することとなった。
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第 2節 調査方法

調査区設定

発掘調査を実施するにあたり,遺跡及び遺構の位置を明確にするため調査区を設定した。調査

区は日本平面直角座標第Ⅸ系座標を用いて区画し,当遺跡においてはX軸 (南北)11,920m,Y軸

(東西)25,360mの交点を基準とし, この基準点から東西。南北にそれぞれ40m平行移動 して一辺

40mの大調査区を設定した。更にこの大調査区を東西・南北に各々10等分し,4m方限の刻ヽ調査区

を設定した。

大調査区の名称は,北から南へ「A」 。「B」・「C」 ……・,西から東へ「1」 。「2」 。「3」 ……。とし,

「Al区」。「B2区」と表記した。小調査区も同様に北から南へ「a」 。「b」 。「c」・……「j」,西から東

へ「1」・「2」・「3」 ―。「0」 とし,位置を表示する場合は大調査区と合せて,「 Alb2」 °「C2e2」 の

ように表記した。

第 1図 調査区呼称方法概念図

2 遺構確認

遺構確認は,調査面積の 8分の 1にあたる小調査区を発掘する方法により,遺構の確認 を試み

た。その結果,土師器や須恵器の破片とともに,住居跡や溝と思われる落ち込みが確認された。

また,表上の厚さは30～ 60clnであることも判明した。この試掘結果をふまえ,遺跡全面の表土除

A

B

C
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去をすることにした。表土除去には重機を利用したが,遺跡が 2地区に分れていること,遺跡内

にまだ耕作している畑が残っていることなどを考え, 2回に分けて実施した。重機で除去 したあ

とを追うように,入力による遺構確認を行い,住居跡や溝,井戸等を確認した。遺跡の中央部は

やや高く,周辺部は低 くなるが,この低い部分はローム層がほとんどなく,粘土質の褐色上が堆

積していた。

3 遺構調査

住居跡の調査は,土層観察用ベル トを十文字に設定して掘 り込む四分割法を原則 とした。分割

した地区の表記は,北東部を 1区 とし,以下時計回りに 2。 3・ 4区 とした。なお,平面プラン

が明確でないものや,覆土がほとんどなくベル ト設定が困難な住居跡については,南】ヒあるいは

東西に三分割 した。この場合は,北側あるいは東側を 1区 とし,残 りを 2区 とした。上坑につい

ては,長軸方向で二分割し,地区名は住居跡の表記に準じた。掘立柱建物跡については,柱痕跡

あるいは柱掘方が一直線に連続するようなラインを設定し,このラインに沿って三分割して掘り

込んだ。井戸及び地下式坑については,土坑のそれに準じた。溝については掘り込まれている方

向が様々であるため,適宜土層観察用ベル トを設定して掘 り込みを実施した。

土層については,色調・含有物・締まり具合・粘性等を観察し分類した。色調の決定にあたつ

ては,「新版標準土色帳」 1/Jヽ山正忠・竹原秀雄著 日本色研事業株式会社)を使用した。遺物の

取り上げは,出土位置・遺物番号・レベルを図面あるいは台帳に記録した。遺構の観察は,埋土

の堆積状況・床面・壁・柱穴・カマ ド等について留意した。遺構の実測については,平面図は水

糸をlm方眼に地張りして計測し,土層及び遺構断面図は水糸を通度なレベルに水平に張 り,計

測した。遺構番号は,調査した順に番号を付した。
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第 3節 調査経過

柴崎遺跡の調査は,昭和62年 4月 1日 から63年 3月 31日 までの 1年間であった。以下,調査経

過の概要について記述する。

(昭和62年 )

4月  発掘調査を開始するための諸準備を行う。現場事務所や倉庫の設置,進入路や駐車場の確

保,作業員募集等を実施した。

5月  6日 に作業を開始し,翌 7日 には発掘調査の円滑な推進と安全を願い,鍬入式を挙行 した。

式典には,公団や村当局の関係者及び地元作業員等が参加した。その後,遺跡内の山林の伐

開作業を開始した。伐開作業は下旬までかかったが,中旬から試掘調査を並行して進めるこ

とにした。なお,試掘は,遺跡面積の16分の 1に相当する4m方眼の小グリッドを掘 り下げた。

6月  前月に引き続き,試掘調査を実施した。地表面には土器片等は少なかったが,試掘の結果,

土師器や須恵器の破片,住居跡や溝と考えられる落ち込みが確認できたため,中旬より重機

を導入して表土除去を実施することにした。ただ,遺跡内には,麦やたばこを耕作している

畑があるため,除去可能な地域を先行し,残 りは収穫を待って行うことにした。

7月  重機による表土除去を続けると同時に,遺構確認作業を開始した。地面が乾燥してしまう

ため,確認作業は連続して実施した。前述の作業を行いながら,中旬から住居跡の調査 を開

始した。調査は遺跡の南端より始め,下旬までに約10軒の調査が終了した。遺跡の南端部は

粘土質のため,雨が降ると水はけが悪 く,掘 り込むのに大変苦労した地域である。

8月 住居跡の調査は,20番台から30番台に進んだが,炎天下のきびしい作業が続いたこともあ

り,作業員の出勤数が落ち込み,それを補充するため学生アルバイトを採用し調査を進めた。

9月 遺構は大部分が住居跡であるが,調査が進むに従い溝や上坑,掘立柱建物跡や井戸跡など

の存在も確認された。井戸の調査は掘 り込むほどに水が出てくるため,排水ポンプを使用し

たこともあった。下旬には,前回耕作のため表土除去のできなかった地域に重機を導入し,

表土除去を開始した。 9月 は,主に I区の表土除去を行った。

10月  10月 は,主にH区を中心に表土除去を実施した。60番台までの住居跡を調査しながら, H

区の遺構確認作業も行った。

11月  H月 に入ると寒さも厳しくなり,朝は霜柱を見ることが多くなってきた。しかし,調査に

はそれほど影響はなく,80番台の住居跡まで調査を終了させた。遺跡の性格等を明確にする

ため,茨城県立歴史館の川井正一氏を講師として招き,班内研修会を実施した。

12月 寒さも益々厳しくなり,作業状態は非常に悪くなってきてきたが,調査は順調に進み100番

台の住居跡まで終了した。悪条件の中で比較的順調に調査が進行したことのひとつに,月 型ヽ



の住居跡が多く検出されたことが挙げられる。特に,炉 もカマ ドもなく2本の柱穴を有する

住居跡は一辺 2～ 3mしかなく大変小型であった。調査は25日 まで実施し,翌26日 から 1月 4

日までは正月休業日とした。

(昭和63年 )

1月  5日 から調査を再開した。住居跡の調査は110番台まで進み,中旬までに I区の調査はほぼ

終了した。引き続きH区の遺構調査を開始したが, I区の上坑や溝が未調査のため,H区の

調査と並行して調査を進めた。H区で確認されていた遺構はほとんど住居跡であり,下旬に

は,調査の中心はH区に移った。

2月  I区では土坑や溝,H区では住居跡を中心に調査を進めていったが, I区で土坑と考えら

れた遺構のうち 4基が地下式坑であることがわかった。また,H区では小規模な掘立柱建物

弥が 2棟検出された。下旬には遺跡の航空写真撮影に備えて, I・ II区全体の清掃を行った。

26日 に航空写真撮影が終了した。

3月  I・ H区 とも遺構調査はほとんど終了し,補足調査を実施した。また,これまでに作成し

た図面類の点検・修正,遺物の洗浄・注記等の作業を行った。 5日 には現地説明会を実施し,

100名近い見学者があった。その後も前述の作業や,遺跡内の危険箇所 (井戸等)の埋め戻し

を行い,25日 に関係機関等への挨拶を済ませ,一切の調査を終了した。
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第 2章 位置と環境

第 1節 地理的環境

柴崎遺跡は,つ くば市大字柴崎字反町177に所左 し,常磐自動車道・桜土浦インターチェンジの

北北西約 7 kmの地点に位置している。当遺跡は, I～Ⅲ区に分かれ, I区 とIII区の境界付近には

鹿島神社がある。鹿島神社の社域は保存地域 となっている。遺跡全体からみると, I区は南側 ,

H区は北側,Ⅲ区は東側で,I区は鹿島神社の西側の地域であり,昭和62年度の調査は,I区 1,7441

m2,H区 5,281m2の計22,722∬ を実施した。

遺跡の所在するつ くば市は,昭和62年 11月 に,谷田部町・桜村・豊里町・大蔦町の 4町村が合

併 して誕生した,茨城県で最 も新しい市で,63年 1月 には筑波町も編入し, 5町村から成るつ く

ば市が成立した。柴崎遺跡の調査は,62年 4月 に開始してお り,当初は旧桜村に所在していた遺

跡である。こういった事情から,旧桜村を「桜地区」 と呼称 して記述することにする。

つくば市は茨城県の南部に位置し,東には霞ケ浦,北には紫峰筑波山を仰ぎ見る風光明媚な地

域である。この付近は小貝川と桜川の間に展開する平坦な台地となっており,筑波・稲敷台地と

呼ばれ,台地上は畑か平地林として利用されている。また両河川に接する低地部は水田として利

用されている。自然に恵まれた土地であるため,昔から農業が中心であったが,昭和40年代から

始った筑波研究学園都市の建設により,大きな変貌を迩げつつある。現在では学園都市の中心部

はほぼ完成し,周辺地域の開発・整備が着々と進みつつある。

桜地区は,つ くば市の南東部に位置しており,上浦市・新治村に接している。桜地区の西側部

を,学園東大通 りに沿うように,霞ケ浦に流入する花室川が南東に流下し,桜地区の東部新治村

との境を桜川が同じく南東に向かって流下している。両河川の間には,標高20～ 30mの平坦な台地

が北西から南東へ舌状に延びている。当遺跡は花室川の沖積地になだらかに傾斜する台地上に所

在し,花室川を挟んで広大な敷地を有する筑波大学が位置している。遺跡周辺は,標高25mほ どの

台地になっており,桜川との比高は20m,花室川との比高は 1～ 2mであり,桜川・花室川の沖積

地は水田となっている。遺跡中央部は,平地林・芝畑・麦畑として利用されている。

参考資料

「筑波研究学園者Б市計画図」 住宅・都市整備公団研究学園都市開発局 昭和61年

「桜村歴史マップ」 桜村教育委員会 昭和61年
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第 2節 歴史的環境

桜地区には,先土器時代の遺跡は確認されず,確認されているのは縄文時代以降の遺跡である。

遺跡の大部分は花室川の東側から桜川を見おろす東部の台地上にかけて集中し,他に,南部にも

わずかに確認されている。桜地区の西部をほぼ南北に走る学園東大通 りの西側の地域には,現在

までのところ 1か所 も確認されていない。ここでは,確認されている主な遺跡について時代を追

って述べることにする。

縄文時代の遺跡は,13か所確認されている。この中でよく知 られている遺跡として,旭 台貝塚

(12)と 下広岡遺跡 (36)がある。旭台貝塚は桜地区における唯―の貝塚で,桜川右岸の台地上に位

置している。発掘調査は行われていないが,桜村史によると貝層は表上下30cmの ところにあり,

30～ 40cmの厚さと推定されている。採集された貝は,ア カニシ・ハマグリ・ヤマ トシジミ等で,

出土土器からみて後期から晩期にかけての貝塚 と考えられる。下広岡遺跡は花室川右岸にあり,

常磐自動車道の建設に伴い茨城県教育財団が昭和53年から54年にかけて調査を実胞し,中期の住

居跡が86軒検出された。遺跡からは多量の土器のほか,石器やパン状炭化物などが出土している。

弥生時代の遺跡としては,西坪遺跡 (21),古 来遺跡 (28),大角豆遺跡(34)等が確認されている。

これらの遺跡は,弥生式上器が採集されている程度で,調査は行われていない。柴崎遺跡 (9)も 弥

生時代の遺跡として周知されていたが,今回の調査では該期の遺構は検出されず, しかも一片の

上器も出上しなかった。

古墳時代の遺跡は,比較的多く確認されている。特に,柴崎遺跡の東方1.3kmの 地点に所在する

天神塚古墳 (7)は ,全長約80mの前方後円墳である。同規模の前方後円墳として,金田古墳がある。

金田古墳は全長75m,後円部径35mの大きさで,長さ90帥の直刀や石棺の破片等が出土している。

桜地区には23基の古墳が残っているが,その大部分は桜川を東に臨む台地端部に造営されている。

この時期の集落跡としては,上器屋遺跡 (17),沼 向遺跡 (1)等が知 られている。

奈良・平安時代の遺跡としては,布 目瓦や礎石,蔵骨器が出上した九重廃寺跡 (16),総柱の掘

立柱建物跡や焼米が出上した河っ内郡衛跡 (20),条里跡が残る本田遺跡 (22)な どがある。条里跡

は他にも上ノ室条里があったが,現在では姪減してしまった。

城館跡として,金田城跡 (19),上 ノ室城跡 (27),花室城跡 (25)等がある。これらの城館跡は刻ヽ

田氏と深い関連をもってお り,上ノ室城跡は吉原備前守の, また花室城跡は大津長門之助貞兼の

それぞれ居城であったと言われている。

以上のように,桜地区には古代から中世にかけての分くの遺跡が所在しているが,調査例は比

較的少ないことから,今回の柴崎遺跡の調査は貴重な資料のひとつとなるものと思われる。
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参考資料

「桜村史 上巻」桜村教育委員会 昭和57年

「茨城県遺跡地図」茨城県教育委員会 昭和62年

「茨城県教育財団文化財調査報告 X」 _~A城県教育財団 昭和56年

「柴崎地区埋蔵文化財分布調査報告書」桜村教育委員会 昭和62年

一覧表

中

号

図

番
遺 跡 名

時 代

剛
需

遺 跡 名
時 代

縄文 弥生 古墳 奈・平以降 縄支 弥生 古墳 奈・平以階

1 沼 向 遺 跡 ○ 金  田 城  跡 ○

2 古 塚 古 墳 ○ 河 内 郡 衛 跡 ○

3 オ 十 郎 遺 跡 ○ 西 坪 遺 跡 ○

4 愛 宕 塚 古 墳 O 本  田 遺 跡 ○

5 十 日 塚 古 墳 O 松 塚 古 墳 群 ○

6 大 山 遺 跡 ○ ○ 花 室 遺 跡 ○ ○

7 天 神 塚 古 墳 ○ 花 室 城 跡 ○

8 天 神 遺 跡 ○ ○ 上 ノ室 条 里 跡 O

9 柴 崎 遺 跡 当 遺 跡 上 ノ 室 城 跡 ○

滝 の 台 古 墳 群 ○ 古 来 遺 跡 ○

どん どん塚古墳 ○ 明 神 の 問 遺 跡 ○

旭 台 貝 塚 ○ 大 日 塚 古 墳 ○

中 根 遺 跡 ○ 東 古 墳 群 ○

西 坪 台 古 墳 群 ○ 鹿 島 様 古 墳 ○

とりおい塚古墳 ○ 倉 掛 遺 跡 ○

九 重 廃 寺 跡 ○ 大 角 豆 遺 跡 O

土 器 屋 遺 跡 ○ 千 現 琢 古 墳 ○

金  田 古 墳 ○ 下 広 岡 遺 跡 ○
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第 2図 桜地区遺跡位置図
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第 3章 柴崎遺跡 I区

第 1節 遺跡の概要と遺構・遺物の記載方法

1 遺跡の概要
柴崎遺体は,縄文式上器片や土師器片が散布している遺跡として周知されていた。今回の調査

結果からは,奈良・平安時代の集落跡が主であることが明らかになった。縄文式土器片も出土し

たが,遺跡中央部から北寄 りにかけてごく少量が出上したにとどまり,遺構等は検出されなかっ

た。他に古墳時代後期の住居跡も検出されている。調査 した遺構数は次のとおりである。

竪穴住居跡   112軒 (古墳時代～平安時代 )

土坑 5基 (時期不明)

掘立柱建物跡   1棟 (平安時代 )

地下式坑

井戸

4基 (中世 )

8基 (奈良・平安時代以降 )

溝        8条 (時期不明)

これらの遺構は,遺跡の全域に分布しているが,住居跡はエリア中央部と南東部に比較的集中

する傾向がうかがえる。土坑や溝は,エ リア全域に散左して確認された。遺跡の北西から南西方

向の周辺部からは,遺構は検出されなかった。これはエリアの中央部と比較して0.5～ lmほ ど低

くなり,かつ,粘土層に近い土質で排水性も悪かったためかと思われる。

当遺跡からの出土遺物は,土師器・須恵器が主である。遺物の大部分は破片であるが,器種の

わかるものとしては,上師器・須恵器とも不が最も多く,他に甕,鉢,甑,皿などがある。土器

以外の遺物としては,土製品 (支脚・紡錘車等),鉄製品 (鎌 。刀子・釘等),石製品 (祗石)な

どが出上している。

2 遺跡の基本層序
遺跡は比較的平坦であったが,中央部がやや

高 く,周辺部は中央部よりも0.5～ lmほ ど低 く

なっており,さ らに周辺部より1～ 2m下がった

地点は水田として利用されている。

基本層序を調査 したテス トピットは,遺跡の

中央からやや西寄 りの第36号住居跡の東側の地

23.6m  ―

21.6  -

第 4図 テス トビット柱状図
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点である。 1・ 2層は後世の撹乱を受けており,炭化粒子やローム粒子が温入した層で,厚さは

両層とも30～ 40cmである。 1層 は黒褐色,2層 は暗褐色を呈し,と もに比較的硬 く締まっている。

3層は厚さ30cmで,明責褐色を呈し,硬 く締まっている。4層はやや黒味を増した黄褐色の層で,

通常ブラックバンドと呼ばれている層である。 4層の厚さは,30cmで ある。 5層 は明責褐色の層

で,大変硬く締まり,下部には粘土ブロックが混入している。 5層の厚さは,30～ 35cmである。

6・ 7層は粘土層であり,非常に硬 く締まっている。 6層は浅い責灰色で 6～ 10cm, 7層 は明る

い青灰色を呈している。テストピットは確認面より2.2m掘 り下げたが,5層 と6層の境い目より

出水するため, 7層でとめた。したがって, 7層の厚さは不明であるが, 6層下部から70cmま で

は確認できた。

3 遺構 。遺物の記載方法
本書では,遺構・遺物の記載に際して,下記の要領で統一した。

(1)使用記号

住居跡……SI  土坑……SK 掘立柱建物跡……SB 溝……SD 井戸……SE

ピット (柱穴)… …・Pュ・P2～  実測土器……P  土製品……DP  拓本土器……TP

石器・石製品……Q  金属製品……M  瓦……T

(2)遺構 。遺物実測図中の表示

カマ ドー
躙

胞の一翻 憾土器―翻
掘立柱柱痕跡―

睡霊霊翻

囲
週
土．　　　．陛

占

燃 ω 釉一
∞

(3)上層の分類

当遺跡で検出された遺構の上層の観察については,「新版標準土色帳」 1/Jヽ山正忠・竹原秀雄著

日本色研事業株式会社)を使用し,次のように分類し,記号化した。なお,各土層に含まれる含

有物については繁雑化を避けるため,本文中で説明した。

番号 土 色 名 色 相     明度/彩度
色褐黄

にない黄褐色

明 責 褐 色

2.5Y       5/3
10Y R      5/6
10Y R    4/3 5/3 5/4
10Y R   6/6

2

色褐

色

色

褐い

褐

ぶに

明

7.5Y R     4/3  4/4  4/6
10Y R    4/4 4/6
7.5Y R  5/3 5/4
7.5Y R  5/6

―-14-―



暗  褐  色

極 暗 褐 色

7.5Y R  3/3 3/4
10Y R   3/3 3/4
7.5Y R  2/3

色褐里
＾

7.5Y R  2/2 3/1 3/2
5YR    2/2
10Y R    2/2 2/3 3/2

5

赤  褐  色

にぶい赤褐色

明 赤 褐 色

2.5Y R  4/6 4/8
5YR   4/6 4/8
5YR    4/3 4/4 5/3
2.5Y R     4/3  4/4  5/3  5/4
5YR   5/6 5/8
2.5Y R  5/6

暗 赤 褐 色

極 暗 赤 褐 色

5YR   3/2 3/3 3/4 3/6
2.5Y R     3/2  3/3  3/4  3/6
5YR   2/3 2/4
2.5Y R  2/2 2/3 2/4

色
色赤

赤
暗

10R     4/6
7.5R    3/4

色褐灰 7.5Y R
5YR

オリーブ褐色

暗オリーブ褐色

2.5Y       4/3  4/4  4/6
2.5Y       3/3

灰 黄 褐 色 10Y R   4/2

灰オ リーブ色 5Y        5/3

色灰 黄 2.5Y    6/2

灰  赤  色 2.5Y R  4/2 5/2

色里
10Y R   l.7/1
7.5Y R  l,7/1 2/1

(4)遺構実測図の作成方法と掲載方法

O 各遺構の実測図は,原則として縮尺20分の 1の原図を,カ マ ドは10分の 1の原図をそれぞれ

トレースして版組みし, さらに 3分の 1に縮小 して掲載した。

○ 溝については,縮尺50分の 1の原図を,適宜縮小 して掲載した。

○ 水糸レベルは,同一レベルの場合に限り1か所の表示で表し,それ以外は個々に掲載 した。

単位はメー トルである。

○ 土層の観察状況については,人為的な堆積状況が認められた場合のみ,その旨を記 し, 自然

堆積の場合は,特に記述はしなかった。

y而
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(5)遺物実測図の作成方法と掲載方法

O 土器の実測図は,中心線の左側に外面,右側に内面と断面を図示した。

○ 土器拓影図は,須恵器の叩き目と底部の調整痕を採拓し,叩 き目については実測図の外面部

に,底部については実測図の下側に,それぞれ図示した。

O 須恵器の断面は黒 く塗 りつぶし,上師器 と区別した。

O 土器の内・外面を黒色処理 した遺物は,黒色部分にスクリーントーンを使用した。

○ 遺物は,原則として,実測図を 3分の 1に縮小 して掲載 した。しかし,遺物の種類や大 きさ

により,それ以外の縮尺を使用した場合 もある。

打

ｈ

下

―

炉

Ｆ

土

亀

ｆ

口鬱露耶

体 部

底 部
(高台)

解

(6)表の見方について

〔住居跡一覧表〕

○ 位置は,グ リッド名で表示し, 2か所以上のグリッドにまたがる場合は,遺構の占める割合

の多いグリッド名を表示した。

○ 主軸方向は,座標北をN-0° とし,東 (E)。 西 (Wlに何度傾いているかを表示 した。なお,

カマ ドを有する住居跡ではカマ ドを通るラインを,カマ ドがなくピットのみの住居跡ではピッ

トの並ぶラインを,それぞれ主軸 とした。

〇 平面形は,長軸と短軸の差が,長軸の10パー地ント以内の場合は方形に,それ以上の差があ

る場合は長方形とした。

O 壁面は,床面からの立ち上が り角度が76°～90°を垂直,75°以下を外傾 とした。

○ カマ ドは,造られている壁の方向を表示 した。カマ ドがなく,床面に炭化物等の堆積が認め

られた場合は,「炭化物」と表示 した。

〇 備考には,切 り合い関係や床面積,特記事項等を記入した。

昨

番号 位置 主軸方向 平面形
規   模

壁面 床 カマド 時期 備   考
長軸×短軸(m) 深さ(cln)

―-16-―



〔土坑一覧表〕

番号 位  置 長径 (軸 )方向 平 面 形
規   模

壁 面 底面
備  考

(出土遺物)長径×短径(ml 深さ(cln)

図版
番号

器  種 法量 (伽) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ,色調・焼成 備  考

Ａ

～

Ｅ

O 表示については,住居跡の表に準じた。

〔出土遺物観察表〕

O 番号は,図版中の番号である。

O 法量は,A一 口径,B―器高,C―底径,D―高台径,E―胴部 (体部)最大径とし,( )

を付した数値は,推定値又は現存値である。

○ 色調については土色帳を使用し,焼成については硬 く焼き締まっているものは良猛 焼きが

あまく器面がザラザラで剖落しているものを不良とし,その中間のものは普通とした。また,

火災等で 2次的な焼成にあっていると思われるものは 2次 と表示した。

O 備考は,残存率等を記した。

(7)その他

○ 出土遺物の写真に付した番号は,遺構番号―実測図版中の番号とした。例えば,15-3の場

合は,第 15号住居跡出土遺物全 実測図版中のNα 3の遺物を表わしている。

―-17-



墓

皇  部γL
0
∽

+9

閉は庄よ
鐘Gξ鶏Ⅷ

饉

°

/∠姦

北
~ 
よ9鵡磯
口
靭に訂鞄茅昆濠◇OS       ヽふ 獅静

隆1鬱

警鵡♭
衛▽契 )
韻

I期

H期

Ⅲ期

Ⅳ期

V期

不明

0             40m

け
趨
雲
＝
回
□

第 5図 柴崎遺跡 I区遺構分布図
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第 2節 竪穴住居跡

当遺跡から検出された住居跡は■2軒であるが,遺構確認面から床まで浅いものが多く,住居跡

によっては床が露呈しているものもあった。したがって,遺物の出上もそれほど多くなく,図示

できる遺物も少量である。住居跡の時期は,古墳時代から平安時代までであり,奈良時代以降の

住居跡が多い。また,カマ ドや炉をもたず,柱穴が原則として 2本の刑ヽ型の住居跡が20軒以上検

出されたのは,当遺跡の特徴といえる。

古墳時代の住居跡

第 1号住居跡 (第 6図 )

本跡は,11ldi区 を中心に確認された住居跡で,第 2・ 3号住居跡と重複している。重複 している

2軒の住居跡は,本跡の床を切って掘 り込まれており,本跡が最も古いものである。

遺構確認の段階で,壁を全て消失してしまい,詳細は不明である。確認できたのは, ピット5

か所,南 と西側の壁溝,火床部等である。壁溝は,上幅15～ 25om,深 さ 2～ 4 cmである。 5か所

のピットのうち,Pl・ P2° P4・ P5は位置から判断して,主柱穴であろうと思われる。それぞれの径は

38～ 56cm,深 さは13～ 52cmである。本跡の位置が遺跡内でも低い地点にあるため,P2・ P3の壁は粘

土層に達 している。カマ ドは北壁中央部に構築されていたと思われるが,火床部 しか検出できな

かった。火床部は,長径120cm,短径55ctlの楕円形を呈し,深さ10cmで ある。

覆土は観察できなかった。

遺物は出土していない。

第 6号住居跡 (第 7図 )

本跡は,H10,7区 を中心に確認された住居跡である。

平面形は方形を呈し,規模は長軸6.34m,短軸6.12mと 比較的大型で,主軸方向は,N-32°一

Wである。壁は垂直に立ち上がり,高さは14～ 25clnである。壁溝は全周しており,上幅15～ 25cm,

深さ10～ 15cmで ある。南側の壁溝内には径 5 cln前後の小ピットが,数か所検出されている。床は

平坦で,硬 く締まっている。ピットは,5か所検出され,位置からみてPl・ P2・ P4・ P5が主柱穴と思

われる。主柱穴は断面がす り鉢状で,長径50～65cm,短径50～ 55cIIl,深さ31～ 42cmである。カマ

ドは北壁中央部に山砂で構築され,両袖が70clnぐ らい残っている。火床部は,床 を10cm掘 り下げ

てあり,煙道は,外側に50clll張 り出している。北東コーナー部に,貯蔵穴が設けられている。長

-19-―
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第 7図 第 6号住居跡実測図
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径1.3m,短径 0。 9m楕円形を呈し,深さは33cmである。

覆土は大きく3層に分けられる。上位 2層はハー ドロームブロックと焼土粒子を少量含む褐色

土,下層はローム粒子を少量含む暗褐色上である。 3層 とも硬 く締まっている

遺物は,土師器の不 (1,2,3,4,5,6,7,8)8点 が床面,カマ ド内,及び貯蔵穴内から,須恵器の

不 (10)が床面からそれぞれ出上している。他に,支脚片,鉄製品,土師器・須恵器片345点が出

土している。

出土遣物観察表 (第 8図 )

図版
番号

不

土 師 器

不

土 師 器

不

土 師 器

郭

土 師 器

不

土 師 器

杯

土 師 器

不

土 師 器

不

土 師 器

邪

土 師 器

A

B

E

A

B

E

140

47

14 8

12 9

4_2

13 1

14 1

5_0

14 6

12 4

46

13_8

13 1

45

14 7

底部は丸底全 口縁部との境に明

瞭な稜を有する。口縁部は直立す

る。

底部は九底で,日縁部との境に明

瞭な稜を有する。口縁音Ыま直立す

る。底部には重ね焼きの痕跡が半

円形に残る。

底部は丸底で,日縁部との境に稜

を有する。口縁部は直立する。

底部は丸底で,日縁部との境に明

瞭な稜を有する。回縁部は内傾す

る。

底部は九底乱 口縁部との境に明

瞭な稜を有する。日縁部は内傾す

る。

底部は丸底全 なだらかに日縁部

に至る。口縁部は短く,直立する。

底音Ыよ痛平な九底で,接地部は平

坦である。底部と口縁部との境に

明瞭な稜を有する。日縁部は直立

する。

底部は扁平な丸底■ なだらかに

日縁部に至る。日縁端部は尖る。

底部は痛平な九底で, 日縁端部は

内側にかるくつまみ出されている。

底部はヘラ削り, 日縁部内・

外面は横ナデ調整。

底部はヘラ削り,日縁部内・

外面は横ナデ調整。

底音Ыよヘラ削り,日縁部内・

外面は横ナデ調整。

底部はヘラ削り, 日縁部内・

外面は横ナデ調整。

底部はヘラ削り, 日縁部内・

外面は横ナデ調整。

底部はヘラ削り, 日縁部内・

外面は横ナデ調整。

底部はヘラ削り, 日縁部内・

外面は横ナえ 器内面はナデ

調整。日縁部外面に黒色処理

の跡が残存する。

底部はヘラ削り,器内面上位

は横ナデ,下位はヘラナデ調

と整蚤。

底部はヘラ削り,日縁部内面

は横ナデ調整。

砂粒・スコリア

浅黄橙色

普通

砂粒・長石・石英・

雲母・スコリア

にない褐色

普通

雲母 石英・砂粒・

スコリア

灰褐色

普通

スコリア・砂粒

にない黄橙色

普通

スコリア・石央

浅黄橙色

普通

スコリア

灰褐色

普通

砂粒

にない橙色

普通

スコリア・砂粒

にない黄橙色

普通

A

B

E

A

B

E

A

B

E

100%

器内面 と口縁

部外面は黒色

処理

90%

60%

器内・外面黒

色処理

A 155

B 47

A 143

B 44

E 148

A 148

B 40

A 143

B 30

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴

L_
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第 8図 第 6号住居跡出土遺物実測図
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邪

須 恵 器

甕

土 師 器

甕

土  師  器

甕

土  師 器

甕

土 師 器

鎌

鉄  製  品

A 134

B 41

C 83

A 171

B 176

C 75

E 178

A 151

B 181

C 72

E 173

雲母・石英・長石

にぶい黄橙色

普通

砂粒・石英

橙色

普通 (2次 )

砂粒・長石・石英

赤褐色

普通 (2次 )

A(160)

B 164

C 55

A 163

B(155)

E(167)

全長■ 3

幅 23

重さ366g

底部は平底で,体部は直線的に外

傾 して立ち上がる。

底部は平底である。胴部は内湾 ぎ

みに立ち上が り,上位に胴部最大

径 を有 し, 日縁部に至 る。 日縁部

は短 く,外反 して立ち上がる。

全体にひずみがあ り,器高に も差

異が認め られる。底部は平底で ,

胴部は内湾 しなが ら立ち上が り,

中位に胴部最大径 を有す る。 日縁

部は外反 し,頸音Бとの境にあまい

稜 を有する。

底部は平底で,胴部は球形 を呈 し,

器壁 を減 じなが ら日縁部に至 る。

口縁部は軽 く外反 して開 く。

胴部は内湾 して立ち上が り,上位

に胴部最大径 を有す る。 日縁部は

外反 して立ち上が り,口縁端部は

尖 る。

完成品である。形状は三 日月状 を

呈 し,後端はかるく上方に折 り返

してある。柄に狭んで使用 したも

の と思われる。

底部は回転ヘ ラ切 り後全面へ

ラ削 り,体部下端は横方向の

ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

日縁部外面は横ナデ調整。他

は荒れがひどく調整痕不明。

器面が荒れてお り,日 縁部内

外面が横ナデ調整の他は詞整

痕不明。

底部及び胴部外面はヘラ削 り,

日縁部は横ナデ,器内面は荒

いヘ ラ磨 き調整。器表に輪積

痕が残 る。

口縁部内・外面は横ナデ調整。

他は荒れていて調整痕不明

スコリア・砂粒・

石英

灰 白色

普通

砂粒 長石・石英

にない赤褐色

普通 (2次 )

第 13号住居跡 (第 9図 )

本跡は,Hlle4区 に確認された住居跡である。

平面形は方形を呈し,規模は長軸 5。 98m,短軸5.51mで,主軸方向は,N-31.5°一Wである。

壁は,北東ヒーナー部付近は黒褐色土であるが,他はロームで,垂直に立ち上がっている。壁高

は, 8～ 16omで ある。床は,硬 く締まっている。ピットは 5か所検出され,位置からみてPl・ P2・

P4・ PSが主柱穴と思われる。Pl・ P4・ P5の径は75～ 85clll,深 さは42～ 56cmであるが,P2だけ浅 く20cm

である。床は全体に平坦であるが,東側はやや凹凸がある。カマ ドは,北壁中央部に粘上で構築

されており,両袖が残っている。火床部は長径54cm,短径44cmの楕円形で,床 を 5 cm掘 り下げて

あり,奥北寄 りの部分から支脚が立ったまま出土した。煙道の張 り出しは弱 く,20cmぐ らいであ

る。

覆上は 1層で,焼土粒子,炭化粒子,及びハー ドロームブロックを少量含む暗褐色上が堆積 し

一-24-―
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ている。

遺物はすべて覆土から出上しており,土師器の不 (1, 2)と 甕 (3)が出土している。他に

支脚,上師器・須恵器片74点等が出上している。

琴
 |_::::'')

第10図 第13号住居跡出上遺物実測図

出土遺物観察表 (第 10図 )

0              10Cm

図版
番号

器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

1

2

3

不

土 師 器

不

土  師 器

甕

上  師 器

A(130)

B 47

E(135)

A 131

B 47

E 136

B(220)

C 88

底部は九底で, 口縁部との境に稜

を有する。日縁部は2段に成形さ

れており,屈曲して立ち上がって

いる。

底部は九底■ 口縁部との境に稜

を有する。日縁部は直立する。

底音印よ平底で,胴部は内湾ぎみに

立ち上がる。口縁都は欠損。

底部はヘラ削り, 口縁部内・

外面は横ナデ,器内面は雑な

ヘラ磨き調整。底部に輪積痕

が残る。

底部はヘラ削り,日縁部内・

外面は横ナ几 器内面はナデ

調整。底部に輪積痕が残る。

底部はヘラナデ,胴部はヘラ

磨き調整。

砂粒

にない赤褐色

普通

砂粒・スコリア

にない橙色

良好

砂粒 。_r母・石英

褐色

普通

70%

55%

60%

第14号住居跡 (第 11図 )

本跡は,HHc4区 を中心に確認された住居跡で,第 1号溝に東側 3分の 2を切られている。

重複のため詳細は不明であるが,南北の長さは4.33mである。壁は垂直に立ち上がり,高さは西

壁で23cmである。壁溝は重複部分を除いて,全周しており,上幅 15～ 20cm,下幅 7～ 12cm,深 さ

6～ 10cmである。床は平坦で,硬 く締まっている。他の内部施設は検出できなかった。ただ,第
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1号濤との境界部分に焼上の堆積がみられ,カ マ ドに関連する焼上の可能性がある。

覆土は, 3層に分け

られる。 1層はローム

粒子・炭化物・焼土粒

子を少量含む褐色土,

2層はハードブロック・

炭化物を少量含む暗褐

色土, 3層は焼土粒子

を少量含む極暗褐色土

である。

遺物は極めて少量

で,土師器片 7点が覆

土から出土している。

A24.7m

0              2m

第H図 第14号住居跡実測図

第15号住居LII(第  12図 )

本跡は,Hlldl区を中心に確認された住居跡で,第 16号仁居跡,第 1号井戸と重複している。土

層や床の状況からみて,第 16号住居跡が最も古 く,第 1号井戸がより新 しい遺構である。

他の遺構 との重複及び床まで浅いこともあり,詳細については不明な点が多いが,平面形は方

形を呈していたと思われる。規模は,東西方向で4.02mである。主軸方向は,N-31.5°一Wであ

る。壁は外傾 して立ち上がり,高さは 6～ 17cmで ある。床は平坦で,あ まり硬 くない。カマ ドは

北壁中央部に構築されていたと思われるが,確認できたのは火床部のみである。火床部は長径 1.4

m,短径0.3mの長楕円形を呈しており,意図的な掘 り込みは認められない。ピットは確認できな

かった。

覆土は 1層で,ハー ドロームブロック,焼上粒子を少量含む暗褐色上が堆積している。

遺物は,カマ ド内から土師器の甕 (3,4)が 2点出上している。他に,覆土から土師器のlTh(1),

皿 (2),支脚,鉄製品,土師器・須恵器片204点が出上している。

Ｃ
一
　

Ａ
一

第14号住居跡実測図

―-27-―
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0             21m

0            10Cm
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第13図 第15号住居跡出土遺物実測図



出土遺物観察表 (第13図 )

版
号
図
番 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

2

3

1

4

不

土 師 器

皿

土 師 器

甕

土 師 器

甕

土 師 器

A 132

B(46)

E 139

A(136)

B 25

C 56

A 168

B 195

C 80

E 181

A(141)

B(117)

底部は九底で, 日縁部との境に稜

を有する。日縁部は直立する。

底部は平底全 体部は外傾して開

く。体部下端にあまい稜を有する。

底部は平底全 中央部が薄くなる。

胴部は内湾ぎみに立ち上がり,上

位に胴部最大径を有する。日縁部

は短く外反する。

胴部は内湾ぎみに外上方に立ち上

がり, 日縁部との境にあまい稜を

有する。口縁部は2段に調整され,

直立した後かるく外傾する。

底部はヘ ラ削 り, 日縁部内・

外面は横ナデ調整。

底部は全面回転ヘ ラ削 り,器

内面はヘ ラ磨 き成形。

水挽 き成形。

底部はヘ ラナ几 胴部上半部

はナ∴ 下半著blよ縦方向のへ

ラ磨 き, 日縁部内・外面は横

ナデ調整。

胴部は縦方向のヘ ラ肖Jり , ロ

縁部は横ナデ調整。

砂粒

にない橙色

普通

砂 位・礫

明赤褐色

良好

_T母・長石・石英

スコリア

にぶい赤褐色

普通 (2次 )

スコリア・パ ミス

砂粒

橙色

普通 (2次 )

98%

口縁部黒色処

理

50%

70%

40%

第18号住居Ltl(第 15図 )

本跡は,H10b。区を中心に確認された住居跡で,非常に浅い住居跡である。

平面形は方形を呈しており,規模は長軸4.20m,短軸3.86mで,主軸方向は,N-50°一Wである。

壁は,北壁と東壁の一部が残存し,垂直に立ち上がっており,高さは11～ 20cmである。床は硬 く

締まっており,平坦である。ピットは,床中央部に 3か所,カマ ド東側に 1か所検出されており,

径は25～ 40cln,深さは 8～ 37cmである。 4か所とも柱穴と思われる。カマ ドは北壁中央部に山砂

で構築されているが,残存状況は悪く,袖部がわずかに残っていただけである。火床部は床を15

om掘 り込んでいる。煙道の張り出しは認められない。

覆土は,ロ ーム粒子を多量に含む褐色上で,中央部にだけローム粒子と焼土粒子を少量含む極

暗褐色上が堆積している。

遺物は,床面及び床面直上から土師器の不 (1)と 甕 (3)が出土している。他に上師器・須

恵器片151点が出土しており,いずれも住居跡の南側から集中して出上している。

史|モ2(上ィ
0              10Cm

第14図 第18号住居跡出土遺物実測図
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第15図 第18号住居跡実測図

出土遣物観察表 (第14図 )

0            2m

図版
番号

器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎主・色調・焼成 備  考

1

2

3

4

lTN

土 師 器

高   不

上 師 器

養

土 師 器

甕

土 師 器

B

C

B

C

B

C

Ａ

　

Ｂ

(13.4)

(36)

(34)

(87)

(2.6)

(7.2)

(24)

(7.8)

底部は九底で,日縁部との境に稜

を有する。口縁部は短く直立する。

脚部片である。外反しながら外下

方に開く。

底部片で,平底である。

底部片金 平底である。

底部はヘラ削り,日縁部内・

外面は横ナデ調整。

器内,外面ともナデ調整の後

朱が塗られている。

器内・外面はナデ調整。

胴部下端はヘラ磨き調整p

スコリア・長石

褐灰色

普通

砂粒・婁母

によい褐色

普通

石美・長石・雲母

にない澄色

普通

石美・雲母・長石

赤褐色

普通

20%

10%

10%

10%
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第16図 第21号住居跡実測図

第21号住居跡 (第 16図 )

本跡は,G10j6区 を中心に確認された住居跡で,北側で第22号住居跡と,遺構中央部で第 3号井

戸とそれぞれ重複している。床の残存状況等から推定して,本跡が最も古いものと思われる。

遺構確認の段階で,覆上の大部分が消失してしまい,確認できた壁は東壁のみで,高さは 5～ 10

cmである。壁濤は全周していたものと思われるが,東壁から南壁にかけての部分と,北西コーナ

ー部付近で,確認できただけで,他は確認できなかった。平面形は方形を呈していたと推定され,

規模は長軸6.08m,短軸5。 76mである。カマ ドが北壁に構築されていたと推定すると,主軸方向は

N-47°一Wと なるが,新定はできない。壁濤は,上幅10～ 15clll,下幅 4～ 1lcm,深さ2～ 10cmで

ある。床は締まりがなく,中央部を第 3号井戸に切られている。ピットは, 3か所検出されてい

る。それぞれの長径は50～ 65cal,短径は42～ 54cm,深 さ15～ 27cmである。検出された位置から,
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3か所 とも主柱穴と思われる。

覆土はほとんど観察できなかったが ,

褐色上が認められた。

わずかに,ハー ドロームブロックと炭化物を少量含む暗

遺物は,上師器の不が床面中央部から出上している。

他に,土師器・須恵器片140点が出上している。

ー
第17図 第21号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表 (第 17図 )

第31号住居跡 (第18図 )

本跡は,G916区を中心に確認された住居跡である。遺構確認時に床面が露呈してしまった。

平面形は東西に長い長方形を呈し,規模は長軸6.08m,短軸5.51mで,主軸方向は,N-31° 一

Wである。壁は南西コーナー部は消失しており,他の部分も明確には検出できなかった。残存壁

高は,12cmである。原は粘土質のロームから成り,平坦である。ピットは,大小合せて15か所検

出されている。全てが本跡に伴うものではなく,Pl・ P3・ P8・ P15の 4か所が主柱穴,P6が出入口

に関するピットと思われる。主柱穴の径は40cm前後,深さ20～ 29cmである。カマ ドは北壁中央部

に粘上で構築されており,袖部がわずかに残っている。火床部は長径90om,短径21cmの長楕円形

を呈し,深さは 5 cmと 浅く,煙道の張り出しは28cmである。

覆土は,壁際にわずかに認められただけで,観察するまでには至らなかった。

遺物は極めて少量で,土師器片 5点が床面から出上したにすぎない。

第33号住居跡 (第19図 )

本跡は,G9g4区 を中心に確認された住居跡で,第 32号住居跡,第 6・ 7号井戸と重複している。

土層の観察から,第32号住居跡より本跡の方が新しく,さ らに本跡を2基の井戸が切っているこ

とがわかる。

平面形は方形を呈し,規模は長軸4.29m,短軸4。■mでぁる。カマ ドが確認できないため,主

軸方向は不明である。壁は浅く,垂直に立ち上がり,高さは 8～ 16cmである。床は平坦で,硬く

締っている。南壁近 くに,ピ ットが 2か所検出されている。Plは,長径42cm,短径37Cm,深 さ19

図版
番号

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

不

土 師 器

A 129

B 45

E 185

底部は九底で,日縁部との境に稜

を有する。日縁部は直立し,端部

は尖る。

底部はヘ ラ削 り,日縁部内・

外面は横ナデ調整。

スコリア・砂粒

橙色

普通 (2次 )

60%

内面黒色処理

―-32-―
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第18図 第31号住居跡実測図



Cmで,P2は さらに刻ヽ規模であ

る。

覆土は,層位的な観察はで

きなかった。遺構内には,暗

褐色土,褐色土,極暗褐色土

などがブロック状に認められ

ローム粒子や炭化粒子を含有

している。

遺物は,上師器の不 (1)

と高不 (2)が床面から出土

している。他に,上師器片19

点が出上している。

A24.5m

第19図 第33号住居跡実測図

第20図 第33号住居跡出上遺物実測図

0              10Cm

出土遣物観察表 (第20図 )

版
号
図
番 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・娩成 備   考

2

1 ●
FN

土 師 器

高   J7N

土 師 器

A■ 5

B55

E120

A146

B(48)

底とЫよ半球形を呈 し, 日縁都 との

境にあまい稜 を有す る。 日縁部は

わずかに内傾 し,端部は尖 る。

脚部欠損。 J7N部 だけが残 り,体部

は外傾 して立ち上が り, 日縁部 と

の境に稜 を有する。 日縁部は外反

して立ち上がる。

底部はヘ ラ削 り, 口縁部内・

外面は横ナデ調整。

体部はヘ ラ削 り,日 縁部内

外面は横ナデ調整。

雲母 長石・石英

明赤褐色

普通

スコリア 石英・

長石

浅黄橙色

普通

90%

60%

―-34-―
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第21図 第38・ 39号住居跡実測図
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第38号住居跡 (第21図 )

本跡は,F8i。区を中心に確認された住居跡で,第 39号住居跡と北西コーナー部で重複 している。

新 I日関係は,本跡が第39号住居跡に切られていることから,本跡の方が古いことがわかる。

平面形は方形を呈し,規模は長軸6.36m,短軸6.04mで,主軸方向は,N-21°一Wである。壁

は垂直に立ち上が り,高さは22～ 39cmである。カマ ド西側の壁は,消失している。壁濤は,重複

部分を除き全周しており,上幅10～ 14cm,下幅 5～ 9 cm,深さ 6～ 10cmである。床は極めて平坦

で,床周辺部まで硬 く締まっている。ピットは,5か所検出されている。検出位置からみて,P3を

除く4か所が主柱穴と思われる。主柱穴の径は70～ 83cm,深 さは48～ 55cmである。カマ ドは,北

壁中央部に構築 されていたが,そのほとんどは第39号住居跡の掘 り込み時に消失し,火床部が確

認できただけである。火床部は,床を長径93cm,短径52cmの楕円形に20cm掘 り下げている。

覆土は, 3層に大別される。 1層は,焼土粒子・ローム粒子中量,炭化物少量を含む黒褐色土 ,

2層はロームブロック多量を含むにない責褐色土, 3層はローム粒子中量,焼土粒子・炭化物少

量を含む暗褐色上である。

遺物は,支脚がカマ ド東側から,上師器の辱 (1)と 甕 (2)が覆土からそれぞれ出土してい

る。他に,上師器・須恵器片127点 と鉄製品が出上している。

0              10Cm

第22図 第38号住居跡出土遺物実測図
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出土遺物観察表 (第22図 )

図版
番号

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

2

1

3

4

不

土 師

甕

土 師

支   脚

土 製  品

支   脚

土 製 品

器

器

A

B

A

B

E

(112)

(36)

(23 4)

(23 4)

(27 1)

全長 (113)

径 (5働

全長 (129)

径  (51)

底部は丸底で,なだらかに立ち上

がり, 日縁端部でわずかに内湾す

る。

胴部は外傾して立ち上がり,上位

に胴部最大径を有する。口縁苦日よ

外反し,端部は外上方につまみ出

されている。

両端部を欠損している。

基部を欠損している。

底部はヘ ラ削 り,口縁部内・

外面は横ナデ,器内面はナデ

調整。

胴部は縦方向のヘ ラ磨 き, 日

縁部内 ,外面は横ナデ調整。

スコリア・砂粒

灰褐色

普通

砂粒・雲母・長石・

石英

にぶい橙色

普通

40%

40%

第41号住居跡 (第23図 )

本跡は,H8a9区 を中心に確認された住居跡である。

平面形は方形を呈し,規模は長軸4.55m,短軸4.54mで,主軸方向は,N-48°一Wである。壁

は垂直に立ち上がり,高 さは28cmである。壁濤は全周しており,上幅15cm,下幅 5～ 10cm,深 さ

4～ 6 cmである。床は平坦で,硬 く締まっている。南壁近 くの床は,青灰色の粘土で,乾 くと非常

に硬 くなる。ピットは 5か所検出され,P3を 除く4か所が主柱穴である。主柱穴の径は40～ 45cm,

深さは20～ 30cmである。カマ ドは北壁中央部に山砂で構築 されており,袖部が低 く残っている。

火床部は意図的な掘 り込みは認められず,煙道に向って 3 cm低 くなるだけである。煙道は,壁外

に45cm張 り出している。

覆土は 1層で,ロ ーム粒子を中量含む黒褐色上である。

遺物は,土師器の甕 (3, 4, 5)3点 ,坑 (1, 2)2点が遺構中央部の覆土から出上して

いる。他に,上師器片141点が出土している。

出土遺物観察表 (第24図 )

版
号
図
香 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 循  考

1

2

塊

土 師 器

坑

土 師 器

A122

B 75

C 58

A124

B 63

底部は上げ底状 を呈 し,体部は内

湾 しなが ら立ち上がる。 口縁部は

短 く外反する。

底部は丸底で,体部 との境にあま

い稜 を有す る。体部は外傾 して立

ち上が り, 日縁部でか るく外反す

る。

底部はヘ ラ削 り,体部外面は

ヘ ラ削 り後ナデ,内面は放射

状のヘ ラ磨 き, 口縁部内・外

面は横ナデ調整。

体 ～底部はヘ ラ削 り, 口縁部

内・外面はナデ調整。

パ ミス・砂粒

橙色

良好

砂粒・_T母

にない赤褐色

普通

100%

95%

―-37-―
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第23図 第■号住居跡実測図
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甕

土 師 器

甕

土 師

甕

土 師

A19‐ _2

B21,0

C 78

A(18.4)

B(12_3)

B(13,8)

C 8.7

底部は平底金 胴部はやや内清ぎ

みに立ち上がり,口縁部との境に

明瞭な稜を有する。口縁部は外反

して立ち上がる。

胴部は器壁を増しながら内傾し,

日縁都は大きく外反する。

虜部は平磨金 H同部は内湾ぎみに

立ち上がる。

胴～底部はヘラHllり ,器内面

は雑なヘラ削り,日縁部内・

外面は横ナデ調亀

胴部は内・外面はナデヽ 日縁

部内 ,外面は横ナデ調整。

自部はヘラ削り,田部外面は

ベラナデ,内面はナデ調整。

石英・長石・雲母

にぶい橙色

普通

婁母・長石・石央

にぶい橙色

普通

石英。長石・雲母・

礫

明赤褐色

普通(2次 )

55%

20%

20%

0              10Cm

第24図 第41号住居跡出土遺物実測図
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第46号住居跡 (第25図 )

本跡は,G8f3区 を中心に確認された住居跡で,遺跡内の西側に位置している。

平面形は長方形を呈し,規模は長軸5.61m,短軸5.09mで,主軸方向は,N-7° 一Wである。

壁は明確には検出できなかったが,暗褐色土から成 り,垂直に立ち上がっている。東壁と南壁は

他の壁より残存状況がよく、壁高は16～ 23cmである。壁濤は,東壁と南壁の部分に検出され,上

幅15～ 20cm,下幅13～ 15cm,深 さ 6～ 10cmである。床は粘土質のロームで,全体的に締まりがな

く,平坦である。ピットは, 5か 所検出されている。P2は ,径36cm,深 さ35cmで,他のピットは

それよりも小型であり,径22～ 25cm,深 さ22～ 34cmである。カマ ドは,北壁中央部に構築 されて

いるが,痕跡だけの確認であり,火床部の掘 り込みもない。煙道は,35om壁外に張 り出している。

覆土は 2層で, 1層は焼土粒子と炭化物を少量含む黒褐色土, 2層 は粘土質の褐色上である。

なお,壁近 くにはローム粒子を少量含む暗褐色が堆積 している。

遺物の大部分は覆土から出上しており,土師器の甕 (1, 2)2点の他に,土師器 。須恵器片

口
|

A24.lm

― 豆 ≦ 正 三
====二

重

=≡
≡
琴
≡ ≡ ≡ ≡ 三 互 Σ 三 互 正 三 コ

r。
         2m

2

第25図 第46号住居跡実測図
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46点が出土している。

一

⌒
―

0              10Cm

第26図 第46号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表 (第26図 )

第51号住居跡 (第27図 )

本跡は,E9e7区 を中心に確認された住居跡で, 第54号住居跡と重複している。土層の観察か

ら,第54号住居跡が,本跡を切って掘り込んでいることがわかる。

平面形は方形を呈し,規模は長軸4.78m,短軸4.48mで,主軸方向は,N-32°一Wである。壁

は重複している北西コーナー部付近は残存しないが,他は垂直に立ち上がり,高さは24∽である。

壁溝も,重複部分以外は全周しており,上幅10～ 17cm,下幅 4～ 13帥,深さ 8～ 10cmである。床

は平坦で,傾斜もない。ピットは 4か所認められるが,いずれも小規模なもので,柱穴とは断定

しがたい。それぞれの径12～ 25cm,深 さ16～ 22cmである。なお,南壁中央部下端で,壁溝がピッ

ト状に広がりをみせる部分が認められる。これは,入口の施設と関連するのではないかと考えら

れる。カマ ドは,検出されていない。しかし,北壁中央部がわずかに外に張り出し,こ こに粘土

質が付着していたことから,元来はこの部分にカマ ドが構築されていたものと思われる。

覆土は, 2層に大別される。 1層は焼土粒子及び炭化物を少量含む暗褐色土, 2層 はローム粒

子中量,ハー ドロームブロック少量を含む褐色上である。

版
号
図
番 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

2

1 甕

土 師 器

甕

土 師 器

A(280)

B(119)

B(33)

C 76

胴著hは外傾 して立ち上が り, 日縁

音Ыよ短 く外反す る。

底部は中央部がやや凹み,胴部は

外傾 して立ち上がる。

器面は荒れているが, 日縁部

内・外面は横ナデ調整 と思われ

る。器内面には輪積痕が残 る。

底部は一部ヘ ラ磨 き,胴部外

面はヘ ラ磨 き,内面はナデ調

整。

石英・長石・_T母

明褐灰色

普通

砂粒 石英・長石・

雲母

明褐色

普通

20%

20%

―-41-―
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第27図 第51・ 54号住居跡実測図



遺物は,上師器の辱 (1, 2)

らそれぞれ出上している。他に,

2点 。甕が 2層から,同 じく上師器の甕 (3)が床面中央部か

土師器・須恵器片109点が出上している。

3

0              1ocm

＼

＼

＼
＼

第28図 第51号住居跡出土遺物実測図
出土遣物観察表 (第 28図 )

ヽ

巡

図版
番号

器   種 法量 (cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

2

3

4

1 不

土 師 器

不

上  師 器

養

土 師 器

甑

土 師 器

A135

B 43

A(146)

B(39)

E(148)

A(209)

B(115)

B(193)

C(123)

E(243)

底部は九底で,日縁部との境に明

瞭な稜を有する。口縁音Ыまわずか

に外傾して立ち上がる。

底部は九底で,なだらかに回縁部

に至る。口縁端部は尖る。

口縁部片。胴部は内傾して, 口縁

部に至る。日縁部はゆるやかに外

反する。

胴部はかるく内湾しながら,外傾

して立ち上がる。底面は全面が開

子Lし ている。

底著卜はヘラ削 り, 日縁言隅内・

外面は横ナデ,器内面はナデ

調整。

底部はヘ ラ削 り, 日縁部 内・

外面は横ナデ調整。

胴部は内・外面はナデl口 縁

部内・外面は横ナデ調整。

胴部外面は斜位のヘ ラ磨 き,

内面はヘ ラナデ詞整。

スコリア・パミス・

長る 。雲母

黒褐色

普通

長石・パミス・ス

コリア

橙色

普通

長石・石英・礫

にない褐色

普通

雲母・砂粒

にない褐色

普通

50%

内面黒色処理

10%

20%

10%

―-43-―



第57号住居跡 (第29図 )

本跡は,F10a2区 を中心に確認された住居跡で,カマ ド西側から南壁にかけて第 6号溝と重複 し

ている。溝は本跡を切って,掘 り込まれている。

平面形は方形を呈 し,規模は長軸4.79m,短軸4.73mで,主軸方向は,N-40° 一Wである。壁

は垂直に立ち上がり,高さは57cmである。壁高が50cmを越える住居跡は,当調査区においては 4

軒しかなく,本跡は最 も深い住居跡に属する。壁濤は全周してお り,上幅20～ 25cln,下幅 8～ 17

cm,深さ10cmである。床は平坦で,硬 く締まっている。ピットは 5か所検出され,位置からみて

P3は入口に関するピット,Pl・ P2・ P4° PSは主柱穴である。主柱穴は2.3mの等間隔で掘 り込まれて

hllh

C

0               2m
l―
―――――――――――――――――――-1-― ――――――――――――――――――-1_

Ｅ
Ｏ
．ゆ
劇

ｒ
ｌ
刊一

籍
第29図 第57号住居跡実測図
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おり,径は65～ 70cm,深 さは51～ 54cmである。カマ ドは北壁中央部に粘土で構築されており,比

較的良好な状態で検出されている。カマ ド全体に,砂まじりの粘上が使用されており,全長145cm,

最大幅105omである。火床部は長径117cm,短径38cmの長楕円形で20cm掘 り下げてあり,煙道はゆ

るやかに立ち上がり,屋外に45cm張 り出している。東側の袖部から刻ヽ型の甕が口縁部を下にして

出上した。これはカマ ドを補強する目的で袖部に埋め込まれたものと思われる。

覆土は, 3層に大別される。 1・ 2層は,ロームプロック中量,焼土粒子少量を含む暗褐色土,

3層はローム粒子を中量含む黒褐色上である。

遺物は,土師器の不 (1, 2, 3)3点が 3層から,同 じく土師器の甕 (4)がカマ ド東側の

袖部からそれぞれ出上している。他に,土師器・須恵器片103点が出上している。

第30図 第57号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表 (第30図 )

0              10cm

底部は丸底で, 日縁部との境に明

瞭な稜を有する。日縁部は直立す

る。

底部は九底である力与 接地面は平

坦である。日縁部との境に稜を有

する。口縁部はわずかに外傾する。

底部は九底全 国縁部との境に稜

を有する。日縁部は直立する。

底部はヘラ削り,日縁部内・

外面は横ナデ調整。

底部はヘラ削り,接地面に木

葉痕が残る。日緑部内・外面

は横ナデ調整。

底部はヘラ削り, 日縁部内・

外面は横ナデ調整。

灰褐色

普通

砂粒・パミス・ス

コリア

にぶい橙色

普通

スコリア

黒色

普通

備  考

80%

口縁部外面黒

色処理

65%

器内・外面黒

色処理

60%

内面黒色処理

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴

―-45-―



甕

上 師 器

A 132

B(152)

E(15,7)

石夫・長石・礫

にない赤褐色

普通 (2次 )

底部から胴部にかけては球形を呈

し,胴都中位に最大径を有する。

日縁部は短く外反する。

胴都外面は縦方向のヘラ削 り,

口縁部内・外面は横ナデ調整。

器内外に輪積痕が残 る。

第58号住居Ltl(第 32図 )

本跡は,F8h9区を中心に確認された住居跡で,第 59号住居跡と重複している。新旧関係は,不

明である。

本跡の確認された場所は,南に向って傾斜しており,さ らに遺構の南側 3分の 2近 くが根切溝

によって撹乱を受けており,全体の形状等は不明である。規模は東西方向だけ確認でき,5.98m

0              10Cm

第31図 第58号住居跡出土遺物実測図
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第32図 第58・ 59号住居跡実測図
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である。確認できた壁は北側だけで,垂直に立ち上がっている。壁高は,30cmで ある。床はほと

んど確認できない。ピットも,検出されていない。カマ ドは北壁中央部に山砂で構築されており,

残存状態は非常に良好である。カマ ドの全長は154cm,最大幅105cmを 測 り,煙道は径25cmの 円形

を呈している。火床部の掘 り込みは長径76cm,短径50cmの楕円形で,深さは15cmである。

覆土はカマ ド周辺にだけ残っており,遺構全体の様子は観察できていない。

遺物は,カ マ ド西側の床面から土師器の不・甕 (1, 2)2′ミ,カマ ド内からは,支脚が出土

している。他に,土師器・須恵器片65点が出上している。

出土遺物観察表 (第31図 )

第63号住居跡 (第33図 )

本跡は,F10h2区を中心に確認された住居跡である。

平面形は方形を呈し,規模は長軸5.40m,短 軸5.38mで,主軸方向は,N-38.5°一Wである。

壁は垂直に立ち上がり,高さは45cmである。壁濤は全周しており,上幅10～ 15cm,下幅 4～ 1lcm,

深さ10～ 14cmで ある。床は平坦で硬 く,特にピツ トに囲まれた内側は非常に硬 く締っている。ピ

ットは,5か所検出されている。検出された位置からみて,Pl・ P2・ P4・ P5が主柱穴と思われ,径55～ 72

cm,深さ43～ 50釦である。P3は ,入口に関するピットであろう。カマ ドは北壁中央部に粘土で構

築され比較的よく残っており,全長138帥,最大幅95cmを測る。火床部は,長径37cm,短径25cmの

楕円形に床を20cm掘 り下げてあり,煙道は外に40cm張 り出している。

覆土は 4層に大別される。 1層は焼上粒子と炭化物を少量含む暗褐色土, 2層は炭化物中量,

焼土ブロック及びハー ド百―ムブロック少量を含む暗黒褐色土,3層 はロームブロック中量,焼土

粒子少量を含む暗褐色土, 4層はロームブロック多量,炭化物少量を含む暗褐色上である。

遺物は極めて多く,そのほとんどが上師器片である。形状のわかる土器も全て土師器で,不 (1,

2, 3, 4, 5, 6, 7)7点・甕 (16,18,19)5″ミ。三 (14)。 坑 (8)。 高不 (9,10,11,

図版
番号

器   種 法畳 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

2

3

l 甕

土 師 器

甕

土 師 器

支   脚

上 製  品

A

B

A

B

(202)

(23 4)

(23 4)

(93)

全長 (68)

径  (34)

胴部は外傾して立ち上がり,中位

で胴部最大径に達した後内傾する。

日頸部は「く」の字状に外反し,

端部は上方につまみ出されている。

胴部は内傾して立ち上がり, 日縁

部はくずれた「コ」の字状を呈す

る。口縁端部に稜を有する。

基部を欠損している。

器内・外面 とも荒れていて ,

調整痕不明。

胴部内・外面はナデ,日縁部

内・外面は横ナデ調整。

石英・長石・ スコ

リア・雲母

褐色

普通 (2次 )

雲母・石英・長石

にぶい責橙色

良好

30%

20%

―-48-―



12)4点・甑 (17,20)2点・支脚 2点が出上している。全て 3～ 4層からの出上である。土師

器片は2,078点 出上しているが,須恵器片はわずか 8点だけである。他に,刀子 (21)が覆土から

出上している。

れ1静 ⑫
l

|。

A25,8m

0               2m

第33図 第63号住居跡実測図
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0             10Cm

第34図 第63号住居跡出土遺物実測図 (1)
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第36図 第63号住居跡出土遺物実測図 (3)

出土遺物観察表 (第 34・ 35・ 36図 )

版
号
図
番 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・ 焼成 備  考

1 不

土 師 器

A(149)

B 37

底部は九底で,口縁部 との境に明

瞭な稜 を有す る。口縁部は直立 し,

端部は尖 る。

底部はヘラ削り,日縁部内・

外面は横ナえ 体部内面は放

射状のヘラ磨き調整。

スコリア・砂粒

によい赤褐色

普通

15%
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2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

ITN

土 師 器

邪

土 師 器

不

土 師 器

17N

土 師 器

不

土 師 器

不

土 師 器

塊

土 師 器

高   不

土 師 器

高   不

土 師 器

高   不

土 師 器

高   不

土 師 器

甕

土 師 器

A 132

B(43)

A 126

B 43

A(128)

B(40)

A 95

B(39)

E 97

A(128)

B(42)

E(13_1)

A(121)

B 40

E(12_5)

A(144)

B 60

A 14.2

B 76

D 109

B(53)

D 105

B(3_7)

D 102

B 39

D(137)

A(140)

B 162

C 71

E 16.9

底言Ыま九底で,なだらかに立ち上

がり, 日縁部は尖る。

底部は九底で, 日縁部との境に稜

を有する。口縁部は直立する。

底部は丸底で, 日縁部との境に稜

を有する。日縁部は直立し,端部

はやや内傾する。

底部は九底全 口縁部との境に稜

を有する。口縁部は外反ぎみに直

立する。

底吉Ыよ九底であるが,接地面はや

や平坦である。日縁部との境に明

瞭な稜を有する。口縁部はわずか

に内傾し,端部で外反する。

底部はやや扁平な丸底で,口縁部

との境に稜を有する。口縁部は内

湾ぎみに直立する。

底部は馬平な九底で,体部は内湾

ぎみに立ち上がり, 回縁部との境

にあまい稜を有する。日縁部はわ

ずかに外反して開く。

ITh部は,体部下端に稜を有し,外

方向に開いて口縁部に至る。日縁

部はやや外反する。脚部は不底部

から直線的に短く下がり,その後

下方に大きく開く。脚先端部は外

反する。

脚部片である。不底部から外反ぎ

みに下がり,その後大きく外反し

て先端部に至る。

脚部片である。脚部は「ハ」の字

状に外下方に下がり,先端部でわ

ずかに外反する。

脚部片である。脚部は「ハ」の字

状に大きく開いて下がり,先端部

は尖る。

底部は平底全 】同部は球状を呈し,

上位に胴部最大径を有する。口縁

部は外反する。

底部 はヘ ラ削 り, 国縁部 内・

外面は横ナデ調整。底部 と日

縁部の境に輪積痕が残 る。

底部はヘ ラ削 り,回 縁部内・

外面は横ナデ調整。

底部はヘ ラ削 り,口 縁部 内・

外面は横ナデ,器内面はナデ

調整。

底部 はヘ ラ削 り,口 縁部 内・

外面は横ナデ,底部 内面はヘ

ラナデ調整。

底部はヘラ削 り,日 縁部内・

外面は横ナデ調整。

底部はヘ ラ削 り,日縁部 内・

外面は横ナデ,底部 内面はナ

デ調整。

体部か ら底部にかけてヘ ラ肖け

り,口 縁部外面は横 ナデ,内

面はヘ ラナデ調整。底部に木

棄痕が残 る。

ITh部 は内・外面は横ナデ,脚

部外面は縦方向のヘ ラ削 り調

整。脚部内面には輪積痕が残

る。全体にひずみがある。

外面上位醜 方向― ラ削 り,

下位 は横ナえ 内面は多方向

のヘ ラ削 り調整。

ナデ調整。

全面ナデ調整であるが,やや

雑 な仕上 り全 器面に凹凸が

のこる。

胴部内外面はナえ 口縁部内・

外面は横ナデ調整。底部には

木葉痕が残 る。

―-53-

長石・砂粒

橙色

普通

雲母・石英・ パ ミ

ス

黒色

普通

スコリア・砂粒

浅い葺笹色

普通

スコリア・砂粒

橙色

普通

砂粒

暗灰色

普通

砂粒・ スコリア

にない橙色

普通

雲母・長石・石英・

礫

橙色

普通 (2次 )

雲母・長石

にない赤褐色

良好

スコリア・砂粒

灰褐色

普通

砂粒

にない赤褐色

普通

婁母・砂粒

極暗赤褐色

普通

砂粒・礫・雲母・

長石

明赤褐色

普通 (2次 )

70%

内面及び口縁

部外面黒色処

理

70%

内・外面黒色

処理

35%

内・外面黒色

処理

70%

内面及び口縁

部外面黒色処

理

30%

内面黒色辺理

70%

70%

100%

40%

不都外面黒色

処理

35%

30%

70%



土 師 器

甕

土 師 器

甕

土 師 器

甑

土  師 器

甕

土 師 器

甕

土 師 器

甑

土 師 器

子

製 品

脚

A l1 0

B 131

C 81

E 160

A(215)

B 298

C 80

E(259)

A 210

B(378)

C(79)

E(286)

A(278)

B 254

C(174)

A 211

B(178)

E(276)

A(152)

B(136)

底部は平底であるが,やや凹凸が

ある。胴部はやや痛平な球状を呈

し,胴部最大径は中位にある。日

縁郡は外傾して開き,胴部との境

に稜を有する。

底部は平底である。胴部は内湾し

ながら外上方に立ち上がり,中位

で胴部最大径に達した後内傾して

回縁部に至る。日縁部は短く外反

して立ち上がる。

長胴の甕で,底部は平底である。

胴部は内湾しながら立ち上がり,

中位で胴部最大径に達し口縁部に

至る。口縁部は外反して開き,端

部に稜を有す。

胴部は内湾しながらやや外傾して

立ち上がり, 口縁部は短く外反す

る。底部は全面が開孔している。

胴部最大径は胴部上位にあり,日

頸部は強く外反する。

月Л著馬は内湾しながら立ち上がり,

日頸部は外反して立ち上がる。

胴言Бはわずかに内湾しながら,外

上方に立ち上がる。底部は全面が

開孔している。

茎部は残存しているが,刃部の大

半を欠損している。

形状は円錐状を呈し,頂部は平坦

に整形されている。基部は欠損し

ている。

底部及び胴部 内・外面はヘ ラ

削 り, 日縁部内・外面は横ナ

デ調整。 口縁部に輪積痕が残

る。

底部はナえ 胴部外面は縦方

向のヘ ラ磨 き,内面はヘ ラナ

え 回縁部内・外面は横ナデ

調整。器内面に輪積痕が残 る。

胴部外面はヘ ラ磨 き,内面は

ヘ ラナデ調整 と思われ るが ,

荒れているため明確ではない。

胴部外面下位はヘ ラ磨 き,回

縁部内・外面は横ナ云 底部

の開孔著Ыまヘ ラ削 り調整。

胴部外面上位 はヘ ラ削 り,中

位はナ几 内面はヘ ラナデ ,

日縁部内・外面は横ナデ調整。

全面荒れていて,調整痕不明。

胴部外面はヘ ラ磨 き,内面は

ナデ調整。

粘土塊か ら整形。

_T母・石英・ パ ミ

ス

にぶい橙色

普通

雲母 ・長石・石英

礫

明黄褐色

普通

雲母 。長石・石英

にない褐色

普通

砂粒・長看・石夫

にない橙色

普通

長石・石央・雲母

にぶい橙色

普通

石英・長石・雲母

礫

赤橙色

普通 (2次 )

長看・石英・雲母・

礫・ スコリア

にない責橙色

普通

100%

50%

50%

45%

30%

40%

30%
Ｂ

　

Ｃ

刀

　

鉄

全長 (971

幅  (13)

重 さ (14 6gl

全長 (167)

径

“

,9)
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第65号住居謝 (第38図 )

本跡は,F9iO区 を中心に確認された住居跡で,本跡の南東側は第64号住居跡と重複し,東壁南側

から床にかけて第64号住居跡に切られており,本跡の方が古い。

平面形は方形を呈し,規模は長軸6.78m,短軸6.76mで,当調査区の住居跡群のなかでは大型の

住居跡である。主軸方向は,N-29° 一Wである。東壁南側とカマ ドの西側の壁は消失している。

他の壁は垂直に立ち上が り,高さは10～ 25cmである。壁溝は第64号住居跡と重複している部分を

除き,全周しており,上幅は15～ 30cm,下幅は 7～ 19cm,深 さは 4～ 7 cmである。床は平坦で,

硬く締まっている。ピットは, 9か所検出されている。位置や大きさからみて,PI・ P3・ P7° P9が

主柱穴と考えられる。主柱穴の径は98～ 105cm,深 さは54～ 66cmで,断面は底が九みを持った「V」

字状である。カマ ドは,北壁中央部に粘土で構築されており,長さ55～ 75cmの袖部が残っている。

火床部の掘 り込みは,認められない。煙道は,30cm外 に張 り出している。

覆土は 1層で, ロームブロック・焼土粒子・炭化物をそれぞれ少量含む暗褐色上である。

遺物は,土師器の不 (1, 2, 3)3点・甕 (5),土師質の小皿 (4)が床面から出土してい

る。他に,土師器・須恵器片198点が出上している。

0              10Cm

第37図 第65号住居跡出土遺物実測図

出土遣物観察表 (第37図 )

邪

土 師 器

J7N

土 師 器

不

上 師 器

A 184

B 87

A 120

B 38

A(122)

B 47

50%

内・外面黒色

処理

30%

底部は九底で,半球形を呈し, ロ

縁部との境に明瞭な稜を有する。

口縁部は内傾し,端部は尖る。

底部は九底で, 回縁部との境に稜

を有する。口縁部は短く直立する。

底部は丸底で深く, 日縁部との境

に稜を有する。日縁部はやや外額

し,端部は尖る。

底部は斜位のヘラ削り, 日縁

部内・外面は横ナデ調整。

底部はヘラ削り, 日縁部内

外面は横ナデ調整。

底部はヘラ削り,日縁部内・

外面は横ナデ調整。

スコリア・砂粒

明赤褐色

良好

砂粒

黒褐色

普通

砂粒・スコリア

赤褐色

普通

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴
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皿

土  師  質

甕

土  師  器

A(65)

B 18

C(39)

B(51)

C 76

砂粒

にぶい橙色

普通

底部は平底で,体言Ⅲよ内湾 ぎみに

外傾 して開 く。

底部片。底部は平底で,胴部は外

傾 して立ち上がる。

底部は糸切 り後部分的にヘ ラ

削 り,体部は横ナデ調整。

底部及び胴部外面はヘ ラ磨 き

調整。内面は荒れがひどく,

調整痕不明。

第68号住居LTI(第 145図 )

本跡は,G10a2区を中心に確認された住居跡で,第 67・ 69。 70号住居跡と重複し,さ らに南側はエ

リア外となっている。土層を観察 しても,新旧関係は明確にできなかった。

確認できた部分は,カマ ドと北壁の一部,カ マ ド前面の床だけであり,平面形をはじめ詳細は

不明である。残存壁の高さは,10cmで ある。カマ ドは火床部から煙道にかけての掘 り込みだけ検

出され,全長135cm,最大幅56cmである。カマ ド前面の床は,硬 く締まっている。

覆土は 1層で,ハー ドロームブロック,炭化物を少量含む黒褐色土である。

遺物は,土師器の甕 (2)が北側の床面から,同 じく土師器の不 (1)が覆土から出上 してい

る。他に,土師器 。須恵器片52点が出上している。

＼＼  1正ク

第39図 第68号住居跡出土遺物実測図 ~

出土遣物観察表 (第 39図 )

版
号
図
番 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

1

2

T7N

土 師 器

甕

土 師 器

A(118)

B 47

E(12_4)

B(18)

C(82)

底音団よ丸底を呈しているが,中央

部は馬平である。底部と口縁部の

境には明瞭な稜を有し, 口縁部は

直立する。

底部片。底部は平底である。

底苫日ま多方向のヘ ラ削 り,日

縁部 内・外面は横ナデ調整。

器面が荒れてお り,調整痕不

明。

スコ リア・長石

にない褐色

普通

長石・石英・ スコ

リア・雲母・礫

赤褐色

普通 (2次 )

40%

内面及び口縁

部外面黒色処

理

10%
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第70号住居跡 (第 40図 )

本跡は,F10,2区 を中心に確認された住居跡で,第 68・ 69・ 71号住居跡と重複しており,本跡の南

側 3分の 1はエリア外のため確認できなかった。土層断面を観察しても,新旧関係は明確にでき

なかったが,第71号住居跡は本跡を切っており,本跡は第68号住居跡を切って掘り込まれている

ようである。第69号住居跡は,その形状から推定して本跡より新しいと思われる。

平面形は方形を呈しているものと思われる。規模は,東西方向だけ確認でき,5.64mである。主

軸方向は,N-43° 一Wである。壁は垂直に立ち上がり,高さは15～ 33cmである。壁濤は南壁側を

除き全周しており,上幅10～ 25cm,下幅 3～ 15cm,深さ 5 cmである。床は平坦で,硬 く締まって

いる。ピットは,5か所検出されている。P3・ P5は径が95～ 99cmも あり,深さは26～ 28cmで,主柱

A25.6m

0              2m

、

耐

翠

―

01

第40図 第69・ 70号住居跡実測図
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穴の一部と思われる。他のピットは径,深さとも小規模で,木痕跡の可能性がある。カマ ドは北

壁西寄 りに構築されており,火床部は長径130cm,短径66cmの 楕円形で床を10cm掘 り下げてある。

煙道の張り出しは40cmで,袖部は消失して不明である。

覆土は 2層に分けられ, ともにローム粒子と焼土粒子を少量含む暗褐色上である。

遺物は,上師器の不 (1, 2, 3)3点 。甕 (5, 6)2点 ,須恵器の蓋 (4)が 1層から出

土している。他に,上師器・須恵器片178点が出上している。

0              10cm

第41図 第70号住居跡出土遺物実測図

出土遣物観察表 (第41図 )

lT

土 師 器

不

土 師 器

蓋

須 恵 器

A(146)

B(35)

E(147)

A(152)

B(37)

長石・雲母

褐灰色

普通

砂粒

黒色

普通

スコリア・長石

掲灰色

普通

石英・長石・雲母

灰色

普通

10%

内面及び口縁

部外面黒色処

理

20%

内・外面黒色

処理

20%

A(14_3)

B(25)

底部は九底全 口縁部との境に明

暗な稜を有する。日縁音団よ直立す

る。

底部は九底で,なだらかに日縁部

に続く。日縁端部はわずかに内湾

する。

底部は九底で,日縁部との境にあ

まい稜をもつ。口縁部は短く,内

傾する。

天丼部は直線的に下がり,口縁部

との境にわずかな稜を有する。日

縁部は外反ぎみに下がり,端部は

垂下する。

底部はヘ ラ削 り, 日縁部内 `

外面は横ナデ調整。

底部はヘ ラ削 り,器内面はヘ

ラナデ調整。体部外面に輪積

痕が残 る。

底部はヘ ラ削 り,日 縁部内・

外面は横ナデ調整。器内面に

は, まば らな放射状のヘ ラ磨

きが施 されている。

天丼部は回転ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴
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甕

土 師 器

甕

土 師 器

A(194)

B(81)

A(166)

B(39)

長石・石英・雲母

明褐色

普通

スコリア・雲母

橙色

普通

胴部は内傾 して立ち上が り,ゆ る

やかに外反す る日縁部に至 る。

口縁部片。口縁部は大 きく外反 し,

端部は上方につまみ出されている。

器面は荒れているが, 日縁部

内・外面は横ナデ調整 と思わ

れる。

口縁部内・外面 とも横ナデ調

整。内面に輪積痕が残 る。

第74号住居跡 (第43図 )

本跡は,当調査区の南東部Hllh5区 を中心に確認された住居跡である。

平面形は方形を呈し,規模は長軸5.54m,短軸 5。 29mで,主軸方向は,N-33°一Wである。壁

は垂直に立ち上が り,高 さは20～ 34cmである。壁濤は,上幅10cm,下幅 6 cm,深 さ 5～ 8 cmで ,

全周している。床は平坦で,硬 く締っている。ピットは, 5か所検出され,位置からみてPl・ P2・

P4・ P5が主柱穴と考えられる。主柱穴の径は比較的大きく,49～ 65cmであるが,深さは20～ 42cmと

浅い。Pl・ P2の内壁及び周辺の床や壁は,粘上が露出している。カマ ドは北壁中央部に粘土で構築

されており,袖部が良好な状態で残っている。カマ ドの規模は,長 さ110cm,幅 85cmである。火床

部は,意図的な掘 り込みはなされておらず,床 と同一レベルで続いている。煙道の張り出しは,

45cmである。

覆土は基本的に 1層から成り,焼土粒子及び炭化物を少量含む暗褐色土である。壁近 くには,

炭化物を少量含み,硬 く締まった褐色上が堆積している。

遺物は,土師器のlTh(1, 2, 3)3点が南壁寄りの覆土から出土している。他に,土師器片

54点が出上 している。

了 | ワ
くく重雫正三十三互テア″

″

第42図 第74号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表 (第42図 )

卜______引 卜_―
=生

__ヨ
°Cm

版
号
図
番 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

1 不

土 師 器

A 140

B 52

底部は九底で, 日縁部との境に稜

を有する。日縁音Ыよ直立する。

底部はヘ ラ削 り, 日縁部内・

外面は横ナデ調整。

砂位

にない橙色

普通

100%

内面及び口縁

部外面黒色処

理
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第43図 第74号住居跡実測図
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不

土 師 器

j7N

土 師 器

高   不

土 師 器

A(14.7)

B(4.5)

A 124

B 41

A(14.2)

B(30)

雲母・スコリア

にない褐色

普通

砂粒

明褐灰色

普通

スコリア・長石

浅責橙色

普通 (2次 )

底音騨ま九底で,日縁部との境にあ

まい稜を有する。口縁部は直立す

る。

底部は九底全 国縁部との境に稜

を有する。口縁部は短く直立する。

不都片。体部下位は外反して立ち

上がり,中位で稜をなす。口縁部は

外反ぎみに開き,端部はやや尖る。

底部はヘ ラ削 り,日縁部 内・

外面は横ナら 器 内面はナデ

調整。

底部はヘ ラ削 り,口 縁部内・

外面は横ナデ調整。器外面に

輪積痕が残 る。

口縁部内・外面は横ナデ,体

部下位 はナデ調整。

20%

第75号住居Ltl(第44図 )

本跡は,Hll12区に確認された住居跡で,第 5号土坑 と重複 している。上坑が,本跡を切ってい

る。非常に浅い住居跡で,西壁～南壁西側にかけては壁が消失している。

91卜

A24.3m

口
|

_ 01

1働

第44図 第75号住居跡実測図
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平面形は方形を呈し,規模は長軸4.60m,短軸4.51mで,主軸方向は,N-34°一Wである。残

存壁は外傾して立ち上がり,高さは18cmである。壁溝は,上幅15cm,下幅 6 cm,深さ 5 cmで西壁

を除いた各壁下で検出されているが,本来は全周していたものと考えられる。床は軟らかく,平

坦である。ピットは住居跡の中央に, 1か所検出されている。長辺47cm,短辺36cmの長方形を呈

するピットで,深さは50cmである。カマ ドは,北壁中央部に痕跡のみ確認できた。

覆土は一層で,焼土粒子及び炭化物を少量含む灰責褐色土が堆積している。

遺物は比較的少量で,上師器の甕がカマ ド西側

の床面から出上している。他に,上師器・須恵器

片31点が出上している。

第45図 第75号住居跡出上遺物実測図

出土遺物観察表 (第45図 )

第76号住居跡 (第47図 )

本跡は,H10h8区 を中心に確認された住居跡である。

平面形は方形を呈し,規模は長軸5.37m,短軸5.31mで,主軸方向は,N-40°一Wである。遺

構確認時に床まで露呈してしまい,東壁と壁溝のみが残されていた。東壁の高さは 6 cmで,垂直

に立ち上がっている。壁濤は全周しており,上幅25～ 30cln,下幅 8～ 19cm,深 さ 4～ 6 cmである。

床は上面を削られており,本来の床面は残っていない。ピットは, 7か所検出されて
いる。検出

された位置からみて,P2・ P4・ P6・ P7が主柱穴と考えられ,径は64～ 75cm,深さは22～ 30cmである。

カマ ドは,痕跡のみ北壁中央部に確認された。煙道は,

外側に65cm張 り出している。

覆土はほとんど残っておらず,観察できなかった。

遺物は全て床面から出上したもので,上師器の不が出

土している。他に,土師器片24点が出上している。

一-63-―

-第46図 第76号住居跡出土遺物
実測図

図版
番号

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

甕

土 師 器

A(172)

B(102)

胴部は内湾 しなが ら直立 ぎみに立

ち上が り, 日縁部はゆる く外反す

る。

胴部内面は横及び斜位のヘ ラ

ナデ,日 縁部内・外面は横ナ

デ調整。胴部外面は磨減がひ

どく,調整痕は不明。

長石・砂粒

にない褐色

普通

10%



⑫ l

A

B

A24.Om

0              2m

第47図 第76号住居跡実測図

出土遺物観察表 (第46図 )

第90号住居跡 (第48図 )

本跡は,G9d4区を中心に確認された住居跡で,第109号住居跡,第 5号溝と重複している。本

跡は全ての遺構に切られており,最も古いと考えられる。

平面形は,残存壁から推定 して方形を呈していたものと思われ,規模は,東西方向で6.61mであ

る。壁は全体の 2分の 1ぐ らいしか残っていないが,垂直に立ち上がっており,高さは20cmであ

０

に

代

は

降

ヽ

り

―

版
号
図
番 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

不

土 師 器

A(132)

B(38)

底部は九底で, 日縁部との境にあ

まい稜を有する。日縁部は短く,

わずかに内傾する。

底部はヘラ削り, 日縁部内・

外面は横ナデ調整。

砂粒・雲母 スコ

リア・パミス

にない赤褐色

普通

15%
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る。壁濤は全周していたと考えられるが,確認できたのは東西の壁下及び北壁西側下で,上幅20

cm,下幅 7 cm,深さ 5 cmである。床は平坦で,中央部はやや締っている。ピットは 5か所検出さ

れ,位置からみてPl・ P2・ P4が主柱穴と思われる。 3か所とも径は60～ 70cmで,深さは25～ 52cmで

ある。P5は,撹舌阿しであろう。カマ ドは,北壁中央部に構築されている。しかし,大部分は消失

しており,火床部と思われる深さ 5 cmの掘り込みが確認できただけである。

覆土は 1層で,ロ ーム粒子及び焼土粒子を少量含む暗褐色上である。

遺物は,上師器の甕 (3, 4)2点 と支脚がカマ ド内から,土師器のlTh(1, 2)2点 が覆土

からそれぞれ出土している。

A 24.9m                             _

第48図 第90号住居跡実測図

出土遣物観察表 (第49図 )

鰺

げ
一／

れ

ｍ

Ｈ

ＩＩＩＩ

ＩＩ ＩＩ

脚

‐―― ―

‐――Ｉ

Ｍ

Ｉ Ｉ

Ｉ

‐

抵

′

〔

四

）

鳥

◎
巳
ヘ

rかド＼、＼

版
号
図
番 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

1
jTN

土 師 器

A 139

B 44

底部は九底で,なだらかに口縁部

に続く。口縁端部は短く直立する。

底部は横方向のヘラ削り, 日

縁部内・外面は横ナデ調整。

雲母・ スコ リア・

長石

にない赤褐 色

普通

95%

内・外面黒色

処理

-65-―



不

土 師 器

甕

土 師 器

甕

土 師 器

A(125)

B 36

C(60)

A 224

B(226)

E(306)

A 159

B(94)

E(177)

底部は平底全 体部は内湾ぎみに

立ち上がり,日縁端部は直立する。

胴部は内湾して立ち上がり,中位

で胴部最大径に達し,内傾する。

日縁部は外反し,日縁端部は尖っ

ている。

胴部は内湾ぎみに立ち上がり,内

傾して回縁部に至る。国縁部は外

反する。

体部は横方向のヘ ラ削 り, 日

縁部 内・外面は横ナデ調整。

底部に木葉痕が残 る。

胴部外面はヘ ラ磨 き,内面は

ナデ,国 縁部内・外面は横ナ

デ調整。

胴部内・外面はナデ,日縁部

内・外面は横ナデ調整。

長石・石英・ ス コ

リア

にぶい橙色

普通

スコリア・雲母・

長石・石英・礫

にぶい橙色

普通

長看・石英・雲母

にない赤褐色

普通

0               10Cm

第49図 第90号住居跡出土遺物実測図

第96号住居跡 (第50図 )

本跡は,E10g2区を中心に確認された住居跡で,当遺跡で調査した住居跡の中では,最大の規模

を有している。

平面形は方形を呈し,規模は長軸7.09m,短軸7.02mである。一辺が 7mを越える住居跡は,本

跡のみである。主軸方向は,N-33°一Wである。壁は垂直に立ち上が り,高さは44cmである。壁

溝は全周し,上幅15～ 20cm,下幅 8～ 13cm,深 さ10cmである。床は凹凸がみられ,住居跡中央部

がやや低 くなっている。また,床全面が硬 く締まっており,特にピットに囲まれた音凸分は非常に

―-66-―
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第50図 第96号住居跡実測図
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硬 く締まっている。ピットは, 5か所検出されている。ピットの規模や位置から考えて,Pl・ P2・

P4・ P5が主柱穴 と思われる。主柱穴の径は50cm前後,深さは38～ 53cmである。ピット間の距離は,

3.5～ 3.6mである。カマ ドは北壁中央部に粘土で構築されており,両袖部が残っている。火床部の

掘 り込みは径64cmの 円形を呈 し,深さは 8 cmで,焼土はあまりみられない。煙道は,60cm外側に

張 り出している。

覆土は, 9層に分けられる。中央部にはローム粒子を夕量に含む暗褐色上が堆積 し,周辺部に

はローム粒子を多量に含む褐色上が堆積 している。

遺物は,土師器の甕 (10)がカマ ド内から,土師祭のITh(1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8)

4く

|□

0              10cm

第51図 第96号住居跡出土遺物実測図
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8′ミが床面から,それぞれ出上している。他に,紡錘車,祗石,土師器・須恵器片682点が出上し

ている。

出土遣物観察表 (第51図 )

図版
番号

器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

2

3

l

4

5

6

7

11

不

土 師 器

j7N

土 師 器

JTN

土 師

邪

土 師

器

器

杯

土 師 器

杯

土 師 器

不

土 師 器

塊

土 師 器

高 台 付 坑

土 師 器

甕

土 師 器

円   板

土 製  品

A

B

E

13 5

46

14 7

13 1

41

13 6

A

B

E

A(145)

B 40

A(142)

B 52

A(130)

B(37)

A(135)

B 44

E(147)

A(143)

B 42

A(186)

B(61)

B(22)

D 64

A165

B190

C 82

E181

径  70

厚さ09

底部は九底で, 日縁部 との境に明

瞭な稜 を有す る。 口縁部は器壁 を

減 じなが ら,内傾 して立ち上が る。

底部は九底で, 日縁部とのさかい

にわずかに稜が認められる。口縁

部は短く内傾し,口縁端部は尖る。

器壁は全体に薄い。

底部は九底で,なだらかに国縁部

につづく。口縁部は直立ぎみに立

ち上がる。

底部は九底で, 日縁部との境に稜

を有する。日縁部は直立する。

底部は九底で, 日縁部との境に稜

を有する。日縁苫日よ直立する。

底部は九底で, 日縁部 との境に明

瞭な稜 を有す る。 日縁部は内傾す

る。

底部は九底で,なだらかに日縁部

につづ く。 日縁部は短 く内傾 し,

日縁端部は尖 る。

体部は直線的に外傾 して開き, 日

縁部は短 く外反す る。

底部欠損

底部片。底部は平底で,「ハ」の字

状の高台が付 く。

平底の底部か ら,球状の胴部が立

ち上が り,中位 に胴部最大径 を有

す る。口縁部は外上方に外反する。

土器の底部片を利用 してお り,

縁部 を磨 っている。用途不明。

底部はヘ ラ削 り, 口縁部内

外面は横ナデ調整。

底吉Ыまヘ ラ削 り, 日縁部内

外面は横ナデ調整。

底部はヘ ラ削 り, 日縁部内・

外面は横ナデ,器内面はナデ

調整。

底部はヘ ラ削 り, 日縁部内・

外面は横ナデ,器内面はナデ

調整。

底吉Ыよ斜位のヘ ラ削 り, 日縁

部内・外面は横ナデ調整。器

内面には,暗文が放射状に施

されている。

底部は多方向のヘ ラ削 り, 日

縁部内・外面は横ナデ調整。

底部は横方向のヘ ラ肖」り,ロ

縁部内・外面は横ナデ調整。

体部下端は回転ヘ ラ削 り,体

部外面は横ナデ,体部内面は

斜位のヘ ラ磨 き調整。

底部は回転ヘ ラ切 り後回転へ

ラ削 り,器内面はヘ ラ磨 き調

整。高台は貼 り付けである。

胴部はヘ ラ肖けり, 日縁音Б内・

外面は横ナデ調整。器壁は荒

社が 目立つ。

長看・ スコリア・

雲母

灰黄褐色

普通

砂粒

褐灰色

普通 (2久 )

スコリア・長石

に景い赤褐色

普通

雲母・パ ミス・長

石・石英・礫

黒褐色

普通

砂粒

明赤褐色

普通

雲母・ スコリア

浅黄橙色

普通

砂粒

浅責橙色

良好

パ ミス・砂粒

にない橙色

普通

パ ミス

橙色

普通

石英 長石

褐灰色

普通 (2次 )

90%

一部黒色処理

90%

内・外面黒色

処理

70%

内・外面黒色

処理

65%

内・外面黒色

処理

30%

20%

内面黒色処理

25%

内面黒色処理

90%

30%

40%

100%

―-69-―



第104号住居跡 (第52図 )

本跡は,E9g2区 を中心に確認された住居跡で,南側は第102号住居跡と,中央部は第 6号溝と重

複している。溝は 2軒の住居跡を切って掘 り込まれており,最も新しいが,住居跡間の新旧は明

確でない。

重複のため平面形は不明であるが,残存壁から推定すると一辺 5m以上の方形を呈していたもの

と思われる。主軸方向は,N-0° である。壁は,東・西壁の一部,及び北壁の一部しか残ってい

ない。残存壁は垂直に立ち上がり,高さは50cmである。壁濤は,西壁及びカマ ド東側に検出され,

上幅25cm,下幅10cm,深 さ10cmで ある。床は平坦で,全体に硬 く締まっている。ピツトは北東コ

ーナー部に 1か所だけ検出された。ピットの径は35cm,深 さは52cmで,そ の検出位置からみて主

柱穴の一部と思われる。カマ ドは北壁中央部に山砂で構築されているが,西側を第 6号濤に切ら

く

軒
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第52図 第104号住居跡実測図
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第53図 第104号住居跡出土遺物実測図(1)
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第54図

がカマ ド内から,上師器の辱 (2, 4,

らそれぞれ出土している。他に,土師器

出土遺物観察表 (第 53・ 54図 )

5, 6)4′点,須恵器の鉢 (8,

・須恵器片137点が出上 している。

れているため,東側の

袖部しか残っていない。

火床部は長径75cm,短

径49cmの楕円形でロー

ムを10cm掘 り下げてあ

ったが,焼土はあまり

検出できなかった。カ

マ ド全体の規模は溝に

切られているため不明

である。

覆土は,大きく2層

に分けられ,上位は黄

褐色上でハー ドローム

ブロックを少量含んで

いる。下位は暗褐色土

で,炭化物・ローム粒

子を少量含んでいる。

遺物は,上師器の不

(1,3)3点・甕 (7)

9,10)3点 が 2層か

rTh

土 師 器

jTh

土 師 器

不

土 師 器

A(158)

B(68)

E(165)

A(141)

B(67)

E(145)

A ■ 2

B 45

E ■ 4

底部は丸底で, 日縁部 との境に稜

を有す る。口縁部は外反 しなが ら,

内傾 して立ち上が る。

底著融よ半球形の九底で, 日縁部 と

の境に明瞭な稜 を有す る。 日縁部

は垂直に立ち上が る。

底部は九底で,なだ らかに口縁部

に続 く,口縁部は内傾 して立ち上

がる。

底著卜はヘ ラ削 り, 日縁部内・

外面は横ナデ調整。

口縁部 内・外面は横ナデ調整 ,

他は磨滅がひどく不明。底部

外面に輪積痕が残 る。

底部は全面ヘ ラ削 り, 日縁部

内 外面は横ナデ調整。器 内

面は荒れている。

長看・雲母・パミ

ス・スコリア

赤褐色

普通

砂粒・雲母・石英

にない橙色

普通

砂粒

橙色

普通

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴
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不

土 師 器

不

土 師 器

杯

土 師 器

甕

土 師 器

鉢

須 忘 器

A(92)

B(39)

E(97)

A(12.8)

B 38

底部は九底で,日縁部 との境に稜

を有す る。 口縁部は下位で「 く」

の字状に屈曲 し,内湾 ぎみに立ち

上がる。

底部は扁平な丸底 q 口縁部 との

境で九み を増す。 日縁部は垂直 ぎ

みに立 ち上が る。

底部は扁平な丸底で, 口縁部 との

境に稜 を有す る。 口縁部は直線的

にタト傾 して立ち上が る。

底部は平底で,胴部は内湾 ぎみに

立ち上が り,上位に胴部最大径 を

有 し,頸部に至 る。 口頸部は外反

ぎみに立ち上が り,口縁端部は垂

直になる。

底部は平底。胴部は内湾 ぎみに外

上方に立ち上が り,短 く外反す る

日頸部に至 る。 口縁端部 を上方に

つ まみ出している。

日縁部か ら胴部にかけての破片。

胴部は内傾 し, 日頸部は直角に曲

がっている。

底部は平底で,胴部は直線的に外

傾 して立ち上がる。

底部はヘ ラ削 り, 口縁部内・

外面は横ナデ調整。

底部はヘ ラ肖」り, 日縁音h内・

外面は横ナデ,器内面はナデ

調整。

底部はヘ ラ削 り, 日縁部内・

外面は横ナデ調整。

胴部中位か ら下位,及び底部

は磨 きに近いヘ ラ削 り,日 縁

部内・外面は横ナデ,胴部内

面は幅広のヘ ラナデ調整。

日縁部内・外面は横ナえ 胴

部下端は横位分 ラヽ削 り調整。

器内・外面に輪積痕が残 る。

器外面は叩き目,内面には円

形の当て具痕が残 る。

胴部下位は横位及び斜位のへ

ラ削 り, 中位は平行叩き目に

よる調整。

砂粒・ スコリア・

長石

橙色

普通

砂粒・長石

にない橙色

普通

砂粒・雲母

にない橙色

普通

雲母 。長石・砂粒

暗褐色

普通

長石・石英・_T母・

礫

にぶい橙色

普通

長石・石英・雲母・

礫

にない橙色

普通

長石・雲母・礫

にない褐色

普通

A(■ 8

B(38

A 234

B 329

C 98

E 275

A(231)

B 150

鉢

須 恵 器

A(350)

B(66)

鉢

須  恵 器

B(160)

C 18_5

第108号住居跡 (第 55図 )

本跡は,E919区 を中心に確認された住居跡で,南側 3mの地点に第55・ 56号住居跡が位置してい

る。

平面形は方形で,規模は長軸3.93m,短軸3.86mで,主軸方向は,N-37°一Wである。壁は西

壁だけ外傾 し,他は垂直に立ち上がっている。壁高は,40mである。壁溝は全周しており,上幅10

cm,下幅 5 cm,深 さ 5 cmである。床は,中央部が硬 く締まり,周辺部は軟らかい。ピットは,南

壁下中央部に 1か所検出できただけである。ピットは径25cm,深 さ27cmであり,柱が外に傾 くよ

うに掘 り込まれていたことから,出入口に関するピットの可能性がある。カマ ドは,北壁のやや

東寄 りに粘土で構築されている。袖部は両側とも残存しており,煙道の張 り出しは50cmである。

火床部の掘 り込みは径50om,深 さ 5 cmで,底面はそれほど焼けていない。

覆土は,大きく3層に分けられる。中央部上位には口=ム
ブロック及び焼土粒子を少量含む褐
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色土,下位にはロームブロック・炭化物・焼土粒子を少量含む黒褐色上が堆積 し,壁近 くにはハ

ー ドロームブロックを少量含む褐色上が堆積 している。

遺物は,上師器の17x3点 と須恵器の不が床面から出上している。なお,土師器の不のなかの 1

点 (1)は,南壁に底部を向け,壁に貼り付くような状態で出土している。他に,土師器・須恵

器片23点が出土している。

hl卜

⑦
l

Ｃ〓Ａ
ご
一

耳

A25.8m al

0               2m

⑫
l

・ｍ

い
で
く

Ш
I

E
ト

り
劇

Ш
I

第55図 第108号住居跡実測図
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■ 辮 :

第56図 第108号住居跡出土遺物実測図

第112号住居LIl(第 57図 )

本跡は,G9f6区 を中心に確認された住居跡で,第 103号住居跡,第 5号溝と重複 し,かつ遺構

が浅いことから,カマ ドと北東部の壁がわずかに検出できただけである。両遺構により,本跡の

/

A24.3m

巌
＆
電
＼

SD S

0              2m

口
|

:::::::::

出土遣物観察表 (第5G図 )

図版
番号

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

2

1 ITh

土 師 器

IT

土 師 器

A 128

B 44

A(165)

B(50)

底部は丸底で,なだらかに口縁部

に続く。日縁言騨よ直立する。

底部は丸底で,日縁部との境に稜

を有する。日縁部は内傾して立ち

上がる。

底部はヘ ラ削 り, 日縁部内・

外面は横ナデ調整。

底部はヘ ラ削 り, 日縁部内・

外面は横ナデ調整。

雲母・砂粒

褐灰色

普通

砂粒・婁母

灰赤色

普通

25%

内 外面黒色

煙

80%
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床が切られている。

平面形,規模は不明である。主軸方向は,N-37° 一Wと 推定される。床は消失し,ピ ットも検

出されなかった。カマ ドは痕跡のみ検出され,火床部 と思われる掘 り込みは長径169cm,短径 117

cmの不定形で,深さは10mである。煙道の張り出しは,ほ とんど認められない。

覆上の状況は,確認できなかった。

遺物は極めて少量で,土師器の不 2点がカマ ド内から出上した他には,土師器片 6点だけであ

る。

―

‐ ‐

第58図 第112号住居跡出土遺物実測図

2 奈良・平安時代の住居跡

第 2号住居Ltl(第 開図)

本跡は,11ld2区 を中心に確認された住居跡で,第 1号住居跡を切って掘 り込まれている。

平面形は長方形を呈し,規模は長軸3.45m,短軸3.04mで,主軸方向は,N-3° 一Eである。

壁は粘土及び黒色土からなり,外傾 して立ち上がっているが,明確にはとらえられなかった。壁

高は 4～ 8 cmである。床は青灰色の粘上で,凹凸が夕く,締 まりはみられない。ピットやカマ ド

は,確認できなかった。ただ,北壁中央部に多量の焼上が検出されたことから,。このあたりにカ

マ ドが構築されていた可能性が認められる。

覆土は 1～ 5 cmの厚さで,焼土粒子と炭化粒子を中量含む暗褐色上で,硬 く締まっている。

遺物は,覆土から須恵器の郭 (1, 2, 3)が 3点出土している。他に,上師器・須恵器片が

149点出土している。

出土遺物観察表 (第58図 )

図版
番号

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備  考

不

土 師 器

A(12_6)

B(37)

底部は丸底で, 日縁部 との境にに

ない稜 を有す る。口縁部は直立 ぎ

みに立ち上がる。

底部はヘ ラ削 り,口縁部内 `

外面は横ナデ調整。

雲母・砂 位

淡い赤橙色

普通

10%
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④ l

A

止 237m m1  3   ~口 |

0               2m

第59図 第 2号住居跡実測図

3

第60図 第 2号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表 (第60図 )

4

0              10cm

図版
番号

器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

ユ 杯

須  恵 器

A 135

B 42

C 55

底部は平底全 体部は直線的に外

傾して立ち上がる。

底部は全面ヘラ削り,体部下

端はヘラ削り調整。水挽き痕

は弱い。

砂粒・長石・石英

にない黄橙色

普通

75%
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杯

須 恵 器

高 台 付 不

須 恵 器

甕

土 師 器

A(132)

B 42

C(55)

B(26)

D 74

A(191)

B103

底部は平底で,体部は外傾して立

ち上がる。

民部片。底部は平底で,高さ l cln

の高台がつく。

胴部は内傾して立ち上がり,「 く」

の字状に属由する日頸部に至る。

器面が荒れていて調整痕は明

確でない。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後,回転

ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

胴部内・外面はナデ, 日縁部

内・外面は横ナデ調整。胴部

には輪積痕が残 る。

長看・石英・礫・

雲母

褐色

普通

砂粒

灰責掲色

普通

砂粒・雲母・ スコ

リア

橙色

普通

第 3号住居跡 (第 61図 )

本跡は,11lcl区に確認された住屋跡で,第 1号住居跡と重複しており,本跡が切っている。

平面形は方形を呈し,規模は長軸3.93m,短軸3.90mで,主軸方向は,N-6° 一Wである。壁

はロームであるが,西壁の一部には黒褐色上が見られ,垂直に立ち上がっている。壁高は,17～ 28

cmである。壁溝は全周しており,上幅10～ 20cm,深 さ3～ 5 cmである。床は平坦で硬く締まって

おり,全体に北西方向に傾斜している。なお,南東コーナー部付近の床はロームではなく,青灰

色の粘上である。ピットが 1か所検出されているが,本跡に伴うものではなく,第 1号住居跡の

bllk

口
|

|く

第61図 第 3号住居跡実測図
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に
磁
輯
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ピットであり,本跡に伴うピットは確認されなかった。カマ ドは北壁中央部に構築されていたと

思われ,そ の痕跡のみ確認できた。火床部の掘り込みはなく,床 と同一レベルでつながっている。

煙道の張り出しは,70cmである。

きる。 1層は炭化粒子・焼土粒子を少量含む黒褐

卦有物のみられる暗褐色上である。

器・須恵器片197点が出上している。他に,鉄製の

の
に_一

第62図 第 3号住居跡出土遺物実測図

出土遣物観察表 (第62図 )

版
号
図
番 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

手  斧

鉄  製  品

全長 93

幅  41

重さ1505g

完成品で,柄の部分は袋状に作ら

れている。

100%

第 4号住居跡 (第63図 )

本跡は,110d9区 に確認された住居跡である。

平面形は長方形を呈し,規模は,長軸3.64m,短軸3.16mで,主軸方向は,N-86° 一Eである。

壁は黒色上で,垂直に立ち上がっている。壁高は17～ 21cmである。床は西に向ってやや傾斜して

いるが,全体に平坦で,中央部は硬 く締まっている。ピットは 4か所検出され,径は20～ 29cm,

深さは8～ 19cmで ある。カマ ドは東壁中央部に構築されているが,袖部は残っていない。火床部の

掘 り込みはなく,煙道は50cm張 り出している。北壁中央部にも焼上の堆積がみられたが,こ れは

調査の結果,カマ ドではないことが判明した。

覆土は,焼土粒子を少量含む褐色土と焼土粒子及び炭化粒子を少量含む褐色上が,ブロック状

に堆積 していた。両層とも,硬 く締まっている。

遺物は,床面近 くの覆土からは土師器の不 (1)・ 甕 (4),須恵器の不 (2)。 壺 (6)・ 鉢 (5)

等が出上し,カマ ド内からは須恵器の鉢 (7)・ 甑 (8)が倒立の状態で出上している。他に紡錘

車 (9),支脚,土師器・須恵器片310点が出土している。
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Ш
I

|

饉
|

底部はヘ ラ肖Jり ,体部上半部

は横方向のナデ,下半部はヘ

ラ肖Jり 調整。器内面はヘ ラ磨

き。

底部は全面ヘ ラ削 り,体部下

端は横方向のヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後全面へ

ラ削 り調整。

水挽 き成形。

胴部上半部は縦方向のヘラ磨

き,下半部は横方向のヘ ラ削

り,回縁部内・外面は横ナデ

調整。器内・外面に輪積痕が

残 る。

底部に木葉痕が残 る。表面は

荒れているが,胴部下位はへ

ラ削 り,器内面はヘ ラナデ及

びナデ調整。

0               2m

01 01

引   |く

第63図 第 4号住居跡実測図

出土遺物観察表 (第 64・ 65図 )

図版
番号

考

不

土 師 器

不

須  恵

IFN

須  恵

甕

土 師 器

甕

土 師 器

A 161

B 48

C 82

A(137)

B 42

C 64

A(136)

B 40

C 64

A(216)

B 324

C(44)

B 126

C(66)

雲母・石英 。長石

にない赤褐色

普通

雲母・砂粒

灰褐色

普通

砂粒・雲母

灰色

普通

砂粒・雲母

にない橙色

普通

砂 位・雲母・看英

橙色

普通 (2次 )

80%

内面黒色処理

底部は平底で,体部は内湾ぎみに

開き,日縁端部でかるく外反する。

底部は平底で,中央部が厚くなる。

体部は直線的に外仮して立ち上が

る。

底部は平底で,体部は外仮して立

ち上がり, 日縁端部でわずかに外

反する。

底部は平底全 胴部は外傾して立

ち上がり,上位で胴部最大径に達

し, 日縁部に至る。日縁部は外反

し,肩部との境に稜を有する。

底部は平底で,胴部は内湾ぎみに

外傾して立ち上がる。胴部最大径

は上位にある。

Θ見     
⑬ら

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴

―-80-―

75%



0              10Cm

第64図 第 4号住居跡出土遺物実測図 (1)
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第65図 第 4号住居跡出土遺物実測図 (2)

D            locm

雲母・石英

灰色

普通

雲母・長石

褐灰色

普通

重

須 恵 器

鉢

須 恵 器

B(195)

D 104

E 184

A(279)

B 19o

C 156

底部は平底 で,胴部 との境に高台

が付 く。胴部は内湾 しなが ら外鞭

して立 ち上が り,肩部で内傾 した

後,直立す る頸部に至 る。

底部 は平底 全 胴部 は外傾 して立

ち上がり,回縁部は短く屈曲する。

全体に荒れがひどく,調整痕

は明確 でない力、 胴部外面は

ヘ ラ削 り後ナデ調整 と思われ

る。器外面に輪積痕が残 る。

胴部は縦方向の平行叩き目,

胴部下端ヘラ削 り,日縁部内・

外面は横ナデ調整。

90%

―-82-
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訊

須  恵 器

紡 錘  耳

石 製  品

A(290)

B 245

C 148

径  54

厚さ 20

重さ65 2gl

胴部は直線的に外傾 して立ち上が

り,口 縁部は短 く屈曲 し,端著Ыよ

上方につ まみ出されてい る。底面

は,全面が開孔 している。

一部欠損 しているが,完形に近い。

断面は扁平な半円形 を呈 し,孔は

上面 よ り穿たれている。

胴部は縦方向の平行叩 き日,

下端はヘ ラ肖」り調整。器内・

外面に輪積痕が残 る。

器表面は,丁寧に磨かれてい

る。

長石・石英・雲母

砂粒

黒褐色

普通

第 5号住居跡 (第 66図 )

本跡は,110b9区 に確認された住居跡である。

平面形は方形を呈し,規模は長軸3.95m,短軸3.73mで,主軸方向は,N-7° 一Wである。壁

は垂直に立ち上がり,高さは25～ 29cmであるが,南壁 と西壁は攪乱が多く明確でない。壁溝は全

周しており,上幅10～ 15cm,深 さ 6 cmである。床は平坦で,硬 く締まっている。カマ ドは北壁中

央部に構築されている。しかし,残存状況は悪 く確認されたのは,痕跡だけであった。

覆土は大きく3層に分けられ,硬 く締まっている。 1層 は焼土粒子・炭化粒子を少量含む暗褐

色上, 2層は 1層 と同じ含有物を含む黒褐色土, 3層 は焼土粒子を中量,炭化粒子・砂粒を少量

④
l

A

A23.6m

o               2m

に
螂
可

B
lul

01

第66図 第 5号住居跡実測図
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Ч 十三

⊂ 亘 ⊃ 6

一

0              10cm

第67図 第 5号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表 (第67図 )

遺物は,上師器の鉢 (4),須恵器の甑 (5),紡錘車 (6)が 3層から出土している。他に土

師器・須恵器片が523点出上している。

版
号
図
番 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

2

1 不

上 師 器

不

須 恵 器

A

B

C

A

B

C

(142)

40

64

13 7

36

(56)

底部は平底で,体部は内湾 ぎみに

立ち上が り, 日縁端部はかる く外

反す る。

底部は平底で,体言Ыよ外傾して立

ち上がり,日縁端部で外反する。

底部 は回転ヘ ラ切 り後回転へ

ラ削 り,体部下端は横方向の

ヘ ラ削 り調整。水挽 き成形。

底部は全面ヘ ラ削 り,体都下

端は横方向のヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

砂粒 ,ス コリア・

パミス

橙色

普通

石英・長憑・スコ

リア

褐色

普通

45%

60%
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不

須 恵 器

鉢

土 師 器

甑

須 恵 器

A(136)

B 39

C(60)

B(100)

C ■ 8

B(229)

C(190)

底部は平底で,体部は器壁を減じ

ながら外傾して立ち上がる。

底部は平底で,胴部は外傾して立

ち上がる。器壁は全体に薄い。

胴部は外傾して立ち上がり,日縁

部でわずかに外反する。底面には

孔が 5か所あったものと思われる。

底面中央に円孔,周辺部 4か所に

半球形の孔を有していたことが推

定できる。

やや方形ぎみの楕円形を呈し,厚

さは一定でない。完形品。

底部は全面ヘラ削り,体部下

端はヘラ削り調整。

水挽き成形。

胴部下端はヘラ削り,器内面

は荒いヘラ磨き調整。

胴部外面は継位の平行叩き

目,下端は横方向のヘラ削り,

器内面は横方向のヘラナデ調

J望登。

器表面は,丁事に削られてい

る。

砂粒・雲母

灰責色

普通

砂粒・雲母

明赤褐色

普通

雲母・砂粒

灰責褐色

普通

南西コーナー部を除く他の各コーナー部の

壁際に検出されている。Pl・ P2と も浅いピッ

トであるが,P3は ,径42clll,深さ44cmであ

る。他の内部施設は,確認されなかった。

覆土は 2層に分けられ, 1層にはソフ ト

ロームブロックを, 2層にはハー ドローム

ブロックを,それぞれ少量含む黒褐色上が

堆積している。

遺物は少量で,須恵器の蓋が 2層から出

上している。他に,上師器・須恵器片14点

が出上している。

紡 錘  車

石  製  品

径  35

厚さ 22

重さ37 41gl

第 7号佳居跡 (第68図 )

本跡は,110a。区を中心に確認された住居跡で,本跡の北壁は第 1号土坑と重複している。上層

断面をみても,新旧関係は明確にできなかった。

平面形は方形を呈し,規模は長軸2.57m,短軸2.34mで,主軸方向は,N-47°一Wである。壁

は外傾して立ち上がり,高さは29cmである。床は平坦で,硬 く締まっている。ピツトは 3か所で,

⑫ l

A23,6m

B

m

第68図 第 7号住居跡実測図
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醜
藩

器  種 進 lC4) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

蓋

須 哀 器

4-14,9

B2.4

天丼都は平44円柱よつつまみ
がつく。口縁部I,直線的に外下方

に南き,端琳は短(垂下する。

天丼部ti口犠ベラ■1り 調整。

本挽き威形
`

砂粒 ,長石・警母

灰色

普通

“

%

一第69図 第7号住居跡出上遺物実測図

出■遺物観察表 (第69図 )

第8号住居跡 (第 70図 )

本跡は,車ng7区を中心に確認された住居跡全 ロームヘの掘り込みが減い遺構である。

平画形は方形を呈し,規模は長軸4.241n・ 短軸4.16mで,主軸方向は,N-13°一Eである。浅

⑮ l

B

A

C

A24.6m

01
E

2市

―-86-



いため壁の状況は明確でないが,残存部の高さは 4～ 10cmで ある。壁溝は全周し,上幅15～ 20cm,

深さ 4～ 10帥である。床は平坦で,壁近 くまで硬 く締まっている。ピットは, 4か所検出されて

いる。Plが最 も大きく,長径65cm,短径50cm,深 さ33cmである。他のピットは,長径40～ 57cm、

短径40～ 50cm,深 さ34～ 41cmである。位置からみて 4か所 とも主柱穴と思われる。カマ ドは北壁

中央部に構築されているが,袖部は残っていない。火床部の掘 り込みは,10cmで ある。煙道の張

り出しはほとんどなく, 5 cmぐ らいである。

覆土は 1層で,焼土粒子・ハー ドロームブロックを中量,炭化粒子を少量含む暗褐色上である。

遺物は少量で,上師器・須恵器片49点が出上した。遺物のほとんどは,覆土から出上している。

第 9号住居跡 (第71図 )

本跡は,Hllg9区 を中心に確認された住居跡で,第 11号住居跡と重複している。本跡の覆土中に

第11号住居跡の貼 り床が検出されたことから,本跡の方が古い遺構である。

平面形は方形を呈し,規模は長軸4.27m,短 軸4.08mで,主軸方向は,N-25.5°一Wである。

壁は外傾 して立ち上が り,高さは39帥である。壁溝は全周しており,上幅10～ 30clll,深さ 1～ 5

cmである。床は平坦で,硬 く締まっている。ピットは 4か所検出され,Pl'P3・ P4がその位置か

らみて主柱穴と思われる。比較的細いピットが多く,径22～ 33cm,深 さ16～ 35cmである。カマ ド

は北壁中央部に山砂で構築されており,両袖部が残っている。火床部の掘 り込みは,20cmで ある。

煙道の張 り出しは,10cmで ある。

覆土は,大 きく3層に分けられる。いずれも黒褐色土で,ロ ーム粒子・焼土粒子・粘土ブロッ

ク等が含まれている。なお,本跡の床上20cmの覆土中に,第 11号住居跡の貼 り床が確認されてい

る。貼 り床の厚さは 3～ 5 cmであった。

遺物は,須恵器の年が北東コーナー部の床面から出土している。また,土師器の不 (2)・ 鉢 (10)

が 2層から出上している。他に,釘・土師器・須恵器片576′ミが出上している。

出土遺物観察表 (第72図 )

図版
番号

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

2

1 17N

土 師 器

jTN

土 師 器

A 132

B 46

E 134

A 188

B 72

底部は扁平な丸底で,なだらかに

口縁部に至る。口縁部は直立する。

底部は九底で, 日縁部との境にあ

まい稜を有する。日縁部はタト傾し,

端著Lは尖る。

底部はヘ ラ削 り,口縁部内・

外面は横ナデ調整。

底部は斜位のヘ ラ削 り, 日縁

部内・外面は横ナデ調整。

砂粒・ スコリア

にない橙色

普通

パ ミス・ スコリア

にない橙色

良好

100%

100%
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第72図 第 9号住居跡出土遺物実測図



不

須 恵 器

不

須  恵 器

ITh

須  恵 器

不

須 恵 器

不

須 恵 器

甕

土 師 器

甕

土 師 器

A 106

B 42

A 147

B 56

A 106

B 43

C 61

A(128)

B 36

C 82

A 152

B 48

C 85

A(234)

B(97)

底部は浅い丸底で,体音Ыま外傾し

て立ち上がる。

底部は丸底で,浅い皿状 を三 し,

器厚は12mmと 厚い。体部は外反 ぎ

みに立ち上が る。

底部は平底で,体部 との境には九

みが残 る。体部は薄 く,直線的に

外傾 して立ち上がる。

底吉印よ平底で,体部 との境には九

みが残 る。体部は器壁 を減 じなが

ら外傾 して立ち上がる。

底音Ыま平底で,体部は外傾 して立

ち上が る。

底音印よ欠損。胴部は内傾 して立ち

上が り, 日縁部は「コ」の字状 を

呈 し,端音騨ま上方につ まみ出され

ている。

底部は平底で,胴部は外傾 して立

ち上が る。

底部は回転ヘ ラ切 り後ヘ ラ削

り調整。

水挽 き痕は弱い。

底部は全面ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

器面が荒れてお り調整痕は明

確でないが,底部及び体部下

端はヘラ削 り調整 と思われる。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後ヘ ラ肖」

り,体部下端はヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

口縁部内・外面は横ナデ調整。

底部は木葉度が残 る。胴部は

斜位のヘ ラ磨 き調整。

底部には木葉痕が残 る。胴部

下位はヘ ラ削 り調整。

胴部下位 は回転ヘ ラ削 り調

整。肩部に灰釉が流れている。

水挽 き成形。

ス

灰 白色

普通

砂粒・石英 。長石

灰色

良好

雲母 。長石・石英

にない黄橙色

良好

雲母・長看・砂粒

褐灰色

良好

雲母・ スコリア

長看

灰黄色

良好

雲母 。長石・石英

浅い黄橙色

普通

長石・石英・雲母・

スコリア・砂粒

浅責橙色

普通

雲母・長看

赤褐色

普通 (2次 )

砂粒

責灰色

良好

B(79)

C 97

浅   鉢

土 師 器

須 恵 器

釘

鉄  製  品

支    脚

土 製  品

A(190)

B 88

C 86

B(122)

D(88)

E(140)

全長 (75)

厚さ (06)

重さ (87g)

全長(140)

径 (4つ

底部は平底で,胴部は内湾ぎみに

外傾して立ち上がり,回縁部は外

反する。

底部は欠損し,低い高台が胴部最

下端につく。胴部は外傾して立ち

上がり,肩部割冨曲した後内傾す

る。

角釘で,頭部と先端部が欠損して

いる。残存部は,弧状に反ってい

る。

上部力やや細くなる円柱状を呈し,

下部は欠損している。

粘土塊か ら成形。

第10号住居跡 (第 73図 )

本跡は,Hll,9区に確認された住居跡で,西側で第 9・ 11号住居跡と重複している。本跡が 2軒

の住居跡を切っており,最も新しい。北東コーナー部は壁が確認できず、他の遺構と重複してい
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る可能性があるが,エ リア外であるため不明である。

平面形は長方形を呈し,規模は長軸3.29m,短軸2.92mで,主軸方向は,N-0° である。壁は

タト傾して立ち上がり,高さは14～ 20cmである。壁溝は,南東コーナー部とカマ ド西側から西壁に

かけて認められ,上幅12～ 17cm,深さ 2～ 4 cmである。床は平坦であるが,締まりはない。ピッ

トは東壁寄 りに 2か所,南北に並んで検出された。本跡に伴うものかどうか断定はできないが,

径25cm,深 さ9～ 25cmである。カマ ドは,北壁中央部に山砂で構築されていた。西側の袖部がわ

ずかに残存していたが,東側は全く残っていない。火床部は,長径73cm,短径52cmの楕円形に床

を 6 cm掘 り下げている。煙道の張り出しは,65cmである。

覆上は 2層で, 1層はローム粒子及び焼土粒子を少量含む暗褐色土, 2層はローム粒子多量 ,

焼土粒子少量を含む極暗褐色上である。

遺物は,不 (1, 2)と 甕 (3, 4)がカマ ド内から出上している。甕は,倒立の状態で出土

した。須恵器の蓋が 2層から,甑 (5)がカマ ド内から出土している。他に,須恵器片42点,紡

錘車 (6)が出土している。

0               1m

0               2m

lo

C

第73図 第10号住居跡実測図
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第74図 第10号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表 (第 74図 )

図版
番号

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ,色調・焼成 備  考

1

2

不

土 師 器

不

土 師 器

A 132

B 46

C 68

A(140)

B 44

C(64)

底苫Ыよ平底で,体部は内湾ぎみに

外上方に立ち上がる。

底部は平底と思われる。体部は外

傾して立ち上がり, 日縁端部は九

くおさめている。

底部及び体部下端はヘラ削り,

器内面はヘラ磨き調整。水挽

き成形。

体部下端はヘラ削り,器内面

はナデ調整。

水挽き成形。

雲母・砂粒

灰褐色

普通

雲母・長石  礫

にない赤褐色

普通

80%

内面黒色処理

50%
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甕

土 師 器

甕

土 師 器

甑

須 恵 器

紡 錘  車

土 製  品

A 127

B 133

C 5.5

B(170)

C(94)

B(153)

C(154)

径  62

厚さ 11

重さ 12g

底部は平底で,胴部は外傾して立

ち上がり,中位に胴部最大径を有

する。日頸部は「く」の宇状に外

反し,端部で逆「く」の字状に屈

曲する。

底部は平底4胴 部は外傾して立

ち上がる。器壁は底・胴部とも極

めて薄い。

胴部は外傾して外上方から立ち上

がる。底面の子Llま , 5か所と推定

される。

上師器片を利用した紡錘車である。

底部に木葉痕,胴部上位はヘ

ラナデ,中 ～下位はヘラ削り,

日縁部内外面は横ナデ調整。

器内・外面に輪積痕が残る。

器面の荒れがひどく,調整痕

不明。

胴部には叩き口が残り,胴部

下位は横方向のヘラ削り調整。

器内・外面に輪積痕が認めら

オtる。

砂粒・石英

橙色

普通

砂粒・雲母・スコ

リア・礫

にない橙色

普通

砂粒・雲母・長石

にない責橙色

普通

第11号住居跡 (第 75図 )

本跡は,H■f8区を中心に確認された住居跡で,第 9。 10号住居跡と重複している。本跡は第 9・

10号住居跡の調査から,第 9号住居跡より新しく,第 10号住居跡より古いことが判明した。

いずれにしても,確認できたのはカマ ドの西側 4分の 1程度であり,詳細は不明である。調査

I      A

第75図 第11号住居跡実測図
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の結果,第 9号住居跡のあるカマ ド付近の床より約20cm高い地点に本跡の貼 り床が検出された。

10号 との新旧関係は不明である。カマ ドは北壁中央部 と推定される位置に,西側 2分の 1だけ確

認できた。山砂で構築されており,火床部は床を10cm掘 り下げている。煙道は,外に60cm張 り出

している。ピットは確認できなかった。

覆土は 2層 で, 1層 はローム粒子多量,焼土粒子少量を含む極暗褐色土, 2層 はローム粒子多

量,ロ ームブロック少量を含む暗褐色上である。

遺物は,上師器の盤 (2)が 2層から出上している。他に,土師器・須恵器片が80′ミ出上して

いる。

I

第76図 第H号住居跡出土遺物実測図

第 12号住居LTl(第 77図 )

本跡は,Hlle8区 を中心に確認された住居跡で,東側約 2分の 1がエ リア外にのびている。

調査できた部分は住居跡の西側 2分の 1であり,平面形や規模は不明である。壁は外傾 して立

ち上がり,高さは10～ 16cmである。床は軟らか く,凹凸が多い。北壁には,カマ ドの痕跡が認め

られた。煙道の張 り出しはなく,火床部は,長径62cm,短径35cmの 不定形で,床を10cm掘 り下げ

ている。ピット等は検出されていない。

覆土は 2層に分けられ, 1層は暗褐色土, 2層は極暗褐色上で,それぞれ,ローム粒子・焼土

粒子を少量含んでいる。

遺物は,覆土から土師器・須恵器片34ィミが出上している。

出土遺物観察表 (第 76図 )

図版
番号

器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

2

l 蓋

須 恵 器

盤

土 師 器

B(28)

A(215)

B 37

D(146)

天丼部は平坦全 大 きめのつ まみ

がつ く。日縁部は外傾 して下がる。

底部は九底で,高 さ1 5clnの 高台が

つ く。体部は外傾 して開 き, 日縁

部 との境に稜 を有す る。 口縁部は

短 く外傾 する。

天丼部は回転ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ削 り,器 内面

はヘ ラ磨 き調整。

水挽 き成形。

砂粒・雲母

灰責褐色

普通

砂粒・ _r母・ スコ

リア

にぶい橙色

普通

60%

内面黒色処理

80%

―-94-―
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第77図 第12号住居跡実測図
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第16号住居Ltt(第 79図 )

本跡は,H10d。 区を中心に確認された住居跡で,第 15号住居跡に東側 3分の 1を切られている。

平面形は南北に長い長方形を呈し,規模は長軸5.21m,短軸 4。 15mで,主軸方向はN-18°一W

第78図 第16号住居跡出土遺物実測図

―-95-―



である。壁は,北壁と南壁の一部が残っていただけで,東壁と西壁は消失 している。残存壁も低

い部分が多く,最も高い壁で12cmである。床は,中央部は硬 く締まっているが,周辺部は締まり

がなく軟らかである。カマ ドは北壁中央部に構築されているが,袖部は残ってお らず,火床部は

長径■Oom,短径55cmの楕円形を呈し,深さは20cmである。ピットは検出されていない。

覆土は 1層で,焼土粒子中量, ローム粒子少量を含む暗褐色上である。

遺物は,須恵器の不 (1,2,3,4)・ 鉢 (5)が床面から出上している。他に,上師器・須恵

器片が86点,鉄製品が出上している。

寄キト ё
l

第79図 第16号住居跡実測図
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出土遺物観察表 (第78図 )

図版
番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

1 不

須 恵 器

A 139

B 40

C 66

底部は平底で,体部は外傾して開

き,口縁端部でわずかに外反する。

底部及び体部下端は回転ヘラ

削り調整。

水挽き成形。

雲母・長石

黄灰色

良好

60%

―-96-―



不

須 恵 器

lTh

須 恵 器

年

須 恵 器

鉢

須 恵 器

A 129

B 42

C 60

A(146)

B 42

C(86)

A(126)

B 45

C(68)

A(310)

B(142)

底音Ыよ平底で,体部は外傾 して開

き,日 縁端部でわずかに外反する。

底部は平底で,体部は器壁 を減 じ

なが ら外傾 して立ち上がる。

底部は平底で,体部 は器壁 を減 じ

なが ら外仮 して立 ち上が る。

胴部は外傾 して立ち上が り,口 縁

部は外反する。

底部は回転ヘ ラ切 り後全面へ

ラ削 り,体部下端は横方向の

ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部はヘ ラ削 り,体部下端は

横方向のヘ ラ削 り成整。

水挽 き成形。

器面の荒れがひどいが,底部

はヘ ラ肖」り調整 と思われ る。

水挽 き成形。

胴部外面は叩き目,内面は斜

位のヘ ラナデ,日縁部内・外

面は横ナデ調整。

雲母 。長石 ・石英

褐灰色

普通

雲母・長石・石英

褐灰色

良好

長る・石英 ・砂粒

灰色

普通

砂粒

にぶい赤褐色

普通

第19号住居跡 (第 81図 )

本跡は,G10,O区 を中心に確認された住居跡で,非常に浅く,南壁と北壁がかろうじて確認でき

た程度である。

平面形は不明であり,他の住居跡の形状等から類推して,方形を呈していたと思われる。規模

も計測不能である。壁もほとんど残っておらず,最も高い部分で 4 cmである。床はカマ ドの前面

だけ硬 く締まっている。ピットは,不規則な位置に 8か所検出されているが,本跡に伴うものか

どうか不明である。本跡が確認された地点はもと山林であるので,木根跡の可含を14も ある。カマ

ドは北壁に粘土で構築されており,袖部と火床部がわずかに確認されただけである。火床部は,

床を10cm掘 り下げている。

覆土は,厚い部分でも3～ 4 cmし かないため,層位的な確認はできていない。

覆上がほとんどないこともあり,遺物のほとんどが床面からの出上である。上師器の皿の他に,

土師器・須恵器片168点が出土している。

-第80図 第19号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表 (第80図 )

版
号
図
番 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色詞・焼成 備  考

高 台 付 皿

土 師 器

A(129)

B(18)

底部は平底全 高台のll離痕が認

められる。体部は大きく外傾して

立ち上がる。

底部は回転ヘ ラ切 り,器内面

は一定方向のヘ ラ磨 き調整。

砂粒・スコリア・

パミス

浅黄橙色

普通

30%

内面黒色処理
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第20号住居LTI(第 82図 )

本跡は,H10as区を中心に確認された住居跡で,第 2号井戸と重複している。井戸は,本跡の床

を切って掘り込んでいる。

平面形は方形を呈し,規模は長軸2.99m,短軸2.80mで,長軸方向はN-20°一Wである。壁の

一部はロームであるが,大部分は暗褐色土で,高さは■～19cmである。床は,非常に硬 く締まり,

南西方向に 2°の角度で傾斜している。床中央部は,第 2号井戸に掘り込まれている。カマ ドは,北

壁中央部に構築されているが,残存状況は良くない。袖部は山砂で20cmぐ らい残っており,火床

部は意図的な掘り込みがなく,床 と同一レベルでつながっている。ピットは検出できなかった。

覆土は, 2層に分けられる。 1層はローム粒子多量,焼土粒子少量を含む暗褐色土, 2層 は含

有物は 1層 と同様の褐色上が堆積している。

遺物は土師器の不 (1)と ,須恵器の盤 (2)・鉢 (3)がカマ ド周辺の覆土から,須恵器の訊

(4)がカマ ド内からそれぞれ出上している。他に,土師器・須恵器片51点が出上している。
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第82図 第20号住居跡実測図
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E

0              10cm

第83図 第20号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表 (第 83図 )

図版
番号

器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

2

3

4

1 邪

土 師 器

盤

須 恵 器

鉢

須 恵 器

甑

須 恵 器

A(153)

B 48

C 71

A(200)

B 39

D ■ 7

A(390)

B(96)

C(142)

底部は平底全 体言Ыよ内湾 ぎみに

立 ち上がる。

底部は平底で,高さ1 5cmの高台が

つ く。体部は外傾 して大 きく開 き,

日縁端部は内湾す る。

日縁部片。胴部は外傾 して立ち上

がり, 日縁部は外反する。

底部片。開発部は 5か所と思われ

る。

底部及び体部下端は回転ヘ ラ

削 り,器内面はヘ ラ磨 き調整。

水挽 き成形。

底部 は回転ヘ ラ切 り後ヘ ラ削

り調整。

胴部外面は叩 き目,内面はナ

デで指紋が残 る。 口縁部外面

は横ナデ調整。

ナデ調整。

長石・スコリア・

雲母

掲色

普通

長石・石英・雲母

明赤褐色

普通

雲母・砂粒

にぶい橙色

普通

砂粒

褐灰色

普通

60%

内面黒色塑理

70%

10%

10%
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第22号住居Ltl(第 85図 )

本跡は,G10h5区 を中心に検出された住居跡で,第 21号住居跡,第 3号井戸と重複している。床

の切 り合い状況から判断して,本跡は第21号住居跡より新しく,井戸よりは古いと思われる。

非常に浅い住居跡で,壁は全て消失しているが,幸い壁溝が検出できたため平面形等が判明し

た。平面形は東西に長い長方形を呈しており,規模は長軸4.39m,短軸3.62m程で,主軸方向はN

-0°である。壁溝は,上幅17～ 30cm,下幅 6～ 15cm,深 さ5～ 12cmで,井戸と重複している部分

を除き全周している。床は平坦で,非常に硬 く締まって

いる。ピットは床には検出できなかったが,壁溝内に 3

か所検出されている。壁柱穴の一部であろう。カマ ドは

北壁中央部に構築されているが,大部分が消失している。

煙道は,壁外に大きく75cm張 り出している。

覆土は,遺構確認の段階で大部分が削り取られてしま

い,堆積状況は不明である。

遺物は全て覆土から出土しており,須恵器の不 (1)

と土師器・須恵器片187点である。

0              2m

ー第34図 第22号住居跡出土遺物実測図
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出土遺物観察表 (第84図 )

図版
番号

器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

2

1 不

須  恵 器

高 台 付 皿

土 師 器

B(30)

C 53

A 139

B(20)

C 64

底音Ыよ平底で,体菩隅よ外傾 して開

く。

底部は平底で,高台の制離痕が残

る。体部は器壁 を減 じなが ら,大

きく外傾 して開 く。

底部及び体部下端はヘ ラ削 り

調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後,周辺

部のみ回転ヘ ラ削 り,器内面

はヘ ラ磨 き調整。

水挽 き成形。

砂粒 。長石・石英

灰 白色

普通

砂粒・ スコリア

にオい橙色

普通

30%

70%

内面黒色処理

第24号住居跡 (第86図 )

本跡は,G10h4区 を中心に確認された仁居跡で,西側で南北に走る第 9号溝と重複 し,本跡が切

られている。

平面形は,長方形を呈すものと推定される。規模は,南北間が4.36mであるが,東西間は明確で

ない。主軸方向はN-8°一Wである。壁は垂直に立ち上がり,高 さは10～ 20cmである。床は中央
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第86図 第24号住居跡実測図
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部がやや盛 り上が り,周辺部が低 くなる。カマ ド前面の床は,非常に硬 く締まっている。なお,

カマ ドから中央部にかけての床は, 3回にわたって作 り直されていた。すなわち,最上面の床の

下 3 cmの レベルに第 2面の床が検出され, さらに,そ の下 5 cmの レベルに第 3面の床が検出され

た。この結果,第 3面の床が最 も古 く,第 1面の床が最 も新 しいことが確認できた。第 3面の床

は地山で,第 1・ 2面の床はロームを貼って硬 く踏み固めていた。このような例は,当遺跡では

他に類例がなく,何の目的で 2回 も床を貼っているのか不明である。ピットは,検出されていな

い。カマ ドは北壁東寄りに構築されていたと思われるが,床を長径91cm,短径70cmの楕円形に15

cm掘 り下げた火床部が確認できただけである。

覆土は 1層で,ロ ーム粒子を多く含む暗褐色上で,硬 く締まっている。

遺物は覆土からの出上が多く,須恵器の不 (1)と 土師器・須恵器片200点である。他に,刀子

(2)が出土している。

ー第87図 第24号住居跡出土遺物実測図

第25号住居跡 (第88図 )

本跡は,G9c9区 を中心に確認された住居跡である。

平面形は方形を呈し,規模は長軸2.94m,短軸2.81mで,主軸方向は,N-27°一Wである。壁

は外傾して立ち上がり,高さは43cmで,当遺跡の住居跡群では比較的深い住居跡である。床は平

坦で,硬 く締まっている。ピットは,カ マ ドの両側に 2か所検出されている。PIは径31cm,深 さ

12cm,P2は径22cm,深 さ16cmである。カマ ドは北壁中央に構築されていたが,煙道の張り出しも

ほとんどなく,床を長径73cm,短径68cmの楕円形に10cm掘 り下げた火床部が確認できただけである。

覆土は,大きく3層に分けられる。 1層はハー ドロームブロック・炭化物・焼土粒子をそれぞ

出土遺物観察表 (第87図 )

版
号
図
番 器   種 法量 (cla) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

1

2

不

須 恵 器

刀   子

鉄 製  品

A(148)

B 43

C(63)

全長(107)

幅  16

重さ(161g)

底部は平底で,体音Ыま外傾 して立

ち上がる。

刃部はほぼ完全に残存 している力ヽ

茎吉Ыよ欠損 している。

底部及び体部下端はヘ ラ削 り

調整。

水挽 き成形。

石央 。長石・雲母

褐灰色

普通

20%

70%

―-103-



４
く

れ少量含む暗褐色土, 2層はハー ドロームブロック・炭化物を少量含む黒褐色土, 3層はハー ド

ロームブロックを少量含む暗褐色土である。

遺物は,土師器の不 (1)・ 甕 (3,4)2点及び須恵器の不 (2)・ 壼 (5)がカマ ド前面の覆

土から集中して出上している。他に,土師器・須恵器片122点,鉄製品等が出土している。
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田
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m

第88図 第25号住居跡実測図

0              10Cm

第89図 第25号住居跡出土遺物実測図
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出土遺物観察表 (第 89図 )

図版
番号

器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

1

2

3

4

5

不

土 師  器

不

須 恵 器

甕

土 師 器

甕

土 師 器

須 恵 器

B(32)

C 80

A 155

B 160

C 74

E 16_0

B(34)

C 7_8

B(63)

Ａ

　

Ｂ

119

40

底部は丸底で,なだらかに日縁部

に至る。口縁部は尖る。

底部は平底全 螂 は直線的に外

傾して開く。

底部は中央が四んだ平底で,胴部

は外傾して立ち上がり,中位に胴

部最大径を有する。日縁部は短く

外反する。

底部片。平底である。

頸部片。長頸童の頸部全 外反し

て立ち上がる。

底部 はヘ ラ削 り,日 縁部内・

外面は横ナデ調整。

底部全面及び体部下端はヘ ラ

削 り調整。

水挽 き成形。

底部 に木葉痕が残 り,胴部下

位は縦方向― ラ削 り,中～上

位 はヘ ラナデ,口 縁部 内・外

面は横ナデ調整。

底部 に木葉痕。胴部下端はヘ

ラ磨 き調整。胴部内面はヘ ラ

ナデ調整 と思われ る。

頸部 と肩部の接合部は,ヘ ラ

削 り後指頭で押えている。

水挽 き成形。

長看・石英・雲母・

スコリア

にない橙色

普通

石英・長石

褐灰色

良好

石英 。長石・ パ ミ

ス

明赤褐色

普通

雲母・石美・長石

赤褐色

普通

砂粒・礫

灰黄色

良好

100%

60%

90%

10%

10%

A
SK41

I

A24.8m

2m

口
|

第90図 第26号住居跡実測図
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第26号住居跡 (第 90図 )

本跡は,G10elを 中心に確認された住居跡で,北西コーナー部で第 4号土坑 と重複 している。土

坑は本跡の床を切って掘 り込まれている。本跡の東側はエ リア外であるため,詳細は不明である。

平面形や主軸方向は,不明である。規模は南北間だけで確認でき,3.09mである。壁は垂直に立

ち上が り,高さは16～ 24cmである。床は平坦で,硬 く締まっている。ピットやカマ ドは検出され

ず,北西部は第 4号土坑に切 られている。当遺跡では, ピットが 2か所でカマ ドをもたない仁居

跡が多く確認されているが,本跡もその類似遺構の可能性がみられる。

覆土は,大きく2層に分けられる。 ともに極暗褐色土で, 1層 には多量のローム粒子と中量の

ロームブロックを含み, 2層には多量のローム粒子を含んでいる。

遺物は,覆土及び床面から土師器・須恵器片38点が出土している。

第27号住居Ltt(第 91図 )

本跡は,G9f。区を中心に確認された住居跡で,遺構の床面中央部に大 きな撹乱を受けている。

平面形は方形を呈し,規模は長軸2.90m,短軸2.81mである。全体に浅い住居跡で,壁は垂直に

立ち上がり,高さは 4～ 10cmである。主軸方向は,N-89° 一Wである。床は平坦であるが,中央

部に撹乱坑がある。ピットは 4か所検出されているが,東西に並ぶPl・ P2が本跡の柱穴 と考えら

A24.3m

く
　
Ａ
一

~~■

/二

~

2m

第91図 第27号住居跡実測図
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れる。この種の住居跡では, ピット間に炭化物の層が認められること多いが,本跡の場合は撹乱

を受けており,確認できなかった。Pl・ P2と も,一辺15cmの方形を呈しており,深さはそれぞれ

33cm,35cmで ある。

覆土は 1層で,ロ ーム粒子夕量,炭化粒子少量を含む暗褐色上である。

遺物は極めて少なく,覆土から土師器・須恵器片14点が出上しただけである。

第92図 第27号住居跡出上遺物実測図
-

第28号住居跡 (第93図 )

本跡は,G9gO区 を中心に確認された住居隊である。

平面形は方形を呈し,規模は長軸3.74m,短軸3.68mで,主軸方向は,N-3°一Wである。壁

は垂直に立ち上がり,高さは20cmである。壁溝は,北東及び南西の各コーナー部を除き確認され ,

上幅15～ 20cm,深さ 5 cmである。床は平坦で,硬 く締まっているが, ピットは検出されない。カ

マ ドは北壁中央部に構築されてお り,袖部や火床部の掘 り込みもなく,煙道だけが外に大きく張

り出している。

覆土は,大きく2層に分けられるが,境乱とみられる暗褐色土も所々に認められる。 1層 は焼

土ブロック多量,炭化物中量を含む黒褐色土, 2層はローム粒子及び焼土粒子を少量含む暗褐色

土である。

遺物は,須恵器の蓋と不 (1,2,3)3点 がカマ ド前面の覆土から出上している。他に,土師

器 。須恵器片62点が出土している。

出土遺物観察表 (第92図 )

図版
番号

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色詞・焼成 備   考

1 不

土 師 質

蓋

須  志 器

A(122)

B(35)

A(145)

B 32

底部は九底全 なだ らかに口縁部

に至 る。

天丼部はほば平坦で, 口縁言Ыよ外

下方に下が り,端部で屈 曲 した後 ,

短 く垂下す る。

底部はヘ ラ削 り,日縁部内・

外面は横ナえ 器内面はヘ ラ

ナデ調整。

天丼部及び器内面は回転ヘ ラ

削 り調整。

水挽 き痕は弱い。

砂粒

にない橙色

普通

長石・石央

掲灰色

普通

20%

40%
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hlh

|ロ

A24.4m

第94図 第28号住居跡出上遺物実測図

出土遺物観察表 (第94図 )

01

第93図 第28号住居跡実測図

底部は平底全 体部は直線的に外

傾して立ち上がる。

底部は平底で,体都は器壁を減じ

ながら外傾して立ち上がる。

口
|

底部は回転ヘラ切り後全面へ

ラ削り,体部下端は横方向の

ヘラ削り調整。

水挽き成形。

底部は回転ヘラ切り後中央部

を残してヘラ削り,体部下端

はヘラ削り調整。

水挽き成形。

0               2m

0              10cm

石英・婁母・スコ

リア・長石

灰 白色

普通

長石 ・石英・礫

灰 白色

普通

版
号
図
番

杯

須 恵 器

邪

須  恵 器

A

B

C

A

B

C

13 8

44

62

13 0

43

55

70%

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成

―-108-―
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高 台 付 不

須 恵 器

A(136)

B 5,7

D 76

長石・石英

褐灰色

普通

底部は平底で,高さ1 2cmの高台が

つく。体部は下位に稜を有し,外

傾して立ち上がる。

底部は回転ヘラ切り後周辺部

のみ回転ヘリ削り,体部下端

はヘラナデ罰整。

水挽き成形。

第29号住居跡 (第95図 )

本跡は,G9g8区を中心に確認された住居跡である。

平面形は方形を呈し,規模は長軸3.14m,短軸3.1lmで ,主軸方向はN-86°一Eである。壁は垂

直に立ち上がり,高さは23～ 29cllである。床は平坦で,南に向かってやや傾斜している。ピットは,

5か所検出された。東西に並んで検出されたPl・ P2が主柱穴になると思われる。それぞれの径は

20～ 27cm,深 さは20～ 40cmである。Pl・ P2の間には,厚さ 2 cmの植物質の炭化物の層が認められ

た。炭化物の層は,硬い床面上にあり,焼上はほとんど検出されていない。

覆土は, 2層から成っている。1層は,ロ ーム粒子や焼土粒子を少量含む極暗褐色土,2層は,

ローム粒子・炭化粒子を少量含む黒褐色土で,両層とも硬 く締まっている。

遺物は,須恵器片が 1点だけ床面から出上している。

④ l

A24.8m

‐
ヽ

ゝ

Ｆ

ｌ

ｔ

抽

バ
一
下

Ｂ十一Ａ

口
|

贈  

①
巳

∃

q

第95図 第29号住居跡実測図
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第30号住居跡 (第 96図 )

本跡は,G9f7区 を中心に確認された住居跡である。

平面形は方形を呈し,規模は長軸3.50m,短軸3.45mで,主軸方向はN-19°一Wである。壁は

垂直に立ち上がり,高さは18cmである。壁溝は全周しており,上幅10～ 18cm,深さは10cmである。

床は平坦で,硬 く締まっている。ピットは,カマ ド東側と南壁中央下の 2か所に検出されている。

検出位置からみて,主柱穴とは認められない。カマ ドは北壁中央部に構築されている。袖部がわ

ずかに残存しており,その基部は地山を意図的に掘 り残したロームで,その先に砂混じりの粘土

を貼り付けている。住居跡の掘り方を決定する時に,カマ ドの位置も決められていたことが窺え

る。煙道は,外に50cm張 り出している。火床部の掘り込みはない。

覆土は 3層から成り,上位 2層はロームブロック・ローム粒子・焼上粒子を少量含む暗褐色土

ё l

止 247m    l     
― 0               1m

m

第96図 第30号住居跡実測図
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と極暗褐色上で, 3層はロームブロック多量, ローム粒子中量,焼土粒子少量含む黒褐色土であ

る。

遺物は,土師器の不 (1,2)2点 と須恵器の甑 (3)がカマ ド内から出上している。他に,土

師器・須恵器片144点が出土している。

カ

0           10Cm

第97図 第30号住居跡出土遺物実測図
出土遺物観察表 (第 97図 )

第34号住居LII(第 98図 )

本跡は,G8g。区を中心に確認された住居跡である。

平面形は方形を呈し,規模は長軸2.71m,短軸2.61mで,主軸方向は,N-0° である。壁は垂

直に立ち上が り,高さは21cmである。西壁の上端は,やや屈曲している。床は平坦で,非常に硬

く締まっている。ピットや壁溝はない。カマ ドは北壁中央部に構築 されており,煙道が外に50cm

張 り出している。袖部や火床部の掘 り込みはない。

版
号
図
番 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

1

2

3

不

土 師 器

高 台 付 不

土 師 器

甑

須 恵 器

A(130)

B 39

C 60

A(142)

B 61

D 82

B(140)

C(160)

底苫Ыよ平底で,中央部が厚 くなる。

体部は内湾 しながら外上方に立 ち

上が る。

底部は平底で,「ハ」の字状に開 く

高 さ 2 clnの 高台がつ く。体部は器

壁が薄 く,外傾 して立ち上が る。

胴部は外上方に直線的に立ち上が

る。底面の開孔部は 2か所以上 あ

ったもの と思われる。

底部は回転ヘラ切り後全面へ

ラ削り,体部下端はヘラ削り,

器内面はヘラ磨き調整。

水挽き成形。

高台の内・外及び口縁部内面

は横ナデ調整。体部中位だけ

回転ヘラナデ調整である。

胴部中位は平行叩き日,下位

は横方向のヘラ削り調整。器

内面に輪積痕が残る。

雲母・砂粒・礫

灰褐色

普通

雲母・長石・礫

浅黄橙色

普通

婁母 。長石

にない橙色

普通

40%

45%

20%
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覆土は 2層で,両層とも多量のローム粒子と

2層は極暗褐色上である。

遺物は,土師器の甕 (1)と 須恵器の甕 (2)

須恵器片162点が出土している。

少量の焼土粒子を含んでいる。 1層は暗褐色土,

が床面中央部から出土している。他に,土師器・

0          1m

B

A

パ

ミ

A247m       
°
|

B

0              2m

第98図 第34号住居跡実測図
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出土遺物観察表 (第 99図 )

版
号
図
番 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調・焼成 備  考

1

2

甕

土 師 器

甕

須  恵 器

B(157)

A 306

B(32.0)

C 400

甕の胴部片金 わずかに内湾しな

がら外上方に立ち上がる。

胴部は球形を呈し,胴部最大径を

中位にもつ。日縁部は強く外反し

て立ち上がる。

胴郡外面は横方向のヘラ削り,

内面はヘラナデ調整。

胴部外面は平行叩き日,内面

はナデ,日縁部内・外面は横

ナデ調整。日縁部に輪積痕が

残る。

砂粒・ 長石・雲母

にない赤凋 色

普通

長石・石英・雲母・

スコ リア・礫

にない褐色

普通

50%

50%
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0              10cm

―

~

第99図 第34号住居跡出土遺物実測図

第35号住居跡 (第 100図 )

本跡は,G9di区を中心に確認された住居跡で,南側の床を切って第 4号溝に掘り込まれて
いる。

平面形は方形を呈し,規模は長軸3.61m,短軸3.55mで,主軸方向は,N-21°一Wである。壁

は垂直に立ち上がり,高さは18cmである。南壁は,溝の南側に検出されている。床は平坦で,硬

く締まっている。ピットや壁溝はない。カマ ドは北壁中央部に山砂で構築されており,袖部がわ

ずかに残っている。火床部は,径47cm,深 さ30cmの ピット状に掘り込まれている。煙道の張り出

しは,ほ とんどない。

覆土は,遺構中央部にローム粒子多量,焼土粒子及び粘土粒子を少量含む暗褐色土が,周辺部
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にローム粒子多量,焼土粒子少量を含む暗褐色土が堆積している。

遺物は,土師器の不 5点 (1,2,3,4,5)が床面中央部から出上している。他に,土師器・

須恵器片200点が出土している。

D24.7m

A25.Om

0               1m

2m

第100図 第35号住居跡実測図

01
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図版
番号

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・ 焼成 備  考

1

4

5

不

土 師 器

不

上 師 器

不

土 師 器

高 台 付 不

土 師 器

高 台付 不

土 師 器

A

B

C

A

B

D

A(137)

B 3.4

C 60

A(141)

B 37

C(77)

135

38

65

160

60

82

A(153)

B 55

D 75

底部は平底全 体部との境に接合

痕を残す。体部は内湾しながら外

上方に立ち上がる。

底部は平底で,体部は外傾して立

ち上がり,日縁部でかるく外反す

る。

底部は平底で,体部は器壁を減じ

ながら内湾ぎみに立ち上がり, 日

縁部で外反する。

底部は平底で,体部との境は九み

がある。体部は外傾して立ち上が

り, 日縁部でわずかに外反する。

「ハ」の字状に開く高台がつく。

底部はわずかに九みをもち,なだ

らかに体部に続く。体部は中位で

かるく屈曲した後,外傾して立ち

上がる。「ハ」の字状に開く高台が

つく。

底部は全面ヘ ラ削 り,体部 中

位は回転ヘ ラナ几 器内面は

ヘ ラ磨 き調整。

底部は回転ヘ ラ切 り後ナデ ,

器内面はナデ調整。水挽 き成

形。

底部は回転ヘ ラ切 り後回転へ

ラ削 り,体部下端 は回転ヘ ラ

削 り,器内面はヘ ラ磨 き調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後ナデ ,

器内面はヘ ラ磨 き調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ削 り,器内面

はヘ ラ磨 き調整。

水挽 き成形。

_r母・石英・礫

にぶい橙色

普通

砂粒・礫・婁母・

スコリア。長石

にぶい赤褐色

普通

雲母・砂粒

にぶい橙色

普通

雲母 。砂粒

にない赤褐色

普通

婁母・スコリア・

砂粒・礫

橙色

普通

40%

内面黒色処理

40%

50%

内面黒色処理

70%

65%
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第38号住居鯨 (第 102図 )

本跡は,G9bl区 を中心に確認された住居跡で,南東コーナー部を第 5号溝によって切られてい

る。

平面形は方形を呈し,規模は長軸3.35m,短軸3.25mで,主軸方向は,ピ ットがないため断定で

きなかったが,四辺とも東西南北のライン上にあることから,N-0° と考えられる。壁は垂直に

立ち上がっているが,西壁だけやや外傾 している。壁高は,34cmである。床は平坦で,硬 く締ま

っており,全体に北に向って傾斜している。ピットはなく,床中央部に炭化物の層がうすく認め

られた。しかし,焼土は検出できず,床の掘り込みもないことから,炉としても長期間火を使用

したとは思われない。

覆土は 2層で, ともに暗褐色上であり,ロ ーム粒子を多量に含んでいる。

遺物は,土師器の不と陶器片が覆土から出上している。他に,土師器・須恵器片123点が出上し

ている。

・ふ
|

A25.Om

0               2m

ヘ

―-116-―



ー第103図  第36号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表 (第 103図 )

第37号住居跡 (第 104図 )

本跡は,G9al区 を中心に確認された住居跡である。

A

B

01

o              2m

版
号
図
番 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

高 台付 不

土 師 器

B(16)

D 70

底部片。平底全 高さ l clnの高台

がつく。

底部は回転ヘラ切り後回転へ

ラ削り,器内面はヘラ磨き調

ヨ整彗。

スコリア・砂粒・

石英

橙色

普通

10%

外面黒色処理

|

□

第104図 第37号住居跡実測図
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平面形は方形を呈し,規模は長軸3.33m,短軸3.22mで,主軸方向は,N-84°一 Eである。壁

は垂直に立ち上がり,高 さは40cmである。床は平坦で,硬 く締まってお り,中央部に炭化物が,

薄 く付着していた。しかし,第 36号住居跡と同様,炭化物は平坦な床面上に検出されており,掘

り込みはなく,焼土も認められない。 したがって,長期間火を利用 した痕跡ではないと考えられ

る。ピットは,西壁近 くの床面に 1か所検出されている。このピットは,長辺20cm,短辺15cmの

長方形を呈しており,深さは20cmである。

覆土は 2層で,両層ともローム粒子多量,焼土粒子少量を含んでおり, 1層 は暗褐色土, 2層

は褐色上である。

遺物は,土師器の写が覆土から出土している。他に,土師器・須恵器片46点が出土している。

第39号住居跡 (第21図 )

本跡は,F8i9区 を中心に確認された住居跡で,第 38号住居跡と重複 してお り,本跡が切っている。

平面形は,東西に長い長方形を呈 し,規模は長軸3.56m,短軸2.96mで,主軸方向は,N-22.5°

一Wである。壁は垂直に立ち上が り,高さは30cmである。西壁は撹乱が多い。壁溝は全周してお

り,上幅 8～ 20cm,下幅 5～ 1lcm,深 さ 8 cmである。床は平坦で,硬 く締まっている。ピットは

確認されなかった。カマ ドは,北壁の東寄 りに構築されている。袖部はなく,床 を長径49cm,短

径40cmの楕円形に 5 cm掘 り下げた火床部が確認された。煙道は,壁外に65cm張 り出している。

図版
番号

器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備  考

邪

土 師 器

A 160

B 51

C 74

底部は平底で,体部は外傾して立

ち上がる。

底部及び体部下端はヘラ削 り,

器内面はヘ ラ磨 き調整。

水挽 き成形。

雲母

長石・石央

にぶい赤褐色

普通

70°/。

内面黒色処理
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覆土は, 1層で,褐色土,暗褐色土,黒褐色上がブロック状に堆積している。いずれのブロッ

クにも,焼土粒子を含んでいる。

遺物は,須恵器の不 (1)が床面西側から出上している。他に,土師器・須恵器片が27点出土

している。

ー第106図 第39号住居跡出土遺物実測図
出土遺物観察表 (第 186図 )

第40号住居跡 (第 187図 )

本跡は,G8b6区 を中心に確認された住居跡である。

大変浅い住居跡で,北西コーナー部では壁も消失している。平面形は不整方形を呈し,規模は

長軸3.29m,短軸2.95mで,主軸方向は,N-18° Wで ある。壁は全体に不明確で,最も高い西

壁では10cmである。床は,締まりがなく軟らかである。ピットは,カ マ ド前面に 1か所検出され,

版
号
図
番 器  種 法量 (om) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・ 焼成 備  考

2

1 不

須 恵 器

高 台付 不

須 恵 器

A 135

B 44

C 74

A 165

B 73

D(107)

底部は平底で,体部は外傾して立

ち上がる。

底部は平底で,周辺部はやや下が

る。体言Ыよ下位で屈曲した後,外

反ぎみに立ち上がる。高台は高さ

1 5cm■ 「ハ」の字状に開く。

底部は回転ヘ ラ切 り後全面ヘ

ラ削 り,体部下端は部分的に

ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後回転ヘ

ラ削 り,体部下端はナデ調整。

水挽 き成形。

長石・石英

灰色

良好

長石・石夫・礫

灰色

普通

100%

80%
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径40cm,深 さ42cmである。ピットの底面は南東側に寄っており,柱を立てると,北西方向に柱が

傾斜するように掘られている。カマ ドは北壁中央部に構築されているが,大部分が消失しており,

わずかに焼上が検出したにとどまる。

覆土は,焼土粒子及びローム粒子を少量含む暗褐色上である。

遺物は,上師器の甕が床面北東部から出上している。他に,土師器・須恵器片が41点出上して

いる。

④ l

、
司
～
―

|。

A24.5m                      _

第107図 第40号住居跡実測図

ml

。              2m

一

0              10Cm

第108図 第40号住居跡出土遺物実測図

hlも
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出土遣物観察表 (第 108図 )

版
号
図
番 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

甕

土 師 器

A(172)

B(119)

胴部はかるく内湾しながら内傾し

て立ち上がり,「 く」の字状に屈曲

する口頸部に至る。日縁端部は上

方につまみ出されている。

胴部内・ 外面はナ兄  日縁部

内・外面は横ナデ調整。輪積

痕が残 る。

長石・石英・砂粒

にぶい橙色

普通

20%

第42号住居LTt(第 109図 )

本跡は,H8c8区を中心に確認された住居跡である。

平面形は方形を呈し,規模は長軸3.36m,短軸3.31mで,主軸方向は,N-27°一Wである。壁

は粘土質の暗褐色土から成っており,高 さは32cmで ある。壁溝は東壁～南壁下にかけて検出され ,

|。

D24.Om al

A24.Om

B

c~〔
_______一

― ― ― 一 一 一 ― ―
/~

0               1m

第109図 第42号住居跡実測図
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西壁と北壁にはみられない。壁溝の上幅は10～ 15cm,下幅は 3～ 10cm,深さは 2～ 5 cmである。

床も壁と同様の上で,水分が多いとベ トベ トしてくる。ピットはなく,北壁中央部にカマ ドが粘

上で構築されている。袖部はわずかに残 り,火床部は床を長径105cm,短径32cmの長楕円形に, 8

cm掘 り込んでいる。煙道は,壁外に75cm張 り出している。

覆土は,2層に大別される。1層はローム粒子を中量含む黒褐色土で,2層 はローム粒子中量,

黒色土ブロック多量を含む極暗褐色上である。

遺物は,土師器の甕 (2)が床面西側から,須恵器の不 (1

出上している。他に,土師器・須恵器片137点が出上 している。

と甕 (3)が覆土からそれぞれ

0              1ocm

第110図 第42号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表 (第 110図 )

版
号
図
番 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

1 不

須 恵 器

A 141

B 44

C 88

底部は平底で,体部は直線的に外

傾して立ち上がる。

底部は回転ヘ ラ切 り後ヘ ラ削

り調整。

水挽 き成形。

雲母・長石・石英

灰 白色

普通

70%
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奏

土 師 器

甕

須 恵 器

鉢

土 師 器

A(226)

B(171)

E(249)

A(217)

B(125)

A 185

B 108

C 75

胴部は内湾ぎみに立ち上がり, 日

縁部は外反する

肩部は大きく内傾して口縁部に至

る。口縁部は外反し,端部は上方

につまみ出されている。

底部は上げ底状で,周縁部のみ接

地する。胴部は器壁を減じながら

外傾して立ち上がり,日縁端部は

尖る。

胴部はナデ,日縁部は横ナデ

調整。器内・外面に輪積痕が

残る。

肩部下端は平行叩き日,他は

ナデ調整。

底部は木葉痕,胴都外面はへ

ラ削り,内面はナデ,日縁部

内・外面は横ナデ調整。

長石・石央・雲母

スコリア

にぶい橙色

普通

雲母・砂粒

灰白色

普通

スコリア・パミス・

砂粒

橙色

普通

0               2m

第43号住居跡 (第 111図 )

本跡は,H8c7区を中心に確認された住居跡である。

平面形は方形を呈し,規模は長軸3.12m,短軸3.10mで,主軸方向は,N-23°一Wである。壁

は粘土質の暗褐色土で,高 さは29～ 41cmである。床 も同様の土から成ってお り, ピットや壁溝はな

く,北壁中央部にカマ ドが構築 されている。 しかし,残存状況は悪 く,粘土ブロックと焼上が認

められただけである。なお,本跡は焼失家屋らしく,床面から長さ20～ 45cm程の炭化材が数か所

01

LI

い
|。 |

● |

Ｄ

一　

Ａ

一

A24■
m

第111図 第43号住居跡実測図
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から出土している。

覆土は, 3層に分けられる。 1層は焼土粒子を中量含む極暗褐色土, 2層 は焼土ブロック及び

粒子を中量含む暗褐色土, 3層は焼土粒子少量,炭化物少量を含む粘土質の暗褐色上である。

遺物は,上師器の甕 (12)1点 と須恵器の皿 (10)1′ミが 2層から出土している。甕は, カマ

ド内からも倒立の状態で 1点出上している。須恵器の辱(1,2,3,4,5,6,7,8)8点 と蓋 (11)
1点 も覆土から出上している。他に,土師器・須恵器片279′点が出上している。

竜 |ブこ

0              10Cm

第112図  第43号住居跡出土遺物実測図
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出土遺物観察表 (第 112図 )

版
号
図
番

郭

須 恵 器

不

須 恵 器

不

須  恵 器

不

須  恵 器

郭

須 恵 器

不

須 恵 器

jTh

須  恵 器

高 台 付 年

須  恵 器

高 台 付 娩

須 恵 器

高 台 付 皿

須  恵 器

蓋

須  恵 器

甕

土  師 器

A 134

B 48

C 68

A 132

B 40

C 81

A 140

B 49

C 73

A(132)

B 44

C 72

A(142)

B 43

C(72)

A(129)

B 42

C 71

A(13_3)

B 50

C 62

A n3

B 56

D 61

B(39)

D 102

A(136)

B 31

D 91

B(27)

長石・雲母

褐灰色

普通

雲母・砂粒

灰 白色

普通

砂粒・石英・長石

褐灰色

普通

石英 。長石・雲母・

礫

にぶい黄橙色

普通

雲母・長石・石英

褐灰色

普通

長石・石英・礫

灰色

普通

砂粒・長石・石央・

礫

暗灰責色

普通

長石・石英

灰色

普通

長石・石英・雲母

褐灰色

普通

長る・石英・雲母

橙色

普通

砂粒・長石・石英

褐灰色

普通

石英 '長石・雲母

赤褐色

普通

A ■ 9

B 15_5

C 65

E 142

底真騨ま平底で,体菩騨よ外傾 して立

ち上が り,回 縁部でわずかに外反

す る。

底部は平底 で,体部は外傾 して立

ち上が る。

底音Ыま平底で,中 央部が厚 くなる。

体部はタト傾 して立ち上がる。

底部は平底で,中 央部がやや凹む。

体部 は内湾 ぎみに外傾 して立ち上

がる。

底著Ыま平底で,体部は器壁 を減 じ

なが ら外傾 して立ち上が る。

底部は平底で,体部は直線的に外

傾 して立ち上がる。

底部は平底全 体部は外傾 して立

ち上が り, 日縁部でか るく外反す

る。

底部は平底で,体部 との境は九み

がある。体部は外傾 して立ち上が

り, 日縁部で外反す る。「ハ」の字

状に開 く高台がつ く。

底部は平底で,体部は下位 d冨曲

した後立ち上がる。

底部は平底で,体音Ыよ器壁 を減 じ

なが ら外傾 して立ち上がる。「ノ＼J

の字状に開 く高台がつ く。

天丼部のみの破片。天丼部は浅 く

九い。器壁は非常に厚い。高さ 1

cmのつ まみがつ く。

底部は平底で,胴部は外傾 して立

ち上が り,中位に胴部最大径 を有

した後,内傾 して口縁部に至 る。

日縁部は短 く外傾す る。

底部は回転ヘ ラ切 り後全面へ

ラ削 り,体部下端 は横方向の

ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底苫Ыよ全面ヘ ラ削 り,体部下

端はヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は全面ヘ ラ削 り,体部下

端はヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は全面ヘ ラ削 り,体部下

端はヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部はヘ ラ削 り,体部下端は

横方向のヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後全面へ

ラ削 り,体部下端は横方向の

ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は全面ヘ ラ削 り,体部下

端はヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底苫印ま回転ヘ ラ切後 回転ヘ ラ

削 り調整。

水挽 き成形。

底面ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後回転へ

ラ削 り調整。

水挽 き成形。

天丼部は回転ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部に木葉痕,胴部は縦方向

のヘ ラ削 り, 日縁部 内・外面

は横ナデ調整。

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴
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鉢

須 恵 器

砥   石

石 製  品

砥   石

石 製  品

B(78)

C 196

全長 (89)

厚さ (45)

重さ

(135 2g)

全長 (45)

厚さ (24)

重さ

(415g)

底都は平底で,胴音Ыま外傾して立

ち上がる。

欠損しているため,形状は不明で

ある。表裏 。両側面が使用されて

おり,特に表裏面は断面が撥状を

呈するほど,磨 り減っている。

欠損しているため,本来の形状は

不明である。表裏 。両側面が使用

され,特に表面は磨り滅っている。

胴部中位に叩き目,下位はヘ

ラ削り,底部はヘラ削り調整。

石英・写母・長石

にない褐色

普通 (2次 )

第44号住居跡 (第 114図 )

本跡は,H8c5区 を中心に確認された住居跡である。

確認された地点が南西方向に傾斜しており,南壁と西壁は一部を残して消失している。平面形

は不整長方形を呈し,規模は長軸5.70m,短軸5.17mで,主軸方向は,N-50°一Wである。壁は,

約 2分の 1しか残っていなかったが,残存部は外傾して立ち上がり,高さは20cmである。床は粘

土質のロームで,硬 く締まっている。ピット等は検出さ

れず,北壁中央部にカマ ドが構築されており,床を10cln

掘り下げた火床部と,外に40cm張 り出した煙道が確認さ

れただけである。

覆土は 1層だけで,焼土粒子中量,粘土ブロック少量

を含む暗褐色上である。

遺物は,土師器の不が覆上から,支脚がカマ ド東側か

ら出上している。他に,球状土錘,上師器・須恵器片■5

点が出上している。

拳衿
|
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42■2m        弐        _

_旦二                                                         E

01

第■個  第44号住居跡実測図
0            2m

出土遺物観察表 t第+19図 )

騨 器  1種 選     (赫 器 形 の 特 徹 手 法 の 特 徴 胎
=・
鶴 ,焼成 構  考

1

2

j7h

i師 器

支  脚

主 製 品

本 ll?や )

B 4.2

全長 0.31

径 (7.,)

聴部t主丸麿4な だらすに革ち上

が,1日協部に至る。

烹脚つ葉都片である●

器外面はヘラFFl,1内面はナ

デ調整。

卵

にa・Vh黄綾色

魏

“

%
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第45号住居跡 (第 115図 )

本跡は,F9fs区を中心に確認された住居跡で,北東コーナー部で第49号住居跡と接 しているが,

切 り合いはない。

平面形は方形を呈し,規模は長軸4.17m,短軸3.90mで,主軸方向は,N-25.5°一Wである。

壁は垂直に立ち上がり,高さは47cmである。壁溝は,カ マ ドの西側及び南壁の一部を除いて周回

しており,上幅15cm,下幅 5～ 10cm,深 さ 4～ 10cmである。床は硬 く締まっており,全体に南に

向って傾斜している。ピットは, 5か所検出されている。このうち,カマ ド西側にあるピットを

除いたものが,主柱穴と考えられる。主柱穴の長径は38～65cm,短径は24～ 55cm,深さは16～ 84

cmである。カマ ドは北壁中央部に構築されているが,大部分は消失しており,床を20cm掘 り下げ

た火床部が確認できただけである。

覆土は,基本的には 1層で, ローム粒子多量,焼土粒子少量を含む暗褐色上である。壁近 くに

WV

A_2&5m

0               2m

第115図 第45号住居跡実測図

-128-―



第116図第45号住居跡出上遺物実測図 (1)

0              10Cm
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0              10cm

第 H7図 第45号住居跡出上遺物実測図 (2)

は, ローム粒子や焼土粒子を含む褐色上がブロック状に堆積 している。

遺物は,土師器の甕 (11)がカマ ド西側の床面から倒立状態で出土し,遺構内部の覆土からは

土師器の不 2′点・甕 (12,13,14)3′点・坑 1′ミ,須恵器の郭 (1,2,3,4,5,6)6′ ミ・蓋 (8,

9,10)3′ミ・甕 (15)1′点が出土しいる。他に鉄鏃,土師器・須恵器片840点 が出上している。

出土遺物観察表 (第 116・ 117図 )

備   考

FTN

須 恵 器

JTN

須 恵 器

不

須 恵 器

不

須 恵 器

A 142

B 46

C 72

A 142

B 49

C 70

A(126)

B 44

C 60

A(130)

B 52

C 61

石英・長看・礫

灰色

普通

長石 ・石英・礫

責灰色

普通

長石・雲母・石夫・

礫

褐灰色

普通

長石・石夫・パ ミ

ス・礫

灰色

良好

底部は平底で,体都は直線的に外

傾 して立 ち上がる。

底部は平底で,体音阿ま直線的に外

傾 して立ち上がる。

底部は平底で,体部は外額 して立

ち上が り, 日縁部でわずかに外反

す る。

底部は平底で,体部は直線的に外

傾 して立ち上がる。 口縁端部を丸

くおさめている。

底部は回転ヘ ラ切 り後周辺部

のみヘ ラ削 り,体部下端はヘ

ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後中心部

を除いてヘ ラ削 り,体部下端

は横方向のヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後ヘ ラ削

り,体部下端はヘ ラ肖」り調整。

水挽 き成形。

底部は全面ヘ ラ削 り,体部下

端は斜位のヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴
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5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

IFN

須 恵 器

高 台 付 杯

須 恵 器

高   不

須 恵 器

蓋

須  恵 器

蓋

須  恵 器

蓋

須  恵 器

甕

土 師 器

甕

土 師 器

甕

上 師 器

甕

土 師 器

甕

須  恵 器

刀   子

鉄  製  品

A(137)

B 42

C(72)

A(140)

B 57

D 89

B(67)

A(144)

B 3_3

A ■ 2

B 26

A(170)

B 3_0

A(225)

B(224)

E(264)

A(214)

B(90)

B(77)

C 56

E 122

B(75)

C 76

B(228)

C 149

E(282)

全長 (97)

幅  (17)

重さ

(13 6g)

底部は平底 で,体部は外傾 して立

ち上が る。 日縁端部 を丸 くおさめ

ている。

底音Ыよ平底で,体部 との境にあま

い稜 を有す る。体部は器壁 を減 じ

なが ら,夕脚箋して立ち上がる。「ハ」

の字状に開 く高台がつ く。

脚部片で,外反 して外下方に開 く。

天丼部は極めて平坦全 高さ1_2伽

のつ まみがつ く。 日縁部は直線的

に外下方に下がり,端部は垂下す

る。

天丼部は丸く浅い。日縁部は内湾

ぎみに下がり,端部は垂下する。

円柱状の低いつまみがつく。

天丼部は極めて平坦で,日縁部は

直線的に外下方に下がる。日縁端

部は,短 く垂下する。つまみはつ

かなかったものと思われる。

胴音騨よタド傾して立ち上がり,上位

に胴部最大径を有し, 日縁部に至

る。口縁部は外反し,端部は上方

につまみ出されている。

胴部は内傾して立ち上がり,「 くJ

の字状に開く日頸部に至る。

底部は平底で,胴部は内湾ぎみに

立ち上がり,中位に胴部最大径を

有し,その後内傾する。

底部は平底で,胴部は外傾して立

ち上がる。

底部は平底で,胴部は外傾して立

ち上がり,上位に胴部最大径を有

する。日縁部は欠損。

刃音Ыよ大半は欠損している。茎部

は,幅 0 9clnでよく残存している。
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底音Ыよ回転ヘ ラ切 り後周辺部

のみヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘラ切 り後回転へ

ラ削 り調整。

水挽 き成形。

水挽 き成形。

天丼部は回転ヘ ラ削 り,器内

面はナデ調整。

水挽 き成形。

天丼部は回転ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

天丼部は回転ヘ ラ削 り, 口縁

部上端は横方向のヘ ラ削 り調

整。

水挽 き成形。

胴部外面は細いヘ ラ磨 き,内

面はナデ,日縁部外面は横ナ

デ調整。器内面に輪積痕が残

る。

日縁部内・外面は横ナデ調整。

底部は木葉痕,胴都外面は横

方向のヘラ削 り,内面は縦方

向のヘ ラナデ調整。器内面に

輪積痕が残 る。

底著Ыよヘ ラ削 り,胴部外面は

ヘ ラ磨 き,内面はナデ調整。

底部 はナ デ,胴部 外 面 は上

～中位が叩き日,下位力学、ラ

削 り,器内面はナデ調整。

石英・長石・雲母・

礫

褐灰色

普通

雲母・長石・石英

灰黄色

普通

雲母・長看

灰 白色

普通

石英・長石

灰色

良好

雲母・長石

灰黄色

普通

長石・石英・礫

灰色

普通

砂粒・長石・石英

にない橙色

普通 (2次 )

雲母 。長看・石英

にない橙 色

普通

長石・石英・雲母

にない橙色

普通 (2次 )

長石・雲母・石英

にない橙色

普通

長看・石英・礫

灰色

普通

40%

70%

20%

50%

60%

40%

30%

25%

60%

10%

60%

40%



鉄   鏃

鉄  製  品

全長 106

幅  06

重さ 97g

全体に角棒状 を呈 し,先端部のみ

扁平にな り尖 る。

底部は平底で,胴部は外傾して立

ち上がり,上位に胴部最大径を有

する。口頸部は短く「く」の字状

に外反する。

底部は平底で,胴部は外傾して立

ち上がり,中位に胴部最大径を有

した後,内湾する。日縁部は丸く

外反し,端部は上方につまみ出さ

れている。

底部は平底で,胴部は外傾して立

ち上がり,中位に胴部最大径を有

する。日縁部は短く外反して立ち

上がる。

胴部外面上位はナ∴ 中～下

位は横及び維方向のヘラ削 り,

器内面は全体的にヘ ラナデ調

≧整ζ。

底部 及び胴部外面上 位 はナ

デ,胴部外面下位は維方向の

ヘ ラ磨 き,日縁部内 ,外面は

横ナデ調整。

底部はナえ 胴部外面は上位

が斜位のヘ ラ磨 き,下位が維

方向のヘ ラ削 り, 日縁部内・

外面は横ナデ調整。

砂粒・パ ミス・ ス

コリア

明赤褐色

普通 (2次 )

石英・長石・雲母・

スコリア

橙色

普通 (2次 )

長石 砂粒・ ス コ

リア

にぶい赤褐色

普通

第47号住居Ltl(第 118図 )

本跡は,F8f。 区を中心に確認された住居跡である。南壁を中心に,撹乱を受けている。

平面形は隅丸方形を呈し,規模は長軸3.45m,短軸3.22mで,主軸方向は,N-0° である。南
壁は撹乱を受けているため褐色土しか認められないが,他の壁はロームで,高 さは34cmである。
壁溝は全周しており,上幅15～ 20cm,下幅 4～ Vcm,深さ 3～ 7 cmである。床は平坦で,硬 く締
まっている。特に南側の床は,極めて硬 く締まっている。カマ ドは,北壁東寄 りのコーナーに近
い部分に構築されている。袖部は残っていないが,袖部を補強するのに使われたとみられる土師

器の甕が,火床部から出土した。煙道は,壁外に50cm張 り出している。ピットは確認されなかっ
た。

覆土は,撹乱のため層位的な観察は困難である。遺構中央部に黒色上の堆積がみられ,周辺部

には黒褐色土,褐色土,暗褐色土などがブロック状に堆積 している。黒色土は後世の撹乱による

もので,床面まで達 している。

遺物は,上師器の甕 (7)がカマ ド前面の床から 1′く,カ マ ド内から倒立の状態で 2点 (1,4)

出上している。カマ ド周辺部から他にも土師器の甕が 5点出上している。他に,土師器・須恵器
片671点が出上している。

出土遺物観察表 (第 1190120図 )

備   考

甕

土 師 器

妻

土 師 器

窒

土 師 器

A 211

B 341

C 77

E 231

A 129

B 176

C 94

E 172

A 147

B 174

C(106)

E 189

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴
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A,s.3m

B                             _

0               1m

第■8図 第47号住居跡実測図
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0              10Cm

第119図 第47号住居跡出土遺物実測図 (1)
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0            10Cm

第120図 第47号住居跡出土遺物実測図 (2)

甕

土 師 器

A 186

B 331

C 8_0

E 218

石英。長石・雲母・

スコリア・礫

橙色

普通

底音Ыよ中央部がやや凹む。胴部は

内湾 ぎみに外傾 して立 ち上が り,

上位 に胴部最大径 を有す る。 日頸

部は短 く「 く」の字状に外反 し,

端部は垂直に立ち上が る。

底部は木葉痕,胴部外面上

～中位はヘラ削り,下位はヘ

ラ磨き,日縁部内 外面は横

ナデ調整。

50%
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甕

須  志 器

甕

土 師 器

甕

土 師 器

A 196

B 350

C 146

E 249

B(220)

C 88

A 208

B(126)

E(210)

底著Ыよ平底で,中 央部がやや凹む。

胴部は外傾 して立 ち上が り,上位

に胴部最大径 を有す る。 口縁部は

外反 して立ち上が り,端部は角張

っている。

底部は平底で,胴部は円筒状に立

ち上が る。

胴部は内湾 ぎみに 口縁部に至 る。

日縁部は短 く外反 して立ち上が り,

端部は尖 る。

胴 部外 面 は斜位 の叩 き 目調

整。器内・外面に輪積痕が残

る。

器面の荒れがひどく,調整痕

不明。器 内・外に輪積痕が残

る。

胴部は内 外面 ともナえ ロ

縁部 内・外面は横ナデ調整。

底部は回転ヘ ラ切 り,体部下

端はヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

天丼部は回転ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

砂粒・長石・雲母

暗灰責色

普通

石英・長石・雲母

にない橙色

普通 (2次 )

長石・石英・礫

明赤褐色

普通 (2次 )

長石・石英・_F母・

スコリア・礫

にない橙色

普通

雲母・石英 。長石

灰責色

普通

第48号住居Ltl(第 121図 )

本跡は,F9c5区に確認された住居跡で,第 53号住居跡と重複している。土層の観察から,本跡

の方が新 しいと考えられる。

平面形は方形を呈し,規模は長軸3.40m,短軸3.24mで,主軸方向は,N-55°一 Eである。壁

は垂直に立ち上がり,高さは29cmである。重複 している部分は,やや低 くなっている。壁溝は,

西壁の一部を除いて全周している。カマ ドが東壁にあることから,西壁の壁溝の切れている付近

が入口になると思われる。この部分から東側30cmの位置にPlがあり,こ のピットは入口に関する

施設に伴うものと推定される。ピットは他に 2か所あり,径15～ 27cm,深 さ27～ 49cmである。床

は平坦で硬 く,東に向かってゆるく傾斜している。 カマ ドは,東壁南寄 りの部分に,山砂で構築さ

れている。長さ55cmの袖部が残ってお り,火床部は,径40cmの 円形に床を10cm掘 り込んでいる。

カマ ドの南側には,長径75cm,短径45cmの 楕円形の貯蔵穴があり,深さは20cmである。

覆土は基本的に 1層で,ハー ドロームブロック,焼土ブロックを少量含む褐色上である。周辺

部には, ローム粒子や炭化物を含む褐色土や,暗褐色上がブロック状に堆積している。

遺物は,土師器の不 (1)と 須恵器の甑 (3)が覆土から,須恵器の蓋 (2)がカマ ド内から

それぞれ出上している。他に,祗石,土師器・須恵器片278点が出土している。

出土遺物観察表 (第 122図 )

備  考

不

土 師 器

蓋

須  恵 器

A(132)

B 41

C 69

A 180

B 41

底部は平底全 体部は直線的に外

傾して立ち上がる。

天丼部は九く,浅い。つまみは高

さ1 lcmで ,中 央部がやや凹む。日

縁部はかるく屈曲して下がり,端

部は垂下する。

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴
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第122図 第48号住居跡出土遺物実測図

甑

須  恵 器

A 360

B 281

C 152

全長 (70)

幅  (46)

重さ(913g)

胴部は直線的に外傾して立ち上が

り, 口縁部は直角に屈曲する。

底面には,中央部に円孔,周辺部

に半円形の孔が 4か所,計 5孔が

認められる。

表裏面及び側面の片側だけ使用し

ている。

胴部外面上～中位は横位の平

行叩き目,下位はヘラ削り,

器内面はナデ,日縁部は横ナ

翔 塗督。

雲母・長石・石英

灰色

普通

40%

石

　

品製

祗

　

石
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砥   石

石 製  品

全長 (46)

幅  (40)

重さ(524g)

表裏 両側面を使用 している。

底部は平底で,体部は外傾 して立

ち上が り, 口縁端部で外反す る。

底部は平底で,低い高台がつ く。

体部は内湾ぎみに立 ち上がる。

胴部下端は横方向のヘラ肖」り,

器内面は斜位― ラ磨 き調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後ヘ ラ削

り,器内面はヘ ラ磨 き調整。

雲母・看英・長石

にぶい橙色

普通

長石・石英・雲母・

礫

橙色

普通

第49号住居跡 (第 124図 )

本跡は,F9e4区 を中心に確認された住居跡で,南東コーナー部で,第 45号住居跡と接している。

平面形は方形を呈し,規模は長軸3.84m,短軸3.65mで,主軸方向は,N-0° である。壁は垂

直に立ち上が り,高さは45cmである。第45号住居跡と接 している部分は,やや低 くなっている。

壁溝は全周しており,上幅15～ 25cm,下幅9～ 17cm,深さ10cmである。床は傾斜もなく平坦である

が,全体に軟らかい。カマ ドは,北壁中央部に構築されており,火床部 と煙道だけが確認できた。

火床部は床を20cm掘 り下げてあり,煙道は壁外に80cm張 り出している。

覆土は 2層認められ, ともに硬 く締まっている。 1層 はローム粒子中量,炭化粒子少量を含む

暗褐色土, 2層 はローム粒子を多量含む褐色土である。

遺物は,土師器の写 (1, 2)2′ミ・皿 (3),須恵器の外 (4)が 2層から出土している。須

恵器のlThは ,墨書が認められる。他に,上師器・須恵器片671′ミが出上している。

0              1ocm

第123図 第49号住居跡出土遺物実測図

出土遣物観察表 (第 123図 )

備   考

不

土 師 器

高 台 付 17N

土 師 器

A(164)

B 58

C(76)

B(35)

D 82

30%

内面黒色処理

40%

内面黒色処理

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴
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第124図 第49号住居跡実測図
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高 台 付 皿

土 師 器

不

須 恵 器

底部は平底で,低い高台がつ く。

体部は大 きく外傾 して立ち上が り,

日縁端部く叫 反す る。

底部は平底で,体部は器壁を減じ

ながら外傾して立ち上がる。

底部は回転ヘ ラ切 り後回転へ

ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は全面ヘ ラ削 り,体部下

端は横方向のヘ ラ削 り調整。

石英・長石・雲母

にぶい橙色

普通

長石・雲母・石英

黒色

普通

65%

内面黒色処理

60%

内・外面に同

一の墨書「 ロ

万」

第50号住居Ltl(第 125図 )

本跡は,F9b3区 を中心に確認された住居跡である。

④
l

D

C

」生25.6m

E

0               2m

第50号住居跡実測図
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平面形は方形を呈し,規模は長軸5.01m,短軸4.72m,主軸方向は,N-1°一 Eである。壁は

垂直に立ち上が り,高 さは26cmである。壁溝は,カ マ ド東側を除いて全周しており,上幅11～ 20

cm,下幅5～ 13cm,深さ 8～ 12cmで ある。床は平坦で,カ マ ド前面から中央部にかけて硬 く締まっ

ている。ピットは, 7か所検出されている。ピットの位置や規模から,Pl・ P4・ P6° P7が主柱穴

と思われる。主柱穴の径は32～ 50cm,深 さ24～ 71cmである。なお,P5は入口に関するピットと考

えられる。カマ ドは,北壁中央やや東寄 りに構築されているが,火床部の掘 り込みが検出できた

にとどまる。火床部は,長径71cm,短径53cmの楕円形に,22伽掘 り下げている。

第126図 第50号住居跡出土遺物実測図 (1)
o              10Cm

柵

畑
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◇丞

0              10Cm

第127図 第50号住居跡出土遺物実測図 (2)
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覆土は, 2層に分けられる。 1層はハー ドロームブロック中量,焼土粒子及び炭化物少量を含

む褐色土, 2層はハー ドロームブロックを中量含む褐色土である。

遺物は,住居跡全体の覆土や床から多量に出土している。土師器・須恵器片が732′ミである。カ

マ ド内からは,須恵器の甕 (11)が倒立した状態で出土している。恐らくカマ ドの袖部を補強す

るために使われたものと思われ,上器表面は赤褐色に変化している。他に,紡錘車,刀子が覆土

2層から出土している。

出土遺物観察表 (第 126・ 127図 )

図版
番号

不

土 師 器

杯

土 師 器

不

須 恵 器

A(142)

B 45

C 60

A(134)

B 47

C (66)

A 136

B 45

C 55

A(173)

B 23

C 80

A 135

B 21

C 71

A 132

B 32

D 60

A(133)

B 31

D 66

A 130

B 30

D 73

B(37)

D(100)

A 205

B 32,8

C 77

E 236

底部は平底で,体部は内湾 ぎみに

外傾 して立 ち上が り, 日縁端部は

尖 る

底部は平底で,体部は内湾 ぎみに

外傾 して立 ち上がる。

底部は平底で,体部は直線的に外

傾 して立 ち上が る。

底著Ыよ平底全 中央部がやや 凹む。

体部は大 きく外傾 して開 き,日 縁

端部 は九い。

底部は平底 全 体苫Ыま外反 ぎみに

大 きく開いて立ち上がる。

底部は平底 ■ 高さ1 2cmの高台が

つ く。体部は外複 して開 く。

全体 にゆがみがひどく, 日縁部 ま

での器高差が l cmぁ る。

底部は平底 で,高 さ l cmの高台が

つ く。体部 は大 きく外傾 して立 ち

上が る。

底部は平底で,体著Ыよ外傾 して開

く。「ハ」の字状の高台がつ く。

底面は平底で,体部 との境に高台

がつ く。体部は内湾 しなが ら外傾

して立ち上が る。

底部は平底全 胴部は内湾 ぎみに

外傾 して立 ち上が り,上位 に胴部

最大径 を有す る。 日頸部は「 く」

の字状 に外反 し,端部は尖 る。

底部は回転ヘ ラ切 り後ヘ ラ削

り,体部下端はヘ ラ削 り,器

内面はヘ ラ磨 き調整

底部は回転ヘ ラ切 り後全面へ

ラ削 り,器内面はヘ ラ磨 き調

整。弱い水挽 き痕が残 る。

底部は回転ヘ ラ切 り後全面へ

ラ削 り,体部下端は横方向の

ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底音Ыよ全面ヘ ラ削 り調整。他

の部位は磨滅のため不明。

底著Ыよ回転ヘ ラ切 り後,部分

的にヘ ラ削 り,器内面はナデ

調整。水挽 き成形。

内・外面 ともナデ調整。水挽

き痕はほ とん どみ らたない。

皿

土 師 器

皿

須 恵 器

高 台 付 皿

須 恵 器

長石・スコリア

にない橙色

普通

長石・砂粒

にない橙色

良好

長石・礫・砂粒

灰自色

普通

砂粒

にぶい橙色

普通

雲母 。長石

灰白色

普通

長石・砂粒

灰自色

普通

長石・砂粒

灰責色

普通

砂粒

灰白色

普通

砂粒・スコリア

にない褐色

普通

石央・長石・雲母・

礫

明赤褐色

普通

60%

内面黒色処理

30%

内面黒色処理

50%

50%

内面黒色処理

80%

高 台 付 皿

須 恵 器

高 台 付 皿

須 恵 器

盤

土 師 器

甕

土 師 器

底部は回転ヘラ切 り後回転ヘ

ラナ几 高台部内・外面は横

ナデ調整。水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後周辺部

のみナλ 器内面はナデ調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後全面へ

ラ削 り,器内面はヘ ラ磨 き調

]望蟹。

底部に木葉痕,胴部外面上位

はヘ ラナ几 中位 はヘ ラ磨 き,

下位はヘラ削 り, 日縁部内・

外面は横ナデ調整。

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴

―-144-



甕

須 恵 器

鉢

須 恵 器

鉢

須 恵 器

刀 子

鉄  製 品

墨 書 土 器

土 師 器

A 238

B 350

C(14.8)

E 263

A(297)

B(12_8)

B(74)

C 172

全長 (96)

幅  (1_4)

重さ(136g)

底部は平底全 胴部は外傾して立

ち上がり,上位に胴部最大径を有

する。口縁部は外反して開く。

胴部はわずかに内湾しながら外傾

して立ち上がる。日縁端部は水平

に整形されている。

底部片。底部は平底金 胴部は直

線的に外傾して立ち上がる。

刃先部が欠損している刀子で,茎

部は刃部と同じ幅で続いている。

破片のため器形等は不明である。

文字も右側 2分の 1だけ残り,他

は不明である。

胴部外面は平行叩き目,下端

はヘラ削り,口縁部内・外面

は横ナデ調整。

胴部外面上位は叩き日,下位

は横方向のヘラ削り, 日縁部

内・外面は横ナデ詞整。器外

面に輪積痕が残る。

胴部下端はヘラ削り調整。

スコリア・砂粒

にぶい橙色

普通(2次 )

長石・砂粒

灰色

良好

長石・石英・雲母

礫

にぶい黄澄色

普通

第52号住居FTl(第 128図 )

本跡は,当遺跡の中央部北寄りのF9c6区 を中心に確認された住居跡である。

平面形は隅丸方形を呈し,規模は長軸2,85m,短軸2,76mと小型で,主軸方向は,N-2°一W

である。壁は撹乱を受けている部分が多く,東壁だけが明確に検出される。東壁は垂直に立ち上

がり,高さは18cmである。壁溝は,カマ ドの東側を除いて検出され,上幅14～ 20cln,下幅 5～ 12

cm,深さ 4～ 8 cmである。床は平坦で,カマ ド前面は硬 く締まっている。ピットは検出されない。

カマ ドは北壁中央部に構築されているが,残存状況は悪く,外に70cm張 り出した煙道が確認でき

ただけである。

覆土は 2層認められ, 1層はローム粒子及び焼土粒子を少量含む暗褐色土, 2層はローム粒子

を少量含む褐色上である。両層とも締まりがなく,軟らかい。

遺物は,カマ ド内から土師器の甕 (7)と 須恵器の不 (6)がそれぞれ倒立の状態で出上してい

る。また,カマ ド東側の床面から土師器の不 (1, 2, 3)・ 甕 (8),須恵器の不 (5)が出土

している。他に,上師器・須恵器片292点が出土している。
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01

第128図 第52号住居跡実測図

出土遺物観察表 (第 129図 )

図版
番号 考備

不

土 師 器

不

土 師 器

不

土 師 器

高 台 付 皿

土 師 器

A 136

B 42

C 5,9

A 149

B 43

C(69)

A(139)

B 3_7

C 6_7

A(139)

B 29

D 80

A(129)

B 41

C 58

A 149

B 57

C 69

砂粒

橙色

普通

砂粒・長石

橙色

普通

砂粒 。長石

にない橙色

普通

雲母・長石・石英

灰褐色

普通

雲母 。長石・砂粒

にない黄橙色

普通

長石・石英・雲母・

礫

にぶい橙色

普通

90%

内面黒色処理

50%

内面黒色処理

60%

内面黒色処理

40%

95%

杯

須 恵 器

高 台 付 不

須 忘 器

底部は平底全 体部は内湾 ぎみに

立ち上が る。

底部は平底で,体部は内湾ぎみに

立ち上がり, 日縁部でわずかに外

反する。

底部は平底で,体部は薄く内湾ぎ

みに立ち上がり, 日縁部でわずか

に外反する。

底部は平底全 体部との境に「ハ」

の字状に開く薄い高台がつく。体

部は大きく外傾し, 日縁部はわず

かに外反する。

底部は平底で,体部は外傾して立

ち上がる。

底部は平底で,高さ1 2clnの 高台が

つく。体部は直線的に外傾して立

ち上がる。

底部は回転ヘラ切り後全面へ

ラ削り,体部下端はヘラ削り,

器内面はヘラ磨き調整。

底部はヘラ削り,体部下端は

ヘラ削り,器内面はヘラ磨き

調整。水挽き成形。

底部は回転ヘラ切り,体部下

端はヘラ削り,器内面はヘラ

磨き調整。

底部は回転ヘラ切り後回転へ

ラ削り,器内面はヘラ磨き調

苔轡。

底部は回転ヘ ラ切 り後ヘ ラ削

り調整。

水挽 き成形。

底部及び体部下端は回転ヘ ラ

削 り調整。

水挽 き成形。

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴
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底言Ыま平底で,胴部はやや内湾ぎ

みに外傾して立ち上がる。

底吉騨よ平底■ 中央部がやや凹む。

胴部は直線的に外傾して立ち上が

る。

底部に木葉痕,胴部外面はヘ

ラ削 り,内面はナデ調整。

器面は荒れが 目立つ。胴部外

面は横方向のヘ ラ削 り調整 と

思われ る。

I

第129図 第52号住居跡出土遺物実測図

第53号住居LTl(第 121図 )

本跡は,F9d4区に確認された住居跡で,第48号住居跡と重複している。第48号住居跡に切られ

ており,本跡の方が古い。

平面形は方形を呈し,規模は長軸3.49m,短軸3.23mで,主軸方向は,不明である。ロームヘの

掘 り込みが浅いため,壁の状況は明確でなく,高さは 4～ 10cmで ある。東壁は重複のため消失し
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ている。壁溝は南壁下と西壁下の南側で確認され,上幅10cm,下幅 3～ 7 cm,深 さ 4～ 10cmであ

る。床には木根跡があるため凹凸が多い。ピットは,4か所検出され,径は27～ 33cm,深 さは13～ 33

cmである。床の南東部に,長径65cmの 楕円形の落ち込みが認められているが,これは第48号住居

跡C検出された貯蔵穴と形状がよく似ている。

‰ |ふ 覆土は 2層認められ, 1層はハー ドロームブロック

ロックを少量含む褐色土, 2層はハー ドロームブロッ

焼上ブロック少量を含む褐色土である。

遺物は極めて少量で,須恵器の蓋 (1),紡錘車 (2

器片 7点が覆土から出上しただけである。

と焼土ブ

ク中量 ,

),上師

とこEE正 三)2

-第130図 第53号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表 (第 130図 )

第54号住居謝 (第27図 )

本跡は,F9e6区 を中心に確認された住居跡で,第 51号住居跡と重複している。本跡が,第51号

住居跡を切っている。

平面形は方形を呈し,規模は長軸3.21m,短軸3.08mで,主軸方向は,N-0° である。壁は西

壁だけがロームで,他は暗褐色上である。各壁 とも垂直に立ち上が り,高さは32cmである。壁溝

は,北壁下を除いて認められるが,断続的にしか検出できず,上幅10～ 15cm,下幅 4～ 10cm,深

さ 5 cmである。床は硬 く締まっており平坦である。ピットは南壁中央部下端近 くに検出され,径

33cm,深 さ29cmである。カマ ドは,北壁中央部やや東寄りに構築されているが,ほ とんど消失し

ており,煙道が外に30cm張 り出しているのが確認できただけである。

覆土は 2層で, 1層は焼土粒子及び炭化物を少量含む褐色土, 2層は焼土粒子・炭化物・ロー

図版
番号

器   種 法量 (側 ) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備  考

1

2

蓋

須 恵 器

紡 錘  車

上 製 品

A(■ 6)

B(18)

径   57

厚さ 24

重さ728g

天丼部は浅い。 日縁部は屈曲 して

外下方に下が り,内側にかえ りを

もつ。

完形品である。

器外面に 自然釉がかかる。

水挽 き成形。

長石・砂粒

灰色

普通

10%

100%
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ム粒子を河ヽ量含む暗褐色上である。

遺物は,床面及び覆土から多量に出上している。土師器の不 (2,3,4,5)5点 ,須恵器の不

(6,7,8)3点は 2層から,須恵器の皿 (11)は カマ ド内からそれぞれ出土している。他に,上

師器・須恵器片792点が出土している。

14

0              10Cm

園
蠅
０

一

″ ＼ i3

第131図 第54号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表 (第 131図 )

版
号
図
番 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

2

1 高   不

土 師 器

不

土 師 器

B(46)

D 95

A 141

B 51

C 62

脚部片。脚部は器壁を減しながら,

外下方に開く。

底部は平底で,厚い。体部は内湾

ぎみに立ち上がり, 日縁部でわず

かに外反する。

脚言騨よ内・外面ナえ

面はヘ ラ磨 き調整。

底部及び体部下端は回転ヘ ラ

削 り,器内面はヘ ラ磨 き調整。

水挽 き痕は弱い。

砂粒・雲母・長石

にぶい橙色

普通

砂粒

におい褐色

普通

30%

不部内面黒色

処理

80%

内面黒色処理

-149-



不

土 師 器

年

土 師 器

杯

上 師 器

不

須 恵 器

不

須 恵 器

不

須 恵 器

不

須 恵 器

不

須 恵 器

高 台 付 皿

須  恵 器

高 台 付 皿

須 恵 器

紡 錘  車

土 製 品

支  脚

土 製  品

A(147)

B 48

C 60

A(152)

B 5.5

C(7.6)

A(150)

B 44

C 68

A(13.0)

B 4.4

C 59

A(136)

B 46

C 59

A 13_2

B 45

C 65

A(130)

B 46

C (59)

長石・石英・礫

にない責橙色

普通

長石・砂粒・スコ

リア

にぶい橙色

普通

石英・砂粒・スコ

リア

浅責橙色

普通

長石・砂粒

にぶい黄橙色

普通

砂粒・長石・雲母

責灰色

普通

礫・砂粒・石英

灰色

普通

長石・砂粒・パミ

ス

灰黄褐色

普通

長石・砂粒

灰白色

普通

長石・砂粒

黄灰色

普通

精製土

灰責色

良好

40%

内面黒色処理

25%

猿投系か

100%

A(130)

B 44

C (58)

A(136)

B (24)

C (70)

B (22)

D (80)

径  43

厚さ 19

重さ354g

全長(81)

幅 (35)

底部は平底で,体部はわずかに内

湾しながら立ち上がる。

底部は平底全 体部は内湾ぎみに

立ち上がり, 日縁部でわずかに外

反する。

底著騨ま平底で,中央部がやや凹む。

体部は内湾ぎみに立ち上がる。

底部は平底で,中央部がやや凹む。

体部は内湾ぎみに立ち上がる。

底部は平底全 体部は内湾ぎみに

立ち上がり,日縁部でわずかに外

反する。

底部は平底で,体部は内湾ぎみに

立ち上がる。

底部は平底全 体部は内湾ぎみに

立ち上がり,日縁部でわずかに外

反する。

底部及ぴ体部下端はヘ ラ削 り

調整。

水挽 き成形。

底部は全面ヘ ラ削 り,体部下

端は横方向のヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後全面回

転ヘ ラ削 り,外部下端は横方

向のヘ ラ削 り,器内面はヘ ラ

磨 き調整。

底部は全面ヘ ラ削 り,体部下

端は縦方向の後横方向のヘ ラ

削 り調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後周辺部

のみ回転ヘ ラ削 り,体部下端

は横方向のヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部はヘ ラ削 り,体部下端は

斜位のヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後全面へ

ラ削 り,体部下端は横方向の

ヘ ラ削 り,体部中位の一部は

ナデ調整。

水挽 き成形。

底部は全面ヘ ラ削 り,体部下

端は横方向のヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ削 り調整。器

内面には灰釉がかか り,重ね

娩 きの痕跡が残 る。

底部は平底全 体部は内湾ぎみに

立ち上がる。

底部は平底で,体部との境に高台

のとれた痕跡が残る。体部は大き

く外傾して開き, 日縁端部はわず

かに外反する。

底部は丸底ぎみである。体部との

境に,低 く端部の尖る高台がつく。

体都は内湾しながら立ち上がる。

完形品である。全体に削り及びナ

デ調整がなされている。

基部を欠損している。断面は不整

方形を呈する。
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第55号住居Ltl(第 132図 )

本跡は,F9a8区 を中心に確認された住居跡で,東側で第56号住居跡と,南側で第 6号溝とそれ

ぞれ重複している。溝はいずれの住居跡をも切ってお り最 も新 しい。住居跡間の新旧については,

土層を観察 しても明確にはできないが,埋上の流れている状況から本跡の方が新 しいと推定され

る。

重複 している関係で東壁は確認できないが,他の壁から推定 して,平面形は方形を呈していた

ものと思われる。規模は,南北間が4.09mで ある。主軸方向は,N-6°一Wである。壁は垂直に

立ち上がり,高さは44cmである。床は平坦で,締 まりは弱い。ピットは,カマ ドの東と西に 2か

所検出されている。東側のPlは ,径25cm,深 さ14cmである。P2は,径18cm,深 さ12cmである。カ
マドは,北壁中央部に粘上で構築されている。両袖部がわずかに残 り,火床部は径70cmの 円形で床

を16cm掘 り下げている。煙道の張 り出しは弱く,45c/mである。本跡の床面は,第 56号住居跡より

3 cm低 く,第 6号溝の底面よりは20cm高 いレベルにある。

覆土は北東方向より流れ込んだ状況が観察でき, 3層 に分けられる。 1層はロームブロック及

び黒色土ブロックを中量含む締まりのない褐色土, 2層は砂粒を中量含む暗褐色土, 3層はロー

ム粒子を中量含む褐色上である。

遺物は,土師器の不 (1),須恵器の皿 (4)が 3層から出上 している。他に,灰釉陶器片,刀

子,土師器・須恵器片355′ミが出上している。

0              1ocm

第133図 第55号住居跡出土遺物実測図
出土遣物観察表 (第 133図 )

図版
番号

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

2

1 高 台 付 邪

土 師 器

高 台 付 不

土 師 器

A(156)

B 59

D 82

B(41)

D 76

底部は平底で,「ハ」の字状の高台

がつく。 やヽ吉騨まほぼ直線的に外傾

する。体部の器壁は薄い。

底部は平底で,「ノ＼」の字状の高台

がつく。体部は内湾しながら外上

方に立ち上がる。

底部は回転ヘ ラ切 り後ヘ ラ削

り,器内面はヘ ラ磨 き調整。

器 内面は細いヘ ラ磨 き調整。

全体に荒れている。

雲母・長石・石英

橙色

普通

雲母・スコリア

浅責橙色

普通

40%

内面黒色処理

60%

内面黒色処理
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高 台 付 杯

土 師 器

高 台 付 皿

須  恵 器

A(133)

B 54

D (82)

A(139)

B 28

D 76

底部は九底の可能性がある。高台

は「′＼」の字状である。体部は内

湾 ぎみに立ち上が り,日 縁部でか

る く外反 して開 く。

底部は平底で,高さ1 5cmの高台が

つ く。体部は外傾 して開 き, 口縁

部は外反する。

器 内面はヘ ラ磨 き調整。

全体 に荒れている。

底部は回転ヘ ラ切 り後、周辺

部のみ回転ヘ ラ削 り調整。器

内面に重ね焼 きの痕跡がある。

水挽 き成形。

雲母・砂粒

明褐灰色

普通

長石・礫・婁母

にない黄橙色

普通

30%

内面黒色処理

第56号住居跡 (第 135図 )

本跡は,F9a9区を中心に確認された住居跡で,西側で第55号住居跡と,南側で第 6号溝と重複

している。溝が最も新しく,本跡が最も古いと推定される。

西壁と南壁の大半が消失しているが,第 6号溝の壁中に本跡の南西コーナー部が残っており,

平面形は方形を呈していたことがわかる。規模は長軸4.45m,短軸4.08mで,主軸方向は, N一

17°一Wである。前述のように壁は全体の 2分の 1しか残っていないが,垂直に立ち上がり,高さ

は38cmである。壁溝は,住居跡の東及び北側で確認され,南及び西側では不明である。壁溝の上

0              10Cm
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第134図 第56号住居跡出土遺物実測図
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幅は12～ 16cm,下幅は 5～ 14cm,深 さは 6～ 8 cmである。床は平坦で,硬 く締まっている。ピッ

トは 8か所検出され,位置からみて,Pl・ P2・ P4・ P6の 4か所が主柱穴と思われる。主柱穴の長

径は30～ 35cm,短径は21～ 25cm,深 さは16～ 41cmである。カマ ドは北壁中央部に粘上で構築され

ており,袖部が40～ 55cmの長さで残存している。火床部は長径105cm,短径51cmの楕円形で床を10

cm掘 り下げており,煙道は屋外に40cm張 り出している。

覆土は,大きく2層に分けられる。 1層はローム粒子を中量含む暗褐色土, 2層は焼土粒子中

量,粘土ブロック少量を含む褐色土である。なお, 2層の最下部に暗褐色上がブロック状に混入

している。

遺物は,上師器の不 (1, 2, 3, 4)4点・鉢 (5),須恵器の鉢 (6)が 2層から,支脚 9

点がカマ ド内及び周辺の床面から出上している。他に,鉄製品,軽石片 4′ミ,土師器・須恵器片

547点が出土している。

出土遣物観察表 (第 134図 )

版
号
図
番 器   種 法量 (cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

1

2

3

4

5

6

7

8

不

土 師 器

郭

土 師 器

高 台 付 不

土 師 器

不

土 師 器

鉢

土  師 器

鉢

須  恵 器

石
　
石

軽
　
軽

(119)

38

Ａ

　

Ｂ

Ａ

　

Ｂ

A(139)

B 42

C 6.0

(131)

(46)

A (75)

B 19

C 60

A(101)

B 82

C (67)

B 80

C(190)

全長 89

全長 62

底部は九底であるが,接地面はや

や平坦になる。 日縁部は直立 し,

端部は尖 る。

底都は平底で,体苫Ыよ内湾 ぎみに

開 く。 日縁部はか るく外反す る。

体部は直線的に外傾 して開 く。

高台の とれた痕跡が残 る。

底部は平底で,体部は外傾 して開

く。手提土器。

底部は平底全 体部は外傾 して立

ち上が り,日縁部で軽 く内湾す る。

底部は平底全 体部は直線的に外

傾 して立 ち上がる。

用途不明

用途不明

底部はヘ ラ肖」り, 口縁著h内・

外面は横ナデ調整。

底部は全面回転ヘ ラ削 り,体

部下端は横方向のヘ ラ削 り,

器内面はヘ ラ磨 き調整。

水挽 き成形。

日縁部外面は横ナデ,器内面

はヘ ラ磨 き調整。全体に荒れ

ている。

底部に木葉痕が残 り,体部 と

の境には接合痕が認められる。

器内面にはヘ ラあるいは棒状

工具による圧痕がある。

器内・外面 ともナデ調整。

胴部外面は横方向のヘラ削 り,

内面は横方向のヘラナデ調整。

パ ミス・ スコリア

明赤褐色

普通

長石・砂粒

明赤褐色

普通

スコリア・パ ミス・

砂粒

橙色

普通 (2次 )

雲母・ スコリア

灰褐色

普通

砂粒・ スコリア

橙色

普通 (2次 )

長石・石英・雲母

灰責褐色

普通

50%

60%

60%

30%

内面黒色処理

60%

20%

-155-



第関号住居跡 (第 32図 )

本跡は,F8h8区を中心に確認された住居跡で,第58号住居跡と重複している。新旧関係は,不

明である。

本跡も第58号住居跡と同様,全体の形状はもちろん,壁も明確に検出できず,カ マ ドの痕跡だ

けの調査である。火床部は,長径110om,短径55cmの楕円形で,確認面より25cm掘 り下げられてお

り,内部には焼土ブロックや焼土粒子を含む褐色上が堆積していた。火床部の周囲には,粘土が

ブロック状に残っており,袖部の一部であろうと思われる。

覆土は残っておらず,不明である。

遺物は,カマ ド西側の覆土から須恵器の不 (1)と 壺 (2)が出上している。他に,土師器・

須恵器片98点が出上している。

第136図 第56号住居跡出土遺物実測図
出土遺物観察表 (第 186図 )

第60号住居Ltt(第 137図 )

本跡は,当調査区の東部F10g4区 を中心に確認された住居跡である。

平面形は,一辺が2.98mの 方形を呈している。主軸方向は,N-86° 一Wである。壁は垂直に立

ち上がり、高さは23cmである。床は平坦で,硬 く締まっている。ピットは, 3か所検出されてい

る。Plは 中央からやや東寄 りに位置し,長径 19cln,短径13cm,深 さ20cmである。P2・ P3は北西及

図版
番号

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

2

1 不

須 恵 器

須 恵 器

A(122)

B 43

C 77

B 55

C 59

E (98)

底部は平底である力ヽ 周縁部はや

や丸みをもつ。体部は直線的に外

傾す る。

底部は平底で,胴部は直線的に外

傾 して立ち上が り,肩都で鋭角的

に屈曲 し回縁部に至 る。 日縁部は

欠損。

底部は全面一定方向のヘ ラ削

り,体部下端はヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘラ切 り後全面へ

ラ削 り調整。肩部 と底部内面

に自然釉が付着す る。

水挽 き成形。

長石・砂粒

灰色

普通

長石・砂粒

灰色

良好

70%

70%
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び南西のコーナー部に確認されたが,木根跡の可能性 もある。Plの西側30cmに ,厚さ l mmの炭化

物の層が確認された。炭化物は硬い床面上に確認されてお り,焼土は検出されず,床にも焼けた

様子は見られない。本跡は,当遺跡で確認されている類似の住居跡から推察して,東西に 2か所

のピットを有する住居跡と同類の遺構であると思われる。

覆土は, 2層に大別される。 1・ 2層 とも暗褐色上で, ともにロームブロックを多量に含んで

いる。

遺物は少なく,覆土から土師器・須恵器片32点が出上しただけである。

01

0               2m

第137図 第60号住居跡実測図

第61号住居lMI(第 138図 )

本跡は,F10h5区 を中心に確認された住居跡である。

平面形は東西に長い長方形を呈し,規模は長軸3.34m,短軸2.67mで,主軸方向は,N-17°一

Wである。カマ ド東側の北壁がやや外に広がり,そ のため東壁の長さは3.01mで,西壁より30数

cm長 くなっている。ロームヘの掘 り込みが浅いため,壁の状況は明確でないが,垂直に立ち上が

っていたものと思われる。壁高は最 も高いところで22cmである。壁溝は,住居跡の西側だけで確

認され,上幅10cm,下幅 8 cm,深さ 6 cmである。床は平坦で,硬 く締まっている。ピットは,南

西コーナー部に 1か所検出され,径25cal,深さ28cmである。カマ ドは北東コーナー部に近い北壁

に粘上で構築されており,袖部が10～ 40cmの長さで残存している。火床部の掘 り込みはなく,煙

道は50cm外に張 り出している。

一Ｃ

　

Ａ
一

01
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覆土は大きく撹乱を受けて.お り,層位的な観察はできなかった。ロームブロックを多量に含む

黒福色上と暗褐色エカ、 ブロック状に雑積していた。

遺物は,須恵器のイ2点汎 住居訴苗側の床面とカマド前面の床面からと土している。他に,

主師器■須蔑器片13G点が出工.している。
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図版
番号

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

不

須  恵 器

A 150

B 41

C 74

底部は平底で,体部は外傾して立

ち上がり,日癬 Ыまわずかに外反

し,端部を丸くおさめている。

底部は回転ヘ ラ切 り後全面へ

ラ削 り,体都下端はヘ ラ肖Jり

調整。水挽 き成形。外面の水

挽 き痕は弱い。

砂粒・スコリア

にない橙色

普通

80%

ー第139図 第61号住居跡出土遺物実測図
出土遣物観察表 (第 139図 )

第62号住居跡 (第 140図 )

本跡は,当調査区の東部F1012区 を中心に確認された住居跡である。

平面形は方形を呈し,規模は長軸3.12m,短軸3.02mで,主軸方向は,N-43°一 Eである。南

東側の壁は撹乱を受け消失しているが,他は垂直に立ち上がり,高さは30cmである。床は平坦で,

硬 く締まっている。ピットは床中央部に 2か所検出され,径20cm,深 さ32。 44cmである。ピット

間の中央部には,炭化物の層が0.5～ l cmの厚さで認められたが,焼土は検出されていない,カ マ

ドは,北東側の壁中央部に粘上で構築されている。残存状況は悪 く,長径85cm,短径60clnの楕円

形に10cm掘 り下げた火床部 と,外に30clll張 り出した煙道を確認したに過ぎない。当遺跡で確認さ

れている類似の住居跡では,造 り付けのカマ ドが付設されることはなく,床の中央部に炭化物の

層が認められるだけである。そういう意味では本跡は例外 と言ってよく,カマ ドをもつ住居跡か

らカマ ドが無くなる住居跡への過渡的な性格を有する遺構と考えられる。いずれにしても,カマ

ドと炭化物の層の両方が検出されたのは本跡だけである。

覆上は暗褐色土だけで,含有物の差異により2層に分けられる。 1層にはハー ドロームブロッ

ク中量,焼土粒子少量を含み,2層 にはハー ドロームブロック多量,焼土粒子少量を含んでいる。

遺物は,土師器片16点が床面や覆土から出上しただけである。
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第64号住居跡 (第 141図 )

本跡は,F10il区 を中心に確認された住居跡で,第65号住居跡と西側で重複している。本跡は第

65号住居跡を切って掘 り込まれている。

平面形は方形を呈し,規模は長軸2.96m,短軸2.95mで,主軸方向は,N-85°一 Eである。壁

は垂直に立ち上がり,高さは40cmである。床は平坦で,硬 く締まっている。ピットは,東西に並

んで 2か所検出され,径30cm,深 さ48・ 64clnで ある。ピット間には,径80cmの 円形で深さ 3 cm掘

り下げた内部に炭火物の層の堆積が認められるが,内面には焼けた痕跡は残っていない。

覆土は 2層で, ともに黒褐色土である。両層とも,ハー ドロームブロック中量,焼土粒子少量

を含んでいる。

遺物は,土師器の不と甕が 2層から出上している。他に,上師器・須志器片164′点が出上 してい

る。

④
l

A25.6m

0               2m

第141図 第64号住居跡実測図

01

01
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出土遺物観察表 (第 142図 )

図版
番号

器  種 法量 (om) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

郭

土 師 器

A(135)

B (36)

E(137)

底部は九底で,日縁部との境に稜

を有する。日縁部は直立する。

底部はヘラ削り,日縁部内・

外面は横ナデ調整。

長石・スコリア

雲母

褐色

普通

25%

第GG号住居跡 (第 143図 )

本跡は,F10el区 を中心に確認された住居跡である。

平面形は東西に長い隅丸長方形を呈し,規模は長軸3.64m,短軸2.82mで,主軸方向は,N-5°

一 Eである。壁は垂直に立ち上がり,高さは27cmである。壁溝は全周しており,溝中に小ピット

が北壁 と南壁の 2か所検出されている。ピットの径は10～ 20cm,深 さは18～ 32cmである。溝の上

幅はlo～ 15cm,下幅は 6～■cm,深 さは 8 cmである。床は中央部が特に硬 く締まり,平坦である。

カマ ドは,北壁東寄 りと,東壁南寄 りとの 2か所に構築されている。北壁のカマ ドは,その大部

分が壁外にあり,火床部は,長径78cm,短径58cmの 楕円形で,深さは16cmで ある。煙道は,65om

h卜

A25.9m 01

0              2m

第143図 第66号住居跡実測図

-162-



外に張り出している。東壁のカマ ドは明確なものではなく,焼土も少量しか検出されなかったこ

とから,あ まり使用されなかったものと思われる。

覆土は 2層で, 1・ 2層 ともローム粒子を多量に含んでおり, 1層は褐色土, 2層は暗褐色土

である。

遺物は,上師器の甕 (5),須恵器のlTh(1)・ 鉢 (7)がカマ ド内から,土師器の鉢 (6)・ 皿

(3)1点・塊,須恵器の皿 (4)が 2層からそれぞれ出上している。他に,祗石,刀子,上師

器・須恵器片344点が出土している。

0           10Cm

第144図 第66号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表 (第 144図 )

杉

図版
番号

器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色詞・焼成 備  考

l 不

須  恵 器

A 135

B 39

C 61

底部は平底全 体部はわずかに内

湾しながら外上方に立ち上がる。

日縁端部は九い。

底部は全面一定方向のヘ ラ削

り,体部下端はヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

砂粒・石英・雲母

褐灰色

普通

65%
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杯

須 恵 器

高 台 付 皿

上 師 器

高 台 付 皿

須  恵 器

甕

土 師 器

鉢

土 師 器

鉢

須  恵 器

祗   看

石 製 品

A(133)

B 37

C 62

A 133

B 31

D 64

A 149

B(22)

C(66)

A(210)

B(129)

E(238)

A(218)

B 138

C(102)

B(62)

C(191)

全長 (6,8)

幅  (37)

厚  (22)

雲母・長石

灰 白色

普通

砂粒・雲母

にない橙色

普通

_F母 。長石・礫

に h・い橙色

良好

雲母 。長石・ スコ

リア

に輩い橙色

普通 (2次 )

スコリア・長石

橙色

普通

100%

内面黒色処理

90%

底面に墨書

(判読不能)

15%

底部は平底で,体著Ыよ内湾 しなが

ら外上方に立ち上がる。

底部は平底で,高 さ l cmの高台が

付 く。体部は外傾 して立ち上がる。

底著Ыよ平底で,体音Ыま器壁 を減 じ

なが ら直線的に外傾 して立ち上が

る。底部外縁に高台の とれた跡が

残 る。

胴部は内傾 ぎみに立ち上が り, 日

頸部は短 く外反す る。 日縁端部は

上方につ まみ出されている。

底部は平底であるが,中央部が浅

く凹み,接地す るのは外縁のみで

ある。胴苫印よ直線的に立ち上が り,

口縁部 との境は,明瞭でない

底部は平底で,少し上げ底ぎみで

ある。体部は外上方に外傾して立

ち上がる。

表裏 2面に使用痕が残る。

底畜Ыよヘ ラ削 り,体部下端は

ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ削 り,器内面

はヘ ラ磨 き調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後回転ヘ

ラ削 り調整。

水挽 き成形。

全体 に荒れているが,器内・

外面 ともナデ調整 と思われる。

頸部 内面には輪積痕が残 る。

胴部外面上位はヘ ラナデ,中

位は縦方向のヘ ラ削 り,下位

は横方向のヘ ラ削 り,胴部内

面上～中位はヘ ラナデ,下位

はヘ ラ磨 き,回 縁部内・外面

は横ナデ調整。

胴部外 面 は縦位 の平行 叩 き

目,下端はヘ ラ削 り,器内面

はナデ調整。

雲母・石夫・長石

にない褐色

普通

第87号住居Ltt(第 145図 )

本跡は,G10al区を中心に確認された住居跡で,本跡の東側は第68号住居跡と重複 している。新

旧関係は,不明である。

平面形は方形を呈し,規模は長軸4.32m,短軸4.15mで主軸方向は,N-18°一 Eである。壁は

垂直に立ち上が り,高さは21cmである。なお,南東コーナー部はエリア外になり,重複している

東壁部分は凹凸が多く,明確な壁ではない。壁溝は,東壁下を除き全周しており,上幅8～ 20cm,

下幅 3～ 15cm,深 さ 4～ 8 cmである。床は平坦で,中央部は硬 く締まっている。ピットは 2か所

確認されている。Plは入日に関連するピットと考えられ,長径60cm,短径34cmの楕円形を呈し,

深さは36cmである。P2は径22cm,深 さ55cmと径に対して深いピットである。カマ ドは北壁中央部に

構築されているが,煙道が40cm張 り出すだけで,火床部の掘 り込みはなく床 と同一レベルである。

覆土は, 2層に分けられる。 1層はハー ドロームブロック中量,炭化粒子少量を含む褐色土,
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第146図 第67号住居跡出土遺物実測図



2層はハー ドロームブロック中量,炭化粒子及び焼土粒子少量を含む黒褐色上である。

遺物は,上師器の甕 (5)が床面から,須恵器の不 (3)2点 。鉢 (7, 8)2点がカマ ド内

から,土師器の甕 (4, 6)2点 ,須恵器の鉢が 3層からそれぞれ出土している。他に,土師器。

須恵器片564点が出上している。

出土遺物観察表 (第 146図 )

第71号住居跡 (第 147図 )

本跡は,F10,4区 を中心に確認された住居跡で,南側 2分の 1がエリア外にかかっており,さ ら

に西側で第70号住居跡と,東側で第 94号住居跡と重複 しており,形状等は明確にできていない。

なお,本跡は 2軒の住居跡を切って掘 り込んでいる。

平面形は前述のごとく不明である。規模は,東西方向だけ確認でき3.30mである。主軸方向は,

N-2°一Wである。壁は垂直に立ち上がり,高 さは30～ 32cmである。床は平坦で,締 まりがなく

版
号
図
番 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

l

2

3

4

5

6

7

8

不

土 師 器

高 台 付 不

土 師 器

杯

須  恵 器

甕

土 師 器

甕

土 師 器

甕

土 師 器

鉢

須  恵 器

鉢

須  志 器

A(136)

B 44

C(5,9)

B(30)

D 76

A 135

B 42

C 53

A(150)

B(124)

E(161)

A(208)

B(164)

B(78)

C 72

A(314)

B(139)

B(62)

C(157)

底部は平底で,体部は外傾して立

ち上がる。

底部片。底部は平底で,「ハ」の字

状に開 く高台がつ く。

底部は平底乱 倅部は外傾 して開

き, 回縁部は ゆる く外反す る。

胴部は外傾 して立ち上が り,胴部

最大径は上位にある。口頸部は「 く」

の字状に屈曲 し, 日縁端部は内上

方につ まみ出されている。

胴部は内湾 して立ち上が り,胴部

最大径は上位 にある。 日頸部は,

「 く」の字状に屈曲 し外反す る。

底部は平底で,胴部は直線的に外

傾 して立ち上が る。器壁は薄い。

胴部は外傾 して立ち上が り, 日縁

部は強 く外反す る。

底部は平底で,胴言騨よ直線的に外

傾して立ち上がる。

底部は回転ヘ ラ切 り後ヘ ラ削

り,体部下端はヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部はナデ,高台内・外面は

ナデ調整。

底部は回転ヘ ラ切 り後ヘラ削

り,体部下端はヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

胴部外面上位はナデ,下位は

ヘ ラ削 り,日縁部 内 ,外面は

横ナデ調整。器内・外面に輪

積痕が残 る。

胴部内外面はナえ 口縁部内・

外面は横ナデ調整。

胴部外面はヘ ラナデ調整。

は荒れていて不明。

胴部は叩き目, 日縁部内・外

面は横ナデ調整。

底部はヘ ラ肖Jり ,胴部は平行

ロロき目,胴部下端はヘ ラ肖」り,

調整。

長石・石英・雲母

橙色

普通

雲母・石夫・長石

にぶい褐色

普通

石英・礫

灰色

普通

スコリア・長石・

看英

橙色

普通

石英・雲母

にない橙色

普通

砂粒

橙色

普通 (2次 )

雲母・長石

明褐灰色

普通

雲母 。長石・石英

にない黄橙色

普通 (2次 )

25%

20%

75%

30%

20%

40%

20%

20%
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軟らかである。ビットは検出されていない。カマ ドは北壁中央部に構築されていたが,袖部は消

失しており,火床部も明確な掘 り込みは確認できなかった。

覆土は一部しか確認できなかったが,ハー ドロームブロックを含む褐色上である。

遺物は,上師器の甕 (3)が北側の床面から,順恵器の蓋 (1)。 皿 (2)がカマ ド内からそれ

ぞれ出土している。他に,土師器・須恵器片144点が出上している。

゛

生 2ユ6m        _

B

第147図 第71・ 94号住居跡実測図

D

0              2m

出土遺物観察表 (第 148図 )

図版
番号

器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・焼成 備  考

2

1 蓋

須 恵 器

高 台 仕 皿

須 恵 器

A(172)

B 26

A 192

B 34

D ■ 2

天丼部は平退で,日縁部は直線的

に下がる。日縁端部は内傾する。

底部は平底で,体部との境に高台

がつく。体部は外傾し,口縁部と

の境に稜を有する。日縁部は短く

外傾して立ち上がる。

天丼部は回転ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後回転ヘ

ラ削 り調整。

水挽 き成形。

石英・長石・礫

責灰色

普通

雲母・礫

灰色

普通

20%

70%
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甕

土 師 器

A(19_7)

B(323)

C(3.6)

E(24_8)

底部は平底で,胴部は外傾して立

ち上がり,上位に胴部最大径を有

し,その後内傾する。日頸部は「く」

の字状に外反する。

胴部は縦方向のヘラ磨き, 口

縁部内・外面は横ナデ調整。

長石・石美・雲母

橙色

普通

0              1ocm

第148図 第71号住居跡出上遺物実測図

第72号住居F/1(第 149図 )

本跡は,H■16区を中心に確認された住居跡で,南東コーナー部で第73号住居跡と重複し,本跡

が切られている。

平面形は方形を呈し,規模は長軸5,46m,短軸5。 31mで,主軸方向は,N-13°一Eである。壁

は垂直に立ち上がり,高さは20～ 32clllである。壁溝は北西コーナー部を除いて周回しており,上
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第149図 第72号住居跡実測図
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S 0            10Cm

第150図 第72号住居跡出土遺物実測図 (1)
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0              10Cm

第151図 第72号住居跡出土遺物実測図 (2)

幅12～ 25cm,下幅 7～ 19cm,深 さ5～ 10cmである。床は平坦で,住居跡中央部が硬く締まってい

る。なお,本跡と第73号住居跡のレベル差は 5 cmで,本跡の方が高い。ピットは, 5か所検出さ

れている。P3を除いた 4か所が主柱穴と思われ,径48～ 75cm,深さ29～ 42cmである。カマ ドは北

壁中央部に山砂で構築されている。袖部は両側とも残り,火床部は長径83cm,短径70clnの楕円形

で,床を20cm掘 り込んでいる。煙道の張り出しは,10cmで,非常に短い。

覆上のほとんどが焼土ブロックを中量含む暗褐色上であるが,住居跡西側には焼土粒子及び炭

化物を少量含む黒褐色上がみられる。

遺物は,須恵器の蓋 (4)がカマ ド内から,土師器の甕 (5, 6)4′点,須恵器の不 (1, 2)

2点が覆土から出上している。他に,支脚 2点,土師器・須恵器片377点が出上している。

出土遺物観察表 (第 150・ 151図 )

備  考

不

須 恵 器

不

須 志 器

高 台 付 塊

須 恵 器

藍

須 忘 器

A(112)

B 37

C 70

A(124)

B 4_0

C(61)

B(27)

D 91

A(204)

B 39

長石・石央・礫

灰色

良好

雲母・長憑

灰責色

普通

婁母 。長石

灰色

普通

雲母・スコリア・

砂粒

にぶい橙色

普通

底部は平底全 体部は直線的に外

傾して立ち上がる。体部の器壁は

薄い

底部は平底全 体部は直線的に外

傾して立ち上がる。

底部は平底で,低い高台がつく。

体部は外傾して立ち上がる。

天丼部は浅く,丸い。口縁部は直

線的に外傾して下がり,端部は垂

下する。つまみは宝珠状を呈し,

中央部が突出する。

底部は回転ヘラ切り後一定方

向のヘラ削り,体部下端はヘ

ラ削り調整。水挽き成形。

底部は全面ヘラ削り,体部下

端は横方向のヘラ削り調整。

底部は回転ヘラ切り後ナデ調

≧整と。

水挽き成形

天丼部はヘラ削り調整。

水挽き成形。

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴
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甕

土 師 器

整

土 師 器

甕

上 師 器

A(210)

B(248)

E(241)

(250)

(26 6)

(27 8)

(132)

(76)

胴部はわずかに外傾して立ち上が

り,上位に胴部最大径を有する。

口頸部は「く」の字状に強く屈曲

し,端部は上方につまみ出されて

いる。

胴部は外傾して立ち上がり,上位

に胴部最大径を有する。日頸部は

強く屈曲し,外上方に立ち上がる。

底部は平底で,胴部は内湾ぎみに

外傾して立ち上がる。

胴部外面下位 はヘ ラ磨 き,日

縁部内・外面は横ナデ調整。

胴部内面には輪積痕が残 る。

胴 部 外 面 中～下位 はヘ ラ磨

き,内面はヘ ラナ几  口縁部

内・外面は横ナデ調整。

底部に木葉痕が残 る。胴部外

面はヘ ラ磨 き,内面はヘ ラナ

デ調整。

砂粒・石英・長石

明赤褐色

普通

砂粒・長石・石英・

_r母

明赤褐色

普通 (2次 )

雲母・長石・石英

赤褐色

普通

第73号住居跡 (第 152図 )

本跡は,Hll,7区を中心に確認された住居跡で,北西コーナー部で第72号住居跡と重複 し,本跡

が切っている。

。1卜 ④
l

ドｒば

口
|

A 24.4m

第152図 第73号住居跡実測図

。               2m
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0              10cm

第153図 第73号住居跡出土遺物実測図
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平面形は方形を呈し,規模は長軸3.99m,短軸3.98mで,主軸方向は,N-0° である。壁は粘

土質のロームで,垂直に立ち上がっている。北西コーナー部は重複のため,検出できなかった。

壁高は,27cmで ある。床も壁同様粘土質のロームから成 り,平坦で,硬 く締まっている。壁溝は

断続的に回っているが,明確ではない。ピットは, 5か所検出されている。Pl～ P9は径48～ 52cm

と比較的太 く,深さは12～ 32cmである。P4・ P5は ともに浅 く,壁際に検出されている。 5か所の

ピットは,検出位置からみて,主柱穴ではないと思われる。カマ ドは北壁中央部に構築されてい

るが,火床部の掘 り込みはなく,床 と同一レベルで続いている。煙道は,外側に60cln張 り出して

いる。

覆土は 2層から成 り, 1層は焼土粒子及びローム粒子を少量含む暗褐色土, 2層は焼土粒子を

少量含む極暗褐色土である。

遺物は,上師器の甕 (1)がカマ ド内から,須恵器の鉢 (2, 3)2点がカマ ド南東の床面か

ら,須恵器の甑 (4)が東壁寄 りの覆土からそれぞれ出上している。他に,上師器・須恵器片154

点が出上している。

出土遺物観察表 (第 153図 )

第77号住居跡 (第 154図 )

本跡は,11lbl区 を中心に確認された住居跡である。

平面形は隅丸長方形を呈し,規模は長軸3.90m,短 軸3.28mで,南北方向に長い。主軸方向は,

N-8°一Eである。壁は粘質のロームで,垂直に立ち上がっているが,一部境乱を受けている。

図版
番号

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

1

2

3

4

甕

土 師 器

鉢

須 恵 器

鉢

須  恵 器

甑

須  恵 器

B(35)

C 75

B(162)

C 155

B(179)

C(148)

A(286)

B 265

C 150

底部か ら胴部片。平底 を呈す る

底部は平底で,中央部がやや凹む。

胴著Ыよ内湾 ぎみに外上方に立ち上

がる。

底部は平底全 胴部は直線的に外

傾 して立ち上がる。

体部は直線的に外傾 して立ち上が

り,日縁著日ま外に強 く屈曲す る。

日縁端部は上方につ まみ出してい

る。底都中央に円孔,外周部 4か

所に柳葉状の孔が穿たれている。

胴部外面はヘ ラ削 り,内面は

ナデ調整。底部に本葉痕が残

る。

底部は
かヽ ラ肖Uり , 月同音焉タト面は

叩きによる調整。器内面に輪

積痕が残 る。

胴部外面上位は叩き目,下位

はヘ ラ削 り,胴部内面及び底

面は荒れていて調整痕不明。

胴部上～中位は格子状の叩き

日,下位は横方向のヘ ラ削 り,

口縁部内・外面及び器内面は

横ナデ調整。器内面には輪積

痕が残 る。

長石・石英・雲母・

スコリア・パ ミス

にない橙色

普通

礫・雲母

暗灰黄色

普通

雲母 。長石・石英

にない赤褐色

普通 (2次 )

長石・石英

灰色

良好

10%

35%

30%

30%
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壁高は20cmである。壁溝は,西壁から南壁にかけて半周しており,上幅20cm,下幅10～ 15cm,深

さ 5 cmである。西壁沿いに延びる溝の北端部はピット状に落ち込んでおり,深さは23cmである。

他にピットは検出されなかった。床は硬 く締まり,やや凹凸している。床の所々に焼上の堆積が

みられ,火災に遭遇したものと思われる。ピットは,検出されていない。カマ ドは北壁中央部に

構築されていたと思われるが,床面を長径84cm,短径59cmの楕円形に,10cm掘 り下げた火床部が

確認できただけである。

覆土は 2層で, ともに暗褐色土である。 1層は焼土ブロック及び粒子,炭化物を少量含み, 2

層には焼土粒子・炭化粒子を少量含んでいる。 1層は 2層 よりやや明かるい色調を呈している。

遺物は,上師器の不 (1, 2)2点が北西コーナー部の床面から,上師器の甕 (5)がカマ ド

D23.8m

0                1m

A23.3m

0             2m

B一

帝
も
罵
至 ミ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡

≡ ≡

=伍 =互
=ブ

~

第154図 第77号住居跡実測図
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内から,須恵器の坑 (3)と 土師器の坑 (4)が 3層から出土している。他に,土師器・須恵器

片219点が出上している。

0              10Cm

第155図 第77号住居跡出上遺物実測図

出土遺物観察表 (第 155図 )

備  考

不

土 師 器

不

上 師 器

A 138

B 48

C 71

砂粒・ パ ミス

によい橙色

普通

スコリア・長石・

石央

にない橙色

普通

100%

内面黒色処理

100%

内面黒色処理

A 13.8

B 45

C 66

底部は平底で,中央部は極めて薄

い。体部は内湾ぎみに外上方に立

ち上がり, 口縁部はわずかに外反

する。

底部は平底で,体部は内湾ぎみに

外上方に開く。

底部は回転ヘラ切り, 日縁部

外面は横ナデ,器内面はヘラ

磨き,体部下端はヘラ削り調

J整登。

水挽き成形。

底部は全面ヘラ削り, 内面は

ヘラ磨き調整。

水挽き成形。

手 法 の 特 徴器 形 の 特 徴
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高 台 付 娩

須 恵 器

高 台 付 坑

土 師 器

A 145

B 5,9

D 8_2

B(21)

D 9_2

砂粒 。礫

灰黄色

普通

長石・雲母・スコ

リア

橙色

普通

雲母・長石・石英

にない橙色

普通

100%

10%

内面黒色処理

40%甕

上 師 器

A 212

B(28_7)

E 22_2

平底の底部から,外傾してのびる

体部をもつ。底部は,「ハ」の字状

に開く高台が付く。

底部片。平底の底部に,「ハ」の字

状に開く高い高台が付く。

胴部は外傾して立ち上がり,上位

に胴部最大径を有し,その後内湾

して口頸部に至る。日頸部は短く

外反し,端部を外上方につまみ出

している。

底部は回転ヘラ切り後,周辺

部のみヘラ削り,高台内・外

面は横ナデ調整。水挽き成形。

底部はヘラ削り,器内面はヘ

ラ磨き,高台内・外面は横ナ

デ調整。

胴部上位はナえ 下位はヘラ

削り,回縁部内・外面は横ナ

デ調整。

口
|

第78号住居lltt(第 158図 )

本跡は,Hloe3区 を中心に確認された住居跡で,北側の床から壁にかけて第 9号溝に切られてい

る。

平面形は残存部からみて方形を呈していたものと思われ,規模は東西方向で3.95mである。主軸

方向は,N-60°一 Eである。壁は粘土まじりの褐色上で,高さ 5～ 10omである。北壁は,重複の

⑤ l

Ｅ
ω
．Ｏ
Ｎ
引
刊 01

。             2m
i     l

第156図 第78号住居跡実測図
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ため確認できない。床も壁と同様の褐色上で,ほぼ平坦である。ピットはカマ ドの南西方向に,

2か所検出されている。非常に浅いピットで,径40・ 47cm,深 さ 9。 16cmである。カマ ドは東壁

中央部に構築されていたと思われるが,火床部の掘 り込みもなく,痕跡のみが確認できた。

覆土は 1層で,焼土粒子及び炭化粒子を少量含む黒褐色上である。

遺物は,須恵器の辱 (2)・ 蓋 (4)が カマ ド南側の覆土から,土師器のlTh(1)。 甕 (3)が

覆土からそれぞれ出土している。

0              10cm

_ト

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー
十
一 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

J

図版
番号

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

2

1

3

4

●
TN

土 師 器

T7N

須 恵 器

甕

土 師 器

蓋

須 恵 器

A(140)

B(43)

A 156

B 46

B(106)

C(83)

A(158)

B 29

底部は丸底 全 体部 は内湾 しなが

ら外上方に開 く。

底部は扁平 な九底で,体部は外傾

して外上方に開 く。 日縁端部は九

くお さめている。

底音Ыよ平底 で,胴部 はわずかに内

湾 しなが ら外上方に立ち上がる。

天丼部は九 く,浅い。 口縁部は外

に屈曲 し,内側に低 いかえ りをも

つ。つ まみは扁平 なボタン状で,

中央部がやや凹む。

底部はヘ ラ削 り,日縁部内・

外面は横ナデ調整。

底部は回転ヘ ラ切 り後回転へ

ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部及び胴部外面はヘラ磨 き,

胴部 内面はナデ調整。胴部内

面に輪積痕が残 る。

天丼部は回転ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

砂粒・ スコリア・

パ ミス

明赤褐色

普通

砂粒・長石・石英・

スコリア

掲灰色

普通

雲母・礫 。長石・

石英

にない橙

普通

礫・長石・石英

黄灰色

普通

48%

65%

20%

50%
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第79号住居跡 (第 158図 )

本跡は,当調査区の中央部F9h8区を中心に確認された住居跡である。

平面形は不整方形を呈し,規模は長軸3.54m,短軸3.45m,主軸方向は,N-1° 一Wである。

壁は垂直に立ち上がり,高さは32cmである。壁溝は全周 しているが,非常に不規則な規模で,上

幅40～ 65cm,下幅 7～ 45cm,深 さ10～ 20cmである。床は平坦で,硬 く締まっている。 ピットは,

床の南側の壁近 くに 2か所,カ マ ド前面に 1か所,それぞれ検出されている。カマ ド前面のピッ

トは,本跡に伴うものかどうか明確でなく,木根跡の可能性もある。南側の 2か所は,長径50・

54cm,短径40。 50cm,深 さ26・ 40cmである。カマ ドは北壁中央部に構築されていたが,ほ とんど

消失しており,細部については不明である。

覆土は, 2層からなっている。 1層 はローム粒子・炭化物を少量含む暗褐色土, 2層はローム

ブロック多量,焼土粒子を少量含む暗褐色土である。

遺物は,土師器の甕 (4)力羽ヒ西コーナー部の壁溝から,須恵器の皿 (3)がカマ ド前面の床

から,須恵器の写 (1, 2)2′ミが 2層からそれぞれ出土している。他に,鎌,支脚,土師器・

須恵器片99点が出上している。

る

'|

A25。
4m

0               2m

ざ
ニパ

第158図 第79号住居跡実測図
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0           10Cm
―

/第 159図 第79号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表 (第 159図 )

図版
番号

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

2

1

3

4

5

6

邪

須  恵 器

不

須  恵 器

高 台 付 皿

須  恵 器

甕

土 師 器

甕

須 恵 器

鎌

鉄  製  品

A

B

13 6

(44)

(130)

38

(80)

15 4

37

84

(200)

(11 0)

(21 8)

53

74

A

B

C

A

B

D

A

B

E

B

C

全長 (74)

幅  (24)

重さ(144g)

体著Ыま外額し,直線的に開く。

底部欠損。

底部は丸底ふうで,体部との境は

明確でない。体部は外傾し,直線

的に開く。

底部は九底ようで,体部は外傾し

て開き,日縁部でやや屈曲する。

高さ l cmの高台がつく。

胴部は内湾して立ち上がり,「 く」

の字状に屈曲する口頸部に続く。

日縁端部は外上方につまみ出され

ている。

底部は平底で,胴部は内湾ぎみに

立ち上がる。

先端部が欠損している。

体部下端 は横方向のヘ ラ削 り

調整。

水挽 き成形。

底部は全面ヘ ラ削 り,体部下

端は横方向のヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

高台は横ナデ調整。

水挽 き成形。

胴部はヘ ラナデ,回縁部内・

外面は横ナデ調整。胴部内面

に輪積痕が残 る。

底部に木葉痕 ,胴部外面はヘ

ラ削 り,内 面はヘ ラナデ調整。

雲母・長石・石英

暗灰責色

普通

砂粒・長石・石英・

パ ミス

灰色

良好

婁母・スコリア・

長石・石英・礫

黄灰色

普通

_r母 長石・石英

浅黄栓色

普通

砂粒・長石・石英・

雲母

褐灰色

普通

60%

25%

80%

20%

30%
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第80号住居跡 (第 160図 )

本跡は,F919区 を中心に確認された住居跡である。

平面形は方形を呈し,規模は長軸2.85m,短軸2.77mで,主軸方向は,N-90°である。壁は垂

直に立ち上が り,高 さは23cmである。床は平坦で,硬 く締まっている。ピットは,東西に並び,

1.3mの 間隔で 2か所検出されている。 径 はともに40cmであり,深さは Pとが41cm,P2が 25cmで

ある。ピット間には,炭化物の層が薄 く確認された。炭化物の中には,焼土はほとんど混入して

いない。この種の住居跡は,当遺跡で他にも類例があり,性格等について検討を要する。

覆土は 2層 で,締 まりがなく,ハー ドロームブロックを含んでいる。 1層はハー ドロームブロ

ックを多く含む暗褐色土, 2層 は少量含む褐色土が堆積 している。

遺物は極めて少量で,土師器・須恵器片12点が覆土から出上しただけである。

A25.5m

2m

第160図 第80号住居跡実測図

第81号住居詠 (第 161図 )

本跡は,F断 8区を中心に確認された住居跡である。

平面形は方形を呈し,規模は長軸3.13m,短軸2.99mで,主軸方向は,N-86°一Wである。壁

は垂直に立ち上がり,高さは30cmである。床は平坦で,極めて硬 く締まっている。壁溝は,南壁

下 と東壁北側下に確認されている。しかし,上幅が10cm前後,下幅 4～ 6 cm,深 さが 2～ 4 cmと

非常に浅 く小規模なものである。ピットは,東西に並んで 2か所検出されている。それぞれの長

径は30。 43cm,短径20cm,深 さ32・ 52cmである。ピット間には,炭化物の層がわずかに確認され

~式
こ 正 三 正 三 三 二 ≡ ≡ 重 ≧ 重 ≡ 姦 万

「

~。

③亀蔭健
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た。

覆土は 2層に分けられるが,そ の大部分はハー ドロームブロックを中量,炭化物を少量含む暗

褐色上が占めている。

遺物は第80号住居跡と同様に非常に少なく,上師器・須恵器片16点が覆土から出上しただけで

ある。

口
|

01A25.5m

0               2m

第161図 第81号住居跡実測図

第82号住居跡 (第 162図 )

本跡は,G9e3区 を中心に確認された住居跡で,南側 2分の 1ぐ らいの部分を東西に走る第 5号

溝によって切られている。

平面形は方形を呈し,規模は長軸4.04m,短軸4.03mで,主軸方向は,N-23.5°一Wである。

壁は垂直に立ち上が り,高さは38clnである。床はあまり締まっておらず,南に向かってゆるく傾

斜している。ピットは 2か所検出され,Plは径37cm,深 さ42cm,P2は径50cln,深さ35clnである。

2か所 とも検出された位置からみて,主柱穴の一部 と思われる。カマ ドは,北壁中央部に構築さ

れていたと思われるが,火床部や煙道の掘 り込みもなく,痕跡のみを確認できただけである。

覆土は,大きく2層に分けられる。 1層は黒褐色土, 2層は暗褐色上で,それぞれに焼土粒子

と炭化粒子を少量含んでいる。

遺物は,上師器の甕 (4)と 須恵器の不 (1, 2, 3)3点がカマ ド内から出上している。他に,

土師器・須恵器片283点が出上している。

Ａ〓Ｃ 冤 ① q
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第162図 第望号住居跡実測図
２ｍ

01

F

0           10C“

第1“国 第32号住居跡出土遺物実測国
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出土遺物観察表 (第 163図 )

版
号
図
香 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

1

2

3

4

不

須 恵 器

jTh

須  恵 器

高 台 付 不

須  恵 器

甕

土 師 器

B(20)

C 81

B(14)

C(83)

B(33)

D(88)

A(237)

B(78)

底部片。平底で,中央部が厚くな

る。

底部片。平底全 体部との接合部

は器壁が薄くなる。

底部片。底部は平底で,低い高台

が付く。

胴部は内傾し,強 く外反する口縁

部に至る。日縁端部は上方につま

み出されている。

底部は全面ヘ ラ削 り,体部下

端はヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後,回転

ヘ ラ削 り,体部下端はヘ ラ削

り調整。水挽 き成形。

底部は回転ヘ リ切 り後,回転

ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

口縁部 内・外面は横ナデ調整。

長石・石英

暗灰黄色

普通

長石・石英・雲母

黄橙色

普通

雲母・礫

灰白色

普通

長石・石英・スコ

リア

暗赤褐色

普通

30%

30%

45%

25%

第83号住居跡 (第 164図 )

本跡は,G9b7区 を中心に確認された住居跡で,大部分が第84号住居跡と重複 している。土層断

面をみると,第84号住居跡の覆土を本跡が切っていることがわかる。

残っている壁は東壁の一部だけで,他は全て消失しているため,平面形や規模は不明である。

しかし,類似の遺構から推定すると,方形を呈していたものと考えられる。主軸方向は,N-87°

一Wである。残存壁は垂直に立ち上がり,高さは25～ 39claである。床は平坦で,締まりはない。

ピットは,東西に並んで 2か所検出されている。いずれも小規模なピットで,径20。 25cm,深 さ

42・ 45cmである。ピット間には,径1.15m,深 さ 6 cmの皿状の凹みがあり,内部に炭化物が 5 cm

の厚さで堆積 していた。なお焼土粒子は少量しか検出できず,長期間火を使用した跡ではないと

考えられる。

覆土は,黒褐色土が 3層に分けられて堆積 している。いずれの層にも焼土粒子が少量含まれて

おり,ローム粒子は 1層に,ハー ドロームブロックは 2・ 3層に含まれている。

遺物は極端に少なく,須恵器の鉢 (1,2)の他に,陶器片が 3層から出土している。
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第154函 第83,M号住居跡実測図
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出土遺物観察表 (第 165図 )

図版
番号

器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

2

3

1 鉢

須 恵 器

鉢

須 恵 器

甕

器陶

A(31.0)

B(74)

B 73

C(102)

A(168)

B(151)

E(387)

胴部はやや外傾 して立ち上が り,

日縁部は短 く外反す る。

底部は平底 t胴 部はか るく内湾

ぎみに外傾 して立ち上がる。

胴部は強 く内湾 しなが ら口縁部に

向けて内傾 し,日縁部は外反す る。

日縁端部は薄 く,尖 る。

胴部外面は平行叩 き日,内面

はナデ,日縁部内・外面は横

ナデ調整。器内外面に輸積痕

が残 る。

胴都 中位は平令叩 き目,下位

は斜位のヘ ラ削 り,器内面は

ナデ調整。

器外面 と日縁部内面に自然釉

が流れる。胴部内面には,輪

積痕が明味に残 っている。

スコリア・雲母

長石・石英・礫

にない赤褐色

普通

長石・石英

青灰色

良好

長石・石莫

淡黄色

普通

10%

15%

35%

0           10Cm

第165図 第83号住居跡出上遺物実測図
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第84号住居跡 (第 164図 )

本跡は,G9b6区を中心に確認された住居跡で,東側は第83号住居跡と重複している◎土層断面

から判断して,本跡の方が古いものと考えられる。

平面形は方形を呈すものと思われるが,東壁が確認できないため断定はできない。規模は,残

存壁から推定すると,長軸4.08m,短軸3.89mで,主軸方向は,N-15°一Wである。壁は垂直に

立ち上がっているが,東壁は第83号住居跡の構築により消失しており不明である。壁高は,25～ 39

cmである。床は平坦で,第88号住居跡の床と同一レベルであり段差はみられない。壁溝は,カマ

ドの西側から南壁中央部まで連続して確認されており,上幅30cm,下幅15cm,深 さ 5 cmである。

ピットは,床及び壁溝中から6か所検出されている。いずれも刻ヽ規模なもので,規則的な配置は

みられない。カマ ドは,北壁中央部に構築されている。袖部は残っておらず,床を15cm掘 り下げ

た火床部と,外側に60cm張 り出した煙道が確認できただけである。

-1
覆土は, 3～ 5層に分けられるが,大部分が重複 して

いるため明確でない。

遺物は,須恵器の鉢 2点がカマ ド東側の床面から,上

師質の皿 (1)が覆土から出上している。他に,上師器・

須恵器片144点が出上している。

第166図 第34号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表 (第 166図 )

図版
番号

器   種 法量 (crm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備  考

2

1 皿

土 師 質

養

土 師 器

A

B

A

B

C

E

80

21

(131)

134

59

13 2

底部は扁平な丸底全 体部は短く

タト傾して立ち上がる。

底部は平底で,胴部は内湾ぎみに

立ち上がり,上位で胴部最大径に

達し,内傾する。日縁都は短く外

上方に立ち上がる。

器内・外面は横ナデ調整。

部に輪積痕が残る。

全体に荒れが目立つ。胴部外

面はヘラ削り, 日縁部内・外

面は横ナデ調整。

蠅

橙色

良好

長石・石英・雲母

にぶい赤褐色

普通 (2次 )

90%

80%

第85号住居跡 (第 167図 )

本跡は,当調査区の中央部G9a5区に確認された住居跡である。
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平面形は方形で,規模は長軸3.12m,短軸2.91mで,主軸方向は,N-85°一Wである。壁は垂

直に立ち上が り,高さは25cmである。床は硬 く締まっているが,やや凹凸がみられる。ピットは,

東西に並んで1.5m間 隔で 2か所検出されており,双方とも細 く,径21・ 23cm,深 さ32・ 37cmであ

る。当遺跡で確認されたこの類の住居跡では,ピ ット間に炭化物の層が認められている。しかし,

本跡ではそれがなかったため,硬い床面を少し掘 り下げてみたところ,床面の下に深さ10cmの皿

状の凹みがあり,内部に炭化物が堆積 していることが認められた。つまり,炭化物の上にローム

を l cm前後の厚さで貼 り,床 として利用していたわけである。これは,大変興味ある事実である。

本跡の場合,住居跡として使用を開始 した後,内部で物を焼やすことはなく,む しろ構築時,あ

るいは使用開始直前に 1～ 2度使用 しただけと推定できる。

覆土は 1層のみで,ハー ドロームブロック多量,焼上粒子及び炭化物少量を含む暗褐色上であ

る。

遺物は非常に少なく,上師器 。須恵器片11点が覆土から出上しただけである。

ORン駕働④馳

いキ

バ
一
ご
一

A

④
l

C

A 25.2m

第167図 第85号住居跡実測図

0              2m

第86号住居跡 (第168図 )

本跡は,当調査区の中央部F9i5区 を中心に確認された住居跡である。

平面形は方形で,規模は長軸2.79m,短軸2.81mで,主軸方向は,N-0° である。壁はローム

であるが,撹乱が多く明確でない部分 もある。そのため,北壁と西壁は垂直に立ち上がるが,東

壁 と南壁は外傾 している。壁高は,21cmである。床は非常に硬 く締まっており,全体 として東に
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傾斜している。ピットは,南北に並んで 2か所検出されている。ピットの径は18。 20cm,深 さは

48・ 54cmである。ピット間には,炭化物の層が認められたが,床面は掘り込みもなく平坦である。

覆土は, 2層に分けられる。 1・ 2層 とも黒褐色土で,ハー ドロームブロック・ローム粒子を

中量含んでいる。 1層はやや明かるい色調を呈し, 2層は 1層 よりも暗い。

遺物は,土師器・須恵器片■8点が覆土から出土している。

＼
④

l

D

01

A25.3m

0              2m

第168図 第86号住居跡実測図

第87号住居跡 (第 189図 )

本跡は,F9j4区を中心に確認された住居跡である。

平面形は方形を呈し,規模は長軸3.00m,短軸2.91mで,主軸方向は,N-5°一Eである。壁

は垂直に立ち上がり,高さは32cmである。床は平坦で,硬 く締まっている。ピットは,南北に並

んで 2か所検出されている。2か所のピットは径20cmと 細く,深さはPiが54cm,P2が 39cmである。

ピット間には炭化物の層が認められたが,他の同類の遺構と異なる点は,床を皿状に 7 cm掘 り下

げて「炉」に似た形状を示していた点にある。前述の第86号住居跡,あ るいは後述する第88号住

居跡等で認められた炭化物は床面上に堆積しているものであるが,本跡の場合は炉のように床を

掘り下げてあり,その窪みに炭化物が堆積していた。形状的には炉によく似ているが,底面には

焼けた様子も見られず,焼土ブロック等もごく少量しか残っていない。また前述のように,内部

には炭化物しか堆積しておらず,通常の炉としての利用は考えられない。しかし,第 85号住居跡

>

ヘ

男
総
〕
⑤Ｌ
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のように,炭化物の上にロームを貼った痕跡は,本跡においてはみられない。このように,炭化

物の層の検出状況も一定でないことがわかるが,各遺構に共通していることは,火の利用が 1回 ,

あるいは多くても数回の利用で終わっている点にある。このことが何を意味しているのか,況時

点ではわかっていない。しかし,住居跡そのものの性格を考える上でも興味のある点であり,類

例の増加を待って検討することが必要であろう。

覆土は 2層 に分けられ, 1層はハー ドロームブロックを中量含む暗褐色土, 2層 はハー ドロー

ムブロックを多量含む暗褐色上である。

遺物は全て覆土からで,土師器・須志器片56点,灰釉陶器片が出土している。

④
l

|

四十

。
lal

01

0               2m
A25.2m

第169図 第87号住居跡実測図

第88号住居跡 (第 170図 )

本跡は,G9a2区 を中心に確認された住居跡である。南西 2mの地点に第87号住居跡が確認され

ている。

平面形は方形を呈し,規模は長軸3.14m,短軸3.03mで,主軸方向は,N-90° である。壁は良

好な状態で検出され,西壁と南壁は外傾 して立ち上がり,北壁と東壁は垂直に立ち上がっている。

床は平坦で,硬 く締まっている。ピットは,東西に並んで 2か所検出されている。いずれも細い

もので,径20cm,深さ20。 23cmである。ピット間には,炭化物の層が認められる。炭化物は植物

質のもので,硬い床面上に 1～ 2 clnの厚さで堆積している。

覆土は 2層で,いずれも締まりがなく,軟らかい上である。 1層はロームブロック・炭化物を

二
下D

イ〔

わヽ わ
|

粋
碓
守
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少量含む暗褐色土 ,

遺物は,上師器・

2層はロームブロック・焼土粒子を少量含む暗褐色上である。

須恵器片56点,土師質土器が覆土から出上している。

＼

C

式 ol

A25■ m

0               2m

第170図 第88号住居跡実測図
´

＼＼___|==jタ

鰯
ー第171図 第88号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表 (第 171図 )

第89号住居跡 (第 172図 )

本跡は,G9d6区 を中心に確認された住居跡で,第90号住居跡と重複している。床や土層断面の

状況からは新旧関係は明確にならないが,形状から本跡の方が新しいと考えられる。

>

q 窪鬱ち
L

図版
番号

器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

皿

土 師 質

B(1.7)

C(65)

底部は平底で,体都は外傾する。 底部に糸切り痕が残る。

水挽き成形。

砂粒・婁母

橙色

普通

10%
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平面形は方形を呈していたものと推定されるが,西壁が消失しているため断定はできない。規

模は,南北方向で3.35mでぁる。主軸方向は,N-2°一 Eである。壁は垂直に立ち上が り,高さ

は25cmである。床は平坦で,中央部は硬 く締まっている。ピットは,南北に 2か所並んで検出さ

れた。 2か所 とも細 く,長径 20・ 24cm,短径 14・ 17cm,深 さ36・ 44cmである。ピット間には,炭

化物の層がうっすらと確認できた。

覆土は, ローム粒子や焼土粒子等を少量含む暗褐色上がほとんどであり,周辺部にロームブロ

ックを中量含む暗褐色上がみられる。

遺物は,土師質の不 (2)須恵器の鉢 (1)が覆土から出土している。他に,上師器・須恵器

片30点が出上している。

④ l

|。

A25.Om

(

口
|

第172図 第89号住居跡実測図

弓
1日EIIIllII''″ I

-第173図 第89号住居跡出土遺物実測図
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出土遺物観察表 (第 173図 )

版
号
図
番 器  種 法量 (c/m) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・ 焼成 備   考

1

2

鉢

須 恵 器

不

土 師 質

Ｂ

　

Ｃ

(15)

(88)

(124)

35

A

B

底部片。平底である。

底部は平底全 体部は器壁 を減 じ

なが ら外傾す る。

底部はヘ ラ削 り調整。

器内・外面 とも横ナデ調整。

雲母・砂粒

灰 白色

普通

砂粒

淡橙色

普通

15%

15%

第91号住居跡 (第 174図 )

本跡は,G9a7区 を中心に確認された住居跡である。

平面形は,東西に長い長方形を呈し,規模は長軸3.26m,短軸2.79mで,主軸方向は,N-22°

一Wである。壁は垂直に立ち上がり,高さは34～ 37cmである。床は平坦で,南に向かってわずか

に傾斜している。ピットは,不規則に 5か所検出されている。いずれのピットも細いものが多く,

柱穴と断定することはできない。Plと P2は長方形に掘られており,P5は西壁に接して検出されて

いる。カマ ドは,北壁東寄りに構築されている。袖部はすでに消失しており,火床部の掘り込み

もなく床と同一レベルで煙道に続いている。煙道は,70cm外に張り出している。

A25.5m 式
|。

0               2m

il。

ё l

口
|

01

第174図 第91号住居跡実測図
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⊂笙≡峯≡匡三≡茎≧堅堅≧≧≧単.2

覆土は,大きく3層に分けられる。 1層は

ローム粒子を中量含む極暗褐色上が堆積 し,

2・ 3層はローム粒子多量,焼土粒子少量を

含む暗褐色土 。褐色土が堆積 している。

遺物は,上師器の不・甕 (3),須恵器の蓋

(2)がそれぞれ 3層から出上している。他

に,土師器・須恵器片136点が出上している。

0          3 10Cm

第175図 第91号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表 (第 175図 )

第92号住居跡 (第 177図 )

本跡は,F9h6区に確認された住居跡で,北西コーナー部で第105号住居跡 と重複 し,本跡が第105

号住居跡の床を切って構築されている。

平面形は方形で,規模は長軸2.94m,短軸2.79mで,主軸方向は,N-9.5°一Eである。壁は垂

直に立ち上がっているが,北西コーナー部は消失している。壁高は,20～ 29clnである。床はやや

図版
番号

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色詞・焼成 備  考

1

2

3

jTh

須 忘 器

蓋

須  恵 器

甕

土 師 器

A 133

B 4.5

C 72

A 14.4

B(26)

A 16_1

B(163)

E(177)

底部は平底全 体部は直線的に外

傾して立ち上がり,日縁部はわず

かに外反する。

天丼部は九く,浅い。日縁部は屈

曲し,端部は短く垂下する。

胴部は内湾して立ち上がり,中位

に胴部最大径を有し,強 く外反す

る口縁部に至る。口縁端部は外上

方につまみ出されている。

底部は回転ヘラ切り後ナλ

体部下端は横方向のヘラ削り

調整。

水挽き成形。

天丼部は回転ヘラ削り調整。

水挽き成形。

胴部内面はナ∴ 外面はヘラ

削り,日縁部内・外面は横ナ

デ調整。

スコリア・パ ミス・

雲母 ・長石

にない赤褐色

普通

長石・石英・礫

褐灰色

良好

_r母・スコリア・

長石・石英

にない赤褐色

普通 (2次 )

100%

75%

40%
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凹凸があるものの,全体 としては平坦である。ピットは,南北に並んで 2か所検出されている。

2か所とも同規模で,径は22・ 23cm,深 さ34・ 38cmである。ピット間には炭化物の層が認められ

た。炭化物は植物質のものと推定でき,床 を 3 cm掘 り凹めた部分に堆積 している。

覆土は 2層から成り, ともに,焼土粒子・炭化粒子・ローム

粒子を少量含んでいる。 1層は暗褐色土, 2層は極暗褐色上で

ある。

遺物は,古銭 (大観通宝・1107年 )が 2層から出上している。

他に,土師器・須恵器片45点が出上している。

0           2om

ー
第176図 第92号住居跡出土遺物拓影図

④ l

口
|

―

0              2m

第177図 第92号住居跡実測図

第95号住居跡 (第 178図 )

本跡は,E10i3区 を中心に確認された住居跡である。特徴的なことは,カマ ドの痕跡が北壁と東

壁の 2か所で検出された点である。

平面形は東西に長い隅九長方形を呈し,規模は長軸4.37m,短軸3.47mで,主軸方向は,N-28°

一Eである。北壁と南壁は弧状に外側に張り出す特異な形状である。各壁とも垂直に立ち上がり,

―-196-―
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B

歩

高さは44clllである。床は平坦で,中央部が硬く締まり,壁近くは軟らかい。西側の床は後世の撹

乱を受けており,本来の床面が消失している部分がある。なお,北壁から西壁にかけての部分と,

南壁の部分に壁溝が検出されている。上幅は10～ 20clll,下幅 7～ 15cln,深さは 7 claで ある。ピッ

トは 2か所検出された。 2か所のカマ ドの東及び南側にそれぞれ検出されたもので,カマ ドに伴

∞
|

A25,8m

o               2m

⑤ l

E
0
ゆ
N

。     al

01

口
|

al

第178図 第95号住居跡実測図
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⑤ ∂

10
0              10Cm

第179図 第95号住居跡出上遺物実測図 (1)
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=＼ ＼
＼

しつクツタ
「
ftt 14

第180図 第95号住居跡出上遺物実測図 (2)

0             10Cm

うピットなのか,あ るいは柱穴になるものなのか不明である。カマ ドは 2基検出されている。北

壁に構築されているカマ ドは,袖部の粘上がわずかに残存している。火床部の掘り込みは,長径

77cm,短径60cmの楕円形で,深さは 3 cmである。東壁の南側に構築されているカマ ドは痕跡のみ

で,火床部の掘 り込みは長径65cm,短径50cmの楕円形で,深さは 2 cmである。カマ ドとしては,

北壁のカマ ドの方がより長く使用されたものと考えられる。 2か所のカマ ドの新旧関係について

は,不明である。

覆土は, 3層に分けられる。 1層は焼土粒子・炭化粒子を少量含む暗褐色土, 2層はローム粒

子・ロームブロックを少量含む暗褐色土である。 3層 は焼土粒子・炭化粒子を少量含む褐色上で

ある。

遺物は,東壁のカマ ド西側の床面から須恵器の不(5,6)2点 ,カマ ド内から土師器の甕 (11),

須恵器の鉢 (13),が北壁のカマ ド内から須恵器の坑 (9,10)2点 がそれぞれ出土している。他

に,土師器の不や鉄製鍔,土師器 。須恵器片336点が出上している。

出土遺物観察表 (第 179。 180図 )

備  考

〆

不

土 師 器

杯

土 師 器

A 158

B 51

C(68)

A(140)

B 40

C 64

雲母・長石

にない責橙色

普通 (2次 )

スコリア 長石

にない黄橙色

普通 (2次 )

80%

内面黒色艶理

50%

内面黒色処理

底部は平底で,体部下端に削りに

よる稜を有する。体部は内湾ぎみ

に外上方にのびる。

底部は中央部がやや凹んだ平底金

体部は内湾ぎみに外上方にのび,

端部はわずかに外反する。

底部は回転ヘ ラ削 り,器内面

はヘ ラ磨 き,体部下端は横方

向のヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後,回転

ヘ ラ削 り,体部 内面はヘ ラ磨

き,体部下端は回転ヘ ラ削 り

調整。

― __

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴
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11

不

土 師  器

高 台 付 不

土 師 器

不

須 恵 器

不

須 恵 器

郭

須 恵 器

高 台 付 不

須 恵 器

高 台 付 婉

須  志 器

高 台 付 坑

須  恵 器

甕

土 師 器

甕

土 師 器

鉢

須  恵 器

A 198

B 55

C 94

B(21)

D 91

A(149)

B 4_0

C(75)

A 135

B 42

C 72

A 141

B 42

C 60

A(153)

B 50

D 95

A(145)

B 56

D 80

B(21)

D 90

A(200)

B 124

A(220)

B 144

A(356)

B 200

底部には削 り出 し高台があった と

思われ る。体言Ыよ内湾 ぎみに外上

方にのび, 日縁端部でやや外反す

る。体部 中位に一対の補修孔があ

る。

底部片で,「 アヽ」の字状に開 く高台

がつ く。

底部は平底で,体部は直線的に外

傾 して立ち上がる。底部の器壁は ,

中央部が厚い。

底部は平底で,体部はわずかに内

湾 しなが ら外上方にのびる。

底部は平底全 体部はわずかに内

湾 して立ち上が る。

底部は平底で,高台が付 く。高台

1よ「ハ」の字状に開 く。体部は内

湾 ぎみに開 き,日縁部で軽 く外反

する。

底部は平底で,高台が付 く。高台

1よ 「ハ」の字状に開 く。体部は内

湾 しなが ら,外上方に立ち上が る。

底部片である。底部は平底で,高

台が付く。高台は「ハコの字状に

開く。

胴部はゆるく内湾しながら立ち上

がり,「 く」の字状に屈曲する口頸

部に至る。日縁端部は上方につま

み出されている。底部は欠損。

胴部は内湾して立ち上がり,「 くコ

の字状の口頸部に至る。口縁端部

は外上方につまみ出されている。

器壁は非常に薄い。

胴部は直線的に立ち上がり,上位

でわずかに内湾し頸部に続く。日

縁部は短く,強 く外反する。底部

欠損。

―-200-―

体部下端は回転ヘ ラ削 り,

内面はヘ ラ磨 き調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後,ヘ ラ

削 り,高 台内・外面は横ナデ

調整。水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後,雑な

ヘ ラ削 り,体部下端は横及び

斜位のヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は全面が一定方向のヘ ラ

削 り,体音Б下端は横方向のへ

ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は全面ヘ ラ削 り,体部下

端は横方向のヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後,高台

を貼 り付 けている。高台内・

外面は横ナデ調整。内面は荒

れている。水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り,高台貼

り付け後ナデ調整。水挽 き成

形 と思われ るが,磨滅がひど

く明昧ではない。

底部は回転ヘ ラ切 り,高台貼

り付け後ナデ調整。

水挽 き成形。

荒れがひどい力ヽ 器内・外面

ともナデ与 口縁部内・外面は

横ナデ調整。

口縁部内・外面は横ナデ調整。

器内・外面は荒れていて,調

整痕不明。胴部上位に,指頭

痕が横に並な。

胴都クト面

`よ

■11立がロロき目, 中

位が横方向のヘ ラ削 り,内面

は横・斜位のヘ ラナデ,日縁

部内・外面は横ナデ調整。胴

部内・外面に右上が りの輪積

痕が明瞭に残 る。

曇母・長石

橙色

普通

長石・石英・雲母

褐灰色

普通

雲母・長石・石英

におい橙色

普通 (2次 )

雲母・長石・砂粒

灰 白色

普通

長石・石英・雲母・

スコリア・礫

明褐灰色

普通

雲母・長石・スコ

リア

灰 白色

普通

長石・石英・雲母・

礫

灰 白色

普通

砂粒

浅い黄色

普通

雲母 。長石・石英

赤色

良好 (2次 )

長石・石英

にない橙色

普通 (2次 )

曇母・スコ リア・

長石

にぶい橙色

普通

80%

内面黒色処理



鍔

鉄 製  品

長径  57

短径 3_4

厚 さ 05

重 さ 370g

倒卵形を呈し,完形である。表面

に文様等はなく,無文である。

第97号住居跡 (第 181図 )

本跡は,当調査区の北部E10di区 を中心に確認された住居跡である。

平面形は南北に長い長方形で,規模は長軸3.48m,短軸3.08mで,主軸方向は,N-22°一Eで

ある。壁は垂直に立ち上がり,高さは35cmである。床は硬 く締まり,平坦である。ピットは, 3

か所検出されている。Pl・ P2は南北に並んで検出され,径は30cm前後,深さは20。 25cmである。

P2の南東40cmの位置にP3があり,径17cm,深さ39cmである。この種の住居跡の大部分にみられる

炭化物の層はピット間ではなく,Plの西側に確認された。

覆土は暗褐色上が 2層に堆積し,それぞれにロームブロックを中量含んでいる。

遺物は,土師器片 1点のみで,床面中央部から出上している。

A25.8m

掟

Ａ
一

o               2m

ねヤト

第181図 第97号住居跡実測図
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第98号住居Ltl(第 182図 )

本跡は,E9d9を 中心に確認された住居跡で,北西部は第 8号溝と接 している。

平面形は方形を呈 し,規模は,長軸3.35m,短軸3.28mで,主軸方向はN-39°一Eである。壁

は垂直に立ち上が り,高さは52cmである。床は極めて硬 く締まってお り,平坦である。ピットは,

南北に並んで 2か所検出されている。 2か所のピットは,径・深さとも同規模で,径は20cln,深

さは32cmである。ビット間には,炭化物の層が最大 5 mmの厚さで堆積 しているのが認められた。

覆土は 3層以上に分けられるが,どの層にもロームブロック,あ るいはハー ドロームブロック

を少量～多量含んでいる点が特徴で,いずれも暗褐色上である。

遺物は,覆土から土師器・須恵器片86点が出土している。

GI

A

lo口
|

A25.6m

トいロ

♀     1     †m

第182図 第98号住居跡実測図
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第99号住居跡 (第 183図 )

本跡は,F9g9区 を中心に確認された住居跡で,このあたりは山林であったため木根跡による撹

舌しが多い。

本跡の床面まで撹乱を受けている状況のため,平面形は不整方形を呈している。主軸方向は,

N-5° Wで ある。規模は東西が長 く3.69m,南北は 3。 45mである。壁は垂直に立ち上がり,高

止2i6m 7  
式
3     ~

④
l

引   引
0                1m

第183図 第99号住居跡実測図

口
|

O
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さは22cmである。床は,攪乱のため南側 2分の 1ぐ らいは残っておらず,北側の残存部は硬 く締

まっている。ピットや壁溝は検出されていない。カマ ドは北壁の東寄りに構築されていたが,ほ

とんど残っておらず,痕跡のみが確認できた。煙道の張り出しは40cmである。

覆土は 2層で, 1層 はローム粒子を少量含む暗褐色土, 2層は焼土粒子・ローム粒子を少量含

む極暗褐色上である。

遺物はカマ ド周辺の床面を中心に出上しており,上師器の不 (1)・筑 (2),須恵器の皿 (4)

が出土している。他に,土師器・須恵器片306点が出上している。

55%

内面黒色処理

砂粒・雲母

に強い褐色

普通

石英・雲母・長石

にない橙色

普通

を |ふ 3

第184図 第99号住居跡出土遺物実測図

不

土 師 器

B(10)

C 66

平底の底部片である。

底部は平底である。体部は底部か

らあまい角度で立ち上がり,直線

的にのびる。底部に高台が付く。

内面ヘラ磨き調整。内・外面

に糸切り痕が残る。製作時に

底部にする円板だけを次々に

切り離した痕跡であろうか。

底部は回転ヘラ切り後回転へ

ラナデ,体部内面はヘラ磨き

調整。高台は断面逆三角形を

呈し,貼 り付け。

出土遺物観察表 (第 184図 )

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴
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蓋

須  志 器

高 台 付 皿

須  恵 器

甕

土 師 器

須恵質陶器

A(149

B(18

A 144

B 86

D 78

A(177

B(65

A(134)

B(90)

E(260)

天丼部は浅 く,外周部で外反す る。

日縁部は外反 し, 内側にかえ りを

有する。

底部は平底全 なだらかに体部に

つながる。体部は器厚を減じなが

ら,直線的に外傾する。高台は「′＼」

の字状に開く。

日頸部片で,「 く」の字状に屈曲す

る。

球形の胴部が内傾しながら口縁部

にのα 口縁部は短く直立する。

天丼部は回転ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底音騨ま回転ヘ ラ切 り,高台は

貼 り付け,器内・外面は横ナ

デ調整。水挽 き痕は弱い。

口縁部内・外面は横ナデ調整。

口縁部内・外面は横ナデl胴部

内面はナデ調整。 日縁部か ら

】同部にかけて,,天釉がかか る。

雲母・砂粒

灰黄色

普通

雲母・石英 。長石

にない黄橙色

普通

_T母・長石・石英・

礫

にない黄橙色

普通

長石・礫

黄灰色

良好

第100号住居跡 (第 185図 )

本跡は,当調査区の北端D9iO区 を中心に確認された住居跡である。

平面形は整った方形を呈し,規模は長軸5.30m,短軸5.12mで,主軸方向は,N-13° 一Wである。

壁は垂直に立ち上がり,高 さは63cmで ある。壁溝は全周しており,上幅15cm,下幅 8 cm,深さ 5

cmである。床は平坦で, ピットの内側は硬 く締まっている。ピットは, 5か所検出されている。

それぞれの長径は20～ 45cm,短径は18～ 38cm,深 さは44～ 54cmで,Pl,P2,P4,P5が その位置か

ら判断して主柱穴と思われる。カマ ドは北壁中央部に構築されており,東側の袖部が残っていた。

火床部は,径45cm,深さ 5 cmの ピット状に掘られている。煙道の張り出しは少なく,40cmである。

覆土は,大きく4層に分けられる。 1層はロームブロックを少量含む黒褐色土, 2層はローム

ブロックを中量含む暗褐色土, 3層はロームブロック及びハー ドロームブロックを少量含む暗褐

色土, 4層はロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子を少量含む黒褐色土である。

遺物は,須恵器の不 (2)がカマ ド東側の床面から,須恵器の高不 (3)がカマ ド内からそれ

ぞれ出土し,須恵器の不 (1)は 3層から出上している。 3層からは,平瓦の破片も2点出上し

ている。瓦が出土したのは,当遺跡では本跡だけである。他に,土師器。須恵器片161点が出上し

ている。

出土遺物観察表 (第 186図 )

版
号
図
番 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

1 lTN

須 恵 器

A 149

B 37

C 85

底著印よ平底で,中央部がやや凹む。

体部は外傾して外上方に立ち上が

る。

底部は回転ヘ ラ切 り後,ヘ ラ

削 り,体部下端はヘ ラ削 り調

B整と。

水挽 き成形。

長石・石英・雲母

暗灰責色

普通

100%
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A

B

C

A

B

C

A

B

底部は平底で,体部は直線的に外

傾 して立ち上が る。

ゆがみがひどく,作 りも雑である。

不音騨ま半球形を呈する。脚部は外

下方に開く。

B同部は内湾ぎみに立ち上がり, 日

頸部は大きく外反する。日縁端部

は,上下につまみ出され,断面は

「いちょう葉」状を呈する。

底部ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

不部内面はヘ ラ削 り,外面は

ナR脚 部は縦方向のヘ ラ削

り調整。

器内・外面は横方向のヘ ラナ

デ調整。胴部内面に輪積痕が

残 る。

杯

須 恵 器

高   不

須  恵 器

甕

須  恵 器

(102)

29

(69)

98

88

64

(348)

(18 0)

長石・砂粒

灰色

普通

石英・長石・礫

灰色

良好

長看・石英・礫

灰色

普通

第186図 第100号住居跡出土遺物実測図
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第187図 第101号住居跡実測図
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第101号住居跡 (第 187図 )

本跡は,G9e3区 を中心に確認された住居跡で,北東コーナー部で第111号住居跡と,南東コーナ

ー部で第■0号住居跡とそれぞれ章複 している。重複 している 2軒の住居跡は、いずれも本跡を切

って掘 り込んでいる。

平面形は方形を呈しており、主軸方向はN-25°一Wである。規模は,長軸5.46m,短軸5.15m

で,主軸方向が30cmほ ど短い。壁は良好な状態で残ってお り,高さは35～ 55clnである。床はロー

ムで平坦であり,周辺部まで硬く踏み固められている。ビットは, 5か所検出された。P3を 除い

た 4か所のピットはそれぞれ60cm以上の径 を有 してお り,主柱穴と思われる。カマ ドは北壁中央

部に構築されており,長さ130cm,幅 70cmの規模である。袖部は残存せず,火床部の掘 り込みは長

径83cm,短径54cmの 楕円形で,深さは30omである。

軍
't::::::::::::::i!::

第188図 第101号住居跡出上遺物実測図



覆土は, 2層 に分けられる。ともに暗褐色土で,焼土粒子・炭化粒子を少量含んでいる。

の方がやや暗い色調を呈している。

遺物は,須恵器の甑 (3)がカマ ド東側の床面から,土師器の坑 (1),須恵器の蓋 (2)

層からそれぞれ出上している。他に,土師器・須恵器片175点が出土している。

出土遺物観察表 (第 188図 )

第102号住居跡 (第 189図 )

本跡は,E9g2区 を中心に確認された住居跡で,北東側約半分近 くは第104号住居跡。第 6号溝と

重複している。溝は 2軒の住居跡を切って掘 り込まれているが,住屋跡間の新旧関係は明確でな

い。

平面形は方形を呈していたものと思われるが,東・北壁が消失しているため断定はできない。

主軸方向は形状から判断して,N-6°一Wと 思われる。規模は,残存部から推定して 1辺 5m前

後と考えられる。壁は,前述のように東・北壁が不明であるが,南・西壁はほぼ垂直に立ち上が

り,高さは43cmである。壁溝は,西壁側に部分的に検出されている。床は極めて平坦で,硬 く踏

み固められている。ピットは 5か所検出された。Pl～ P4は ,径51～ 67cm,深 さ55～ 78cmで,規模

や位置から判断して主柱穴と思われる。P5は ,径45cm,深 さ 7 cmと 極めて浅いものである。カマ

ドは北壁に構築されていたと思われるが,火床部の痕跡が検出されただけである。

覆土は 2層 に分けられ,上位は黒褐色土,下位は褐色上で,両層ともロームブロックを少量含

んでいる。

遺物は,土師器の不 (1, 2, 3, 4)4点,須恵器の不 (5, 6, 7, 8)6点・鉢 (10)。

皿 (9)が 2層から出上している。他に,祗石 2点,上師器・須恵器片326点が出土している。

2層

が 2

図版
番号

器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

2

3

l 高 台 付 婉

土 師 質

蓋

須 恵 器

瓢

須 恵 器

A(136)

B(40)

A 160

B 37

A(326)

B 264

C(123)

底部は平底である。体部は器壁 を

減 じなが ら,内湾 して立ち上が る。

日縁端部は尖 る。

天丼部は九 く, 日縁部は直線的に

のび,内側に低いかえ りを有す る。

つ まみは扁平で,中 央部がわずか

に突出す る。

胴部は内湾 ぎみに外上方に立ち上

が り, 日縁部は強 く外側に屈曲す

る。 日縁端部は上下に突出 し,断

面三角形状 を呈す る。底部につい

ては不明。

体部内面はナデ,底部は糸切

り,底部外周に高台の とれた

痕跡がある。水挽 き成形。

天丼部は回転ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

日縁部内・外面は横ナデ,胴

部外面上位か ら中位 は平行叩

き目,内面はナデ,胴部下端

は斜位のヘ ラ削 り調整。

スコリア・砂粒

淡い橙色

普通

長石・石英・雲母・

礫

褐灰色

普通

雲母・長石・砂粒

灰責色

普通

20%

85%

20%
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第190図 第102号住居跡出上遺物実測図

出土遺物観察表 (第 190図 )

0              10Cm

版
号
図
番 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調 焼成 備   考

2

1 杯

土  師  器

不

土  師  器

A 135

B 46

C 61

A 135

B 46

C 57

底部は平底で,体部は内湾しなが

ら立ち上がる。

底部は平底で,体部は内湾しなが

ら立ち上がり,日縁端部は丸くお

さめている。

体部内面は,横位及び斜位の

ヘ ラ磨 き,底部内面は一定方

向のヘ ラ磨 き調整。体部下端

はヘ ラ削 り調整。

内面全体がヘ ラ磨 き調整,体

部下端はヘラ削 り調整。水挽

き成形。

長石・砂粒

明黄褐色

良好

長看・ スコリア

砂粒

にぶい黄橙色

普通

100%

内面黒色処理

95%

内面黒色処理

―-212-―



不

土 師 器

不

土 師 器

不

須 恵 器

不

須 恵 器

不

須 恵 器

高 台 付
j7N

須 恵 器

高 台 付 皿

須 恵 器

鉢

須  恵 器

祗   石

石 製 品

A 139

B 44

C 5,9

A 135

B 41

C 60

A 133

B 46

C 60

A 130

B 40

C 57

A(128)

B 39

C(64)

B(24)

D 66

△ 135

B 30

D 66

B 170

C 175

全長(51)

幅 (36)

厚さ(2.0)

2の lThと 同 じ特徴 を有 してお り,

同一工人の手によるもの と思われ

る。

底部は平底で,体部は内湾 しなが

ら立ち上が り, 日縁部 でわずかに

外反す る。

底部は平底で,ヘ ラ切 りによる凹

みが残 る。体部は直線的に外傾 し

て立ち上が り, 日縁端部はやや角

張っている。

底部は平底全 体部は わずかに内

湾 しなが ら立ち上が る。

底部は平底全 体部は直線的に立

ち上がる。

底部片で,高台が貼 り付け られて

いる。

体部は直線的に外傾 して開 く。 ロ

縁部は,か な りゆがんでお り波状

を呈 している。

底部か ら胴部にかけての破片で ,

底部は平底である。胴部はわずか

に内湾 しなが ら立ち上が る。

表裏 2面を使用 している。

内面全体がヘ ラ磨 き調整,体

部下端はヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部及び体部下端はヘラ削 り,

内面はヘ ラ磨 き調整。

底部は回転ヘ ラ切 り後,無調

J望蟹。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後全面ヘ

ラ削 り,体部下端は斜位のへ

ラ削 り調整。水挽 き成形。

底部は全面ヘ ラ削 り,体部上

か ら中位 は横ナデ,同下端は

斜位のヘ ラ削 り調整。水挽 き

成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後,回転

ヘ ラ削 り,高台は貼 り付け後

横ナデ調整。水挽 き成形。

水挽 き成形後,内・外面横ナ

デ調整。底部は回転ヘ ラ切 り。

高台は賠 り付け。

胴部外面は斜位のヘ ラ削 り,

言h分的 1こ平行 日pき 口が残 る。

砂粒

に余い橙色

普通

長石・石夫・ スコ

リア

橙色

普通

砂粒・ スコリア・

ノヾ ミス

浅黄橙色

普通

長石・石英

灰責色

普通

長石・砂粒

灰黄色

普通

長石・石英・礫

橙色

普通

砂粒・長石

責灰色

普通

雲母・長石・礫

灰黄色

普通 (2次 )

95%

内面黒色処理

50%

内面黒色処理

80%

第103号住居跡 (第 191図 )

本跡は,G9f6区 に確認された住居跡で,第 112号住居跡,第 5号溝と重複している。第112号住

居跡を切って本跡が掘 り込まれ,第 7号溝は 2軒の住居跡を切って東西に延びている。

重複が多く,壁も南及び北側の一部分 しか検出できなかったため,平面形は明確にできなかっ

た。残存部から推定すると,一辺が約 3mの方形を呈するものと思われる。主軸方向はN-82°一

Wである。壁は垂直に立ち上がっており,高さは19cmである。床は平坦で,中央部は硬 く締まっ

ている。ピットは,東西に並んで2か所検出された。ピットの径は20。 30cm,深 さは18・ 19clnで

ある。カマドや炉はなく,この種の住居跡で多く検出されるピット間の炭化物の層も認められな

い。
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覆土は,

る。

遺物は,

暗褐色土,黒褐色上の 2層 で,それぞれにロームブロック・焼上粒子を少量含んでい

土師器の不が 2層から出上している。他に,上師器・須恵器片37点が出土している。
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第191図 第103号住居跡実測図 0             2m

ー

第192図 第103号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表 (第 192図 )

第側6号住居跡 (第 193図 )

本跡は,G9a3区 に確認された住居跡で,東側はやや撹乱を受けている。

平面形は方形で,規模は長軸3.12m,短軸3.02mで,主軸方向は,N-71°一Eである。壁は垂

直に立ち上がるが,東側は撹乱を受けていることもあり,外傾してゆるやかに立ち上がっている。

ン
５Ｃｍ

図版
番号

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・ 燒成 備   考

jTN

土 師 器

A(109)

B 29

底部は九底と思われ, 口縁部との

境に稜を有する。日縁部はやや内

傾ぎみに立ち上がる。

底部はヘラ削り,日縁部内 .

外面は横ナデ調整。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

10%
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壁高は,32cmである。床は平坦で,極めて硬 く締まっている。ピットは 6か所検出されたが,本

豚に伴うものはP3,P4の 2か所で,他は木根跡と思われる。P3,P4と も径は20cmと細く,ピ ット間

の床面上には炭化物の層が薄く認められる。

覆土は 3層 で, 1層はロームブロック・焼土粒子を少量含む暗褐色土, 2層は 1層 と同じ含有

物の黒褐色土, 3層は壁近くの床面にみられ,ロームブロックを分く含む褐色上である。

遺物は,土師器の17h(1)が床面から,土師器の甕 (2)が 1層からそれぞれ出土している。

他に,上師器 。須恵器片85点が出土している。なお,須恵器片の中には外面に同心円文叩き目を

有するものがみられる。

●
|

Ｄ
一
　
Ａ
一 パ

一　
げ一

A25.lm

o      
°
1       2m

第193図 第106号住居跡実測図

秋7~|
第106号住居跡出土遺物実測図

(第 194図 )
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図版
番号

器  種 法量 (m) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考

1 不

土 師 器

A(133)

B(28)

E(140)

底部は丸底で,日縁部 との境に稜

を有す る。 口縁部は短 く,内傾 し

て立 ち上が る。

底部はヘラ削り,日縁部内・

外面は横ナデ調整。

_‐母・砂粒

褐灰色

普通

10%
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甕

土 師 器

A(133)

B(30)

rく 」の字状に外反する口頸部片。 磨滅がひどく,調整痕不明。 雲母・長石・砂粒

にぶい褐色

普通

第107号住居Ltl(第 195図 )

本跡は,G9b3区 に確認された住居跡で,第 5号溝と重複 している。第 5号溝は,本跡の南壁か

ら床中央部に延び,さ らに西に向きを変え,西壁を切って南西方向に走っている。

平面形は方形で,長軸3.44m,短軸3.30mの規模を有している。主軸方向は,N-86°一Wであ

る。壁は溝に切られている部分を除いて良好に残存しており,高さは31cmで,垂直に立ち上がっ

ている。床は平坦で,硬 く締まっている。ピットは,東西に並んで 2か所検出されている。ピッ

トの径は20～ 25cm,深 さは30～ 44cmで,ピ ット間には炭化物の層が薄 く堆積している。

覆上の状況については,撹乱が多く,さ らに溝に切られていることから観察できなかった。

遺物は少量で,覆土から土師器・須恵器片44点が出土している。

④ l

45,Om

ゝ
―  

―

♀     1      千
m

第195図 第107号住居跡実測図

第110号住居跡 (第 196図 )

本跡は,G9f4区を中心に確認された住居跡で,第101号住居跡と西壁の部分が重複している。

跡が第101号住居跡を切って掘 り込まれていたが,重複部分の壁は検出できなかった。

口
|
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平面形は腐丸長方形を呈しており,規模は長軸3.割い,短軸2.99mです主軸方向lu・ N-4・一

Eぐある。壁はぅ重複部分以外1ま―良好な状態で残っておリー)垂直に立ち上がっていると壁高は船～40

cmで―あ―る。床はやや四凸があるも分の,全体的には平坦である。ビットは|,育壁中i史下に■か所

検出.され,径は20em,深さは27cmである。カマドは北壁の東寄りに構築されていたが,描部等は

残存せず!痕跡のみが確認できた。火床部は,長径34cHl,短経5aCmo惰口形を呈し,ロームをlll
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第1"図 第■0号住居跡実測図
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cm掘 り下げてある。

覆土は 4層確認され,遺構中央部には黒色上を多量に含む暗褐色上が 2層 ,壁近 くにはローム

粒子を中量含む褐色上が 2層 ,そ れぞれ堆積している。

遺物は,土師器の不 (1)が床面北東部から,土師器の甕 (4)がカマ ド前の床面からそれぞ

れ出土している。また,カ マ ド内からは,須恵器の蓋 (2)と 皿 (3)が出上している。他に,

土師器・須恵器片94点が出土 している。

2

0           10Cm

第197図 第110号住居跡出土遺物実測図

出土遺物観察表 (第 197図 )

版
号
図
番 器   種 法量 (cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

4

2

3

l 不

上 師 器

蓋

須  恵 器

皿

須  恵 器

甕

土 師 器

A(127)

B 40

A(113)

B 20

A(13_5)

B 17

C 86

B(98)

C 82

底音Ыま扁平な九底を呈し,なだら

かに体部に続く。体部はわずかに

内湾しながら外上方に開く。

天丼部は,丸 く浅い。つまみは,

扁平なボタン状を呈する。

底部は中央都がやや凹んだ平底■

外周都が高台状に削り残されてい

る。体音Ыま外反ぎみに外上方に立

ち上がり, 日縁端部を九くおさめ

ている。

底部は平底で,胴部は直線的に外

傾して立ち上がる。

底部はヘ ラ削 り,体言卜内・外

面は横ナデ調整。内面に漆状

の物質が付着す る。

天丼部は回転ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部 は,回転ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

胴部外面は斜位のヘ ラ削 り,

内面はナデ調整。底部は木葉

班罠。

雲母 。長石・砂粒

にない橙色

普通

長石 礫

灰 白色

普通

雲母・砂粒

灰責色

普通

石英・長石・雲母・

礫

にぶい褐色

普通

50%

内面黒色処理

50%

48%

30%
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第111号住居跡 (第 198図 )

本跡は,G9d3区 を中心に確認され,北東コーナー部は第90号住居跡と,南西コーナー部は第101

号住居跡とそれぞれ重複している。また,北西コーナー部には新しい境乱がみられる。 2軒の住

居跡の調査結果から,本跡が最も新しいと思われる。

本跡は切 り合いが多いため,プランの確認が困難であったが,残存壁から推定して平面形は方

形であったものと思われる。規模は,長軸3.15m,短軸3.10mで,主軸方向は,N-82°一Eであ

る。壁は垂直に立ち上がり,高さは10～ 39cmである。床は平坦で硬 く締まっているが,壁際はや

や軟らかである。ピットは, 2か所検出されている。PIは ,径・深さとも25cmである。P2は ,径

20cm,深さ28cmで,底面に雲母片岩の扁平な石が,すっぽりと埋めてあった。この石は柱の沈下

を防ぐ目的で利用したものと考えられる。同様の石は,Plの北東50cmの床面でも検出された。こ

ちらは柱穴状のビットはなく, ロームを石の厚みだけ掘り下げて埋め込み,石の上面と床面とが

同一レベルになるよう据えられていた。このような検出例は当遺跡では他になく,唯―の例であ

る。なお,Pこ とP2の間には,炭化物の層が認められた。

覆土は, 3層 に分けられる。 1層は黒色土を多量に含む暗褐色土, 2層はローム粒子及び同ブ

④
90

A24.9m

B¬ 旺 正 三 ≡ 王 垂 ≧ ≧ ≡ ≡ ゴ ≡ 垂 ≡ 三 ア

~
01

m

く

二

第198図 第111号住居跡実測図
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ロックを少量含む暗褐色土, 3層は炭化物を少量含む暗褐色上である。

遺物は前述の石の他,土師器・須恵器片 3点が 2層から出上している。

3 時期不明の住居跡

第17号住居LIt(第 199図 )

本跡は,H10c。区を中心に確認された住居跡である。しかし,確認できたのはカマ ド跡と思われ

る焼土の堆積 している部分 と,床の一部 とみられる硬 く締まった部分だけである。恐らく,ロ ー

ムヘの掘 り込みがほとんどない住居跡のため,表土除去の段階で大部分が消失してしまったもの

と思われる。きわめて不明な点が多いが,住居跡として掲載することにした。

遺物は出土していない。

i

I

I

1 //ノ¬ |
|  |    ヽ || ＼ヒ/…＼」 |

♀     1     †引

第199図 第17号住居跡実測図

第23号住居Ltl(第200図 )

本跡は,G10e6区を中心に確認された住居跡で,遺構の大半がエリア外のため,詳細は不明であ

る。壁は南東コーナー部でわずかに確認され,高さは14clllである。床は軟らかく,凹凸が多い。

ピット等は検出できず,不明である。

覆土は黒褐色土と暗褐色上がブロック状に認められ,それぞれハー ドロームブロックを中量含

んでいる。

遺物は全て覆土からで,土師器・須恵器片155点が出上している。
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l④ l

口
|

A24.9m

♀  ・  子m。
|

第200図 第23号住居跡実測図

第32号住居FFt(第 201図 )

本跡は,G9f4区 を中心に確認された住居跡で,非常に浅 く,北側の壁がわずかに残っているだ

けである。また,北西コーナー部で第33号住居跡と重複し,本跡が切られている。

平面形や規模等は,不明である。床と思われる部分は硬 く締まっているが, ピット等は検出で

きない。カマ ドが構築 されていたと思われる地点に,焼上が少量認められた。

覆上も残っておらず,観察できなかった。

遺物は,比較的少量で,土師器・須恵器片40点が床面から出上した。
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0             2m

第201図 第32号住居跡実測図

第89号住居跡 (第40図 )

本跡は,Fl釘2区に確認された住居跡乱 第68・ 70号住居跡と重複している。形状等から推定し

て,本跡が最も新しいと思われる。

いずれにしても,本跡は重複が多いため北西コーナー部だけしか確認されておらず,詳細は不

明である。壁は,確認できた部分では垂直に立ち上がり,高さは10clllである。床は平坦で,第70

号住居跡のカマ ド付近に本跡の貼 り床がわずかに残っている。

覆上は,焼土粒子を少量含む暗褐色上が堆積している。

遺物は極めて少量で,上師器・須恵器片 6点が床面から出上しただけである。

第93号住居跡 (第202図 )

本跡は,G9c2区を中心に確認された住居跡で与第 5号溝と東側で接している。

平面形は隅丸方形を呈し,規模は長軸3.38m9短軸3.16mで,主軸方向は,N-9.5° Wである。

北東コーナー部は,後世の撹乱を受けているが,それ以外の壁は良好な状態で検出でき,垂直に

立ち上がっている。壁高は,56cmである。床は平坦で,締まりがなく軟らかい。ピットやカマ ド,
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壁溝といった内部施設は全 く検出されていない。

覆土は 2層に分けられ, 1層はローム粒子・炭化物を少量含む暗褐色土, 2層 はローム粒子中

量,炭化物少量を含む黒褐色上である。

遺物は,出上していない。

本球は他の住居跡群とはいろいろな面で差異があり,他の住居跡と同一に扱うことは難がある

と思われる。

④ l

A25.Om

o              2m

第202図 第93号住居跡実測図

第94号住居LTt(第 147図 )

本跡は,F10j4区に確認された住居跡で,本跡の南西側の大半は第71号住居跡 と重複 し,本跡が

切られている。

本跡はカマ ド部から北東コーナー部にかけての部分 しか検出できなかったため,平面形や規模

等は不明である。主軸方向はカマ ドの痕跡から推定して,N-8.5°一Wと 思われる。壁高は,残存

部で 2～ 3 omで,壁溝は検出されなかった。床は平坦であり,それほど硬 くない。カマ ドは痕跡

のみであり,袖部や火床部も消失して,不明である。

覆土は,ロ ーム粒子を少量含む暗褐色上が10cmの厚さで堆積していた。

遺物は少量で,上師器・須恵器片30点が出上しただけである。
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第203図 第94号住居跡出土遣物実測図

出土遺物観察表 (第203図 )

図版
番号

器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調・焼成 備   考

甕

土 師 器

B 21

C(70)

底部片。底首印よ平底で,胴部は外

傾する。

胴音騨まヘラ削り調整。底部に

木葉痕が残る。

雲母・長石・礫

暗赤褐色

普通

10%

第105号住居Ltt(第 204図 )

本跡は,F9i6区 を中心に確認された住居跡で,南東部を第92号住居跡に切 られ,さ らに北側は地

境の溝によって切られている。

確認できた壁等からみると,方形を呈していたものと思われ,規模は東西間で3.42mで ある。

A25。2m                      __

B

0               2m

第204図  第105号住居跡実測図

主軸方向は,N-4°一Wである。壁

は,東及び南側の一部 しか残ってい

ないが,垂直に立ち上が り,高さは

15clnである。壁溝は残存壁部分にみ

られ,上幅25cm,下幅 9～ 17cm,深

さ10cmで ある。床は大変硬 く締まり,

平坦である。ピットは,径40clnの も

のが南東コーナー部近 くに 1か所だ

け検出できた。カマ ドは確認できな

かった。

覆上の状況は,床面までが浅いた

め,不明である。

遺物は,出上していない。
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第109号住居跡 (第 205図 )

本跡は,G9e5区 を中心に確認された住居跡で,第90号住居隊,第 5号溝と重複している。溝は

2軒の住居跡を切っており,本跡の床の一部は第90号住居跡の床面上に残っていたことから,第

90号住居跡が最 も古い遺構 と考えられる。

本跡で確認できた部分は,南東コーナー部 と南西壁の一部だけであるため,全体の形状は不明

である。床 もそのほとんどが消滅していたが,第90号住居跡との境界付近に本跡の貼 り床が残っ

ていた。ピットやカマ ドも確認できなかった。

覆土は遺構確認の時点で消失しており,観察できなかった。

遺物は極めて少量で,上師器・須恵器片15点が床面近 くから出土しただけである。

0              2m

第205図  第109号住居跡実測図

第 3節 土  坑

当遺跡では, 5基の上坑が検出されている。ここでは主な土坑について説明し,他は一覧表で

表示する。なお,調査時に地下式坑や井戸の一部も土坑 として扱ったため,土坑の番号は連続し

ていない。

第 2号土坑 (第208図 )

本跡は,H■ b2区 を中心に確認された土坑である。

平面形は長方形を呈し,規模は長軸2.36m,短軸1.64m,深 さ49cmである。壁は垂直に立ち上が
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り,上部はローム,下部は暗褐色を呈する粘土質の上から成っている。底面は壁下部と同一の粘

上質の上で,平坦である。ピットは,東壁及び西壁の中央部下端にそれぞれ 1か所,南壁中位の

やや東寄りに 1か所,計 3か所が検出されている。それぞれの径は30cm前後,深さは10～ 20cmで ,

いずれも土坑の中央部方向に傾 くように掘り込まれている。上屋の存在が推定できるが,簡単な

ものであったと思われる。

覆土は,大きく3層に分けられる。 1層は暗褐色土, 2層 はハー ドロームブロックを多く含む

にない黄褐色上、 3層はハー ドロームブロックと粘土ブロックを少量含む黒褐色上である。

遺物は少量で,覆土から土師器・須恵器片32′ミ,石 1′ミが出土している。

第 10号土坑 (第 208図 )

本跡は,F10f6区 を中心に確認された土坑である。

平面形は長方形を呈し,規模は長軸2.64m,短軸

2.23m,深 さ108cmである。北壁及び南壁は垂直に立

ち上がり,東壁及び西壁は外傾 して立ち上がってい

る。底面は 2段に掘 り込また,南西コーナー部を主

に全体の 4分の 1程が10～ 20cm下がっている。

覆土は, 自然堆積で, ローム粒子を含む暗褐色土

である。

遺物は大部分が土師器で,そ の出土状況に特徴が

みられた。すなわち,土坑の東側から投菜されたよ

うな状況がみられ,遺物が覆上の中ほどから上位に

集中して出上している。このことは土坑が廃棄され

た後,上砂が流入し,その後土器が投棄されたもの

と思われる。図示できた遺物は,土師器の甕 1点だ

けである。他に,土師器・須恵器片134点が出土して

いる。

出土遺物観察表 (第206図 )

0           10Cm

第206図 第10号土坑出土遺物実測図

版
号
図
香 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

甕

土 師 器

A 178

B 190

C 76

底部は平底で,胴部は内湾 しなが

ら立ち上が り,中位に胴部最大径

を有す る。 日頸言Ⅲま「 く」の字状

に外反す る。

口縁部内・外面は横ナデ調整。

他 は荒れていて調整痕不明。

石英・長看・雲母

にない褐色

普通 (2次 )

90%
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土坑一覧表

番号 位 置 長径 (軸)方向 平 面 形
規   模

壁  面 底  面
備  考
(出土遺物)長径×短径(m) 深さ(cln)

1

2

4

5

10

110a。

Hllb2

G10fl

Hll11

F10f6

N―-43°一―ヽ「ヽ

N-23°一W

N-80°一 E

N―-34°――W

(長方形)

長方形

不定形

長方形

長方形

(1.32)× 076

2.36× 1.64

2.27× 1.69

(1.95)× 1.88

264× 2.23

２０

４９

４７

２７

‐０８

糊
難
〃
細
難

型

翻

〃

〃

秘

Sl-7と 重複

ピット3

Sl-75と 重複
底面は一部深くな

る

第 4節 掘立柱建物跡

当遺跡から検出された掘立柱建物跡は, 1棟だけである。

第 1号掘立柱建物跡 (第207図 )

本跡は,G9gO区を中心に確認され,規模は東西 2間 (5.Om),南北 2間 (4.8m)の総柱の建物

跡である。

柱問寸法は,桁行は2.50m前後で,P5～ PSの間はやや長 く2.85mである。梁行は,2.30～ 2.50m

である。柱掘方は長軸0.90m程の隅丸長方形のものと,一辺0.80m前後の隅丸方形のものの 2種類

が認められる。柱痕跡は全ての柱掘方内に確認され,径20～ 25cm,深さ15～ 40cmである。Pl・ P2・

P8の柱痕跡は柱掘方の中央部に検出され,他は壁に寄って検出されるものが多い。

(外 面 )

0             10Cm

第207図 第 1号掘立柱建物跡出上遺物実測図

十
［
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生 24.2m

SK l

A250m     ml

SK 5

0               2m
SK 10

第208図  第 1・ 2・ 4・ 5・ 10号土坑実測図
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柱掘方内の覆土は, ロームブロックを多量に含む褐色上
。黒褐色上が 2～ 3層堆積している。

覆土はつき固められた痕跡が認められ,硬 く締まっている。

遺物は,P5の覆土から須恵器の不 (1)が,Psの覆土から土師器の小型甕 (3)と 須恵器の不

(2)が出土している。他に上師器・須恵器片16点が出上している。

出土遺物観察表 (第207図 )

第 5節 地下式坑

地下式坑は, 4基検出されている。 4基 とも第 3号溝に沿って検出されている。

第 1号地下式坑 (SK-6,第 210図 )

本跡はG9b7区に確認され,南側で東西に走る第 3号溝と接している。竪坑は南側にあり,主軸

方向はN-4°一ヽヽL主軸長は2.00mである。

竪坑は径 0。 90mの円形を呈し,深さは0.65mである。壁は,南及び北西側はオーバーハングして

いるが,その他は垂直に掘られている。底面は主室方向にゆるく傾斜している。主室は,長軸1.90

m,短軸1.20mの長方形を呈し,長軸は主軸と直交している。深さは1.00mで,底面は平坦である。

北壁と東壁はオーバーハングして立ち上がるが,南壁と西壁は垂直に立ち上がっている。

覆土は観察できなかった。

遺物は出上していない。

図版
番号

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備  考

2

1

3

j7N

須 恵 器

高 台付 郭

須 恵 器

甕

土 師 器

A 140

B 40

C 60

A(134)

B 55

C 80

A(■ 5)

B(76)

底部は平底で,体部は外傾して立

ち上がる。

底部は平底■ にハ」の字状に開く

高台がつく。体部は下位で「く」

の字状に届山した後外反ぎみに立

ち上がる。

胴部は内湾しながら立ち上がり,

日縁部1まかるく外傾する。

底言騨ま回転ヘラ削り後,部分

的に静止ヘラ削り,体部下端

はヘラ削り調整。

底部は回転ヘラ切り後ナデ,

体部下端は回転ヘラ削り詞

≧匿。

水挽き成形。

日縁部内・外面は横ナ几 胴

部中～下位は横位のヘラ削り

調整。

長石・石英・婁母

明褐灰色

普通

石英・ 長石

灰色

良好

雲母・砂粒

にない橙色

普通

70%

体部内・外面

に墨書 あ り

「 十 」

45%

20%
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0             2m

穀 00図 第 1号掘立柱建物跡実測図
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SV l

⑮  _|

A路 。m

生 231m

▲ 盗em

SV 21

第210図 第 1・ 2,3・ 4号地下式坑実測図

SY 4

0            2m
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第 2号地下式坑 (SK-7,第 210図 )

本跡はG9b9区 を中心に確認され,南側で第 3号溝と重複し,本跡が溝を切っている。竪坑は南

側にあり,主軸方向はN-15°一E,主軸長は2.20mである。

竪坑は長軸0.85m,短軸0.70mの隅丸長方形を呈し,深さは約0.80mである。壁は,南壁のみオ

ーバーハングしており,他は垂直である。底面は,中央部が10cm程 凹んでいる。主室は,長軸2.80

m,短軸1.80mの長方形を呈しているが,南側がやや張 り出している。北壁と東壁及び西壁の北側

2分の 1はオーバーハングしてお り,南壁は垂直に立ち上がっている。底面は平坦で,竪坑底面

より12～ 16cm下 がっている。壁直下には中 7 cm前後,深さ 5 cmの壁溝が全周している。壁溝が全

周している。壁溝が検出されたのは,本跡だけである。

覆土は,木根によって撹乱を受けてお り,堆積状況は不明である。

遺物は土師器・須恵器片62′ミが覆土から出上している。

第 3号地下式坑 (SK-9,第 210図 )

本跡はG9cO区 に確認され,西側は第 3号溝と重複 し,本跡が溝を切っている。竪坑は西側にあ

り,主軸方向はN-82°一W,主 軸長は2.15mである。

竪坑は長軸0.70m,短軸0.60mの長方形を呈し,深さは0.75mで ある。壁は外傾 して立ち上がり,

底面の東側 2分の 1は主室の底面とつなが り,段差は認められない。主室は長軸2.55m,短軸1.55

mの隅丸長方形を呈している。壁は外傾 して立ち上が り,底面は平坦である。

覆土は,大きく4層に分けられる。いずれもレンズ状に堆積しており,上層にはローム粒子,

焼土粒子を少量含み,中 。下層にはロームブロックを多く含んでいる。ロームブロックは,主室

の天丼部が崩落した時のものと思われる。

遺物は出土していない。

第 4号地下式坑 (SK-8,第 210図 )

本跡はG10el区 を中心に確認され,西側は南北に走る第 3号溝に面している。竪坑は西側にあり,

主軸方向はN-55°一E,主軸長は1.77mである。

竪坑は径0.85mの不整円形を呈し,深さは0.47mである。壁は垂直に立ち上が り,底面は主室の

底面に向かって傾斜 している。主室は長軸2.30m,短軸1.25mの長方形を呈 している。壁は垂直に

立ち上がり,底面は平坦で,竪坑の底面より約20cm下がっている。

覆土は,4層 に分けられる。 1層には黒色土,2層 にはロームブロックが多量に混入しており,

天丼部が一気に崩落して水平に堆積 したことが考えられる。 3・ 4層にはローム粒子が多く含ま

れている。

―-232-―



遺物は出土していない。

第 6節 井  戸

当遺跡からは, 8基の井戸が検出されている。検出位置をみると,遺跡中央部に 4か所集中し

て検出されたのをはじめ,南東部に 3か所,北端部に 1か所という状況である。調査時には,ほ

とんどの井戸で湧き水がみられた。

第 1号井戸 (第213図 )

本跡は,Hnel区 を中心に確認された井戸で, 2段に掘り込まれている。

開口部は径3.20mの 円形を呈し,遺構確認面から0.90mの 深さまで掘り下げ,さ らに底面中央部

を一辺1.70mの方形に,2.30m掘 り下げている。確認面から最深部までは3.20mである。方形の掘

り込み部の壁面は,崩落を防止するため木材を井桁に組んであったと思われ,その一部が残存し

ていた。なお,深さ2m以上の部分は土砂まじりの固い土となるため,素掘りであった。

遺構上部の壁がもろく危険なため, 覆上の観察は十分できなかったが,自然堆積と思われる。

全体に黒褐色上がみられ,上層には焼土粒子や炭化物を少量含み,中～下層には粘土ブロックを

含んでいる。

遺物は,土師器の17h(1),須志器の皿 (2),上師質の皿 (3)が覆土から出土している。他

に上師器・須恵器片491点が出上している。

-1 
＼ミ≪き手坐∈m♭¨

/ ＼、==_|

第211図 第 1号井戸出土遺物実測図

出土遺物観察表 (第211図 )

版
号
図
番 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

1 高 台付 不

土 師 器

B(22)

C(94)

底部片金 平底である。「ハ」の字

状に開く高台がつく。

底部はナえ 内面はヘラ磨き

調整。

長石・石英・雲母・

スコリア

にない橙色

普通

20%

内面黒色処理
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底部は平底■ 高さlcmの高台がつ

く。体部は内湾 ぎみに立ち上が り,

日縁苫Ыよわずかに外反する。

底部は平底で,体部は外傾して立

ち上がる。

砂粒

灰 白色

良好

スコリア・砂粒

浅い黄橙色

普通

第 2号井戸 (第213図 )

本跡は,H10as区 を中心に確認された井戸で,第20号住居跡の床を切って掘 り込まれている。

平面形は円形を呈し,規模は径1.05m,深さ0.80m以上である。本跡は第 1号井戸と異なり,円

筒状に垂直に掘 り下げられている。確認面下 lm付近から湧き水が多くなり,遺構全体の調査は不

可能であった。

覆土は観察できた部分は全て黒褐色土で, 1・ 2層は焼土粒子や粘土ブロックを少量含み締ま

っているが, 3層以下は焼土粒子を少量含み水分が多いため軟らかい。

遺物は出上していない。

第 3号井戸 (第213図 )

本跡は,G1016区 を中心に確認された井戸で,第 21・ 22号住居跡の床を切って掘 り込まれている。

平面形は円形を呈し,規模は径1.15m,深さ0。 80m以上である。断面は逆台形で,壁はかるく外

傾 して立ち上がっている。本跡も確認面下 lm付近で湧き水がみられ,それ以上の調査はできなか

った。

覆土は, 6層以上に分けられる。上層は暗褐色土,中～下層は黒褐色上が主で,いずれも焼土

粒子,炭化粒子を含んでいる。

遺物は出上していない。

第 4号井戸 (第213図 )

本跡は,G9a7区 を中心に確認された井戸である。

平面形は,楕円形を呈し,規模は長径1.47m,短径1.15m,深 さ1.35m以上である。井戸の掘 り

込みは 2段階になっており,1段目は確認面から1.20mの深さまで掘 り込み,2段目は 1段目の底

面の北西部を長径0.60mの楕円形に掘 り込んでいる。湧き水が多く,2段 目の深さは確認できなか

った。

覆土の上層は水平に,下層は垂直方向に堆積 している。この覆上堆積状況は,先に壁面が崩落

して下層に堆積 した後,そ の上部に上砂が次第に流入していったことを推定させる。

高 台 付 皿

須 恵 器

皿

土 師 質

A(152)

B(34)

C(59)

A(88)

B 16

C(62)

30%

内面黒色処理

45%

底部は回転ヘラ削り調整。

水挽き成形。

底部は回転糸切り,体部内・

外面は横ナデ調整。
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遺物は全て覆土からの出土で,土師器・須恵器片31点が出上している。

第 5号井戸 (第213図 )

本跡は,E9c4区を中心に確認された井戸で,遺跡の北根し,谷に向かって傾斜する地点に位置し

ている。

平面形は不整円形を呈し,規模は径2.85～ 3.15mで,深さは lm以上あるものと思われる。比較

04
5

% 0             10Cm

第212図  第 5号井戸出土遺物実測図
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的大型の井戸であるが, 2段掘 り込みはなされておらず,円筒状に近い断面形を呈する。ほとん

どの井戸に共通することであるが,本跡もlm程下げたところ湧き水が認められ,それ以上の調査

はできなかった。

覆土は 2層に大別され,`1層 はロームブロックを中量含む黒褐色土, 2層はハー ドロームブロ

ックを少量含む褐色上である。

遺物は,須恵器の甕 2点 (1, 2),土 師質の不 (3),支脚 (4),石底石 (5)が覆土から出土

している。他に土師器・須恵器片43点が出上している。

出土遺物観察表 (第 212図 )

第 6号井戸 (第214図 )

本跡はG9g3区に確認された井戸で,第33号住居跡と重複 している。新旧関係は明確にできなか

ったが,本跡の覆土上に床が残っていなかったことから,本跡の方が新 しいものと推定される。

本跡は 2段掘 り込みの井戸で,1段 目は一辺2.40mの方形を呈し,深さは2.10mである。2段目

は 1段目の底面中央部を円筒状に掘 り下げており,径1.15m,深さ1.15mで,確認面から最深部ま

では3.25mである。1段目の壁はロームと粘上であるが,2段 目は粘上が混入した硬い砂層である。

水は砂層部から湧いており,現在でも使用に耐える状態であった。

覆土は,褐色土や黒褐色上がブロック状に堆積していた。上層部には粘土ブロックが隻量に混

入しており,人為的に埋め戻 したことが推定できる。

遺物は,上師質の皿14点 (1, 2, 3, 4, 5, 6, 7)と 陶器の甕 2′ミ (8, 9)が覆土か

ら出上している。他に土師器・須恵器・土師質土器片54点が出上 している。

図版
番号

器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

2

3

4

5

l 甕

須  恵 器

甕

須 恵 器

不

土 師 質

支   脚

土 製 品

祗   石

石 製 品

B

C

B

C

(82)

(17 7)

(15 0)

(16 0)

A(122)

B 42

C(56)

高さ (94)

最大径 36

重量 1851g

長 さ (80)

幅  43

厚 さ 37

底～胴部片。底吉Ыま平底で,

は外傾して立ち上がる。

底～胴部片。底部は平底で,胴部

は外傾 して立ち上がる。全体にゆ

がみがみ られ る。

底部は平底で,体著blよ内湾 ぎみに

外上方に立 ち上がる。

支脚の一部全 円柱状 を呈す る。

砥石の一部で, 4面 が使用されて

いる。

胴部外面は同心円文叩き目,

同下端は横方向のヘ ラ削 り,

同内面はナデ調整。

胴部外面は同心円文叩 き目,

同下端は横方向のヘ ラ削 り,

同内面はナデ調整。

体部下端及び底部はヘ ラ削 り

調整。

水挽 き成形。

長石 砂粒

灰色

普通

長石・砂粒

灰色

音通

砂粒

灰黄色

普通

10%

20%

40%
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第215図 第 6号井戸出土遺物実測図

出土遺物観察表 (第215図 )

図版
番号

皿

土 師 質

皿

師 質

皿

師 質

皿

師 質

皿

師 質

皿

師 質

皿

土 師 質

A 76

B 16

C 49

A 80

B 18

C 49
A 80

B 18

C 44

A(76)

B 16

C(40)

A(76)

B 17

C(53)

A(80)

B 16

C(44)

A(76)

B 17

C(49)

内・外面ナデ調整。

内・外面ナデ調整。

内・外面ナデ調整。

内・外面ナデ調整。

内・外面ナデ調整。

内・外面ナデ調整。

内・外面ナデ調整。

砂粒・スコリア

橙色

普通

砂位・スコリア

にない橙色

普通

砂粒・スコリア

にない橙色

普通

砂粒・スコリア

にない橙色

普通

砂粒 'ス コリア

浅黄褐色

普通

砂粒・スコリア

橙色

普通

砂粒・スコリア

褐灰色

普通

底部は平底で,中 央部がやや凹む。

体音Ыよ外傾 して立ち上が る。

底都は平底で,体吉bvよ内湾 しなが

ら立ち上が る。

底音Ыま平底で,体部は内湾 しなが

ら立ち上がる。

底部は平底で,体吉Ыま内湾 しなが

ら立ち上が る。

底音Ыよ平底で,体部は外傾 して立

ち上がる。

底都は平底で,体音騨よ内湾 しなが

ら立ち上がる。

底部は平底で,体部は外傾 して立

ち上が る。

手 法 の 特 徴器 形 の 特 徴

―-239-―



内・外面横ナデ調整。飴釉。

器外面は荒いナデ調整。内面

に自然腕 かゞか る。

砂粒

にない赤褐色

良好

砂粒

にない褐色

良好

第 7号井戸 (第214図 )

本跡はG9g4区を中心に確認された井戸で,第 32・ 33号住居跡と重複し,本跡が床面を切って掘

り込まれている。

本跡は第 6号井戸と同様,方形の 2段掘 り込みの井戸と想定されるが,上部の壁が崩れたらし

く,現状では 3段に掘 り込まれた状態をみせている。開口部は径2.30mの 円形で,深さ1.15～ 1.60

mま では円筒に掘 り込まれ,その後,一辺1.30mの方形に0.60～ 0.90m掘 り下げられている。さら

に,一辺0.65mの方形に0.60m程掘 り込まれているため,確認面から最下段の底面までの深さは2.75

mである。本来は,確認面から約 2mの深さまでは方形に掘 り込まれていたと思われる。

覆土は,黒褐色土と暗褐色土が主に堆積 しており,大部分の層に炭化物を含んでいる。壁近 く

の層には,上部から崩落してきたとみられるロームブロックや粘土ブロックが混入している。

遺物は出上していない。

第 8号井戸 (SK-3,第 214図 )

本跡は,G10g2区に確認された井戸で,調査開始時には土坑としていたが,その後井戸と判明し

た遺構である。

2段掘 り込みの井戸と思われるが,出水がひどく, 1段 目の調査 しかできなかった。 1段 目の

平面形は円形を呈し,径3.05m,深さ0.50m以上であるものと思われる。ボー リングステッキを用

いて探査 したところ,2段 目の掘 り込みは長方形に掘られており,深さは lm以上あるものと推定

できる。

覆土は,人為的に埋め戻したと考えられ,黒褐色土や極暗褐色上がブロック状に堆積 している。

覆土上層には,青灰色の粘土ブロックが多量に混入しているのが認められた。

遺物は,土師器・須恵器片92点が覆土から出上している。

第 7節 溝

当遺跡からは,8条の溝が検出されている。各溝の時期や性格については,出土遺物も少なく,

不明な点が多い。なお,第 7号溝が欠番となっているが,これは後述するように第 7号溝が第 5

号溝と合流し同一遺構と判明したため,第 5号溝として説明したからである。

A(47,4)

B(64)

B(64)

C(186)

口縁部片で,端部近くで直角に届

曲した後,外上方に短く立ち上が

る。

底部片で平底である。体部は外傾

して立ち上がる。
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第 1号溝 (第 216図 )

本跡はGllg3区からHllb7区にかけて確認され,第 14号住居跡と重複 している。土層の観察から,

本跡の方が新 しいものと思われる。

本跡の調査は西側の一部であり,東側の大部分は調査区域外に延びている。確認された状況か

ら方形に回る遺構 と推定される。北端部のGllg3区から南東に28.50m延 び,Hllc5区 内で直角に北

東方向に向きを変え, 7mあ まり先で調査区域外に消えている。全長は35.50mである。溝の規模

は,Gllh3区で上幅2.90m,下幅1.00m,深 さ55cm,Hlla4区 で上幅2.70m,下 幅0.80m,深 さ70

cmである。底面のレベルは,北部で23.90m,中央部から南部で23.60mで あり,北から南に向けて

ゆるく傾斜している。断面は逆台形を呈 している。

覆土は,大 きく3～ 5層に分けられる。上層には炭化物や焼土粒子が少量含まれ,下層にはロ

ーム粒子や粘土ブロックが少量含まれ硬 く締まっている。

遺物は,土師器・須恵器片38点が覆土から出土している。

第 2号清 (第 218図 )

本跡はGllf2区からH10b3区にかけて確認され,第 21号住居跡,第 9号溝と重複 し,西端で第 3

号溝に合流している。土層からみて第21号住居跡よりは新 しいことがわかるが,第 9号溝 との新

旧関係は明確でない。

本跡の北東側の端部はGllf2区で,こ こから南西方向にほぼ一直線に延び,H10b3区に至ってい

る。全長は39.00mで ある。溝の規模はGngl区で上幅1.01m,下幅0.95m,深 さ15cm,G10j7区 で

上幅1.04m,下 幅0.93m,深 さ20cm,H10b4区 で上幅1.10m,下幅0.90m,深 さ17cmである。底面

のレベルは,北東部で24.35m,南西部で24.00mと 南西方向に向かって傾斜している。断面は皿状

を呈している。

覆土は, 2～ 3層に分けられる。いずれの層もローム粒子を多く含み,硬 く締まっている。

遺物は,土師質の皿 18′ミ(1～ 12),lTh25点 (13～ 24)が覆土から出土している。他に,土師器・

須恵器・土師質土器片280点が出土している。

出土遺物観察表 (第217図 )

図版
番号

器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調・焼成 備   考

ユ

2

Il

土 師 質

皿

土 師 質

A 84

B 19

C 44

A 82

B 20

C 44

底部は平底 で,体部はわずかに内

湾 しなが ら立ち上が る。

底部は平底で,体部は外傾 して立

ち上が る。体部下位 に稜 をもつ。

内・外面ナデ調整。

内・外面ナデ調整。

砂粒・スコリア

橙色

普通

砂粒

橙色

普通

100%

90%
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3     15

Is   7  18

2  3
第217図 第 2号溝出上遺物実測図

皿

師

皿

冑下

皿

師

A 83

B 19

C 46

A 71

B 39

A 79

B 20

C 40

底部は平底全 体部は内湾しなが

ら立ち上がる。

底著Ыま九底で,体部は内湾しなが

ら立ち上がる。

底部は平底で,体著騨よ外傾して立

ち上がる。

内・外面ナデ調整。

内・外面ナデ調整。

体部内面は横ナえ 他はナデ

調整。

砂粒

橙色

普通

砂粒・ スコ リア

橙色

普通

砂粒

橙色

普通
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皿

上 師 質

皿

土 師 質

皿

土 師 質

皿

土 師 質

皿

土 師 質

皿

上 師 質

皿

土 師 質

不

土 師 質

不

土 師 質

不

土 師 質

邪

土 師 質

邪

上 師 質

jTh

土 師 質

不

土 師 質

A 276

B 20

C 40

A(80)

B 17

C(50)

A(76)

B 19

C(35)

A(80)

B 18

A(72)

B 16

C(36)

A(76)

B 20

C(40)

A 82

B 18

C 4.1

A 122

B 33

C 60

A ■ 5

B 39

A ■ 3

B 34

C 66

A ■_9

B 32

C 57

A(131)

B 29

C(64)

A(111)

B 27

C(50)

A(106)

B 32

C(60)

底著Ыよ平底で,中 央部 はやや凹む。

体部は内湾 ぎみに立ち上が る。

底部は平底全 体部は外傾 して立

ち上が り,日縁部はわずかに外反

す る。

底音阿よ平底で,体部 は内湾 ぎみに

立ち上が る。体部下端に弱い稜 を

もつ。

底部は九底で,体部は内湾 しなが

ら立ち上が る。

底部は平底で,体部は内湾 しなが

ら立ち上が る。

底部は平底全 体言卜は内湾 しなが

ら立ち上がる。

底部は平底で,体部は内湾 しなが

ら立ち上が る。

底部は平底で,体部は内湾 ぎみに

立ち上がる。

底部は丸底全 体部は内湾 しなが

ら立ち上が る。

底著隅ま平底全 体部は内湾 しなが

ら立ち上がる。

底著騨まやや九みのある平底で,中

央部が厚い。体部は外傾 して立 ち

上が る。

底部は平底で,体音Ыま内湾 ぎみに

外傾 して立ち上が る。

底部は平底で,体部は器厚 を減 じ

なが ら外傾 して立ち上がる。体部

中位に稜 をもつ。

底部は平底全 中央部が凹んでい

る。体部は外傾 して立 ち上が る。

体部内面は横ナえ 他はナデ

調整。

口縁部内・外面は横ナデ,他

はナデ調整。

内・外面ナデ調整。

内・外面ハケロ状のナデ調整。

内・外面ナデ調整。

内・外面ナデ調整。

内・ 外面ナデ調整。

底部はヘラ削り,他はナデ調

整 。

内・外面ナデ調整。

底部及び体部下端はヘラ削り,

内面及び体部上端は横ナデ詞

る占。

内・ 外面ナデ調整。

内・ 外面ナデ調整。

体部上位は横ナデ,他はナデ

調整。

内・外面ナデ調整。

砂粒

橙色

普通

砂粒

橙色

普通

砂粒

橙色

普通

砂粒

にぶい橙色

普通

砂粒・スコリア

橙色

普通

砂粒・スコリア

橙色

普通

砂粒

橙色

普通

砂粒

灰白色

普通

砂粒

橙色

普通

砂粒

橙色

普通

砂粒

橙色

普通

砂粒・スコリア

淡い橙色

普通

砂粒・スコリア

橙色

普通

砂粒

淡い橙色

普通

100%

40%

45%

30%

40%

45%

65%

100%

95%

95%

80%

40%

40%

50%
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jTN

上 師 質

jTh

土 師 質

不

土 師 質

j7N

土 師 質

jTN

上 師 質

A(130)

B 33

C 70

A 129

B 35

C 69

A 122

B 30

C 56

A(116)

B 35

C(56)

A 122

B 37

C 50

砂粒

浅 い黄橙色

普通

砂→位

にぶい橙色

普通

砂粒

淡い赤橙色

普通

砂粒・ スコリア

にない橙色

普通

砂粒・スコ リア

浅 い黄橙色

普通

底著騨ま平底で,体部は外傾して立

ち上がる。

底言Ыま平底で,体部は外傾して立

ち上がる。

底部は平底で,体部は内湾しなが

ら立ち上がる。

底部は平底で,体を日ま内湾ぎみに

外傾して立ち上がる。

底部は平底で,体部は内湾ぎみに

外傾して立ち上がる。

休部上端外面は横ナデ,他は

ナデ調整。

内 ,外面ナデ調整。

内・外面ナデ調整。

口縁部内・ 外面は横ナデ ,

はナデ調整。

内・外面ナデ調整。

第 3号溝 (第 221図 )

本跡はG9b4区からH10b4区にかけて確認され,第 2号地下式坑,第 5号溝と重複 している。上

層の観察から,本跡が最も新 しいと思われる。

本跡はG9b4区で第 5号溝と合流しており,こ こから東方に延びてG9bO区に至る。ここで南方に

向きを変え,H10b3区 で東から延びてくる第 2号溝と合流した後第 9号溝とH10b4区 で合流して終

っている。全長は87.00mで ある。溝の規模はG9b5区で上幅1.20m,下幅0.90m,深 さ25cm,G9dO

区で上幅0.90m,下幅0.40m,深 さ35cm,H10b3区 で上幅1.20m,下幅0.90m,深 さ23cmである。

底面のレベルは,北部で24.50m,南部で23.60mと なり,南に向かって大きく傾斜 している。断面

は逆台形を呈している。

覆土は, 2～ 3層に分けられる。上層には焼土粒子やローム粒子を少量含み,下層にはローム

ブロックを少量含んでいる。

遺物は,土師器の不 (1),土師質の 17・ (2)が覆土から出上している。他に,土師器・須恵器

片134点が出上している。

出上遺物観察表 (第219図 )

版
号
図
番 器   種 法量 (cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

l 不

土 師 質

A 132

B 49

底部は九底で, 日縁部との境に稜

をもつ。日縁部は外反ぎみに内傾

して立ち上がる。

底部はヘ ラ削 り, 日縁部内・

外面は横ナλ 器内面はナデ

調整。

砂粒・雲母・スコ

リア

にない橙色

普通

90%
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第218図 第 2号溝実測図
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0              10cm

第219図 第 3号溝出土遺物実測図

第 4号溝 (第222図 )

本跡はG9c4区からG8f9区にかけて確認され

第35・ 93・ ■1号住居跡と重複 している。新旧

関係は明確でないが,各遺構の検出状況から

みて本跡が最も新しいと思われる。

本跡はG9c4区 で第 5号溝と合流してお り,

ここから南西方向に直線的に延び,G8f。区で

終っている。全長は24.60mである。溝の規模

はG9d3区で上幅0.90m,下幅 0。 35m,深 さ30

cm,G9el区 で上幅0.55m,下幅0.40m,深 さ35

cm,G8f9区で上幅0.45m,下幅0.35m,深 さ10

cmである。底面のレベルは北東部で24.50m,

南西部で24.20mで あり,南西に向かって傾斜

している。断面は皿状を呈している。

覆土は, 2～ 3層に分けられる。大部分は

褐色上で,ロ ーム粒子や砂粒を含んでいる。

遺物は全て覆土からで,土師器・須恵器片

49点が出上している。

0    1m

―

十

一



不

土 師 質

東端部のF10b5

区から西北方向に

直線的に延びてE9

j5区に至 り,こ こで

北西方向に向きを

底部は平底で,体部は外傾して立

ち上がる。

内・外面ナデ調整。A l1 4

B 23

C 69

第 5号溝 (SD-7を 含む,第223図 )

本跡は,第 5号溝及び第 7号溝として別々に調査を実施したが,G9b3区で合流したため同一の

溝と考え,第 5号溝とした。 7軒の住居跡と重複 しているが,すべて本跡が切っている。

本跡はG8e7区から北東方向に延び,G9b3区に至って直角に南東方向に向きを変え,その後G9f6区

で再度北東方向に曲がり,23m先で調査区外に消えている。なお,G9dO区で第 3号溝 とG9c4区で

第 4号溝とそれぞれ接続している。全長は54.00mである。溝の規模はG8e8区で上幅0.50m,下幅

0.15m,深 さ30cm,G9c4区 で上幅1.70m,下幅0.15m,深 さ25cm,G9d。区で上幅1.90m,下 幅0.20

m,深 さ65cmである。底面のレベルは東部で24.15m,西 部で23.30～ 23.40mと なり,全体 として

西に傾いている。断面は皿状を呈している。

覆土は, 2～ 5層に分けられる。各層ともローム粒子が含まれ,締まりがなく軟らかい。

遺物は出上していない。

第 6号溝 (第 224図 )

本跡はE9ci区か

らF10b5区 にかけ

て確認され 第55・

56・ 57・ 102・ 104

号住居跡と重複 し

ている。本跡は全

ての住居跡を切っ

て,掘 り込まれて

いる。

0              10Cm

第220図  第 6号溝出土遺物実測図

変え,E8c。 区付近で遺跡北側の谷津に流入していると思われる。E9h4区では,北東側から延びて

くる第 8号溝と合流している。全長は73.00mである。溝の規模はF10al区 で上幅2.30m,下幅0.70
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▲ 24.9m

m,深 さ90cm,E9el区で上幅2.10m,下幅0.25

m,深 さ72cmである。底面のレベルは東部で

24.90～ 24.95m,中 央 部 か ら 北 部 で

24.80～ 24.90mを示し,わずかではあるカヨヒ側

の谷津に向かって傾斜している。断面は逆台

形を呈している。

覆土は, 3～ 5層に分けられる。全体的に

ロームブロックを含んでおり,締まりがな く

軟らかい。

遺物は,須恵器の盤 (1)と 鉢 (2)が覆

土から出上している。他に,上師器・須恵器

片523点 が出土 している。

第 8号溝 (第225図 )

本跡はE10b3区 からE9h4区にかけて確認さ

れ,E9d9区で第98号住居跡と接している。

E10b3区 が本跡の東端部で,こ こから南西方

向に直線的に延び,E9d8区で南東及び南西に

2度屈曲し,そのまま南西方向に向かいE9h4

区で第 6号溝と合流している。全長は29.00m

である。溝の規模はE10b2区 で上幅0.85m,下

幅0.45m,深さ25cm,E9g6区で上幅1.10m,下

幅0.80m,深 さ30cmである。底面のレベルは,

屈曲部の東側では25。 10m,西側では25.30mと

なり,全体 としては東根Jのほうが低 くなって

いる。断面は皿状を呈している。

覆土は, 2～ 3層に分けられる。褐色土が

多く,各層ともローム粒子を多量に含み,硬

く締まっている。

遺物は全て覆土からで,土師器・須恵器片

168点が出上している。

出土遺物観察表 (第220図 )

一
７ｍ
３
郎
Ｃ

一

ギ

0         1m

ー

0           4m

第222図  第 4号溝実測図
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図版
番号

器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 偏  考

2

1 盤

須 恵 器

鉢

須 恵 器

B(25)

A(315)

B(74)

底部は平底で,「ハ」の字状に開 く

高台がつ く。体部は直線的に大 き

く外傾 して開 く。

胴部は直線的に外傾 して立 ち上が

り,日 縁部は「 く」の字状に屈曲

す る。 口縁端言Ыよ外上方に尖 る。

底部 は回転ヘ ラ削 り,高台は

横ナデ調整。

水挽 き成形。

】同音bタト面は絡ヒ位のロロき日, 同

内面は横位のナ云 口縁部内・

外面は横ナデ調整。

長石

にぶい黄色

普通

長石・石英・雲母

スコリア

にない黄橙色

普通

40%

10%

第 9号溝 (第 226図 )

本跡はF10,2区からH9f8区 にかけて確認され,第 24・ 78号住居豚,及び第 2号溝と重複している。

調査時の所見から, 2軒の住居跡よりも本跡の方が新しいと思われるが,溝との新旧関係は明確

でない。

本跡の北側は調査区域外のため不明であるが,第 5号溝と接続することが推定できる。F10j2区

から南東方向に直線的に延びてH10d5区に至り,こ こで南西方向に直角に向きを変え,H9f8区まで

続いている。全長は51.00mである。溝の規模はH10b4区で上幅0.80m,下幅0.40m,深 さ25cm,G9j4

区で上幅0.70m,下幅0.30m,深 さ25cmである。底面のレベルは,北部で24.00m,南部で22.90m

となり,南側に向かって大きく傾斜している。断面は逆台形を呈している。

覆土は 2層 で, ともに焼土粒子を少量含んでいる。

遺物は少量で,上師器・須恵器片22点が覆土から出上している。
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第 8節 ま と め

1 竪穴住居跡と出上遺物について

今回の調査で検出された住居跡は,こ れまで述べてきたように112軒である。これらの住居跡は,

出土遺物から次のようにI～ V期に分けることができる。

I期  6世紀後半

Ⅲ期  9世紀前半

V期 12世紀以降

H期  8世紀前半

Ⅳ期  9世紀後半

ここでは,各時期毎に住居跡と出土遺物について概観し,ま とめとしたい。

(1)I期 (6世紀後半)

I期に編年される住居跡は27軒で,遺跡全域から故在して検出されている。これらの住居跡は,

大きく遺跡の北側,及び西側,そ して南側の 3地域にグルーピングすることは可能である。各グ

ループは 9軒ずつの住居跡で構成されており,グループ間の時期差等は認められない。

I期の住居跡は,比較的大型のものが分く,最も大規模なものは第96号住居跡で,長軸7.09mを

測る。他の住居跡も,概ね一辺が 5～ 6m台 の規模を有している。最小の住居跡は第108号住居跡

で,長軸が3.93mである。

ピットは,主柱穴 4か所,出

入口に関連する柱穴 1か所の計

5か所検出されるのが基本であ

る。他の住居跡と切 り合ってい

たり,残存状況が悪かった住居

跡では 1か所も検出できなかっ

た例 もあるが, 大部分は 5か所

のピットが検出されている。第

75・ 108号住居跡のように, 1か

所だけしか検出されなかった住

居跡も認められる。

カマ ドは,北壁中央部に山砂

や粘上で構築されている。住居

跡の残存状態が悪いこともあり,

全体の形状がわかるカマ ドはな

く,袖部だけが残っていること

。
　
　
◇

（殻
⇔

回

０

　
　
　
　
◇

第227図  I期遺構配置図
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３

２

１

第228図  I期住居跡床面積 第229図  I期住居跡主軸方向

が多い。煙道の張り出しは,全体に弱く,平均すると40～ 50cmである。

主軸方向をみると,東に傾 く住居跡は 1軒 もなく,全て西に傾いている。特に西へ30～ 50°の間

に90%の住居跡が集中しているの力ヽ 大きな特徴である。

床面積は,30m2を超す住居跡が 3軒認められ,最 も狭い住居跡でも14.8m2である。該期の住居

跡の平均床面積は,24.3m2である。この数値は,後述するH期以降の床面積 と比べると, 2～ 3

倍に相当している。

出土遺物は全て土師器と言ってもよいほどで,わずかに混入したと思われる須恵器片があるが ,

図示できるものはない。器種 としては,lTh。 坑・高lTh・ 甕・甑の 5種類が出土している。

lThは九底で,口 縁部 と底部の境に稜を有している点が特徴である。口縁部の形状等から 5種類

に分類可能であるが、大きな差異は認められない。調整は, 口縁部内・外面は横ナデ,底部はヘ

ラ削り,器内面はナデ調整が基本である。

甕は大型と小型の 2種類が認められ, 口縁部はいずれも単純口縁である。胴部の調整は,縦方

向のヘラ磨きやヘラ削りが主である。

第230図  I期出土遺物
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甑は,底部全面が開孔する単孔式のものである。

I期の実年代 としては,出土遺物から 6世紀後半と考えられる。ただ,第 33。 63・ 68号住居跡

からはやや古い様相をみせる遺物が出土していることや,切 り合い関係から,他の住居跡よりも

多少先行することが推定でき, 6世紀中頃と思われる。

(2)H期 (8世紀前半)

H期に編年される住居跡は 6軒で,遺跡全域から′ミ在して検出されている。規模は I期より小

型になり,最大の第44号住居跡でも長軸の長さは5.70mである。他の住居跡は,一辺が 3～ 4m台

である。

ピットは I期同様 5か所検出された住居跡もあるが,不規則な位置に数か所検出されるか,あ

るいは全 く検出されない例が多くなっている。住居跡の規模が小さくなることと, ピットが明確

に検出できないという傾向は,H期以降, どの時期にも共通する現象である。これには,生活環

境や建物の構造的な変化が理由のひとつと考えられるが,現時点では,は っきりした根側はつか

めていないのが実状であろう。

カマ ドは,北壁中央部に構築されており, I期 と比べても大きな変化は認められない。

主軸方向は全体に西に傾 くが,特定の角度域に集中する傾向はみられない。

床面積は I期 と比較して大きな変化が認められ, I期 よりおよそ10ぽ少ない14.3m2が平均値で

ある。

遺物は,須恵器の量が増加 し

てくるが, まだ主体 となるのは

土師器である。上師器にはITh・

浅鉢 。甕がみられ,須恵器では

郭・蓋・長頸壷 。甑等がある。

土師器の不は,小型と大型の

2種が認められる。ともに九底

で,底部 と口縁部の境に稜がわ

ずかに残存し,小型不の口縁部

は直立,大型不の口縁部は外反

している。調整技法は両者とも

同一で, 口縁部内・外面は横ナ

デ,器内面は指頭あるいはヘラ

によるナデ,底部はヘラ削りで

ある。
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浅鉢は I期では出土しなかった器種で,底部から胴部に

かけて器壁を減じながら立ち上がり, 口縁菩凸でかるく外反

している。

甕はいわゆる「常総型」の甕で,長胴を呈し,胴部は縦

方向のヘラ磨き (あ るいはヘラ削り)が施され, 口縁端部

はかるくつまみ出されている。器壁は,非常に薄いものが

多い。この種の甕は,H期 からⅣ期まで連続してみられる

4

3

2

1

霞 H期

物Ⅲ期

5 10 15 20 25『 n2

第232図  H・ Ⅲ期住居跡床面積
が,Ⅳ期以後は消滅していくようである。

須恵器の不には,九底と平底のものがあ

る。底部の切 り離しは回転ヘラ切 りで,そ

の後回転ヘラ削りあるいは手持ちヘラ削り

で底部全面を丁寧に調整している。休部下

端のヘラ削りは,こ の段階ではほとんどみ
W

られない。

蓋は全てにかえりがみられ、天丼部と口縁部の境が屈曲している。つまみは,径が比較的大き

く高さが低い環状のものである。かえりのみられる蓋はこの時期までで,以後は消失する。

壺は比較的小型のもので,底部に低い高台がつき,肩部で「く」の字状に屈曲した後,上方に

開きながらのびる長頸がつくと思われる。この種の壺は,Ⅳ期まで存続しているようである。

甑については,県内では 9世紀初頭頃から出乳すると考えられており,本期のものとするより,

他遺構からの流入と考えた方がよさそうである。

H期の実年代としては, 8世紀前半と考えることができる。もちろん,細分化は可能であろう

が,重複している第101・ 110号住居跡の遺物をみても大きな隔たりは認められない。なお,第 53

号住居跡から出土した須恵器の蓋は,本期の遺物の中では最も古い形態を残しており, 7世紀代

鬱

V  峯 十

一

芹 |ニ

第233図  H期住居跡主軸方向

第234図  H期出土遺物
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まで遡る可能性がある。

(3)Ⅲ 期 (9世紀前半 )

Ⅲ期に編年される住居跡は, 8軒であ

る。これらの住居跡は,遺跡中央部から,

西側にかけて点在 している。重複してい

る住居跡は,一軒もない。

住居跡の規模は, H期 とほとんど同様
W

で,全体に小型である。一辺の長さは,

3～ 4m台 のものが多く,第 100号住居跡

だけ例外的に 5mを 越えている。また,最小の住居跡は,第 34号住居跡で長軸2.71mである。

ピットは,比較的大型の第56・ 100号住居跡では4～ 5か所検出されたが,他の住居跡では全 く

検出されないか,不規則な位置に 2～ 3か所しか検出されず, Ⅱ期と同様な傾向がみられる。

カマ ドの構築位置は,相変わらず北壁中央部であるが,第 25号住居跡ではやや西に片寄るよう

に,東 。西の何れかの方向に片寄る現象が認められるようになる。一般的に,時代が下るほど煙

道が壁外に大きく張り出すようになると言われているが,当遺跡では I期から後述するⅣ期まで

極端な変化はみられない。

主軸方向をみると, I～ H期よりも西への傾きは小さくなり,真北に近づきつつあることがわ

かる。

床面積はH期よりもさらに狭 くなり,平均H.2m2と ぃう数値である。況在の坪数に換算すると,

およそ3.4坪に当たり,一家族を4～ 5人 としてもかなり窮届であったろうと思われる。

Ψ   V

第235図  III期住居跡主軸方向

第236図  Ⅲ期出土遣物
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遺物は,土師器が少なくなり,須恵器が増加する。土師器は,lThがほとんど姿を消し,甕中心

の構成になり,須恵器では下の比率が増し,重・甕も出土している。

土師器の不は九底で,鬼高期以来の形状を残しているが, 口縁部と底部の境にみられた稜は消

失し,わずかにその痕跡を残すだけとなる。

鉢は,胴部が外イ頃して開くものと,直立ぎみに立ち上がるものがある。

甕は大型と小型の 2種があり,両者とも最大径を胴部上位に有し,調整技法も維位のヘラ磨き,

あるいはヘラ削りが主で, H期 と比較して目立った変化はない。なお,大型甕の口縁端部は外上

方につまみ出されているものが多い。

須恵器のJThは , H期でみられた丸底は消失し,平底が定着する。ただ, H期 とⅢ期では 1世紀

近い隔たりがあることから, H期からⅢ期に移行する間に平底化が定着したと思われる。底部は

ヘラ切り後,回転ヘラ削りあるいは 2方向の手持ちヘラ削りで調整されているが,底面中央部を

ヘラ切り離しのままにする不も出観する。休部下端は,回転ヘラ削りや静止ヘラ削りされている。

口径に対する底径比は,56～ 71である。高台付不もこの時期からみられるようになる。

こは大型と小型のものがあり,大型とはH期でみられた長頸こになると思われる。小型壺は残

存部の形状から,短頸の広口壺と推定される。

甕は,胴部が球状を呈し,内・外面に叩き目が残る。この時期の須恵器は焼成状態が良く,特

に不類は硬 く焼き締まり,叩 く

と金属的な音がするほどである。

本期は, 9世紀前半に位置づ

けることができる。

(4)Ⅳ 期 (9世紀後半 )

Ⅳ期は当遺跡の主体を成す時

期で,遺構・遺物 とも夕く,検

出された住居跡は40軒 である。

各住居跡は 1か所に集中するこ

となく,遺跡全体から検出され

ている。遺構数が多い割には重

複が少なく,第 10。 11号住居跡,

第72,73号住居跡の 2か所で切

り合いが認められるだけである。

住居跡の規模は,Ⅲ期 と比較

して大差はなく,わずかに刻ヽ型
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化する程度である。大型の住居跡でも一辺が 5mを越える程度で,大多数の住居跡は3m台に集中

するイ頃向が窺える。

ピットは,大型の住居跡では 4～ 5か所検出さ

れているが,大多数の住居跡では全 く検出されな

いか,不規則な位置に数か所検出されるだけであ

る。ピットの検出状況については, H期以降規則

的な位置に検出できない傾向が続いており,大型

と小型の住居跡では上屋構造に明らかな差異のあ

ったことが推定される。

カマ ドは,北壁中央部に構築されることが分い。

しかし,本期になって北カマ ドの原則が くずれを
第238図  Ⅳ期住居跡床面積

みせ,北東コーナー部近くに構築される住

居跡が出現する。第48号住居跡では東壁中

央部に認められ,第95号住居跡では北東コ

ーナー部と東壁中央部の 2か所に構築され

ている。いずれにしても, カマ ドの構築場

所が北側から東側に移動する傾向を認める w
ことができる。

主軸方向は,Ⅲ期までと比較すると大きな変化がみられる。西に傾 く住居跡が減少し,真北を

向く住居跡が極めて多くなる。さらに,こ れまでは東に傾 く例はごく少数であったが、本期では

25%に あたる10軒が東に傾きをみせるほどになる。カマ ドの構築場所も東側に移りつつあるが,

主軸方向も西向きから北及び東向きに変化してきていることがわかる。

住居跡の床面積はさらに狭くなり,平均102∬ になる。 I期の住居跡と比較すると,実に14.1

m2も 減少したことになる。

遺物は須恵器を主体とするが,HI期ではほとんど出土しなかった土師器のlThが再び増加する傾

向をみせる。土師器では,lTh・ 皿・鉢・甕が出土し,須恵器では,不・蓋・皿 。鉢・壺 。高
jTN・

甕・盤・甑が出土している。須恵器は,本期が最も夕種多様な器種構成を展開している。

土師祭のlThは ,平底のものと,高台付のものに大別できる。どちらも水挽き成形が施され,平

底のlThでは休部下端にヘラ削り調整のみられるものもあり,製作技法は須恵器のそれと同一とい

ってよい。高台は,全て付け高台である。

皿も高台の付 くものと付かないものがあり,高台の付かない皿は,体部が大きく開いて立ち上

がっている。この皿は,後述する須恵器の皿と合わせてⅣ期になって初めて出現する器種である。

3    6    9   12   15   18

第239図  Ⅳ期住居跡主軸方向

―-261-



蓄

V

第240図  Ⅳ期出上遺物

鉢はⅢ期と同じ器形を呈しているが,作りはやや雑になる傾向がみられる。

甕はⅢ期から継続する長胴の大型甕と,小型甕がある。大型甕は最大径を胴部上位に有し, 日

縁部がかるくつまみ出されている。小型甕も同様であるが,内・外面に輪積痕が明確に残り,器

形にもゆがみがみられるなど,鉢 と同じように粗雑な作りになってくる。
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須恵器の不は平底のものと高台の付 くものがあり,後者の方がやや大漆 りである。郭の口縁部

は,H期 では外反するものはわずかであったが,Ⅳ期になると急に増加する。底部の切 り離しは

全て回転ヘラ切 りで,その後一定方向あるいは多方向の静止ヘラ削りが施される。Ⅲ期までみら

れた回転ヘラ削りの技法は一部残るものの,ほ とんどその姿を消していくようである。なお,底

部周辺部のみヘラ削りを行い,中央部は切り離しのままの不が認められるようになってくる。休

部下端のヘラ削りも回転ヘラ削りはみられず,手持ちヘラ削りに変化する。底径比は40～ 56を示

し,Ⅲ期よりも底径が小さくなることがわかる。

蓋は,天丼部が平坦になり, 口縁端部が短く垂下する。

皿は本期になって新しく出既する器種で,高台の有無により2種類に分けられる。

鉢と甑は,両者とも形状はほとんど同一である。甑の底面は,中央と周辺部 4か所の計 5か所

開孔する。

甕は大型で,最大径を胴部上位に有し,内・外面に輪積痕を残している。本期の須恵器は器種

的には多様化する傾向をみせるが,焼成はⅢ期よりも不良で,灰白色や責褐色を呈するものが目

立ち,土師器と区別するのが困難な場合がある。

本期は須恵器等の編年から, 9世紀後半に位置づけられる。

(5)V期 (12世紀以降)

V期に編年される住居跡は,

23軒である。各住居跡は遺跡中

央部に集中して検出されたほか,

北端部にも2軒だけ検出されて

いる。遺跡中央部に検出された

住居跡は,東西に長い楕円形状

に配置されている。東側は調査

地域外のため明らかにはできな

いが,遺構の配置からみて連続

的に検出される可能性がある。

ただ,第 60・ 62号住居跡と調査

地域外との間におよそ10mの未

検出地があることから, ここに

は遺構が存在せず,集落の出入

口として利用されたとも推定で

きる。本期の住居跡は狭い地域
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に密集しているにもかかわらず,切 り合っている住

居跡は 1軒 もないことから,時期差はほとんどなか

かったものと思われる。

住居跡の規模をみると,何 らかの規格性があった

と言えるほど,同一規模の住居跡が目につ く。規模が

計測できなかった 2軒 を除くと,最大のものは一辺

の 長 さが348mで , 3.12～ 335m間 に11軒 ,

2.83～ 3.00m間 に 9軒 となり,平均の長さは約3.lm

である。 第242図  V期住居跡床面積

ピットは床面中央部に東西あるいは南北に並んで 2か所検出されるのが特徴で,撹乱等で 1か

所しか検出できなかったのは 1軒,全 く検

出できなかったのは 2軒である。第27・ 37

号住居跡のピットは円形ではなく,方形に

掘られている。この事実から,他の住居跡

のピットも,本来は方形を呈していたもの

がもっと存在したことが推定できる。   W

Ⅳ期までの住居跡には全てカマ ドがみら

れたが,本期では基本的にカマ ドは構築さ
第243図  V期住居跡主軸方向

れなかったと思われる。例外的に第62号住居跡では,東壁中央部にカマ ドが構築されていた。第

62号住居跡以外の住居跡は 2本のピット間に炭化物の層が薄く認められ,炭化物を観察すると,

植物質のものを燃やしたことがわかる。しかし,一般的な炉と違い,平坦な床面上から炭火物が

検出され,さ らに,炭火物のみで焼土粒子等は認められず,床面にも焼けた痕跡は残っていない。

以上の点から,火の使用は一時的なもので, しかも極めて短時間であったことが推察できる。カ

マ ドをもつ第62号住居跡でも,炭化物の層がピット間に検出されている。

主軸方向は, 2か所のピットを通るラインを主軸として分類すると,東西方向と南北方向の 2

種類に大丹Uで きる。南北のグループは,第 62・ 82・ 86・ 87'89'97・ 98号住居跡で,東西のグル

―狙 霧 騨作∞‥罰・ビ |フ
81 ・83・ 85'88。  103・ 106・ 107' 111

号住居跡である。主軸方向の違いが時

期差を表わすと仮定すれば,カ マ ドを

もつ第62号住居跡の属する南北のグル

ープの方がやや先行する可能性がある。

＼、_ lrャ
=タ

第244図  V期出土遺物
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床面積をみると,平均値が7.9m2であり,本期が最 も狭 くなっている。 I期の住居跡と比較すれ

ばその差は歴然としており,実に 3分の 1に相当する。 I期以来次第に減少してきた床面積であ

るが,V期 に至って最 も狭 くなったことになる。現場に立ってみると,「家族」が生活できたとは

考えられず,せいぜい 1人か 2人が限界ではなかったかという印象が強い。

遺物は,各住居跡から少量しか出土せず, しかも時期を推定できそうな遺物は極めて少量であ

る。土器類としては,底部に糸切 り痕を残す土師質のかわらけ (皿)が第84・ 88号住居跡か ら,常

滑系の壼が第83号住居跡から,他に古銭「大観通宝」 (1107年)が第92号住居跡から出土している

だけである。Ⅳ期までにみられた須恵器類が完全に姿を消していることから,Ⅳ期 とV期の間に

はかなりの時期差があったと思われる。

さて本期の実年代であるが,常滑系の壷が12～ 13世紀 と推定され,第 92号住居跡から出上 した

古銭 と併せて,12世紀以降と推定できるのではないだろうか。

ところで,本稿ではV期に編年した遺構を住居跡としての見解にたって記述してきた。しかし,

狭い地域に集中し過ぎていることや,出土遺物が極端に少ないこと等住居跡とするには多少無理

があることも事実である。これらの′くについては,次項で他地域の類例 と比較・検討してみたい。

以上,当遺跡で調査された住居跡について, I～ V期に分け時期毎に概観 してきた。その結果

は前述のとおりで, 6世紀中頃から人々が定住 し,集落が構成された。しかし, 7世紀に入ると

無人の野と化したことが想像され,新しく人々が再びその姿を当地にみせるのは 7世紀の終末か

ら 8世紀の前半であった。しかし,こ れも永 くは続かず, 9世紀の前半まで生活の痕跡は認めら

れなくなる。このような断絶の時期を経て,柴崎の集落が最盛期を迎えたのは, 9世紀の後半で

あった。時はすでに平安の世 となり,京の者Бでは華やかな貴族文化が展開されていた時代である。

そして,10世紀になると,集落を形成していた家々が急激に姿を消してしまう。その後,お よそ

2世紀の間静かな山野であった柴崎の地に,再度人々が姿を現わすのは12世紀を前後する頃であ

った。

住居跡一覧表

番 号 位  置 主軸方向 平面形
規 模

壁 床 力К2ド 時期
備  考

(出土遺物 )長軸×短軸(m) 深さ(cm)

Indl

lnd2

11lcl

110d9

N―-37°一―ヽlr

N-3°一 E

N-6°一W

N-86°一 E

(方形)

長方形

方 形

長方形

345× 304

393× 390

364× 316

4～ 8

17～ 28

17～ 21

一　　糊
　　範
　　　〃

・　　咄
　
　
翻
　　　〃

Ｎ

　

Ｎ

　

　

Ｎ

　

　

　

Ｅ

I

IV

IV

IV

SI-2・ 3よ り古し̂

sI-1と 重複
8 8■ Y

sI-1と 重複
11 lm2

9_8m2

―-265-―



番号 位  置 主軸方向 平面形
規 模

壁 床 カマド 時期
備  考

(出土遺物 )長軸×短軸 (m) 深さ(cm)

5

6

7

8

9

14

17

110b9

H10'7

110a。

Hllg7

Hllg9

Hllf9

H■ fa

Hlle8

Hlle4

HllC4

HlldI

H10d。

H10c。

H10bO

G105o

H10a8

N-7°一W

N―-32°一―ヽ たヽ

N-47°一W

N-13°一 E

N-25 5°一W

N-0°

N-3°一W

N-2°一W

N-31.5°一W

N-31.5°一W

N-18°一W

N―-50°――ヽ「ヽ

N-18 5°一W

N―-20°一―W

方 形

方 形

方 形

方 形

方 形

長方形

方 形

(方形)

長方形

方 形

(方形 )

方 形

3.95× 3.73

6,34× 6_12

257× 2.34

424× 4.14

427× 4.08

329× 2.92

263× 一

598× 5.51

4.33×

4.02×

5_21× 4.15

420× 3.86

2.99× 2.80

25-29

14--25

29

4´-10

39

14-20

18-20

10～ 16

8～ 16

23

6～ 17

3-12

11々-20

4

11～ 19

垂直

夕順

外傾

外傾

垂直

〃

垂直

糊

平坦

〃

凹凸

平坦

平週

傾斜

N

N

N

N

N

(N)

N

N

N

N

N

N

N

IV

I

IW

IV

IV

IV

I

I

I

IV

】

IV

IV

10 3nギ

4.6m2

6m2

SI―■より古い

12.3m2

SI-9。 ■より新し

し凸

SI-9よ り新 しく

SI-10よ り古い

29,7nギ

SD-1と重複

S116よ り新 し

SE-1よ り古ψヽ

SI-15と重複

16 6コギ

SE-2よ り古 い

7.5m2
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番号 位  置 主軸方向 平面形
模規

壁 床 カマド 時期
備  考

(出土遺物 )長軸×短軸(m) 深さ(cm)

G10i6

G10h5

G10e6

G10h4

G9ce

G10el

G9f。

G弱。

G9ga

G9f7

G9i6

G9f4

G9g4

G8g。

G9dl

G9bi

(N-47°一W)

N-0°

N-8°一W

N-27°一W

N―-89°――W

N-3°一W

N-86°一 E

N-19°一W

N-31°一W

N-21°一W

N-0°

N-21°一W

N-0°

(方形)

長方形

(長方形)

方 形

方 形

方 形

方 形

方 形

長方形

方 形

方 形

方 形

方 形

608× 5.76

4.39× 3.62

(5.03)× 4.36

2.94× 2.81

3.09× 一

2.90× 281

3.74× 3.68

3.14´-3.11

3.50× 3.45

6.08× 5.51

4.29× 4.11

2.71× 2.61

361× 3.55

3.35× 3.25

1～■

2´-10

0-14

10--20

43

16´-24

4^日 10

20

23´-29

18

0-12

8^-16

21

18

34

タト1罠

垂直

夕順

垂直

〃

平坦

凹凸

凹凸

平坦

〃

傾斜

N

N

N

NE

N

炭火物

N

N

N

炭化物

IV

V

V

IV

V

IV

IV

I

IV

I

I

V

SI-22, SE-3よ り

古い

SI-21よ り新 しく
SE-3よ り古い
12 6m2

SD-9と 重複
20.2m2

64m2

ピット2本の住居跡

SK-4と 重複

ピット2本 7.Om2

11 6m2

ピット2本 80m2

84m2

31.6m2

SI-33よ り古い

SI-32よ り新しい

14.8m2

5,7m2

SD-4と 重複
11 7m2

ピッ ト2本の住居
跡 と同類  9,Om7
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番号 位 置 主軸方向 平面形
模規

壁 床 カマド 時期
備  考

(出土遺物 )長軸×短軸(m) 深さ(cm)

G9al

F8i9

F8ie

G8b6

H8aっ

H8ca

H8cタ

H8c5

F9f5

G8f3

F8fO

F9c5

F9e4

F9be

F9eタ

F9c6

N-84°一 E

N-21°一W

N―-25.5°一―W

N-18°一 Vヽ

N―-48°――W

N―-27°  W

N―-23°――W

N―-50°――W

N-25.5°一W

N-7°一W

N-0°

N-55°一 E

N-0°

N-1°

N-32°一W

N-2°一W

― E

整

形

不

方

方 形

方 形

長方形

方 形

方 形

方 形

不 整
長方形

方 形

長方形

方 形

方 形

方 形

九

形
　
　
形

隅

方
　
　
方

丸

形

隅

方

3.33× 3.22

6.36× 6.04

3.56× 2.96

3.29× 2.95

4.55× 4.54

3.36× 331

312× 3

5,70× 5

417× 3.90

5.61× 5.09

3.45× 322

3.40× 3.24

3.84× 365

5,01× 4.72

4.78× 4

2.85× 2.76

40

22-39

30

0-10

28

32

29-41

20

47

16…-23

34

29

45

26

24

18

垂直

垂直

外傾

〃

垂直

〃

平坦

〃

〃

傾斜

平坦

傾斜

平坦

〃

〃

〃

炭化物

N

NE

N

N

N

N

N

N

N

NE

ES

N

NE

(N)

N

I

I

I

I

V

IV

IW

IV

IV

IV

IV

IV

Ⅳ

ピット2本の住居
跡と同類  89m2

SI-39よ り古しヽ

S138と 重複

73m2

16.6mB

9.2m2

7.8m2

12.3m2

24.5m2

7.4m2

SI-53よ り新しい

8.4m2

10.4コギ

19.6m2

SI―-54よ り古し再

5.5mB
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番号 位  置 主軸方向 平面形
規 模

壁 床 カマド 時期
備  考

(出土遺物)長軸×短軸(m) 深さ(cm)

F9d4

F9e6

F9aa

F9a。

F10a2

F8h9

F8h8

F10g4

F10h5

F10i2

F10h2

F10i二

F9i。

F10el

G10al

C10a2

N-0°

N-6°一 E

N-17° W

N―-40°一一ヽ「ヽ

N-15°一W

N―-18°――ヽlr

N―-86°――W

N-17°一W

N-43°一 E

N―-38 5°一―W

N-85°一 E

N―-29°――W

N-5°一E

N-18°一E

方 形

方 形

(方形)

方 形

方 形

方 形

長方形

方 形

方 形

方 形

方 形

隅 丸

長方形

方 形

3.49× 3.23

321× 308

409× 一

4.45× 4.08

4.79× 4

5.98×

298× 2.98

3.34× 2.67

3.12× 3.02

5.40× 5.38

2.96× 2.95

6.78× 6.76

3.64× 2.82

432× 415

4´ヤ10

32

44

38

57

30

23

23

10-25

27

21

10

垂 直

垂直

〃

〃

凹凸

平lH

〃

〃

平坦

NE

N

炭化物

NE

NE

N

炭化物

N

NE
ES

N

(N)

IV

IV

I

I

V

Ⅳ
　
　
Ｖ

Ｉ

　

　

Ｖ

I

IV

IV

I

SI-48と 重複

S151と 重複

7 5mB

SI-56よ り新 しい

SI-55と 重複

SD-6重複
16.9m2

SI-59と 重複

SI-58と 重複

ピッ ト2本の住居
跡と同類  8.lm2

7.5m2

ピット2本カマ ド

あり

76m2

24.5nギ

ピット2本
SI-65よ り新 しい
7_5m2
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番号 位  置 主軸方向 平面形
模規

壁 床 カマド 時期
備  考

(出土遺物)長軸X短軸(m) 深さ(cm)

F10i2

F10i2

F10j4

Hlli6

Hll17

Hllh5

Hlli2

H10h8

11lbl

H10e9

F9h8

F9i8

F9i8

G9ea

G9b6

G9b6

N―-43°  W

N-2°一W

N-13°一 E

N-0°

N-33°一W

N-34°一W

N―-40° 一W

N-8°一 E

N-60°一 E

N-1°一W

N―-90°

N-86°一W

N―-23.5°一―�V

N―-87°――W

N-15°一W

形

形

形

形

方

方

(方形)

方

方

方

方

方

隅 丸

長方形

(方形)

形

形

形

整

形

不

方

方 形

(方形)

(方形)

5.64×

330×

5.46× 5.31

460× 4.51

3_98× 399

554× 529

5.37× 531

390× 3.28

395× 一

3.54× 345

2_85× 2.77

3.13× 299

4.04× 4.03

283× 一

(4.08)× 3.89

10

15-33

30々-32

20-32

27

20´-34

18

6

20

5-10

32

23

30

38

25´-39

25-39

垂直

〃

糊

垂直

外傾

垂直

〃

平坦

〃

凹凸

平坦

〃

〃

傾斜

平坦

NW

N

〃

E

N

炭化物

〃

N

N

I

I

I

I

IV

IV

IV

IW

IV

V

V

[V

V

IV

ピット2本

74m2

SD-7と 重複
14 7m2

ピット2本

SI-34よ り新し▼ヽ

SI-83と 重複
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番号 位 置 主軸方向 平面形
規 模

壁 床 カマド 時期
備  考

(出土遺物 )長軸×短軸(m) 深さ(cm)

G9a5

F915

F9i4

G9a2

G9d6

G9d4

G9a7

F9h6

G9c2

F10j4

E10i3

E10g2

E10dl

E9d。

F9gっ

D9i。

N-85°一 Vヽ

N-0°

N-5° 一 E

N―-90°

N-2°一 E

N一-46 5° 一―W

N-22°一W

N-9.5°一E

N-9.5°一W

N―-8.5°一WV

N-28°一 E

N-33°一W

N-22°一 E

N-39°一 E

N-5°  W

N-13°一W

方 形

方 形

方 形

方 形

(方形)

(方形)

長方形

方 形

丸

形

隅

方

隅 丸
長方形

方 形

長方形

方 形

整

形

不

方

方 形

3.12× 2.91

2.97× 281

3.00× 2.91

314× 303

3.35× 一

661× (57)

326× 2.8

294× 2.79

3.38× 316

4.37× 3.47

7.09× 7.02

348× 3.08

3.35× 3.28

3.69× 3.45

5.30× 5,12

20

34´-37

20々-29

56

垂直

外傾

垂直

垂直

辮
範
　　
難

〃

垂直

〃

〃

平坦

傾斜

平坦

〃

凹凸

平坦

〃

災化物

N

NE

N

NE
ES

N

炭化物

NE

N

V

V

V

V

V

I

Ⅳ

　

　

Ｖ

IV

I

V

V

IV

ピット2本 7.4m2

ピット2本 7.3m2

ピット2本 7.4m2

ピット2本 75m2

ピット2本

SI-90よ り新しい

SI-89。 109SD-7よ

り古い

83m2

ピットト2本
S1105よ り新しい
7.2m2

8.lm2

SI-71と 重複

9.9m2

42 6m2

ピット2本 8.8m2

ピット2本 85m2

10.9コド

20.9m2
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番号 位  置 主軸方向 平面形
規 模

壁 床 カマド 時期
備  考

(出土遺物)長軸×短軸(m) 深さ(clm)

G9e3

E9g2

G9f6

E9g2

F9h6

G9a3

G9b3

E9i。

G9e5

G9f4

G9dB

G9f6

N―-25°――W

N-6°一W

N―-82°一―W

N-0°

N-4°一W

N-71°一 E

N―-86°――W

N-37°一W

(N-42° 一W)

N-4°一 E

N-82° 一E

N一-37°  W

方 形

方 形

方 形

(方形)

(方形)

形

　

　

形

方

　

　

方

方 形

(方形)

隅 丸

長方形

(方形)

5.46× 5.15

(510)× (5.00)

3.00× (281)

(556)× 一

3.42× (3.20)

3.12× 3.02

3.44× 3.30

3 393)く 3.86

3.85× ―

3 39× 2.99

15× 3.103

35-55

43

19

50

15

29^-40

10-39

20

垂 直

〃

垂直

〃

平坦

〃

〃

〃

平 坦

N

N

)t化4叛

NE

NE

炭化物

(N)

IV

V

I

Ｖ

　

　

　

Ｖ

I

V

I

SI-110。 111よ り

古い   22.lm2

SI―-104・ SD-6と
重複

ピット2本 SI一
■2・ SD-7と 重複

SI-102・ SD-6と
重複

SI-92と 重複

ピ ッ ト2本 8.2m2

ピット2本SD-7
と重複   91m2

SI-90。 SD-7と
重複   ■ .Om2

SI-101と 重複

8.4m2

ピット2本 SI―
90。 101と 重複

SI-103。 SD-7と
重複

2 カマ ドのないJヽ型住居跡について

前項で述べたように,当遺跡では原則としてカマ ドのない住居跡が23軒 (1軒だけカマ ドがある)

検出されている。これは,住居跡検出総数の約20%に あたり,比較的多い確認数と言える。本書

では住居跡として記述してきたが,カマ ドがなく,出土遺物も極めて少ない等住居跡以外の性格

を有する可能性もある。

この類の遺構は当遺跡だけで検出されているわけではなく,県内,あ るいは近県等でも類例が

報告されている。本項ではその類例を拳げ,比較・検討していきたい。
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(1)茨城県の検出例

尾島貝塚 (稲敷郡桜川村)…… 2軒

尾島貝塚からは,第 22。 23号住居跡の 2軒が検出されており, ともに方形を呈し,規模は3.8m

と4.7mである。床は平坦で,カマ ド・ピットは検出されていない。遺物は土師器の壺や石製模造

品等である。時期は古墳時代後期で,生活の場ではなく,祭扁この場ではないかと推定されている。

北新田A遺跡 (猿島郡総和町 )・……2軒 (上坑として報告されている)

北新田A遺跡においては,第 3・ 4号土坑の 2基が小型住居跡の様相を呈している。規模・形

状は,長軸3.lmと 3.2mで長方形を呈している。床は締まりがあり,ピ ットは 1～ 6か所である。

遺物は土師器が出土しているが,時期は明確でない。周辺には,10～ ■世紀の住居跡が検出され

ている。

弁ノ内遺跡 (土浦市)…… 1軒

弁ノ内遺跡では,第 2号住居跡の 1軒だけ検出されている。長軸は3.2mで,長方形を呈し,床は

硬い。ピットは,南西コーナー近 くに 1か所検出されている。遺物は土師器・須恵器片で, 9世

紀末に推定される。

鹿の子 C遺跡 (石岡市 )・・…・1軒

鹿の子 C遺跡では,第 135号住居跡が検出され,一辺3.9mの方形を呈している。ピットは,各 ヨ

ーナー付近に 4か所検出されている。遺物は土師器片が少量出上しただけで,時期は明確でない。

周辺の住居跡は, 8～ 9世紀代のものである。当遺跡は,多量の漆紙文書が出上したことで知ら

れている。

鹿の子 AttLTI(石 岡市)……5軒 (竪穴状遺構として報告されている)

鹿の子A遺跡では 5軒検出され,第 11。 15。 23・ 27号住居跡は方形,第 13号住居跡は長方形を

呈し,規模は2.6～ 3.7mである。2か所以上のピットを有する遺構は 2軒で,他は全 くないか,1

か所だけある。床は硬 く締まり, 遺物は出土 しないか, ごく少量の上師器・須恵器片がみられる

程度である。時期は10世紀代に比定され,機能 としては倉庫,あ るいは作業場的なものと考えら

れている。

砂川遺跡 (水戸市 )・……6軒 (竪穴状遺構として報告されている)

砂川遺跡では 6軒検出されており,第 3～ 7号住居跡は長方形,第 8号住居跡は方形を呈し,

規模は2.5～ 2.9mである。ピットは 1～ 4か所検出され,長軸線上に並ぶ傾向がみられる。床は,

硬 く踏み固められている。遺物はほとんど出土せず, ごく少量の上師器・須恵器片がみられるだ

けである。時期は周囲の住居跡 (全て国分期 )と 同一 と考えられ,倉庫あるいは作業場と推定され

ている。
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廻り地 A遺跡 (竜ケ崎市 )・―・・5軒以上 (土坑として報告されてお り,詳細は明確でない)

廻 り地A遺跡では全て土坑として報告されており,詳細は不明であるが, 5軒以上あるものと

思われる。形状は方形と長方形の 2種が認められ,規模は2.2～ 3.7mである。床は平坦で硬 く締ま

り、ピットはほとんど検出されていない。ピットが検出された遺構では,長軸線上に並漆傾向が

みられる。遺物は出上していない。

以上が県内で検出された類例であるが,カマ ドが付設されず, ピットや遺物も少数 しか検出さ

れないため,住居跡ではなく,土坑として報告されることが分いようである。したがって,現時

点では見落としていることが多く,各報告書を丹念に調べれば, さらに類例が増加するものと思

われる。

ところで,やや大型の住居跡でカマ ドが付設されない住居跡も数例確認されている。例えば ,

つ くば市の下広岡遺跡では長軸 7mの長方形を呈する住居跡が検出され,長軸線上にピットが並ん

でいる。時期は国分期 と推定されている。龍ケ崎市の屋代 B遺跡 H・ IH区では長軸7.5～ 8.5mの長

方形を呈するもの 2軒,楕円形を呈するもの 1軒が検出されている。床は硬 く,遺物は少量であ

る。時期は中世 と推定されている。これらの住居跡は規模が大きいだけで,他の状況は小型の住

居跡とよく類似 してお り,推定時期 もほぼ同時期である。

(2)千葉県の検出例

井戸向遺跡 (八千代市 )・……8軒 (上坑 として報告されている)

井戸向遺跡では 8軒検出され,長方形を呈するもの 5軒 (P008・ 015・ 016・ 022・ 026),方形

を呈するもの 3軒 (P013・ 014・ 021)である。規模は1.8～ 2.4mで ある。ピットは, P016号遺構

だけ 3か所検出され,他は認められない。床は踏み固められた痕跡はなく,軟らかい。遺物は極

めて少量で,時期や性格は不明であるが,周囲の状況から平安時代の可能性がある。

北海道遺跡 (八千代市 )・……4軒

北海道遺跡では 4軒検出され,D066'052・ 007は方形,D100は 長方形を呈している。規模
`よ

2.2～ 3.5

mである。床は軟弱で,ピ ットは検出されていない。時期は明確でないが,平安時代 と推定されて

いる。

千葉県では, この他にも伊篠白幡遺跡,椎名崎遺跡等で類例が報告されている。いずれも平面

形は方形あるいは長方形を呈し, ピットは長軸線上に並ぶものが多い。遺物は例外なく少量で,

時期は 9～ 11世紀 と推定されている。

(3)東京都の検出例

落川遺 跡 (日 野市 )。……本報告がなされておらず詳細は不明であるが,夕数検出されている。

落川遺跡からは多数の遺構が検出されているが,その詳細は明確でない。遺構の平面形は,方

形あるいは長方形を呈し,規模は 3～ 4mの ものが多い。ピットは検出されないことが多いが,2
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～ 3か所検出される例 も認められる。遺構によっては,床面に小規模な炉が確認されることがあ

る。落川遺跡では, これらの遺構は全て住居跡として調査され,時期は平安時代後半の11世紀代

としている。

上野原遺 跡 (調布市 )・……2軒 (土坑として報告されている)

上野原遺跡からは, 1・ 2号土坑の 2基が検出されており, ともに長軸1.7mの長方形を呈して

いる。ピットは,床あるいは壁上端に数か所検出されている。遺物は,土師器・須恵器片がごく

少量出土しているだけで,時期は不明である。他の遺構 も含めて,広義に歴史時代 と推定されて

いる。

武蔵国分寺 跡 (国分寺市 )・……2軒 (土坑として報告されている)

武蔵国分寺跡からは,SK 17・ 19の 2基が検出されている。 2基 とも長方形を呈し,長軸 1.5・

1.7mである。類似の遺構は他にも多数認められ,いずれも床面にピットはなく,遺物も出上して

いない。時期は平安時代 と推定されている。

(4)神奈川県の検出例

千葉地東遺 跡 (鎌倉市 )・……4軒 (竪穴状遺構あるいは土坑 として報告されている)

千葉地東遺跡からは, 3軒の竪穴状遺構 と 1基の上坑が検出されている。規模等をみると,長

軸2.6～ 4.7mの長方形を呈してお り,内部に木材の残っている住居跡もある。床は平坦で,ピ ット

はなく,遺物はかわらけや木材が少量出土している。時期は,14～ 15世紀 と推定されている。

鳶尾遺 跡 (厚木市)…… 1軒

鳶尾遺跡からは,86号竪穴住居跡として 1軒だけ検出されている。一辺が3.lmの方形を呈する

住居跡で,床は平坦である。床の南側中央部にピットが 1か所だけ検出されている。遺物は,土

師器・須恵器片と火熱を受けた礫が少量出土している。時期は,不明である。

宮久保遺跡
(if)(綾
瀬市)…… 7軒 (竪穴状遺構として報告されている)

宮久保遺跡 Hか らは,方形を呈する住居跡 5軒 (SX01～ 05),長方形を呈する住居跡 2軒 (SX06・

07)の 計 7軒が検出されている。ピットは,SX01では四壁に沿って 7か所検出されているが,他は

全 く検出されていない。遺物は,土師器・須恵器片・及び青磁片が少量出土している。時期は13～ 15

世紀と推定され,カマ ドはもちろん炉も認められないことから,仮設的な建物跡と推定されてい

る。

(5)埼玉県の検出例

若宮台遺 跡 (児玉郡上里町)…… 4軒 (住居跡 1軒,上坑 3基として報告されている)

若宮台遺跡からは,第48号住居跡,第 1～ 3号土坑の 4遺構が類似の住居跡として検出されてい

る。平面形は全て長方形を呈し,規模は2.8～ 3.7mである。第48号住居跡からは,ピ ットと炉跡と

みられる焼上が検出されている。遺物は全体に少量であり,第 1号土坑からは自然石が出上して
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いる。時期は,10～ 11世紀と推定されている。

台耕地遺跡 H(大里郡花園町 )・……1軒

台耕地遺跡では,第 97号住居跡が検出され,長軸3.75mの長方形を呈している。床はやや凹凸が

認められ, ピットは検出されない。遺物は,鉄製紡錘車や羽釜が出上している。時期は,10世紀

末頃と推定されている。

白鳥田遺 跡 (行日市 )・・… 2軒

白′亀田遺跡からは,3・ 4号住居跡の 2軒が検出されている。2軒 とも方形を呈し,規模は3.85・

4.Omである。床は平坦で,ピ ットは 2～ 6か所検出されている。遺物はほとんど出土していない。

(6)洋馬県の検出例

株木遣 財 (藤岡市 )・……1軒 (竪穴状遺構 として報告されている)

株木遺跡では,第 1号竪穴遺構が検出され,平面形は長軸2.4mの長方形を呈 している。床は中

央部がやや高 く,周辺部は低 くなり, ピットは検出されていない。時期は奈良 。平安時代で,作

業場か倉庫 と推定されている。

小角田前遺 跡 (新田郡尾島町)…… 6軒 (竪穴遺構 として報告されている)

小角田前遺跡からは, 6軒確認されており,こ のうち形状のわかる住居跡は 5軒で,方形を呈

するもの 1軒 (1号竪穴),長方形を呈するもの 4軒 (2～ 4・ 6号竪穴)である。各遺構の規模は,

2.8～ 3.5mである。床は平坦で,ピ ットは 1～ 2か所ずつ検出されている。遺物は,ほ とんど出土

しない。時期は古墳時代後期から奈良時代と推定され,住居跡の可能性を残しつつも別の性格も

想定できるとされている。

(7)栃木県の検出例

猿山遺 跡 (宇都宮市 )・……2軒

猿山遺跡からは,1-2号 住居跡と1-20号住居跡の 2軒が検出され,2軒 とも長方形を呈し,

規模は3.45'3.55mである。床は比較的硬 く,平坦である,ピ ットは,1-2号住居跡の東壁下に 1

か所だけ検出されている。遺物は,土師器・須恵器片が数点出上している。時期は, 9世紀前半

頃と推定される。

下古館遣 跡 (河内郡南河内町)……遺跡は数区に分かれており,H区 では16軒検出されている。

(方形竪穴遺構 として報告されている)

下古館遺跡からは,多 くの遺構が検出されている。遺構の形状は長方形を呈するものが多く,

規模は 3～ 4mである。他遺跡と異なる′くは,コーナー部に方形の張り出しを有することである。

ピットは,長軸あるいは短軸方向に並んで検出されることが多く,その掘 り方は方形を呈してい

る。ピットの底面には,根石が置かれていた痕跡が認められる。床は平坦で硬 く締まっており,

炉状の浅い掘 り込みを有する遺構 も確認されている。遺物は,上師器・須恵器片や常滑片などが
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少量出上している。時期は,14世紀を中心にその前後と推定されている。

赤塚遣 跡 (下都賀郡岩舟町)…… 9軒 (方形竪穴遺構 として報告されている)

赤塚遺跡からは, 9軒検出されている。形状は不整なものが多く明確ではないが,長方形を呈

するもの 6軒 (1。 2・ 4・ 6～ 8号方形竪穴),方形を呈するもの 3軒 (3・ 5。 9号方形竪穴)である。

規模は,1.8～ 2.6mである。床は平坦で硬 く,ピ ットは 1～ 3号方形竪穴を除き,壁際に数か所検

出されている。炉 と思われる落ち込みがコーナー部に検出された住居跡が, 2軒認められる。ま

た,壁の一部やコーナー部が外に張 り出すものが 7軒ある。遺物は,土師質土器が少数出土して

いる。時期は,15～ 16世紀頃と推定されている。遺物の貧弱さから住居跡の可能性はうす く, 9

世紀以降の住居跡構造の変化の延長線上として考えるか,あ るいは番屋・貯蔵小屋などの特殊遺

構かと推定されている。

(8)住居跡の特徴

カマ ドのない小型住居跡の関東地方における類例について述べてきたが,当遺跡で検出された

住居跡と類似の住居跡との共通点をまとめてみると,

①平面形は方形が基本である。他の遺跡では長方形が主になるところもある。

②規模は3m前後である。他の例をみても3mぐ らいのものが多い。

③床は平坦で,硬 く締まっている。千葉の例では,軟弱な傾向が窺える。

④ピットは 2か所で,東西又は南北線上に並ぶ。千葉や東京では, ピットの検出できない住居跡

が多い。ピットの掘り方は円形を呈するが,方形の場合も認められる。栃木では,検出された

ピットは全て方形を呈している。

⑤ピット間に,炭化物の層がうすく堆積している。住居跡によっては,床をやや掘り下げて炉の

ようになっているものもある。栃木や埼玉,千葉,東京の例では炉跡状の掘り込みが壁に寄っ

たところにあることが分い。神奈川では,炉やそれに類するものは検出されていない。

⑥ 2か所のビットを結ぶラインを主軸と考えれば,主軸方向は,東西あるいは南北の方位線上に

ある住居跡が多い。

⑦出土遺物が非常に少なく,上師器や須恵器の破片が少量出土するぐらいである。時期を推定で

きるような遺物は,ほ とんど出土していない。遺物の少ないことから遺跡によっては住居跡と

せず,上坑あるいは竪穴遺構として処理している例もある。

③住居跡同志の切り合いは1例 も認められない。もちろん, カマドをもつ住居跡とは切り合いが

認められるが,そ の全てでカマドのない住居跡が切っており,最も新しい時期の住居跡である。

この点も,他の遺跡と共通する特徴である。

③住居跡の分布は,遺跡内でも比較的高い地点にあり,東西に長い楕円形状に,集中して分布し

ている。
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住居跡の推定時期 と形状
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⑩栃木県の下古館遺跡では, 2軒隣接して首まれる傾向があると指摘されている。当遺跡でも,

遺跡北側に 2軒検出されたように, 2～ 3軒を 1単位としてとらえることは可能である。しか

し,全ての住居跡に当てはまるわけではない。

①23軒の住居跡が,比較的隣接して営まれていながら,切 り合いが認められないという事実から,

同一時期,あ るいは夕少の年代差はあっても極めて短期間のうちに形成された集落であったこ

とが推定される。

(9)住居跡の分類と今後の課題

カマ ドのない小型住居跡を分類・整理する上で,い くつかの観点が考えられるが,こ こでは平面

形状を基本にし, ピットや炉の有無を考慮して分類した。なお,長軸と短軸の差が長軸の10%以

内のものは,全て方形とした。

※ 1出入口(外又は内側に張 り出す部分)の認めら

れる住居跡は,平面形のアルファベットに「
′
」

を付 した。

※ 2平面形が長方形で, ピットがなく,炉が検出

された住居跡は,「 B2a」 というように表記し

た。

上記の分類法で,今までみてきた各県の類例を概観してみる。

茨城・……A la・ B lb類の 2種が多い。他に Bア・C類が少数ながら検出されている。当遺跡では,

大部分の住居跡がAla類に分類される。

千葉……B2b類が多く,ピ ットや炉のある住居跡は極めて少数である。Bア類が 1例だけ認めら

れる。

東京…… B2b類が比較的多く, B la類や B2a類 も少数ではあるが検出されている。

神奈川…B2b・ B lb類が多く,A・ D類は少数である。炉が検出された住居跡は 1軒 もない。

埼玉……B2b類が比較的多いが,B lb類 , B la類 も検出されている。

群馬……B2b・ B lb類だけで,他の種類は今のところ検出されていないようである。

栃木……B′ lb類が極めて分いのが特徴である。地域の特色と言ってもよく,他には茨城で数例

認められるだけである。 B la類 も検出されている。

こうして概観してみると,地域により特色のあることがわかるが,全体的にB2b類が多いとい

う点が特徴である。しかし,北関東の茨城 。栃木ではB2b類 は少数で,こ の種類は南関東に多く

検出される傾向がある。また,全体にA類の少ないのも特徴と言えよう。千葉では,ややA類が

認められるが,やはりB類の方が分い。A類が極めて分いのは茨城で,中でも当遺跡においては

大部分がA類であり,特異な例と言える。ピットは,B類に身く検出され,長軸線上あるいはそ

平 面 形 ピット 炉 (炭化物 )

方 形・……A 有………1 有……… a

長方形……B 無………2 無・………b

楕円形…… C

不定形……D
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れに沿って掘 り込まれている。栃木・茨城においてはピットの平面形が方形で,一部に根石を使

用している例が確認されている。床面から炉 (炭化物)が検出される住居跡は,全体の 2割 ぐらい

である。この′ミでも当遺跡の住居跡は例外で,ほ とんどの住居跡から炭化物の層が検出されてい

る。神奈
'I卜

群馬においては,炉は検出されていない。このように大雑↓巴な分類をしただけでも,

地域差や内部施設の違いを提えることができる。

現時′ミでは調査例 も少なく,多 くを論ずることはできないが, とりあえず各地域の類例 とその

特徴等を概観 してきた。

最後に,各地域の住居跡を時期毎に模式図的に表示し,整理 しておく。なお,こ こでの時期は

報告書に記載されている時期,あ るいは報告書から読み取れる時期である。住居跡の時期を断定

できるだけの遺物が出上していないことが特徴のひとつでもあり,表示した時期は,周囲の遺構

及び遺物から推定した年代である。 したがって今後の新知見により,前後する可能性を含んでい

る時期であることを御4A4い ただきたい。

こうしてみると,茨城・千葉 。東京での調査例はほぼ平安時代の住居跡であることがわかる。

神奈川や栃木は,中世～近世にかけての住居跡が多くなる。最 も古い例 として,埼玉で 6世紀後

半に推定される住居跡が検出されている。

いずれにしても,カマ ドのない小型住居跡は平安時代に集中する傾向がある。その中でも,方

形で炉が検出される住居跡は11世紀代に身く認められる。

以上,当遺跡で検出されたカマ ドのない刈ヽ型住居跡について,近県の調査例 と併せて比較検討

してきた。報告書によってはこの種の遺構を住居跡として理解 しない例 もみられるが,こ れまで

の調査状況から住居跡として位置づけてもよいと考えられる。当遺跡の遺構 も,明確な床, ピッ

ト,短期間ではあっても火の使用が窺える炭化物の検出, 1例だけであるがカマ ドが付設されて

いる例のあること等,住居跡としての要素を備えていると言える。時期については前項で触れた

ように,12世紀以降と推定できる。

最後になったが,狭い地域に密集して検出されながら切 り合いがない点や,住居跡としては出

土遺物が極端に少なく,長期間火を使用した痕跡がないことや,建物内の調理場や地下式坑など

と関連づけて考える見方もあり,今後の解明を待つべき′点が多く残されている。また,平安時代

から中。近世にかけての住居跡では平地式住居跡との関 連も問題になり,上屋構造の解明をも含

めて追求していかなければならないであろう。
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住居跡変遷図

７□
1.  古墳時代 (後期 )
2. 奈良時代
3～ 5。 平安時代 (前半 )
6～ 7.平安時代 (後半 )

～中世

注

(1)茨城県教育財団「尾 島 貝 塚」 (茨城県教育財団文化財調査報告第46集)1988年

は)   〃   「北新田A遺跡」 (   〃      〃   第38集)1986年

儡)  〃  「弁 ノ内遺 跡」 (  〃     〃  第43集 )1987年

141    〃   「鹿の子 C遺跡」 (   〃      〃   第20集 )1983年

(0    〃   「鹿の子A遺跡」 (   〃      〃   第16集 )1982年

俗)   〃   「砂
'H遺
跡」 (   〃       〃   第16集 )1982年

0)   〃   「廻 り地A遺跡」 (   〃      〃   第15集 )1982年

俗)千葉県文化財センター「八千代市井戸向遺跡」1987年

o)    〃    「八千代市北海道遺跡」1985年

10 日野市落川遺跡調査会「日野市落川遺跡調査概報 H」 1982年

Cり 調布市深大寺町上野原遺跡調査会「上野原遺跡」1986年

OD 武蔵国分寺関連遺跡調査会「武蔵国分寺跡関連遺跡調査報告」1985年

10 神奈川県立埋蔵文化財センター「千葉地東遺跡」1986年

10 神奈川県教育委員会「鳶尾遺隊」1975年

10 神奈川県立埋蔵文化財センター「宮久保遺跡 H」 1988年

10 埼玉県埋蔵文化財調査事業団「若宮台」 (埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第28集 )1983年

lo       〃      「台耕地 H」 (   〃       〃   第33集 )1984年

lo       〃      「白鳥田遺跡」 (   〃      〃   第54集 )1985年

10 群馬県藤岡市教育委員会「株木遺跡」1984年

一-281-一



9① 群馬県埋蔵文化財調査事業団「小角田前遺跡」1985年

9D 栃木県教育委員会「猿山遺跡」1981年

9か 栃木県文化振興事業団「自治医科大学周辺地区下古館遺跡」1986年

90 栃木県教育委員会「赤塚遺跡」1981年

90 福田健司「古代から中世へ」 (東京考古 4)東京考古談話会1986年

3 その他の遺構について

(1)土坑

土坑は 5基 しか検出されず,時期や性格を明確にできるものは少ない。第 2号土坑は貯蔵用 と

しての性格が考えられるが,竜ケ崎市の屋代 B遺跡や南三島遺跡 3・ 4区等で検出されている墓

墳的な性格も推定できる。第10号土坑は,本来の目的での利用がなされなくなった後,土器捨て

場 として使われたものと思われる。

(2)掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は 1棟だけ検出され, 2間四方の総柱の建物である。一般的に総柱の建物跡は倉

庫 と考えられており,本跡もそのような性格の建物跡と考えられる。時期については,柱痕内よ

り須恵器の不が出上しており,こ の不が第Ⅳ期に編年できることから,9世紀後半 と推定できる。

(3)地下式坑

4基検出されている。いずれも第 3号溝に面して,あ るいは接して竪坑が掘 られている。地下

式坑は検出位置が遺跡の中央部で,かつ集中して構築されていることから,一定の地域に構築す

るという意識があったと思われる。この種の遺構を墓獲と考えるならば,所かまわず構築される

ことはなかったと考えられ,「墓域」が設定されていたものと思われる。

(4)井戸

井戸は, 8基検出されている。開口部の平面形をみると,円形を呈するもの 6基,方形を呈す

るもの 2基に分けられる。また,円筒状に掘 り下げられるものと, 2段に掘 り下げられるものも

認められる。大部分の井戸は調査時に湧き水があり,現在でも利用できる程で,水位は使用され

ていた頃のレベルと大差ないものと推定される。井戸の中には人為的に埋め戻されたものがあり,

この場合の埋土は土砂の他に必ず粘土が使われていた。この粘土は,井戸を掘った時に出た粘土

を利用したものと思われる。あるいは現在でも井戸を埋める場合に息抜き穴と称するものを残す

習慣があるように,当時は粘上で埋め戻すことに何らかの意味があったのかもしれない。ところ

で井戸が構築された時期であるが,住居跡との切 り合い関係から,上限はⅣ期以降であることが

わかるが,下限についてははっきりしていない。しかし,井戸の形状や出土遺物からみて,V期

まで下ることはないと思われる。

―-282-―



“

)1驚

溝は81条機出|されてい.るが,時期や性格は碗確ではない..しかしt,滞は全ての地遺騰を切れて

掘つ―込まれているこ―とから,最J新しい時期に掘られたことが推定できる。第1号溝は方形に角

回すること|が予想され 他の博とは性格が異なるものと思われる。第2号浦の常西端付近からは,

1主師1質土器(かわら
'す

)が集中して出としてお9,その出土状況から―一驚して投葉されたことが確

定できる●第6号薄II大規模な構の‐部と
―みられ 調査区域かに大―き(筵びてぃると思われる。
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第 4章 柴崎遺跡 H区 (II-1)
当遺跡の調査は,昭和62年度 と63年度にわたって実施された。本書では,62年度の調査結果を

報告する。なお,調査手順の相違により同一の遺構番号があるため,62年度は 1次区,63年度は

2次区とし,H-1・ H-2と 呼称することにする。

第 1節 竪穴住居跡

古墳時代の住居跡

第10号住居跡 (第248図 )

本跡はF417区 を中心に確認された住居跡である。

平面形は方形を呈し,規模は長軸6.00m,短 軸5.50mで,主軸方向はN-85°一Wである。壁は

外傾して立ち上が り,高さは40cmである。壁溝は全周しており,上幅15cm前後,下幅 8～ 10cm,

深さ 4～ 8 cmである。床は平坦で,硬 く締まっている。ピットは 8か所検出されている。位置か

らみて,Pl・ P3・ P6・ P8は主柱穴,P2は 出入口に関するピットと考えられる。主柱穴の径は33～ 52

cm,深さは19～ 27cmである。南東コーナー部に検出されたP4は貯蔵穴と思われ,径55cmの 円形を

呈し,深さは42cmである。床の西側,P6と P8の 間に炉が認められた。炉は長径97cm,短径66cmの

楕円形を呈し, ロームを 8 cm掘 り込んだ地床炉である。炉の底面は,赤 く焼き締まっている。

覆土は, 3層に分けられる。上位の 2層は焼土粒子と炭化物を少量含む黒褐色土, 3層 は暗褐

色土で,含有物は上位 2層 と同じである。

遺物は全て土師器で,不 (1)・ 高不 5点 (2, 3, 4, 5)。 小型重 (6)・ 鉢 (7)。 甕 3点 (8,

9,10)である。小型壺は西壁寄 りの床面から,甕は西壁と炉の間の覆土から,そ れぞれ出上して

いる。また高lThや鉢は,炉周辺の床面及び覆土から出上している。他に,土師器片298点が出上し

ている。

出土遺物観察表 (第 247・ 248図 )

版
号
図
番 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 焼成 備   考

1 不

土 師 器

A(140)

B(34)

底部は丸底で, 日緑都との境に弱

い稜を有する。日縁部は外傾する。

底部はヘ ラ削 り, 日縁部内・

外面横ナデ,器内面はナデ調

整。

長石・雲母

明赤褐色

普通

10%
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第246図 第10号住居跡実測図
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高   不

土 師 器

高   不

土 師 器

高   不

土 師 器

A(200)

B(128)

B(132)

B(140)

C 141

不都は底部 と口縁部の境に明確 な

稜 を有 し,日綴 きЫま外反 ぎみに大

きく開 く。脚部は直線的に外下方

に下が り,端部は欠損 している。

不部は底部 と口縁部の境にあまい

稜 を有 し,日縁部は外傾 して開 く。

脚部は内湾ぎみに外下方に下が り,

端部は欠損 している。

不部は底部 と日縁部の境にあまい

稜 を有 し,日 縁部は外傾 して開 く。

脚部は内湾ぎみに外下方に下が り,

「 く」の字状に屈曲 して大 きく開

く。

不部片である。底部 と口縁部の境

にあまい稜 を有 し,口 縁部は外傾

して開 く。

底部は平底全 胴部は算盤玉状 を

呈す る。 日縁部は井傾 し,端部は

尖 る。

胴部は内湾 しなが ら立ち上が り,

回縁部は外傾す る。

胴部は球形を呈 し,日 縁部は外傾

して立ち上がる。口縁部端は尖 る。

底部は平底全 胴部は球形 を呈 し

ている。

底部は平底で,胴部は算盤玉状 を

呈する。 日縁部 は外傾 して立ち上

がる。

杯部の 回縁部内・外面横ナデ ,

内面はヘ ラナデ,脚部外面は

ヘ ラナデ,内面は指頭による

ナデ調整。

不部内・外面はナ∴ 脚都外

面はヘ ラナ∴ 内面は指頭に

よるナデ調整。

不部 内・外面はナデ,脚部外

面はヘ ラナデ,内面は指頭に

よるナえ 先端部はハケロ詞

葛魯。

外面はヘラナえ 内面は荒い

ナデ調整。

底部はヘラ削り,胴部上半は

ナえ 下半はヘラ削り, 日縁

部内・外面は横ナ几 器内面

はヘラナデ調整。

胴部内・外面はナ几 口縁部

内・外面は横ナデ調整。

日縁部内・外面は横ナデ,他

は磨滅がひどく調整痕不明。

器内 ,外面ともナデ調整。

胴部外面はハケロ調整後,上

位はナデ,中 ～下位はヘラ削

り,同内面はナえ 底部近く

はハケロ,日縁部内・外面は

横ナデ調整。

雲母

にない桂色

普通

長石・スコリア・

石英

にない橙色

普通

雲母・石英・長石

明赤褐色

普通

長石 する実・雲母

明褐色

普通

長石・石英・雲母

橙色

普通

長石・石英・雲母

にない赤褐色

普通

長憑・憑央・雲母

橙色

普通

長石・石英・雲母

にない赤褐色

普通

砂粒・パミス

にない橙色

普通

高   不

土  師 器

上 師 器

鉢

土 師 器

甕

土 師 器

甕

土 師 器

甕

土 師 器

A(189)

B(5,4)

A 92

B 88

C 36

A(230)

B(8,9)

A 158

B(125)

B(206)

C(54)

A(168)

B 22,1

C 55
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第 12号住居跡 (第 249図 )

本跡はG5b。区を中心に確認された住

居跡である。地形の関係で北西側 2分

の 1は消失しており,調査できたのは

南東側だけである。

平面形は方形を呈していたと推定さ

れ,規模は計測できた部分で3.40mであ

る。主軸方向は不明である。壁は外傾

して立ち上が り,高さは20cmである。

壁溝は認められない。床は平辺で,ピ

ットはない。南西コーナー部には貯蔵

穴が検出され,楕円形に掘 り込まれて

いる。規模は長径 106cm、 短径82cm,深

さ22cmで ある。北壁寄 りの床の一部が

焼けていたが,その性格は不明である。

覆土は 2層から成 り, 1層 は焼土粒

子を少量含む黒褐色土, 2層はローム

粒子を含む暗褐色上である。

遺物は,土師器の不が覆土から,上

師器の甕 3点 (3)が南東コーナー部近

くの覆土から,同 じく上師器の鉢 (2)

が南東ヨーナー部の床面から,それぞ

れ出上している。他に,上師器片18点

が出土している。

0              10Cm

第248図 第10号住居跡出土遺物実測図(2)
出土遺物観察表 (第250図 )

版
号
図
番 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

1 不

土 師 器

A(120)

B(37)

底部は九底で, 日緑部との境に稜

を有する。日縁都は直立する。

磨滅 してお り調整痕不明。 砂粒

にぶい黄橙色

普通

5%
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鉢

土 師 器

甕

土 師 器

不

土 師 器

不

上 師 器

不

土 師 器

不

土 師 器

鉢

土 師 器

A(120)

B 80

B(312)

C 81

E 288

底部は九底で,口縁部との境に稜

を有する。日縁言日よ内傾する。

底部は平底で,胴部は内湾 しなが

ら立ち上が り,中位に胴部最大径

を有す る。

口縁部内・外面は横ナデ ,

はナデ調整。

磨滅 してお り調整痕不明。

底部はヘ ラ削 り,日縁部内・

外面は横ナデ,器内面はヘ ラ

磨 き調整。

底部はヘ ラ削 り, 日縁部内・

外面は横ナデ,器内面はナデ

調整。

外面はヘ ラ削 り,内面はヘ ラ

ナデ調整。

底部はヘ ラ削 り, 日縁部内・

外面は横ナデ,器内面はナデ

調整。

底部はヘ ラ肖Uり , 日縁音h内・

外面は横ナデ,器内面はナデ

調整。

スコリア・長石・

雲母・石央

にぶい橙色

普通

長石・石英・雲母

明赤褐色

普通

第15号住居跡 (第 251図 )

本跡は F5d4区 を中心に確認された住居跡である。

平面形は方形を呈し,規模は長軸6.55m,短 軸6.10mで,主軸方向はN-50°一Wである。壁は

外傾 して立ち上がり,高さは20cmである。壁溝は全周し,上幅12～ 25cm,下幅 5～ 18cm,深 さ 5

～14cmで ある。床は平坦で,硬 く締まっている。ピットは 6か所検出されている。位置からみて,

Pl,P2・ Ps'P6が主柱穴と思われ,それぞれの径は56～ 68帥,深さは41～ 65cmである。PaoP4は

南壁中央部下に検出されており,出入口に関連するピットと思われる。カマ ドは北壁中央部に構

築されていたが,袖部や火床部の掘 り込みは認められず,煙道の張り出しは50cmである。

覆土は 2層で, 1層は暗褐色土, 2層 は黒褐色上で, ともにローム粒子を含んでいる。

遺物は,土師器の不 5′ミ(1, 2, 3, 4)・ 甕 2′ミ(9,10)が カマ ド周辺の覆土から,土師器

の鉢 (5)が南西コーナー部の覆土から,土師器の高lTh(6)及 び須恵器の提瓶 (8)が北西コーナー

部の覆土から,須恵器の慮 (7)がPlの底面から,支脚 2点 (12)が カマ ド内から,それぞれ出上し

ている。他に,上師器・須恵器片270点が出上している。

出土遺物観察表 (第 252・ 253図 )

備   考図
番

A(132)

B(39)

A(140)

B(30)

B(40)

底吉Ыよ九底で, 日緑部との境に明

瞭な稜を有する。口縁部は直立す

る。

底部は九底で, 日緑部との境に明

瞭な稜を有する。口縁部は直立す

る。

底部片で,九底である。

底部は九底全 国縁部は短く内湾

する。

底部は半球形を呈し, 日縁部は短

く直立する。

雲母・ スコリア

にない赤褐色

普通

雲母

黒褐色

普通

砂粒・雲母

褐色

普通

砂粒・ スコリア

橙色

普通

長看・石央・雲母

に景い褐色

普通

A(156)

B(37)

A ュ92

B(87)

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴
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ー

第253図 第15号住居跡出土遺物実測図(2)

魅

須 恵 器

提

須  恵

B(75)

E 102

A(85)

B(152)

E 165

底部は九底で,胴部は内湾しなが

ら立ち上がり,上位に胴部最大径

を有する。口縁部は欠損している。

孔径は1 5cIE。

体部は球形を呈し,最大径は中位

にある。口縁部は外傾し,端部で

わずかに上方に屈曲する。

底部はヘラ削り,胴部下半は

回転ヘラ削り,上半はナデ調

整。開孔部周辺には,タール

状の物質が付着している。

体部前面はナデ,側面はヘラ

ナデ及びヘラ削り調整。体部

背面は平坦で木葉痕が残る。

砂粒

灰 白色

普通

長石・石英

灰 自色

普通

80%

70%瓶

　
器
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甕

土 師 器

甕

土 師 器

甕

土 師 器

支   脚

土 製 品

A(208)

B 351

C(128)

A 27,1

B 283

C 83

B(217)

C(90)

E(262)

全長 105

径   55

重量 1995g

底部は平底で,胴部は外傾 して立

ち上が り,上位 に胴部最大径 を有

す る。 口縁部は短 く外傾す る。

底部は平底で,胴部は内湾 ぎみに

立ち上が り,上位に胴部最大径 を

有する。 口縁部は短 く外反する。

底～胴部片。底部は平底で,胴部

は内湾 ぎみに立ち上が り,中位 に

胴部最大径 を有す る。

支脚の一部で,円柱状 を呈 してい

る。

胴部下位はヘ ラ磨 き,上位及

び内面はナデ調整。

底部はヘ ラナデ,胴部下位 は

ヘ ラ磨 き,上位及び内面はナ

デ,日 縁部内・外面は横ナデ

調整。

底部はナデ,胴部はヘ ラ磨 き

調整。

砂粒・ _‐母

褐色

普通

長石・石英

浅い責橙色

普通

長石・石英・雲母

橙色

普通

第16号住居跡 (第255図 )

本跡はF6fl区 を中心に確認された住居跡で,遺構確認の段階で床が露呈し

てしまい,壁やカマ ドの大部分が消失している。さらにカマ ド南側は撹乱

を受けている。

平面形は方形を呈し,規模は長軸6.35m,短軸5.98mで,主軸方向はN一

45°一Wである。壁は北東コーナー部付近でわずかに確認でき,高さは15伽

である。壁溝は撹乱部分を除き全周しており,上幅14～ 25cm,下幅 7～ 15

cm,深さ 6 cmである。床は北側に傾斜しているが,本来の床は南側の一部

で検出されただけである。ピットは 5か所検出され,Pl・ P2・ P4・ PSが主

柱穴と思われる。南側に位置するP2'P4は径60～ 61cm,深 さ33～ 35cm,北

側のPl・ P5は径32～ 44cm,深 さ30～ 31cmである。カマ ドは,北壁中央部に

構築されていたが,痕跡のみ確認できた。 第254図

第16号住居跡出上遺物実測図
覆土は消失していて不明である。

遺物は,支脚がカマ ド内より出土し,他に土師器・須恵器片29点が出上している。

出土遺物観察表 (第 254図 )

-

図版
番号

器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

1 支   脚

土 製  品

全長 57

径  53

重量 1373g

支脚の一部全 断面は隅丸方形を

呈している。
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奈良・平安時代の住居跡
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第 1号住居跡 (第 25G図 )

本跡はG4bl区を中心に確認された住居跡で,第 2号住居跡と南側で重複している。床の状態や

土層からみて,本跡の方が古いと思われる。

平面形は方形を呈し,規模は長軸3.39m,短軸3.10mで,主軸方向はN-20°一Wである。壁は

重複している南壁及び東壁の南側を除き,垂直に立ち上が り,高さは35cmである。重複部分の壁

は,床から 2～ 4 cmの高さまで検出できたが,上部は消失している。壁溝は西壁下のみで検出さ

れ,上幅 8～ 13cm,下幅 4～ 8 cm,深 さ 3 cmである。床は粘上が混入したロームで,平坦である。

ピットは 3か所検出され,径は42～ 63cm,深 さは10～ 22cmである。ピットの検出位置からみて,

3か所とも主柱穴と思われる。カマ ドは北壁中央部に山砂で構築されているが,袖部は残ってお

らず,火床部の掘 り込みもない。煙道は壁外に35cm張 り出している。

覆土は極暗褐色土だけがみられ,多量の黒色上が混入していた。

遺物は,上師器の甕 3点 (1, 2, 3)が カマ ド前面の覆土から出土している。他に,土師器・

須恵器片103点が出土している。

ヽ`
~

0           10cm

第257図 第 1号住居跡出土遺物実測図

3
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出土遺物観察表 (第 257図 )

図版
番号

器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・娩成 備   考

2

1

3

寮

土 師 器

変

i 師 器

妻

■  師 器

(206)

(104)

A 148

B 162

C(84)

A(190)

B(■ 0)

A

胴部は内湾 しなが ら立ち上が る。

日頸部は短 く「 くJの字状に外反

す る。

胴部は内湾 ぎみに内傾 し,[]頸部

は屈曲 した後外反す る。 口縁端部

は外上方につ まみ出されている。

丹Π部は内湾 ざみに内傾 し, 日頸部

イよ「 く」の字状に外反す る。 日縁

端部は上方につまみ出されている。

BIl郡 外面よ～中位はナデ,下

位 は横方向のヘ ラ削 り, 日縁

部 内・外面は横ナデ調整。

器内 外面はナデ,日縁部内・

外面は横ナデ調整。

器 内・外面はナデ,日 緑端部

は横ナデ調整。

砂粒 。長石 雲母

明赤褐色

普通

砂粒・雲母・長石

石英

にぶい褐色

普通

砂粒  スコリア

石英

明赤褐色

普通

85%

15%

30%

重複しているため,平面形は明確でははな

いが方形を呈 していたものと思われ,規模は

確認できた部分で一辺2.75m,主軸方向はN一

36°一Wである。壁は東西及び南壁が検出され

てお り,高さは 8～ 20cmである。北壁は消失

している。壁溝は西側だけに検出され,上幅

10～ 18cm,下幅 5～ 14cm,深さ 8 cmである。

床は,粘上が混入したロームで,第 1号住居

跡との重複部分では貼 り床が認められた。ピ

ットは東壁下部に 1か所検出され,径 29cm,

深さ16cmである。カマ ドは北壁中央部にあっ

たと推定されるが,重複 し遺存が悪いため形

状は不明である。

覆土は 2層に分けられる。 1層は極暗褐色

第 2号住居跡 (第 258図 )

本跡はG4c2区を中心に確認され,第 1号住居跡と北側で重複しているが,本跡の方が新 しいも

のと思われる。

⑭
コ

A 22.2m                           
一

〇              2m

土で黒色上のブロックを分く含み, 2層 は暗  第258図 第 2号住居跡実測図
褐色上で黒色土のブロックを多く含み,硬 く締まっている。

遺物は,須恵器の不 2点 (1, 2)が カマ ド西側の床面から,土師器の甕(3)と 須恵器の鉢 (4)

Sl l

―齢

A
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がカマ ド内から出上している。他に,須恵器・陶器片27点が出上している。

第259図 第 2号住居跡出土遺物実測図

出土遣物観察表(第 259図 )

第 4号住居 Ltl(第 260図 )

本跡はG4b7区を中心に確認された住居跡である。

平面形は方形を呈し,規模は長軸3.70m,短軸3.35mで,主軸方向はN-27°一Wである。壁は

ロームまじりの粘上で,外傾 して立ち上がり,高さは35cmである。壁溝は全周しており,上幅11～ 24

cm,下幅 6～ 20cm,深さ 4～ 6 cmである。床は平坦で硬 く締まり,ピ ットはカマ ド西側に 1か所 ,

版
号
図
番 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

2

3

1

4

不

須 恵 器

17N

須 恵 器

甕

土 師 器

鉢

須 恵 器

A(186)

B 39

C(54)

A(142)

B 4_0

C(54)

A(104)

B(55)

A 20_0

B 7_5

C 10_5

底部は平底で,体部は直線的に立

ち上がり,日縁部はかるく外反す

る。

底苫騨よ平底で,体部は外反ぎみに

立ち上がる。

胴部は内湾ぎみに立ち上がり, 日

頸部は「く」の字状に屈曲する。

日縁端部は上方につまみ出されて

いる。

底苫Ыよ平底で,胴部は直線的に外

傾して立ち上がる。日縁部は短く

外反する。

全体に磨滅が 分く調整痕は不

明。

底部は回転ヘ ラ切 り。他の調

整痕は藩滅が 多 く不明。水挽

き成形。

胴部中～下位 は横方向のヘ ラ

削 り, 日縁部内・外面は横ナ

デ調整。

底部は一定方向のヘ ラ肖Uり ,

胴部下位 は横方向のヘ ラ削 り

調整。水挽 き成形。

砂粒・長石・石英

雲母

明褐灰色

普通

砂粒・雲母・長石

石英・ スコリア

灰黄褐色

普通

砂粒・雲母

明赤褐色

普通

砂粒・長石・石英

雲母

にぶい橙色

普通

25%

50%

20%

50%
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南壁下に 2か所検出されている。ピットの規模は,径26～ 30om,深 さ22～ 37cmである。カマ ドは

北壁やや東寄りに粘上で構築されており,全長142cln,最大幅110cmで ある。両袖部がわずかに残

り,火床部は長径75cmの楕円形に掘り込まれ,深さは15cmである。煙道の張り出しは40clnである。

覆土は 2層に分けられ, 1層は焼土粒子を中量含む極暗褐色上, 2層は焼土粒子を中量,ロ ー

ム粒子及び炭化物を少量含む暗褐色土である。

遺物は,土師器の不 (1)・ 甕12′ミ (2, 3, 4, 5, 6)が遺構中央部の覆土から出上してい

る。他に,上師器 。須恵器片163点が出上している。

ワ I

下

=下

電 3

0              1ocm

第261図 第 4号住居跡山土遺物実測図
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出土遺物観察表 (第261図 )

図版
番号

器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

2

3

4

5

6

1 盤 状  17N

土 師 器

獲

土 師 器

甕

土 師 器

妻

土 師 器

疑

土 師 器

変

土 師 器

A(166)

B 31

A(178)

B(112)

A(140)

B(36)

A(244)

B(H7)

A(240)

B(100)

B(36)

C(60)

底部は扁平 な九底で,日緑都 との

境にあまい稜 を有す る。 日縁部は

外傾 して立ち上がる。

胴部は内湾 ぎみにはば垂直に立ち

上が り, 日頸部は「 く」の字状に

外反する。 口縁端部は外上方につ

まみ出されている。

「 く」の字状に屈曲する日頸部片

である。 日縁端都は上方につ まみ

出されている。

胴部は内湾 しなが ら内傾 し, 日頸

部は短 く外反する。日縁端部 は外

上方につ まみ出されている。

胴部は内湾 しなが ら内傾 し, 日頸

部は短 く外反す る。 口縁端部は外

上方につ まみ出されている。

底部片である。底部は平底で,胴

部は外傾 して立ち上がる。底部の

形状は隅九方形 を呈する。

底部はヘ ラ削 り調整。 日縁部

内 ,外面は横ナデ調整。

丹‖部外面上位はヘ ラナデ,同

下位は紐方向のヘ ラ磨 き, ロ

縁部内・外面は横ナデ調整。

日縁部内,外面は横ナデ調整。

胴部内 '外面はナデ, 日縁部

内・外面は横ナデ調整。

磨滅が 多く調整皮不明。

器内・外面ヘ ラナデ調整。

砂粒・ スコリア・

筈 母

明赤褐色

普通

砂粒・雲母・長石

褐色

普通

砂粒 石英・雲母・

長石

によい橙色

普通

長石 石英・雲母

橙色

普通

長石・石英・雲母

スコリア

橙色

普通

砂粒

にぶい橙色

普通

20%

5%

10%

15%

20%

10%

第 5号住居跡 (第202図 )

本跡は F4g2区 を中心に確認された住居跡である。

平面形は東西に長い長方形を呈し,規模は長軸3.50m,短 軸3.09mで,主軸方向はN-16°一W

である。壁は垂直に立ち上がり,高さは30cmである。壁溝は南壁から西壁にかけて検出され,上

幅10～ 15cm,下幅 4～ 10cm,深 さ 2～ 6 cmである。床は硬 く締まり平坦である。しかし,出入口

部と考えられる南壁中央部付近の床は,周囲と比較して 4 cm前後低 くなっている。ピットは検出

されていない。カマ ドは北壁中央部に山砂で構築され,全長169cm,最大幅90cmである。袖部は消

失しており,火床部は長径98cmの楕円形に掘 り込まれ,深さは20cmである。煙道の張り出しは70

cmである。

覆土は,3層 に分けられる。 1層はローム粒子を多量に含む暗褐色土,2層 はローム粒子夕量 ,

焼土ブロック中量を含む極暗褐色土, 3層は 2層 と同じ含有物のみられる暗褐色上である。各層

とも極めて硬 く締まっている。

遺物は,土師器の不 3点 (1, 2)・ 甕 5点 (5, 9)。 蓋 2点 (3, 4)・ 鉢が覆土中～下層から,
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第262図 第 5号住居跡実測図

土師器の甕 4点 (7, 8)及 び須恵器の甕 2点 (11,16)・ 甑 2点 (10,14)がカマ ド内から,鉢 5点

(6,12,13,15)が床面中央部から南東コーナー部にかけて,それぞれ出上している。他に,土

師器・須恵器片253点が出上している。

出土遺物観察表(第 263・ 264・ 283図 )

郭

土 師 器

高 台 付 IFh

土 師 器

蓋

土 師 器

蓋

土 師 器

A(138)

B 33

C 57

A(154)

B(53)

D(85)

A(201)

B(25)

B(30)

長石・雲母

橙色

普通

長石・雲母・砂粒

にぶい橙色

普通

雲母・長石・砂粒

橙色

普通

長石・石英・婁母・

スコリア・砂粒

橙色

普通

70%

内面黒色処理

80%

内面黒色処理

底部は平底で,体部 との境は明瞭

でない。体部は内湾 ぎみに外傾 し

て立ち上がる。

底部は平底で,体都 との境に高台

の とれたJR~跡 が残 る。体部は外傾

して立ち上が り,口 縁部はわずか

に外反す る。

天丼菩騨よ丸 く,日縁部は外反 して

下がる。 口縁端部は九い。

天丼部は九 く,日縁部は外傾 して

下が る。

底部は一定方向のヘ ラ削 り調

整。水挽 き成形。

器内面はヘ ラ磨 き調整。

水挽 き成形。

水挽 き成形。

天丼部は回転ヘ ラ削 り,器内

面はヘ ラ磨 き調整。

水挽 き成形。

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴
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第264図 第 5号住居跡出土遺物実測図 (2)



0             10Cm

第265図 第 5号住居跡出土遺物実測図(3

甕

土 師 器

鉢

須 恵 器

甕

土 師 器

甕

土 師 器

A(180)

B(123)

B(312) 胴部片で,やや内湾 ぎみに外傾 し

て立ち上が る。

胴部はかる く内湾 しなが ら外傾 し

て立ち上が り, 日頸部は直角に屈

曲す る。 口縁端部は外上方につ ま

み出されている。

胴部は内傾 して立ち上が り, 日頸

音印ま短 く「 く」の字状に屈曲す る。

胴言騨よ内湾ぎみに垂直に立ち上が

り,日頸部は「くっの字状に屈曲

する。口縁端部は外上方につまみ

出されている。

外面は縦方向のヘ ラ磨 き,内

面はナデ調整。内面にはヘ ラ

の圧痕が残 る。

外面は平行叩き日,内面 とロ

縁部外面は横ナデ調整。内面

には輪積痕が残 る。

日縁部内 外面は横ナデ調整。

他は調整痕不明。

日縁部内・外面は横ナデ,他

はヘ ラナデ調整。

雲母・長石・石英

橙色

普通

砂粒・長石・雲母

灰褐色

普通

長石・雲母・石英・

スコリア

にぶい橙色

普通

長石・石英・雲母・

スコリア

におfい橙色

普通

60%

50%A 275

B 170

C(122)

A(170)

B(100)

20%

―-307-―
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空

十二  師  器

甑

須 恵 器

甕

須 恵 器

A(230)

B(98)

長石・石英・雲母

にない橙色

普通

砂粒

灰色

普通

長石・石英・雲母

灰責色

普通

雲母・長石・石英

にオい橙色

普通

石英・雲母

橙色

普通

長石・石英・雲母・

スコリア・砂粒

によい橙色

普通

砂粒 。長石

灰 白色

普通

長石・石英・雲母

灰責褐色

普通

A(300)

B 275

C(150)

B(155)

C 166

411部 は内湾 しながら内傾 し, 日頸

著Ыよ「 く」の字状に屈曲す る。 日

縁端著脚よ上方につ まみ出されてい

る。

底都は平底で 5孔を有す る。 IΠ部

は外傾 して立ち■ュが り, 日縁部は

かる く外反す る。

底都は平底で,胴都は内湾 ぎみに

外傾 して立ち上がる。

日縁部内・外面は横ナデ,他

はナデ調整。

胴部外 面 は維～斜位 の 叩 き

日,同内面はナデ,日 縁部内・

外面は横ナデ調整。器内面に

は輪積痕が残 る。

胴部外面は斜位の叩 き日,同

内面はナデ,同下端は横位の

ヘ ラ削 り調整。器内面には輪

積痕が残 る。

内・外面に水挽 き痕が残 る。

外面に水挽 き痕が残 る。

胴部外面上～中位は斜位の叩

き日,同下端は維位のヘ ラ削

り,日 縁部内・外面は横ナデ

調整。器内面には輪積痕が残

る。

日縁部内・外面は横ナデ,器

外面は平行叩き目,器内面は

ナデ調整。

胴部外面は斜位の叩 き目,同

内面はナデ,同下端は横位の

ヘ ラ削 り調整。

甑

須 恵 器

鉢

須 恵 器

菱

須 恵 器

A(260)

B 236

C 150

A(306)

B(84)

B(279)

C 190

胴都は外傾 して立ち上が り, 口頸

音hvよ外反す る。 口縁端部は九い。

llal部は外傾 して立ち上が り, 日頸

著Ыよかる く外反する。 日縁端部は

外上方にわずかにつ まみ出されて

いる。

底部は平底で 5孔を有す る。胴部

は外傾 して立 ち上が り, 日縁部は

外反す る。 日縁端部は上方につ ま

み出されている。

胴部は外傾 して立ち上が り, 日頸

著騨ま直角に屈曲する。 日縁端部は

内側に曲げられている。

底部は平底で,胴部は外傾 して立

ち上が り,上位で胴部最大径に達

し,頸部に向けて内傾す る。

第 6号住居跡 (第266図 )

本跡はF4f5区 を中心に確認された住居跡である。

平面形は方形を呈し,規模は長軸5.4m,短軸5.2mで,主軸方向はN-15°一Wである。壁は北

壁と東壁だけ検出でき,高さは10cmで ある。西壁と南壁は消失している。壁溝はなく,床は平坦

で中央部は極めて硬 く締まっている。ピットは南東コーナー部と北西コーナー部の 2か所で検出

され,その位置から主柱穴の一部と思われる。ピットの径は32～ 35cm,深 さは12～ 14cmで ある。

カマ ドは北壁中央部に山砂で構築されているが,残存状況が悪 く,火床部だけが検出された。火

床部は径60cmの 円形に掘 り込まれ,深さは20cmである。北東コーナー部に,貯蔵穴が検出された。
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第266図 第 6号住居跡実測図
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0              10cm

第267図  第 6号住居跡出土遺物実測図 (1)
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第268図 第 6号住居跡出土遺物実測図(2)
0           10Cm

平面形は不整長方形を呈し,長軸■8cm,短軸80cm,深さ20cmである。貯蔵穴の覆土は褐色土が主

で,焼土ブロックが多量に混入している。

覆土は暗褐色± 1層のみで,ロ ーム粒子を中量含み硬 く締まっている。

遺物は,上師器の甕 2′ミ(8),須恵器の甕 2点 (10,11)・ 鉢 2点 (9)がカマ ド内から,上師器

の甕,須恵器の邪 5点 (1, 2)・ 甕がカマ ド周辺の床面から,須恵器の辱 3点 (3, 4, 5)。 蓋

4点 (6)・ 小型広口壺 (7)が北西コーナー部近 くの床面から,それぞれ出土している。他に,土

師器・須志器片188点が出上している。

出土遺物観察表 (第 287・ 268図 )

杯

須 恵 器

不

須 恵 器

邪

須  恵 器

不

須  恵 器

不

須 恵 器

A(130)

B 36

C(80)

A(142)

B 3_8

C 86

A(132)

B 48

C 86

A(132)

B 40

C 80

A 134

B 41

C 84

底部は平底で,体部は外傾して立

ち上がり, 日縁部はわずかに外反

する。

底部は平底で,体部は外傾して立

ち上がる。

底部は平底全 体部はタト傾して立

ち上がる。

底部は平底で,体苦Ыよ外傾して立

ち上がり, 日縁部はわずかに外反

する。

底吉Ыよ平底で,体部は外傾して立

ち上がる。

体部下端はヘ ラ削 り,底部は

一定方向のヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部及び体部下端はヘ ラ肖Jり

調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後 回転へ

ラ削 り,体部下端は回転ヘ ラ

削 り調整。

水挽 き成形。

底部及び体部下端はヘ ラ削 り

調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後ヘ ラ削

り,体部下端は横位のヘ ラ削

り調整。

水挽 き成形。

長石・石央・雲母

褐灰色

普通

雲母・石英 。長石

黄灰色

普通

砂粒

褐灰色

普通

雲母・長石・石央

灰褐色

普通

石英・長石・雲母

におい責橙色

普通

手 法 の 特 徴器 形 の 特 徴
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蓋

須 恵 器

A 137

B 33

天丼部はやや高く,丸みをもつ。

口縁部は外傾して下がり,端部は

短く垂下する。つまみは円柱状を

呈する。

底部は平底で,高さ0 6cmの高台が

つく。胴部は外傾して立ち上がり,

肩部で水平に内傾する。日縁吉Ⅲよ

短く,直立する。

胴部は内傾して立ち上がり,「 くJ

の字状に屈曲する口頸部に至る。

日縁端部は上方につまみ出されて

いる。

胴部は外傾して立ち上がり, 日頸

部は短く外傾する。日縁端部は上

方につまみ出されている。

底～胴部片である。底部は平底金

胴部は外傾して立ち上がる。

口縁部片で,外反して立ち上がり,

端部は外側に折り返されている。

波状櫛描文が横位に施されている。

天丼部は回転ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘラ削 り,胴部 内・

外面はナデ,口縁部及び高台

の内・外面は横ナデ調整。

磨減がひどく,調整痕不明。

胴部外面は斜位の叩き目,同

内面は横位のヘ ラナデ, 日縁

部内 外面は横ナデ調整。

胴部外 面 中位 は斜位 の 叩 き

目,同下位 は横位のヘ ラ削 り,

同内面はナデ調整。

口縁部内,外面は横ナデ調整。

長石 ・石英

灰色

良好

砂粒

灰色

良好

長石・石英・雲母

明赤褐色

普通

長石・石英・雲母

灰黄褐色

普通

砂粒 。長る

青灰色

普通

砂粒 。長石

灰色

普通

広 日 重

須 恵 器

変

土 師 器

鉢

須 恵 器

奏

須 恵 器

密

須 志 器

A 53

B 50

C 59

A(168)

B(90)

A(254)

B(140)

B(112)

C(158)

A(374)

B(62)

第 7号住居跡 (第 269図 )

本跡はF4a9区 を中心に確認された住居跡で,北側で第 8号住居跡と重複している。上層からみ

て,本跡の方が新しいものと思われる。

平面形は方形を呈し,規模は長軸5。 92m,短軸5.55mで,主軸方向はN-29°一Wである。壁は

大部分が消失しており,わずかに北東及び北西コーナー部で検出できたにとどまる。壁高は 7 cm

である。壁溝は西壁側と東壁側で検出され,上幅15cm,下幅 5～ 8 cm,深 さ 4～ 16cmである。床

は平坦で,ピ ットで囲まれた内側は硬 く締まり,周辺部は軟らかい。ピットは 6か所検出され,

その配置から,Pl・ P2・ P4・ P5が主柱穴と考えられる。主柱穴は径60～ 62cm,深 さ42～ 54cmで,

ほとんど同規模である。P3は 出入口に関するピットと想定され,P6は木根跡の司能性がある。カ

マ ドは北壁中央部に山砂で構築され,全長165cm,最大幅205cmである。カマ ド付近は重複してい

る第 8号住居跡の中央部にあたっていて,硬い床面が残っており,その床面上に袖部が構築され

ていた。火床部と推定される掘り込みはカマ ド前面に認められるが,長軸2.3mの不整長方形を呈

しており,カマ ドの最大幅を超えてしまうことから,本来の火床部ではないと考えられる。

覆土は 1層で,焼土粒子やローム粒子を少量含む暗褐色上である。

遺物は,須恵器の鉢 (6)が P3の覆土から,上師器の甕と須恵器のITh 4点 (1,2,3)・ 蓋 (5)・
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0              10Cm

第270図 第 7号住居跡出土遺物実測図
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,

鉢 3点 (7, 8)がカマ ド周辺の床面から,須恵器の不 2′ミ (4)・ 鉢・甕が覆土から,それぞれ

出上している。他に,上師器・須恵器片345点が出土している。

第 8号住居跡 (第271図 )

本跡はE勾 9区を中心に確認された住居跡で,南側で第 7号住居跡と重複している。本跡の方が古

く, 3分の 2が切られている。

残存部からみて,平面形は方形を呈していたと思われる。規模は東西の長さが計測でき,5.45

mである。主軸方向はN-26°一Wである。壁は東壁と北壁,西壁の一部が検出され,高さは10～ 20

cmである。壁溝は検出された壁に沿って周回しているが,東壁南側では認められない。壁溝の規

出土遺物観察表 (第270図 )

図版
番号

器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

2

3

4

5

6

8

l

7

lTN

須 恵 器

不

須 恵 器

不

須 恵 器

不

須 恵 器

蓋

須 恵 器

鉢

須 恵 器

鉢

須  恵 器

鉢

須 恵 器

A

B

C

A

B

A(120)

B 40

C(64)

A(130)

B 39

C(68)

A(140)

B 38

C(84)

A(140)

B 41

C(76)

A 180

B 4.3

27 6

15 6

14 0

(298)

(72)

A(320)

B(99)

底部は平底で,体部は外傾して立

ち上がる。

底音Ыま平底で,体部は器壁を減少

しながら外傾して立ち上がる。

底部は平底全 体部は外傾して立

ち上がり,日縁部はわずかに外反

する。

底著Ыよ平底で,体都は外傾して立

ち上がる。

天丼言Ыよ丸く,高い。日縁部は内

湾ぎみに下がり,端都は垂下する。

高さ1 6cnのつまみがつく。

底部は平底全 体部は内湾ぎみに

外傾して立ち上がる。日頸部は「く」

の字状に外傾する。

胴部は外傾して立ち上がり, 日頸

部は「く」の字状に反傾する。

胴部は井傾 して立ち上が り, 日頸

都はか る く外反す る。

底部及び体部下端はヘ ラ削 り

調整。

水挽 き成形。

底部及び体部下端はヘ ラ削 り

調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後ヘ ラ削

り,体部下端はヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ切 り後ヘ ラ削

り,体部下端はヘ ラ削 り調整。

天丼部は回転ヘ ラ削 り,つ ま

みはナデ調整。

水挽 き成形。

胴都外面上～中位は斜位の叩

き目,下位はヘ ラ削 り,同内

面はヘ ラナデ調整。器内・外

面に輪積痕が残 る。

胴部外面 は斜位 の叩 き 目調

B整と。

胴部外面は横位の叩き目,同

内面はナデL 口縁都内・外面

は横ナデ調整。

石 芙 雲母

雲母

長石 雲母

石 央 雲母

石 英 砂粒

長石・

褐灰色

普通

長石・

褐灰色

普通

石英・

褐灰色

普通

長石・

褐灰色

普通

長石・

灰色

良好

_T母・

褐灰色

普通

石英

石央長石

石 英長石・雲母

暗灰色

普通

砂粒・雲母

灰色

普通

30%

25%

50%

15%

30%

85%

80%

20%
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第271図 第 3号住居跡実測図

模は上幅 9～ 17cm,下幅 5～ 10cm,深 さ4～ 16cmであ

る。床は全体に硬 く締まっている。ピットは,北東及

び北西のコーナー部近 くにそれぞれ検出され,径25帥 ,

深さ23～ 28cmである。カマ ドは北壁中央部に山砂で構

築され,全長90cm,最大幅125omで ある。袖部は両側と

0              2m

1潟≡≡奎多ノ

ー
第272図 第 8号住居跡出土遺物実測図

Ｉ
Ｋ
風
棚
／

01

も残っており,その基部はロームであった。このことから,カマ ドの位置が最初から決まってお

り,袖部にあたるロームを残して掘り込んでいったことが推定できる。火床部の掘り込みはなく,

煙道は壁外に50cm張 り出している。北東コーナー部に貯蔵穴が検出され,平面形は長径110cmの楕

円形で,深さは22cmである。

本跡は重複部が多いが,覆土は自然堆積で, ローム粒子を含む暗褐色土である。
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図版
番号

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調・焼成 備  考

皿

土 師 器

A(140)

B 16

底部は平底で,体部 は内湾 ぎみに

外上方に開 く。

底～体部はヘ ラ削 り,器内面

には放射状のヘ ラ磨 きが 3本

認め られ る。

雲母  スコ リア

橙色

普通

30%

遺物は,土師器の皿が北東コーナー部の覆土から出上している。他に,土師器・須恵器片60点

が出上している。

出土遺物観察表 (第272図 )

第 9号住居跡 (第273図 )

本跡はG4c9区 を中心に確認された住居跡である。

平面形は南北に長い長方形を呈し,規模は長軸3.25m,短軸2.60mで,主軸方向はN-18°一W

である。壁は外傾 して立ち上が り,高さは35cmである。壁溝は全周してお り,上幅 10～ 17cm,下

Ш
I

A 22.5m

0               2m

碓
郭
＝

Ｄ
一　

＞

翠
う

01

B
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幅 4～ 10cm,深 さ 4～ 6

cmである。床は平坦で,

極めて硬 く締まっている。

ピットは検出されていな

い。カマ ドは北壁中央部

に構築されているが,袖

部は残っていない。火床

部は長径75cmの楕円形に

掘 り込まれ,深 さは 7 cm

である。煙道の張り出し

は45cmである。なお,壁・

床とも粘土質の褐色土で

ある。

覆土は 2層 に大別 さ

れ, 1層 は焼土粒子・ロ

ーム粒子を中量含む黒褐

色土, 2層はローム粒子

lTN

須 恵 器

底部は平底で,体部は外傾 して立

ち上が り, 日縁部はわずかに外反

す る。

底部は平底で,体部 との境に高台

の とれた痕跡がある。体部は直線

的に外傾 して立ち上が り, 日縁部

との境で逆「 く」の字状に屈曲す

る。 日縁部は外傾す る。

天丼部は平坦で,円柱状のつ まみ

がつ く。日縁部 は直線的に下が り,

端部で屈曲 した後短 く垂下す る。

底部は回転ヘ ラ切 り後周辺部

のみ回転ヘ ラ削 り,体部下端

はヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

底部は回転ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

天丼部は回転ヘ ラ削 り調整。

水挽 き成形。

長石・雲母・石英

赤色

普通

雲母 。長石

リア

にぶい橙色

普通

雲母 長石・石英

褐灰色

普通

＼＼＼、______」[正三三
===:テ

ラ″
″
4

|

3

0            10Cm

第274図 第 9号住居跡出土遺物実測図

ｌ
　
ａ
肋
物
υ

を少量含む極暗褐色土で,両層とも硬 く締まっている。

遺物は,須恵器の邪 (1)・ 皿 (2)・ 蓋 (3)が カマ ド前面の覆土から,鎌 (5)が南壁中央部近 く

の覆土から,そ れぞれ出上している。他に,土師器・須恵器片186点が出土している。

A 134

B 40

C 66

A(139)

B(20)

C(50)

高 台 付 皿

須 恵 器

蓋

須 恵 器

A 142

B 28

出土遺物観察表 (第 274図 )

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴
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変

土 師 器

鎌

鉄  製  品

B(21)

C 61

全長 126

巾   30

重量 460g

底都片で,平底である。胴部は外

傾 して立ち上がる。

刃部先端が欠扱 している。

底都全面に本業痕が残 る。胴

部下位 は,横位のヘ ラ削 り調

必警。

長石・石英 雲母

橙色

普通

時期不明の住居跡

第 3号住居跡 (第275図 )

本跡はG3f8区 を中心に確認された住居跡で,こ の付近の地山が南方に傾斜しているため,遺構

の南側 3分の 1は壁・床とも消失して不明である。

平面形は明確でないが,方形を呈していたと思われる。規模は計測できたところで一辺4.30mで ,

主軸方向はN-33°一Wである。壁は,北壁及び東・西壁の北側が検出されているが,壁高が 1～ 3

cmし かないため詳細は不明である。床は南方にわずかに傾斜し,小さな凹凸が目立つ。ピットは

h,1/る

A

A 22.8m

01

口
|

D

第275図 第3号住居跡実測図

o               2m
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検出されていない。カマ ドは北壁のやや東寄 りに山砂で構築され,全長115cm,最大幅90cmである。

袖部は東側がわずかに残存し,火床部の掘 り込みは長径70cm,短径60cmの 楕円形で,深さは18cm

である。煙道の張 り出しは49cmである。

覆土は 1層だけで,黒色土を多量に含む黒褐色上が堆積 している。

遺物は全て小破片で,土師器・須恵器片78点が覆土や床面から出上している。

第 11号住居跡 (第276図 )

本跡はG5aO区を中心に確認された住居跡である。

A

WI

A 24.Om
儘
Ha

0               2m

―-320-―

C

E 23.8m

第276図 第11号住居跡実測図



1  . 1

第277図 第■号住居跡
出上遣物実測図

平面形は方形を呈し,規模は景軸3.85m,短軸3.70mで,主軸方向はN

-42°一Wである。極めて浅い住居跡のため壁の状況は明確でないが,検

出できた部分では外傾して立ち上がり,高さは10cmである。壁溝は北東

コーナー部から東壁にかけてと,南西コーナー部から西壁にかけての 2

か所で確認でき,上幅10～ 17cm,下幅 4～ 12cm,深 さ 4 cmである。床は

平坦で,極めて硬 く締まっている。ピットは 1か所だけで,南西コーナ

ー部に検出された。カマ ドは北壁中央部のやや東寄りに山砂で構築され,

袖部がわずかに残存している。火床部の掘り込みはなく,煙道は壁外に

40cm張 り出している。底面は赤く焼け,硬 く締まっている。カマ ド前面

を中心に炭化材が散左しており,火災に道遇したことが推定できる。

覆土は暗褐色± 1層のみで,ローム粒子と焼土粒子を少量含んでいる。

遺物は,支脚 2点がカマ ド前面の覆土から出上している。他に,土師器・須恵器片12点が出土

している。

第13号住居跡 (第278図 )

本跡はG6g2区を中心に確認された住居跡で,南側 3分の 2は消失している。

平面形は方形と推定され,規模は不明である。主軸方向はN-42°一Wである。壁は垂直に立ち

上が り,高さは 7 cmである。壁溝は全周していたものと思われ,上幅10cm,下幅 5 cm,深さ 4 cm

である。床は南側に傾斜しており, ピットは検出されていない。カマ ドは北壁に構築されていた

と思われるが,痕跡のみであり詳細は不明である。壁と床はロームではなく,砂質粘土から成っ

ており,硬 く締まっている。

覆土は 2層で, 1層は黒褐色土, 2層は褐色土でともに粘土ブロックを含んでいる。

遺物は極めて少量で,土師器の甕が 1点だけカマ ド内より出上している。

出土遺物観察表 (第277図 )

図版
番号

器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

支   脚

土 製 品

全長 55

径  69

重量 866g

支lHlの 基部あた りと思われる。
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第278図 第13号住居跡・出上遺物実測図

出土遣物観察表 (第278図 )

図版
番号

器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

甕

上 師 器

A(192)

B(92)

口頸部片である。胴部は内傾して

立ち上がり,日縁音Ыよわずかに外

反する。

磨滅しており調整痕不明。 雲母・長石・石英

橙色

普通

10%
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第17号住居帥 (第280図 )

本跡はF6i2区を中心に確認された仁居跡です床の上面は削平さ

れ,ビットや壁溝の下部が検出できただけである。

平面形は方形を呈していたものと推定され,規模は不明であ

る。主軸方向はN-36°一Wである。壁溝は北及び東側で検出さ

れ 上幅17cm前後,下幅 8 cla前後,深さ6 ctlである。床は削平

されており不明である。ビットは4か所検出され,径56～ 70cln,

深さ26～ 38clIIである。カマドは,北壁中央部にその痕跡だけが

認められた。

覆上の状況については,観察できなかつた。

遺物は出上していない。

引   呵
0               1m

第279図
第17号住居跡カマド実測図

4

B

E
O
蛉
劇

引
O

第280図 第17号住居跡実測図
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⑤

▲

第 2節 掘立柱建物跡

当遺跡では, 2棟の掘立柱建物跡が検出されている。 2棟とも極めて小規模な建物である。

第 1号掘立柱建物跡 (第281図 )

本跡はF4dO区 を中心に確認され,南北 3間 (5,00m),東 西 1間 (1.50m)の建物である。本跡

の棟通りは後述する第 2号掘立柱建物跡とほぼ直交し,N-35°一Wである。

柱間寸法は,桁行が1.60～ 1.90m,梁行が1.30～ 1.50mである。柱掘方は大部分が円形4径 22～54

cm,深さ12～ 19cmである。P7は長軸75craの長方形を呈しているが,掘 り込みはなく痕跡だけが検

出された。本跡の位置する地形からみて,上部は削平されていることが推定され,本来は柱掘方

の規模もやや大きかったと思われる。

遺物は出土していない。

A 24,3m

第281図 第1号掘立桂建物跡実測図
0               2m
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筆!号続三柱建物証 (第却2国 )

1本跡はF4由区を中!Ⅲに1確認

さ―危 東茜2商 13.25m),南北

1簡 鬱,omlの建物であ&標

通りは煎二63°―Eであ―る。

柱間寸
―
法はぅ荷行が 1135～

1‐7m,'蕪望青アド1.65r■ 2iOう oγ鬱

る。避掘方は不整H形が主です

径21‐75emP深碁4-閉ぬであ

る。Pとは戻跡めみがかろうじて

検出できた.に通|ぎない,本跡も

第 1号掘Й鶴建物跡と同様に1上

1部が割平毒れていると思心ヽ

柱掘方の基康部が調査できたに

とど|まっている.

1遺渤は出土していないる

A

}
A―
警。ロ

0            21“

勲 82図 第2号韓泣桂建物跡実剥図

B
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第 3節 ま と め

当遺跡では 1～ 2節で報告 したように,住居跡16軒,掘立柱建物跡 2棟が検出されている。な

お今回の報告はH区の一部分で検出された遺構についてであり, H区全体の調査成果については

後日報告書を刊行する予定である。よってここでは簡単に概略を記し, まとめとしたい。

(1)竪穴住居跡と出土遺物について

前述の16軒の住居跡のうち,時期が判明したのは12軒である。古墳時代中期 と考えられるもの

1軒 (10号 ),同後期 3軒 (12・ 15'16号),奈良時代 1軒 (8号),平安時代 7軒 (1・ 2'4・

5・ 6,7。 9号)である。各住居跡は,遺跡の南側から延びる低地 (谷津)を囲むように検出

されている。その配置からは,時期毎の明確な特徴はみられないが,奈良・平安時代の住居跡は

遺跡の南側 と西側に集中する傾向が窺える。

古墳時代前期の住居跡は比較的大型で,長軸 6mの規模である。残存状況は遺構。遺物とも良好

である。ピットや貯蔵穴,炉跡も明確で,形状のわかる遺物も隻く出土している。出土遺物は,

JTh,高 不,甕,鉢,小型壺である。 lThは丸底で,外面はヘラ削り調整である。底部 と日縁部の境

は明確でなく,稜 もみられない。高年は 5′ミ出土しており,不部は全て直線的に開き,体部下端

に稜をもつ器形である。甕は胴部が九 く, この時期によくみられるものである。

古墳時代後期の住居跡は 3軒 とも大型で,長軸が 6mを超えている。カマ ドは北壁中央部にあり,

ピットは主柱穴 4か所,出入口に関連するピット1か所がそれぞれ検出されている。主軸方向を

みると,大 きく西側に傾いてお り, I区の同時期の住居跡と似た傾向をみせている。遺物は土師

器が主で,JTh,高 lTh,甕 が出上し,他に須恵器の提瓶,配も出上している。界は全て九底で, 口

縁部 と底部の境に稜をもつものともたないものの 2種が認められる。甕はやや長胴化 し, 口縁部

は単純口縁である。提瓶は肩部の突起をもたず,胴部背後の平坦面には木葉痕が残っている。

奈良時代の住居跡は,重複 していて詳細は明らかでない。遺物は極めて少量で,図示できたの

は土師器の皿 1点だけである。

平安時代の住居跡は全て 9世紀代 と考えられ, さらに前半と後半の 2期に分けられる。前半の

住居跡として第 5～ 7号住居跡が検出され,後半の住居跡としては第 1・ 2'4・ 9号住居跡が

検出されている。一般的に奈良時代以降になると住居跡の規模が小型化する傾向がみられ,当遺

跡でも第 2号住居跡などは長軸でも3mに満たず,2.75mし かない。柱穴をみると 1か所も検出さ

れない例が出てくる。カマ ドは北壁中央部に設置され, コーナー部に貯蔵穴を有する住居跡もあ

る。遺物は土師器のlTA,甕 が分く,須恵器ではJTh,甕 ,鉢,甑,盤等が出上している。上師器の
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不1よ水挽き成形のものが多く,内面を「黒色処理したいわゆ.る「内黒土器」が増加する.。 ■師器・

須暮器とも甕が多く出土しているs

121 蝉 物跡1=ついて

H-1区で検出された建物跡は2棟だけ穐 規模も小規模なものである。2節で述べ.た .ように,

1建物跡が検出された地点は後世の携苦しを受けており,コーム層上画がかなり削平されていること

がな定される。従って,旧地形が残つていれ士品 .この他に|も建物跡が僚出された可能性がある。

2棟の建物跡―イ諜棟通りがほtr直交し,建物間の瞬離は約2.5れである。出土遺物は皆無でュ1時期

を決定することはできず,ま 色 性格も不明である。
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住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規 模

壁 床 カマ ド 時期 備 考

長軸×短軸(m) 深さ(cm)

1

2

3

4

5

8

9

G4bl

G4c2

G3fa

G4b7

F4g2

F4f5

F4a9

E4j。

G4c9

F4i7

G5a。

G5b9

G6g2

F5d`

F6fェ

F6i2

N―-20°一―lV

さ∬―-36°一―ヽV

さヤーー33°一―W

N―-27°一―W

N-16°一W

N-15°一W

N-29°一W

N―-26°一―W

N-18°一W

N―-85°――ヽ「ヽ

N―-42°――W

N―-42°一…ⅢⅢた

N―-50°一一ヽ「ヽ

N―-45°一―W

N-36°一W

方 形

(方形)

(方形)

方 形

長方形

方 形

(方形)

長方形

方 形

(方形)

( )

万 形

〃

(方形 )

339× 310

2.75× (260)

4 30

370× 335

350× 310

540× 520

5.92× 5.55

5.45

325× 2.60

600× 5.50

3.85× 3.70

3.45

6.55× 6.10

6.35× 5.98

35

8～ 20

1～ 3

35

30

１０

　

　

７

10-20

7

20

0～ 15

0

垂直

外傾

外傾

垂直

垂直

外傾

垂直

′順

平坦

傾斜

平坦

″

傾斜

平坦

傾斜

N

N

N

N

N

Ｎ

　

　

Ｎ

N

N

N

N

N

N

N

平安

平安

〃

奈良

平安

和泉

鬼高

鬼高

鬼高

SI-2と 重複
9,om2

SI-1よ り新し▼ヽ

9,7mB

9.lma

27 4nギ

SI-8と 重複

29.9m2

SI-7よ り古い

5,9m2

炉

26.Omギ

11.7m2

35.6m2

32.7コド

―-328-―



終章 む す び

研究学園都市桜柴崎土地区画整理事業地内における埋蔵文化財包蔵地 (柴崎遺跡)の発掘調査

は, 3か年計画で現在も進められている。柴崎遺跡は, I～ Ⅲ区の 3地区に分かれており,本報

告書は初年度に発掘調査を実施した, I区 とⅡ区の一部についての調査結果をまとめたものであ

る。この両地区からは,こ れまで述べてきたように,古墳時代～奈良・平安時代の遺構・遺物が

検出されている。

古墳時代の遺構 として検出されたのは,31軒の住居跡である。時期的に最も古い遺構は,H区

で検出された第10号住居跡で,内部に炉を有しており古墳時代中期 と考えられる。この時期の住

居跡は一軒だけで,他は全て古墳時代後期の住居跡である。各時期の住居跡ともその分布状況を

みると,特定の地点に集中する傾向は見られず, I・ H区 とも,遺跡全域から検出されている。

出土遺物は,殆んどが土師器で,器種 としてはlThと 甕が最も夕い。他に,高不,甑なども少量出

土している。

奈良・平安時代の遺構は,62軒の住居跡と,掘立柱建物跡 3棟,井戸 8基である。住居跡は古

墳時代よりも全体に小型になり,柱穴は不規則な配置で,カマ ドは古墳時代以来北壁中央部に構

築されている。しかし,こ の時期に至ってその原則が くずれをみせ始め,平安時代の終 り頃には

カマ ドのない住居跡も出現している。このカマ ドのない住居跡は20軒以上検出され,当遺跡を特

徴づける遺構であるが,類例 も少なく,性格等を明確にできないのが残念である。出土遺物は土

師器が主体であるが,奈良時代後半以降になると須恵器の割合が増加してくる。器種は古墳時代

と大きな差異はみられず年と甕が主で他に甑,皿,高 JTh等が出上している。墨書土器は 5点確認

され,判読できる文字は「□万」と「十」である。

今回報告した柴崎遺跡は現在も発掘調査を継続中であり,初年度と同時期の遺構・遺物が確認

されつつある。その調査成果によっては,さ らに広い視野で検討を加えることが可能になるので

はないだろうか。

最後に,本報告書を作成する上で,関係各位の御指導,御協力をいただいたことに対し,心か

ら感謝の意を表したい。
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